
備 考

学位の分野：
理学関係
工学関係
経済学関係

修士（数理学）
（Master of
Mathematics）
修士（技術数理
学）
（Master of
Mathematics
Administration
）
修士（情報科
学）
（Master of
Information
Science）
修士（理学）
(Master of
Science)
修士（工学）
(Master of
Engineering)
修士（学術）
（Master of
Philosophy）
修士（経済学）
(Master of
Economics)

博士前期課程 2 12 - 24 令和4年4月
第1年次

福岡県福岡市西区
元岡744番地

年 人 年次
人

修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

新 設 学 部 等 の 名 称

マス・フォア・イノ
ベーション連係学府

（Joint Graduate
School of Mathematics
for Innovation）

　
　
新
設
学
部
等
の
概
要

　　年　月
第　年次

人

学位又
は称号

事 項

フ リ ガ ナ ｷｭｳｼｭｳﾀﾞｲｶﾞｸ

記 入 欄

福岡市西区元岡744

開設時期及
び開設年次

別記様式第２号（その１の１）

新 設 学 部 等 の 目 的

ｺｸﾘﾂﾀﾞｲｶﾞｸﾎｳｼﾞﾝ ｷｭｳｼｭｳﾀﾞｲｶﾞｸ

大 学 の 名 称

 　研究科等連係課程実施基本組織の設置（研究科の設置）

九州大学      (Kyushu University)

計 画 の 区 分

フ リ ガ ナ

国立大学法人　九州大学

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

基　本　計　画　書

設 置 者

大 学 本 部 の 位 置

　AI 技術の爆発的発展により、データサイエンスは学術・技術やビジネス・生活
のあり方を激変させている。しかし、AI 技術には、信頼できる精度や理論的基盤
の不確実性など、未知の要素が多い。そうした中で、数学には、その汎用性と厳密
性によって、AI技術の限界を克服し、ひいては分野の壁を越えた他分野との積極的
な協働を通して、人類社会の未来を切り拓く役割が期待される。特に、現実にある
諸問題の数学モデルを構築し、これらの問題の解決に資するモデリングは、データ
がないところでも威力を発揮でき、文理を問わず現代社会の広範な領域において客
観的に検証可能な方法論として重要な位置を占め、多様な分野に貢献するために必
須のものである。これらの社会的要請に応えるため、国際的に優れた数学力・統計
力を基盤に、数学モデリングを通して組織や分野の垣根を越えて各分野で共創し、
イノベーションを創発する卓越した数学モデリング人材を育成することを目的とす
る学位プログラムを設置する。

大 学 の 目 的
九州大学は、教育基本法（平成18年法律第120号）の精神に則り、学術の中心とし
て広く知識を授けるとともに、深く専門の学芸を教授研究し、知的、道徳的及び応
用的能力を展開させることを目的とする。

基 本 計 画

所　在　地
収容
定員

基本計画書-1



学位の分野：
理学関係
工学関係
経済学関係

- 学位の分野：
理学関係

8 -

- 学位の分野：
理学関係

9 -

- 学位の分野：
工学関係

2 - 4

博士後期課程 3 14 - 42 博士（数理学）
（Doctor of
Philosophy
[Mathematics]）
博士（機能数理
学）
（Doctor of
Functional
Mathematics）
博士（情報科
学）
（Doctor of
Information
Science）
博士（理学）
(Doctor of
Science)
博士（工学）
(Doctor of
Engineering)
博士（学術）
（Doctor of
Philosophy）
博士（経済学）
（Ph.D. in
Economics)

令和4年4月
第1年次

連係協力学府（Ⅰ）
数理学府
（Graduate School of
Mathematics）

数理学専攻（M）
（Department of
Mathematics）

マス・フォア・イノ
ベーション連係学府の
内数とする入学定員数

数理学専攻（D）
（Department of
Mathematics）

マス・フォア・イノ
ベーション連係学府の
内数とする入学定員数

連係協力学府（Ⅱ）
システム情報科学府
（Graduate School of
Information Science
and Electrical
Engineering）

情報理工学専攻（M）
（Department of
Information Science
and Technology）

修士（数理学）
（Master of
Mathematics）
修士（技術数理
学）
（Master of
Mathematics
Administration
）

博士（数理学）
（Doctor of
Philosophy
[Mathematics]）
博士（機能数理
学）
（Doctor of
Functional
Mathematics）

福岡県福岡市西区
元岡744番地

2 54 108

16

3 20 60

27

2 105 210

マス・フォア・イノ
ベーション卓越学府の
内数とする入学定員数

福岡県福岡市西区
元岡744番地

福岡県福岡市西区
元岡744番地

博士（情報科
学）
（Doctor of
Information
Science）
博士（理学）
(Doctor of
Science)
博士（工学）
(Doctor of
Engineering)
博士（学術）
（Doctor of
Philosophy）
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- 学位の分野：
工学関係

1 - 2

- 学位の分野：
工学関係

3 - 9

- 学位の分野：
工学関係

1 -

- 学位の分野：
経済関係

1 - 2

- 学位の分野：
経済関係

1 - 3

―― ―計

マス・フォア・イノ
ベーション連係学府の
内数とする入学定員数

マス・フォア・イノ
ベーション連係学府の
内数とする入学定員数

電気電子工学専攻（M）
（Department of
Electrical and
Electronic
Engineering）

マス・フォア・イノ
ベーション連係学府の
内数とする入学定員数

情報理工学専攻（D）
（Department of
Information Science
and Technology）

電気電子工学専攻（D）
（Department of
Electrical and
Electronic
Engineering）

連係協力学府（Ⅲ）
経済学府
（Graduate School of
Economics）

経済工学専攻（M）
（Department of
Economic
Engineering）
マス・フォア・イノ
ベーション連係学府の
内数とする入学定員数

経済工学専攻（D）
（Department of
Economic
Engineering）

3 16 48

3

2

10 30

2 65 130

3 29

マス・フォア・イノ
ベーション連係学府の
内数とする入学定員数

87

福岡県福岡市西区
元岡744番地

修士（経済学）
(Master of
Economics)

博士（経済学）
(Ph.D. in
Economics)

博士（情報科
学）
（Doctor of
Information
Science）
博士（理学）
(Doctor of
Science)
博士（工学）
(Doctor of
Engineering)
博士（学術）
（Doctor of
Philosophy）

20 40

3
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＜0＞ ＜0＞ ＜0＞ ＜0＞ ＜0＞ ＜0＞ ＜0＞
博士前期課程 【25】 【15】 【1】 【4】 【45】 【0】 【126】

＜0＞ ＜0＞ ＜0＞ ＜0＞ ＜0＞ ＜0＞ ＜0＞
博士後期課程 【23】 【15】 【1】 【4】 【43】 【0】 【105】

連係協力学府（Ⅰ）
　数理学府
　　数理学専攻（M）
　　数理学専攻（D）

連係協力学府（Ⅱ）
　システム情報科学府
　　情報理工学専攻（M）
　　情報理工学専攻（D）
　　電気電子工学専攻専攻（M）
　　電気電子工学専攻専攻（D）

連係協力学府（Ⅲ）
　経済学府
　　経済工学専攻（M）
　　経済工学専攻（D）

人人

准教授

実験・実習

教授

演習

助手

専任教員等

人 人人

計助教

計

人 人

卒業要件単位数
開設する授業科目の総数

講義

講師

　
新
 
 
設
 
 
分

学　部　等　の　名　称

同一設置者内における変
更 状 況
（定員の移行，名称の変
更 等 ）

教育
課程

新設学部等の名称

　
　
教
員
組
織
の
概
要

　　　　博士後期課程　　　　　　　　（ 30）（令和3年7月設置報告）

博士前期課程 36科目 1科目 1科目 38科目 30単位以上

芸術工学府
　　芸術工学専攻（廃止）

　　　　修士課程　　　　　　　　　　（120）（令和3年7月設置報告）

博士後期課程 0科目 2科目 4科目 6科目 16単位以上

研究科等連係課程基本組織
マス・フォア・イノベーション連係学府

（26） （15） （1） （4） （46） （0） （130）

（25） （15） （1） （4） （45） （0） （112）

兼 任
教 員 等

計
25 15 1 4 45 0 －

(26) (15) (1) (4) (46) （0） （－）

　　　　修士課程　　　　　　　　　　（△92）
　　　　博士後期課程　　　　　　　　（△25）
　　デザインストラテジー専攻（廃止）
　　　　修士課程　　　　　　　　　　（△28）
　　　　博士後期課程　　　　　　　　（△ 5）
※令和4年4月学生募集停止

芸術工学府
　　芸術工学専攻

（注）
＜＞の中の数は
研究科等連係課
程実施基本組織
のみに従事する
専任教員。

【】の中の数は
研究科等連係課
程実施基本組織
と連携協力研究
科等

マス・フォア・イノ
ベーション連係学府
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【2】 【2】 【1】 【0】 【5】 【0】 【0】

【2】 【2】 【1】 【0】 【5】 【0】 【0】

【16】 【11】 【0】 【4】 【31】 【0】 【0】

【16】 【11】 【0】 【4】 【31】 【0】 【0】

【5】 【1】 【0】 【0】 【6】 【0】 【0】

【4】 【1】 【0】 【0】 【5】 【0】 【0】

【2】 【1】 【0】 【0】 【3】 【0】 【0】

【1】 【1】 【0】 【0】 【2】 【0】 【0】

大学全体

大学全体

(2041)

(31)

3,227

2,450,988㎡

2,254,620㎡

計

小 計

そ の 他 72,902,583㎡

㎡㎡

㎡

校
　
　
地
　
　
等

校 舎 敷 地

運 動 場 用 地

㎡

㎡

㎡2,450,988㎡

75,353,571㎡

㎡2,254,620㎡

合 計

専　　用

校　　　舎

㎡

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

1,087

75,353,571㎡

(160)

(0)

0

(207) (32)

(1087)

(2041) (0)

(0)

0

(68)

0

31

人

そ の 他 の 職 員

技 術 職 員

196,368㎡

1,087 0

(0)

共　　用

196,368㎡

68

(68)

31

0

(-)

共用する他の
学校等の専用

㎡

032 -

(0)

40610

(181)

専　　任 兼　　任

(145) (9) (28)

160

(363)

204

(3227)

68

2,041

(1087)

(10)

計

657,243㎡

72,902,583㎡

計

区　　　分

図 書 館 専 門 職 員

(31)

3,227

(3227) (0)

657,243㎡

専　　用

（　　　　　　㎡）

㎡

共用する他の
学校等の専用

（　　　　　　㎡）

㎡

㎡

-9179 145

2,041

(-)

計

(409) (0)

事 務 職 員

人 人

28 361 0

合　　　　計

計

　経済システム専攻　修士課程

　産業マネジメント専攻　専門職学位課程

　数理学専攻　博士後期課程

システム情報科学府

職　　　種

経済学府

共　　用

（657,243㎡） （657,243㎡）

11 11 2 0 24 0 3

　経済工学専攻　博士後期課程

10 6 2 0 18 0 4

(10) (6) (2) (0) (18) (0) (4)

　経済工学専攻　修士課程

10 6 2 0 18 0 4

(10) (6) (2) (0) (18) (0) (4)

　経済システム専攻　博士後期課程
11 11 2 0 24 0 3

(11) (11) (2) (0) (24) (0) (3)

(24) (0) (3)(11) (11) (2) (0)

(0) (13) (67) (0) (14)

6 5 1 2 14 0 9

(6) (5) (1) (2) (14) (0) (9)

31 23 0 13 67 0 0

(31) (23) (0) (13) (67) (0) (0)

数理学府

　数理学専攻　修士課程

31 23 0 13 67 0 14

(31) (23)

20 24 0 0 44 0 53

　情報理工学専攻　修士課程

(20) (24) (0) (0) (44) (0) (53)

0 0 26 0 61

(17) (10) (0) (0) (27) (0) (61)

　情報理工学専攻　博士後期課程

18 21 0 0 39 0 10

(18) (21) (0) (0) (39) (0) (11)

　電気電子工学専攻　博士後期課程

15 5 0 0 20 0 2

(16) (5) (0) (0) (21) (0) (3)

　電気電子工学専攻　修士課程

16 10

既
 
 
設
 
 
分
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大学全体

大学全体

大学全体面積

46,365㎡

9,784

閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

7,434,882

(7,434,882)

97

（51,597〔51,580〕） （97）

〔うち外国書〕〔うち外国書〕 電子ジャーナル

第３年次

新設学部等の名称

〔うち外国書〕

(7,434,882)

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ―

体育館以外のスポーツ施設の概要

第２年次

第２年次

―　　千円

第４年次 第５年次

冊 種

5,363,972　冊　

― ― ― ― ― ― ―

（4,202,696〔1,812,778〕）

4,202,696〔1,812,778〕

（4,202,696〔1,812,778〕）

51,597〔51,580〕

（51,597〔51,580〕）

76,859〔34,117〕

（76,859〔34,117〕）

3,121　席　

4,202,696〔1,812,778〕

（9,784）

（9,784）

開設前年度 第１年次

設 備 購 入 費

図書館

（76,859〔34,117〕）
計

教室等
114室

点

機械・器具視聴覚資料

室

室　　　数

3室

点

語学学習施設

352室

講義室 情報処理学習施設

316室

演習室

学術雑誌

面積

12,019㎡

区　分 第５年次 第６年次

図書

実験実習室

マス・フォア・イノベーション連係学
府

新設学部等の名称

専 任 教 員 研 究 室

図
書
・
設
備

51,597〔51,580〕

（補助職員　人）

14室

（97）

97

点

経費
の見
積り

（補助職員　人）

標本

7,434,8829,78476,859〔34,117〕

４ ０ ０ ㍍ ト ラ ッ ク １ 面
体育館

野 球 場 １ 面

45

学生納付金以外の維持方法の概要

学生１人当り
納付金 ―　　千円

第１年次 第６年次

―　　千円 ―　　千円 ―　　千円

経 費 の
見 積 り
及 び 維
持 方 法
の 概 要

―

―　　千円

教員１人当り研究費等

共 同 研 究 費 等

図 書 購 入 費

第３年次 第４年次
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平成30年度入学定員減

(△9人)

平成30年度入学定員減

(△4人)

平成30年度入学定員減

(△11人)

平成30年度入学定員減

(△9人)

(△5人)

平成30年度入学定員減

(△4人)

(△5人)

(△3人)

(△4人)

(△3人)

令和元年度入学定員減

(△1人)

平成30年度入学定員減

(△3人)

平成30年度入学定員減

(△1人)（創薬科学科）

令和3年より学生募集停止

令和3年より学生募集停止

令和3年より学生募集停止

令和3年より学生募集停止

令和3年より学生募集停止

令和3年より学生募集停止

153

53

72

38

57

135

29

38

34

34

4

4

4

4

4

4

4

4

学士（学術） 元岡744番地令和3年度

令和3年度

令和3年度

令和3年度77

倍

　電気情報工学科

　材料工学科

　応用化学科

　化学工学科

収容
定員

令和3年度

既
設
大
学
等
の
状
況

修業
年限

編入学
定　員

学位又
は称号

入学
定員

開設
年度

定　員
超過率

学 部 等 の 名 称

九州大学      (Kyushu University)

　融合基礎工学科

人

共創学部

4 58

153

53

72

38

57

135

29

38

34

34

-

0.76 平成30年度

-

文学部

学士（学術）

福岡県福岡市西区

　共創学科 4 105 420 学士（学術） 元岡744番地

年次
人

所　在　地

大 学 の 名 称

年 人

福岡県福岡市西区

　人文学科 4 151 604 学士（文学） 1.04 平成12年度 元岡744番地

学士（学術） 元岡744番地

法学部 4 189 - 756 学士（法学） 1.05 昭和24年度 福岡県福岡市西区

教育学部 4 46 - 184 学士（教育学） 1.06 昭和24年度 福岡県福岡市西区

経済学部 3年次 学士（経済学） 1.04 福岡県福岡市西区

学士（学術） 元岡744番地

3年次

　経済・経営学科 4 141 10 584 学士（学術） 1.04 平成12年度 元岡744番地

理学部 学士（理学） 1.05 福岡県福岡市西区

　経済工学科 4 85 10 360 1.05 昭和52年度

　化学科 4 62 248 1.03 昭和24年度

　物理学科 4 55 220 学士（学術） 1.05 昭和24年度 元岡744番地

　数学科 4 50 5 210 1.06 昭和24年度

　地球惑星科学科 4 45 3年次 180 1.07 平成2年度

医学部 - 1.05 福岡県福岡市東区

　生物学科 4 46 184 1.08 昭和24年度

　生命科学科 4 12 48 学士（生命医科学） 1.16 平成19年度

　医学科 6 110 664 学士（医学） 1.00 昭和24年度 馬出3丁目1番1号

学士（学術）

　保健学科 4 134 536 学士（保健学） 1.03 平成14年度

　歯学科 6 53 318 学士（歯学） 0.99 昭和42年度 馬出3丁目1番1号

歯学部 - 福岡県福岡市東区

　創薬科学科 4 49 196 学士（創薬科学） 1.04 平成18年度 馬出3丁目1番1号

薬学部 - 1.02 福岡県福岡市東区

学士（学術）

　臨床薬学科 6 30 180 学士（薬学） 1.01 平成18年度

工学部 - 学士（工学） 1.01

　電気情報工学科 4 - - -

福岡県福岡市西区

　建築学科 4 - - -

77

58

　機械工学科

　航空宇宙工学科

　量子物理工学科

　船舶海洋工学科

　地球資源システム工学科

　土木工学科

　建築学科

4

4

4

令和3年度

令和3年度

令和3年度

令和3年度

令和3年度

令和3年度

令和3年度

　機械航空工学科 4 - - -

　エネルギー科学科 4 - - -

　地球環境工学科 4 - - -

　物質科学工学科 4 - - -
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令和2年より学生募集停止

令和2年より学生募集停止

令和2年より学生募集停止

令和2年より学生募集停止

令和2年より学生募集停止

平成30年度入学定員減

平成26年より学生募集停止

平成26年より学生募集停止

福岡県福岡市南区

　芸術工学科 4 187 374 学士（学術） 1.02 令和2年度 塩原4丁目9番1号

芸術工学部 学士（芸術工学）

　工業設計学科 4 - - -

　環境設計学科 4 - - -

　音響設計学科 4 - - -

　画像設計学科 4 - - -

農学部 - 福岡県福岡市西区

　芸術情報設計学科 4 - - -

学士（学術）

　生物資源環境学科 4 226 904 学士（農学） 1.05 平成10年度 元岡744番地

人文科学府 - 修士（文学） 福岡県福岡市西区

【大学院】

　　　修士課程 2 16 32 0.59

　人文基礎専攻 博士（文学） 平成12年度 元岡744番地

　歴史空間論専攻 平成12年度

　　　博士後期課程 3 7 21 0.47

　　　博士後期課程 3 9 27 0.69

　　　修士課程 2 20 40 0.47

　　　修士課程 2 20 40 0.90

　言語・文学専攻 平成12年度

比較社会文化学府 - 福岡県福岡市西区

　　　博士後期課程 3 9 27 0.84

　　　修士課程 2 - - -

　日本社会文化専攻 平成12年度 元岡744番地

　国際社会文化専攻 平成12年度

　　　博士後期課程 3 - - -

　　　博士後期課程 3 - - -

　　　修士課程 2 - - -

　地球社会統合科学専攻 修士（学術） 平成26年度 元岡744番地

地球社会統合科学府 - 福岡県福岡市西区

　　　博士後期課程 3 35 105 博士（学術） 0.69

　　　修士課程 2 60 120 修士（理学） 0.58

人間環境学府 - 修士（人間環境学） 福岡県福岡市西区

博士（理学）

　　　修士課程 2 20 40 修士（教育学） 1.30

　都市共生デザイン専攻 修士（文学） 平成12年度 元岡744番地

　人間共生システム専攻 修士（工学） 平成12年度

　　　博士後期課程 3 5 15 修士（心理学） 0.53

　　　博士後期課程 3 9 27 博士（文学） 0.96

　　　修士課程 2 11 22 博士（人間環境学） 0.67

　　　修士課程 2 17 34 博士（心理学） 0.97

　行動システム専攻 博士（教育学） 平成12年度

　教育システム専攻 平成17年度

　　　博士後期課程 3 10 30 博士（工学） 1.06

臨床心理修士
（専門職）

　　　博士後期課程 3 9 27 0.51

　　　修士課程 2 19 38 0.36

　　　修士課程 2 28 56 1.65

　空間システム専攻 平成12年度

　実践臨床心理学専攻 平成17年度

　　　博士後期課程 3 7 21 0.47

法学府 - 修士（法学） 福岡県福岡市西区

　　　専門職学位課程 2 30 60 1.00

　　　修士課程 2 72 134 0.41

　法政理論専攻 博士（法学） 平成22年度 元岡744番地

法務学府 - 法務博士（専門職） 福岡県福岡市西区

　　　博士後期課程 3 17 51 0.27

　　　専門職学位課程 3 45 135 0.83

　実務法学専攻 平成16年度 元岡744番地
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平成18年より学生募集停止

　経済工学専攻 博士（経済学） 平成12年度 元岡744番地

経済学府 - 修士（経済学） 福岡県福岡市西区

　　　博士後期課程 3 10 30 0.33

　　　修士課程 2 20 40 経営修士（専門職） 0.85

　　　修士課程 2 27 54 0.92

　経済システム専攻 平成15年度

　産業マネジメント専攻 平成15年度

　　　博士後期課程 3 14 42 0.47

理学府 - 修士（理学） 福岡県福岡市西区

　　　専門職学位課程 2 45 90 1.00

　　　修士課程 2 41 82 0.96

　物理学専攻 博士（理学） 平成20年度 元岡744番地

　化学専攻 平成20年度

　　　博士後期課程 3 14 42 0.59

　　　博士後期課程 3 19 57 0.60

　　　修士課程 2 62 124 1.02

　　　修士課程 2 41 82 1.01

　地球惑星科学専攻 平成12年度

数理学府 - 修士（数理学） 福岡県福岡市西区

　　　博士後期課程 3 14 42 0.59

　　　修士課程 2 54 108 博士（数理学） 1.02

　数理学専攻 修士（技術数理学） 平成12年度 元岡744番地

システム生命科学府 - 修士（システム生命科学） 福岡県福岡市西区

　　　博士後期課程 3 20 60 博士（機能数理学） 0.51

　　　博士課程 5 54 270 修士（工学） 1.41

　システム生命科学専攻 修士（理学） 平成15年度 元岡744番地

博士（システム生命科学）

修士（情報科学）

博士（工学）

博士（理学）

医学系学府 - 修士（医科学） 福岡県福岡市東区

博士（情報科学）

　　　博士課程 4 107 428 修士（保健学） 1.16

　医学専攻 修士（看護学） 平成20年度 馬出3丁目1番1号

　　　修士課程 2 20 40 博士（看護学） 0.77

　医科学専攻 博士（医学） 平成15年度

　　　修士課程 2 27 54
医療経営・管理学修

士（専門職）
1.21 平成19年度

　保健学専攻 博士（保健学）

　臓器機能医学専攻

　　　博士後期課程 3 10 30 0.76 平成21年度

　医療経営・管理学専攻 平成13年度

　　　博士課程 4 - - -

歯学府 - 博士（歯学） 福岡県福岡市東区

　　　専門職学位課程 2 20 40 0.95

　　　博士課程 4 43 172 博士（学術） 0.81

　歯学専攻 博士（臨床歯学） 平成12年度 馬出3丁目1番1号

　創薬科学専攻 博士（創薬科学） 馬出3丁目1番1号

薬学府 - 修士（創薬科学） 福岡県福岡市東区

　　　博士後期課程 3 12 36 1.58 平成24年度

　　　修士課程 2 55 110 博士（臨床薬学） 0.82 平成22年度

　　　博士課程 4 5 20 1.00 平成24年度

　臨床薬学専攻
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平成29年度入学定員減

(△3人)(博士後期課程)

令和3年より名称変更

令和3年より名称変更

令和3年より学生募集停止

令和3年より学生募集停止

令和3年より学生募集停止

令和3年より学生募集停止

令和3年より学生募集停止

令和3年より学生募集停止

令和3年より学生募集停止

（名称変更）

令和3年より学生募集停止

（名称変更）

　　　修士課程 2 52 52

　　　博士後期課程 3 16 16

　物質創造工学専攻

　土木工学専攻 令和3年度

令和3年度

令和3年度

令和3年度

43

10

68

18

30

8

博士（工学）

　共同資源工学専攻 平成29年度

　　　修士課程 2 10 20 1.60

　　　修士課程 2 20 40 1.27

　　　博士後期課程 3 8 24 1.66

　　　博士後期課程 3 8 8

　地球資源システム工学専攻 平成12年度

　船舶海洋工学専攻 令和3年度

　　　修士課程 2 25 25

　　　修士課程 2 30 30

　　　博士後期課程 3 10 10

　　　博士後期課程 3 10 34 0.49

　量子物理工学専攻 令和3年度

　航空宇宙工学専攻 平成12年度

　　　修士課程 2 30 60 1.33

　　　修士課程 2 35 65 1.06

　　　博士後期課程 3 9 27 1.03

　　　博士後期課程 3 16 48 1.10

　水素エネルギーシステム専攻 平成22年度

平成22年度

　　　修士課程 2 73 135 1.40

10

元岡744番地　材料工学専攻

　　　修士課程

　　　博士後期課程

2

3

43

工学府 - 修士（工学） 福岡県福岡市西区

　応用化学専攻

　　　修士課程

　　　博士後期課程

　化学工学専攻

　　　修士課程

　　　博士後期課程

2

3

2

3

68

18

30

8

　機械工学専攻

　　　博士後期課程 3 - - -

　　　修士課程 2 - - -

　　　修士課程 2 - - -

　物質プロセス工学専攻

　材料物性工学専攻

　　　博士後期課程 3 - - -

　　　博士後期課程 3 - - -

　　　修士課程 2 - - -

　　　修士課程 2 - - -

　化学システム工学専攻

　建設システム工学専攻

　　　博士後期課程 3 - - -

　　　博士後期課程 3 - - -

　　　修士課程 2 - - -

　　　修士課程 2 - - -

　都市環境システム工学専攻

　海洋システム工学専攻

　　　博士後期課程 3 - - -

　　　博士後期課程 3 - - -

　　　修士課程 2 - - -

　エネルギー量子工学専攻

　　　博士後期課程 3 - - -

　　　修士課程 2 - - -
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令和3年より学生募集停止

令和3年より学生募集停止

令和3年より学生募集停止

令和3年より学生募集停止

令和3年より学生募集停止

令和3年より学生募集停止

令和3年より学生募集停止

令和3年より学生募集停止

平成30年度入学定員増

(16人)

(7人)

平成30年度入学定員減

(△9人)

(△6人)

　総合理工学専攻 修士（工学） 令和3年度 公園6丁目1番地

　　　修士課程 2 172 172 修士（学術）

　量子プロセス理工学専攻 博士（工学）

　　　博士後期課程 3 -

修士（理学）

修士（工学）

修士（学術）

博士（情報科学）

博士（理学）

博士（工学）

　情報理工学専攻

　　　修士課程

　　　博士後期課程

　電気電子工学専攻

　　　修士課程

　　　博士後期課程

2

3

2

3

105

29

芸術工学府 - 修士（芸術工学） 福岡県福岡市南区

　　　修士課程 2 92 184 博士（芸術工学） 1.26

　芸術工学専攻
修士（デザインスト

ラテジー）
平成15年度 塩原4丁目9番1号

　デザインストラテジー専攻

　　　博士後期課程 3 25 75 博士（工学） 0.61

　　　博士後期課程 3 5 15 1.00 平成20年度

　　　修士課程 2 28 56 1.13 平成18年度

　情報学専攻 博士（学術） 平成21年度

システム情報科学府 - 修士（情報科学） 福岡県福岡市西区

65

16

令和3年度

令和3年度

元岡744番地

65

16

105

29

　　　博士後期課程 3 - -

　　　修士課程 2 - -

　　　修士課程 2 - -

　情報知能工学専攻 平成21年度

　電気電子工学専攻 平成21年度

　　　博士後期課程 3 - -

　　　博士後期課程 3 - -

　　　修士課程 2 - -

総合理工学府 - 修士（理学） 福岡県春日市春日

　　　博士後期課程 3 62 62 博士（理学）

-

　　　修士課程 2 - - 博士（学術）

　　　修士課程 2 - -

　物質理工学専攻

　先端エネルギー理工学専攻

　　　博士後期課程 3 - -

　　　博士後期課程 3 - -

　　　修士課程 2 - -

　　　修士課程 2 - -

　環境エネルギー工学専攻

　大気海洋環境システム学専攻

　　　博士後期課程 3 - -

　　　博士後期課程 3 - -

　　　修士課程 2 - -

　資源生物科学専攻 博士（農学） 平成22年度 元岡744番地

生物資源環境科学府 - 修士（農学） 福岡県福岡市西区

　　　博士後期課程 3 26 78 0.50

　　　修士課程 2 66 132 0.99

　　　修士課程 2 66 132 0.92

　環境農学専攻 平成22年度

　農業資源経済学専攻 平成22年度

　　　博士後期課程 3 21 63 0.50

　　　博士後期課程 3 5 15 0.93

　　　修士課程 2 13 26 0.72

平成30年度入学定員減
(△9人)(修士課程)
平成30年度入学定員増
(13人)(博士後期課程)

　　　修士課程 2 99 198 0.90

　　　博士後期課程 3 25 75 0.56

　生命機能科学専攻 平成22年度

平成30年より学生募集停止

　　　博士後期課程 3 - - -

　生物産業創成専攻 平成22年度
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○農場
　名　　称：九州大学農学部附属農場
  目　　的：農学に関する教育と研究を行うこと。
  所 在 地：(農学部附属農場)福岡県福岡市西区元岡744番地
　　　　　　(高原農業実験実習場)大分県竹田市久住町久住字4045-4
　設置年月：大正10年4月
　規 模 等：土地面積396,670㎡(高原農業実験実習場を含む。)

○演習林
　名　　称：九州大学農学部附属演習林
  目　　的：林学及び林産学に関する教育と研究を行うこと。
  所 在 地：(福岡演習林)福岡県糟屋郡篠栗町津波黒394
　　　　　　(宮崎演習林)宮崎県東臼杵郡椎葉村大河内949
　　　　　　(北海道演習林)北海道足寄郡足寄町北五条1-85
　　　　　　(早良実習場)福岡県福岡市西区生の松原1-23-2
　設置年月：大正11年5月
　規 模 等：土地面積（全演習林の合計）71,425,335㎡

附属施設の概要

○附属病院
　名　　称：九州大学病院
  目　　的：患者の診療を通じて医学､歯学の教育と研究を行うこと｡
  所 在 地：福岡市東区馬出3-1-1
　設置年月：昭和24年5月
　規 模 等：土地面積313,745㎡
　　　　　（病院地区：九州大学病院､医学部､歯学部､薬学部､生体防御医学研究所）
            校舎等敷地88,043㎡（九州大学病院）
            病床数1,275床、診療科37科

○薬用植物園
　名　　称：九州大学薬学府附属薬用植物園
  目　　的：薬学に関する教育と研究を行うこと。
  所 在 地：福岡県糟屋郡篠栗町津波黒394(九州大学農学部附属演習林内)
　設置年月：昭和49年4月
　規 模 等：土地面積26,800㎡

　ユーザー感性学専攻 修士（芸術工学） 元岡744番地

統合新領域学府 - 修士（感性学） 福岡県福岡市西区

　　　博士後期課程 3 4 12
修士（オートモー

ティブサイエンス）
0.41 平成23年度

　　　修士課程 2 30 60 修士（工学） 0.63 平成21年度

　　　修士課程 2 21 42 修士（学術） 0.94

　オートモーティブサイエンス専攻
修士（ライブラリー

サイエンス）
平成21年度

　ライブラリーサイエンス専攻 博士（芸術工学）

　　　博士後期課程 3 7 21 博士（感性学） 0.42

　　　博士後期課程 3 3 9
博士（オートモー

ティブサイエンス）
0.55 平成25年度

　　　修士課程 2 10 20 博士（工学） 0.65 平成23年度

博士（学術）

博士（ライブラリー
サイエンス）
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令和3年度
入学
定員

編入学
定員

収容
定員

令和4年度
入学
定員

編入学
定員

収容
定員

変更の事由

九州大学 九州大学

共創学部 共創学部
　共創学科 105 － 420 　共創学科 105 － 420
文学部 文学部
　人文学科 151 － 604 　人文学科 151 － 604
教育学部 46 － 184 教育学部 46 － 184
法学部 189 756 法学部 189 756
経済学部 3年次 経済学部 3年次

　経済・経営学科 141 10 584 　経済・経営学科 141 10 584
　経済工学科 85 10 360 　経済工学科 85 10 360
理学部 理学部
　物理学科 55 － 220 　物理学科 55 － 220
　化学科 62 － 248 　化学科 62 － 248
　地球惑星科学科 45 3年次 180 　地球惑星科学科 45 3年次 180
　数学科 50 5 210 　数学科 50 5 210
　生物科学科 46 － 184 　生物科学科 46 － 184
医学部 医学部
　医学科 110 － 660 　医学科 110 － 660
　生命科学科 12 － 48 　生命科学科 12 － 48
　保健学科 134 － 536 　保健学科 134 － 536
歯学部 歯学部
　歯学科 53 － 318 　歯学科 53 － 318
薬学部 薬学部
　創薬科学科 49 － 196 　創薬科学科 49 － 196
　臨床薬学科 30 － 180 　臨床薬学科 30 － 180
工学部 工学部
　電気情報工学科 153 － 612 　電気情報工学科 153 － 612
　材料工学科 53 － 212 　材料工学科 53 － 212
　応用化学科 72 － 288 　応用化学科 72 － 288
　化学工学科 38 － 152 　化学工学科 38 － 152
　融合基礎工学科 57 20 268 　融合基礎工学科 57 20 268
　機械工学科 135 － 540 　機械工学科 135 － 540
　航空宇宙工学科 29 － 116 　航空宇宙工学科 29 － 116
　量子物理工学科 38 － 152 　量子物理工学科 38 － 152
　船舶海洋工学科 34 － 136 　船舶海洋工学科 34 － 136
　地球資源システム工学科 34 － 136 　地球資源システム工学科 34 － 136
　土木工学科 77 － 308 　土木工学科 77 － 308
　建築学科 58 － 232 　建築学科 58 － 232
芸術工学部 芸術工学部
　芸術工学科 187 － 748 　芸術工学科 187 － 748
農学部 農学部
　生物資源環境学科 226 － 904 　生物資源環境学科 226 － 904

国立大学法人九州大学　設置申請等に関わる組織の移行表

計 2,554 10,692 計 2,554 10,69245 45
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【大学院】 【大学院】
人文科学府 人文科学府
　人文基礎専攻 　人文基礎専攻
　　　修士課程 16 － 32 　　　修士課程 16 － 32
　　　博士後期課程 7 － 21 　　　博士後期課程 7 － 21
　歴史空間論専攻 　歴史空間論専攻
　　　修士課程 20 － 40 　　　修士課程 20 － 40
　　　博士後期課程 9 － 27 　　　博士後期課程 9 － 27
　言語・文学専攻 　言語・文学専攻
　　　修士課程 20 － 40 　　　修士課程 20 － 40
　　　博士後期課程 9 － 27 　　　博士後期課程 9 － 27
地球社会統合科学府 地球社会統合科学府
　地球社会統合科学専攻 　地球社会統合科学専攻
　　　修士課程 60 － 120 　　　修士課程 60 － 120
　　　博士後期課程 35 － 105 　　　博士後期課程 35 － 105
人間環境学府 人間環境学府
　都市共生デザイン専攻 　都市共生デザイン専攻
　　　修士課程 20 － 40 　　　修士課程 20 － 40
　　　博士後期課程 5 － 15 　　　博士後期課程 5 － 15
　人間共生システム専攻 　人間共生システム専攻
　　　修士課程 11 － 22 　　　修士課程 11 － 22
　　　博士後期課程 9 － 27 　　　博士後期課程 9 － 27
　行動システム専攻 　行動システム専攻
　　　修士課程 17 － 34 　　　修士課程 17 － 34

　　　博士後期課程 10 － 30 　　　博士後期課程 10 － 30

　教育システム専攻 　教育システム専攻
　　　修士課程 19 － 38 　　　修士課程 19 － 38
　　　博士後期課程 9 － 27 　　　博士後期課程 9 － 27
　空間システム専攻 　空間システム専攻
　　　修士課程 28 － 56 　　　修士課程 28 － 56
　　　博士後期課程 7 － 21 　　　博士後期課程 7 － 21
　実践臨床心理学専攻 　実践臨床心理学専攻
　　　専門職学位課程 30 － 60 　　　専門職学位課程 30 － 60
法学府 法学府 －
　法政理論専攻 　法政理論専攻
　　　修士課程 72 － 144 　　　修士課程 72 － 144
　　　博士後期課程 17 － 51 　　　博士後期課程 17 － 51
法務学府 法務学府
　実務法学専攻 　実務法学専攻
　　　専門職学位課程 45 － 135 　　　専門職学位課程 45 － 135
経済学府 経済学府 －
　経済工学専攻 　経済工学専攻
　　　修士課程 20 － 40 　　　修士課程 20 － 40

（うち、研究科等連係課程実施基本組織に割り当てる定員数） （1） （2）
　　　博士後期課程 10 － 30 　　　博士後期課程 10 － 30

（うち、研究科等連係課程実施基本組織に割り当てる定員数） （1） （3）
　経済システム専攻 　経済システム専攻
　　　修士課程 27 － 54 　　　修士課程 27 － 54
　　　博士後期課程 14 － 42 　　　博士後期課程 14 － 42
　産業マネジメント専攻 　産業マネジメント専攻
　　　専門職学位課程 45 － 90 　　　専門職学位課程 45 － 90
理学府 理学府
　物理学専攻 　物理学専攻
　　　修士課程 41 － 82 　　　修士課程 41 － 82
　　　博士後期課程 14 － 42 　　　博士後期課程 14 － 42
　化学専攻 　化学専攻
　　　修士課程 62 － 124 　　　修士課程 62 － 124
　　　博士後期課程 19 － 57 　　　博士後期課程 19 － 57
　地球惑星科学専攻 　地球惑星科学専攻
　　　修士課程 41 － 82 　　　修士課程 41 － 82
　　　博士後期課程 14 － 42 　　　博士後期課程 14 － 42
数理学府 数理学府
　数理学専攻 　数理学専攻
　　　修士課程 54 － 108 　　　修士課程 54 － 108

（うち、研究科等連係課程実施基本組織に割り当てる定員数） （8） （16）
　　　博士後期課程 20 － 60 　　　博士後期課程 20 － 60

（うち、研究科等連係課程実施基本組織に割り当てる定員数） （9） （27）
システム生命科学府 システム生命科学府
　システム生命科学専攻 　システム生命科学専攻
　　　博士課程 54 － 270 　　　博士課程 54 － 270
医学系学府 医学系学府
　医学専攻 　医学専攻
　　　博士課程 107 － 428 　　　博士課程 107 － 428
　医科学専攻 　医科学専攻
　　　修士課程 20 － 40 　　　修士課程 20 － 40
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　保健学専攻 　保健学専攻
　　　修士課程 27 － 54 　　　修士課程 27 － 54
　　　博士後期課程 10 － 30 　　　博士後期課程 10 － 30
　医療経営・管理学専攻 　医療経営・管理学専攻
　　　専門職学位課程 20 － 40 　　　専門職学位課程 20 － 40
歯学府 歯学府
　歯学専攻 　歯学専攻
　　　博士課程 43 － 172 　　　博士課程 43 － 172
薬学府 薬学府
　創薬科学専攻 　創薬科学専攻
　　　修士課程 55 － 110 　　　修士課程 55 － 110
　　　博士後期課程 12 － 36 　　　博士後期課程 12 － 36
　臨床薬学専攻 　臨床薬学専攻
　　　博士課程 5 － 20 　　　博士課程 5 － 20
工学府 工学府
　材料工学専攻 　材料工学専攻
　　　修士課程 43 － 86 　　　修士課程 43 － 86
　　　博士後期課程 10 － 30 　　　博士後期課程 10 － 30
　応用化学専攻 　応用化学専攻
　　　修士課程 68 － 136 　　　修士課程 68 － 136
　　　博士後期課程 18 － 54 　　　博士後期課程 18 － 54
　化学工学専攻 　化学工学専攻
　　　修士課程 30 － 60 　　　修士課程 30 － 60
　　　博士後期課程 8 － 24 　　　博士後期課程 8 － 24
　土木工学専攻 　土木工学専攻
　　　修士課程 52 － 104 　　　修士課程 52 － 104
　　　博士後期課程 16 － 48 　　　博士後期課程 16 － 48
　船舶海洋工学専攻 　船舶海洋工学専攻
　　　修士課程 25 － 50 　　　修士課程 25 － 50
　　　博士後期課程 8 － 24 　　　博士後期課程 8 － 24
　地球資源システム工学専攻 　地球資源システム工学専攻
　　　修士課程 20 － 40 　　　修士課程 20 － 40
　　　博士後期課程 8 － 24 　　　博士後期課程 8 － 24
　共同資源工学専攻 　共同資源工学専攻
　　　修士課程 10 － 20 　　　修士課程 10 － 20
　量子物理工学専攻 　量子物理工学専攻
　　　修士課程 30 － 60 　　　修士課程 30 － 60
　　　博士後期課程 10 － 30 　　　博士後期課程 10 － 30
　機械工学専攻 　機械工学専攻
　　　修士課程 73 － 146 　　　修士課程 73 － 146
　　　博士後期課程 16 － 48 　　　博士後期課程 16 － 48
　水素エネルギーシステム専攻 　水素エネルギーシステム専攻
　　　修士課程 35 － 70 　　　修士課程 35 － 70
　　　博士後期課程 9 － 27 　　　博士後期課程 9 － 27
　航空宇宙工学専攻 　航空宇宙工学専攻
　　　修士課程 30 － 60 　　　修士課程 30 － 60
　　　博士後期課程 10 － 30 　　　博士後期課程 10 － 30
芸術工学府 芸術工学府
　芸術工学専攻
　　　修士課程 92 － 184 0 － 0 令和４年４月学生募集停止

　　　博士後期課程 25 － 75 0 － 0 令和４年４月学生募集停止

　デザインストラテジー専攻
　　　修士課程 28 － 56 0 － 0 令和４年４月学生募集停止

　　　博士後期課程 5 － 15 0 － 0 令和４年４月学生募集停止

　芸術工学専攻
　　　修士課程 120 － 240 専攻の設置（届出）

　　　博士後期課程 30 － 90 専攻の設置（届出）

システム情報科学府 システム情報科学府
　情報理工学専攻 　情報理工学専攻
　　　修士課程 105 － 210 　　　修士課程 105 － 210

（うち、研究科等連係課程実施基本組織に割り当てる定員数） （2） （4）
　　　博士後期課程 29 － 87 　　　博士後期課程 29 － 87

（うち、研究科等連係課程実施基本組織に割り当てる定員数） （3） （9）
　電気電子工学専攻 　電気電子工学専攻
　　　修士課程 65 － 130 　　　修士課程 65 － 130

（うち、研究科等連係課程実施基本組織に割り当てる定員数） （1） （2）
　　　博士後期課程 16 － 48 　　　博士後期課程 16 － 48

（うち、研究科等連係課程実施基本組織に割り当てる定員数） （1） （3）
総合理工学府 総合理工学府
　総合理工学専攻 　総合理工学専攻
　　　修士課程 172 － 344 　　　修士課程 172 － 344
　　　博士後期課程 62 － 186 　　　博士後期課程 62 － 186
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生物資源環境科学府 生物資源環境科学府
　資源生物科学専攻 　資源生物科学専攻
　　　修士課程 66 － 132 　　　修士課程 66 － 132
　　　博士後期課程 26 － 78 　　　博士後期課程 26 － 78
　環境農学専攻 　環境農学専攻
　　　修士課程 66 － 132 　　　修士課程 66 － 132
　　　博士後期課程 21 － 63 　　　博士後期課程 21 － 63
　農業資源経済学専攻 　農業資源経済学専攻
　　　修士課程 13 － 26 　　　修士課程 13 － 26
　　　博士後期課程 5 － 15 　　　博士後期課程 5 － 15

　生命機能科学専攻 　生命機能科学専攻

　　　修士課程 99 － 198 　　　修士課程 99 － 198
　　　博士後期課程 25 － 75 　　　博士後期課程 25 － 75
統合新領域学府 統合新領域学府
　ユーザー感性学専攻 　ユーザー感性学専攻
　　　修士課程 30 － 60 　　　修士課程 30 － 60
　　　博士後期課程 4 － 12 　　　博士後期課程 4 － 12
　オートモーティブサイエンス専攻 　オートモーティブサイエンス専攻
　　　修士課程 21 － 42 　　　修士課程 21 － 42
　　　博士後期課程 7 － 21 　　　博士後期課程 7 － 21
　ライブラリーサイエンス専攻 　ライブラリーサイエンス専攻
　　　修士課程 10 － 20 　　　修士課程 10 － 20
　　　博士後期課程 3 － 9 　　　博士後期課程 3 － 9

マス・フォア・イノベーション
卓越連係学府

研究科等連係課程実施基
本組織の設置

　　  博士前期課程 <12> － <24> 各連係協力学府の定員の内数

　　　博士後期課程 <14> － <42> 各連係協力学府の定員の内数

<26> － <66>

※　<　>は、研究科等連係課程実施基本組織の定員数であり、各連係協力学府の定員の内数

2,733 － 6,554
計 2,733 － 6,554 計
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

数学共創基礎Ⅰ 1前① 1 ○ 1

数学共創基礎Ⅱ 1前② 1 ○ 1

数学共創基礎Ⅲ 1前① 1 ○ 1

 数学共創基礎Ⅳ 1前② 1 ○ 兼1

数学共創基礎Ⅴ 1後③ 1 ○ 1

 数学共創基礎Ⅵ 1後④ 1 ○ 1

数学共創基礎Ⅶ 1後③ 1 ○ 1

数学共創基礎Ⅷ 1後④ 1 ○ 1

 数学共創基礎Ⅸ 2前① 1 ○ 1

数学共創基礎Ⅹ 2前② 1 ○ 1

数学共創基礎ⅩⅠ 2前① 1 ○ 1

数学共創基礎ⅩⅡ 2前② 1 ○ 兼1

数学共創基礎ⅩⅢ 1前① 1 ○ 1

数学共創基礎ⅩⅣ 1前② 1 ○ 1

 数学共創基礎ⅩⅤ 1後③ 1 ○ 1

数学共創基礎ⅩⅥ 1後④ 1 ○ 1

数学共創基礎ⅩⅦ 1通 1 ○ 1 集中講義

数学共創基礎ⅩⅧ 1通 1 ○ 兼1 集中講義

 数学共創基礎ⅩⅨ 1通 1 ○ 兼1 集中講義

数学共創基礎ⅩⅩ 1通 1 ○ 1 集中講義

小計（20科目） － 20 8 7 0 1 0 兼4

数学共創概論Ⅰ 1前①～② 2 ○ 1

数学共創概論Ⅱ 1後③～④ 2 ○ 1 3 オムニバス

数学共創概論Ⅲ 1前①～② 2 ○ 1

 数学共創概論Ⅳ 1後③～④ 2 ○ 1

数学共創概論Ⅴ 1前①～② 2 ○ 1

 数学共創概論Ⅵ 1後③～④ 2 ○ 1

数学共創概論Ⅶ 1前①～② 2 ○ 1

数学共創概論Ⅷ 1後③～④ 2 ○ 1

 数学共創概論Ⅸ 1通 2 ○ 1 集中講義

数学共創概論Ⅹ 1通 2 ○ 1 集中講義

小計（10科目） － 0 20 0 4 5 0 2 0

数学トランジション基礎Ⅰ 1前①～② 2 ○ 1

数学トランジション基礎Ⅱ 1前①～② 2 ○ 1

数学トランジション基礎Ⅲ 1後③～④ 2 ○ 1

数学トランジション基礎Ⅳ 1後③～④ 2 ○ 1

数学トランジション基礎Ⅴ 1前① 1 ○ 1

数学トランジション基礎Ⅵ 1後③ 1 ○ 1

小計（6科目） － 0 10 0 5 1 0 0 0

数学共創モデリング 1後③～2前② 4 ○ 25 15 1 4 0 兼16

小計（1科目） － 4 50 0 25 15 1 4 0 兼16

基
礎
科
目

ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ

ン
科
目

－

－

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（マス・フォア・イノベーション連係学府　博士前期課程）

科
目
群

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

科
目
区
分

備考

－

イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ

プ
科
目

数
学
共
創
実
践
科
目
群

－

ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ

ン
基
礎
科
目
群

マス・フォア・イノベーション連係学府　博士前期課程 -1

基本計画書-17



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科
目
群

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

科
目
区
分

備考

卓越基礎講究 1～2通 10 ○ 25 15 1 0 0 兼108

小計（1科目） － 10 0 0 25 15 1 0 0 兼108

－ 14 50 0 25 15 1 4 0 兼126

創
発
力
養
成
科
目
群

講
究
科
目

合計（38科目） －

－

マス・フォア・イノベーション連係学府　博士前期課程 -2

基本計画書-18



学位
又は称

号

修士（数理学）、修士（技術数理学）、修士（情報科学）
修士（理学）、修士（工学）、修士（学術）、修士（経済
学）

学位又は
学科の分野

理学関係、工学関係、経済学関係

卒業要件及び履修方法 授業期間等

〈修了要件〉
博士前期課程に2年以上在学し、以下の30単位以上を修得し、かつ修士論文審査及び最終
試験に合格すること。
１．基礎科目　4単位以上（「数学共創基礎Ⅰ～ⅩⅩ」の4単位を含む）
２．インターンシップ科目　4単位以上
３．講究科目　10単位
４．各連係協力学府専攻教育科目　12単位以上　（学位の分野と関連する学府の専攻教育
科目※）
    ※数理学府数理学専攻、システム情報科学府情報理工学専攻・電気電子工学専攻、
      経済学府経済工学専攻それぞれの開設科目の中から、体系的かつ効果的学修が
　    可能となるよう、指導教員を中心に履修指導の上、履修科目を適切に選択。

　 （以下の科目も「各連係協力学府専攻教育科目（12単位）」に含めることができる）
　　・トランジション科目（システム情報科学府及び経済学府経済工学専攻に係る
      入学者選抜に合格した者に限る。）
    ・基礎科目のうち4単位を超えて履修する科目
　　・指導教員が必要と判断する他学府（連係協力学府を除く）の授業科目

１学年の学期区分 4期

１学期の授業期間 8週

１時限の授業時間 90分

マス・フォア・イノベーション連係学府　博士前期課程-3

基本計画書-19



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

国際共創力強化インターンシップ 1～2通 4 ○ 1

異分野共創力強化インターンシップ 1～2通 4 ○ 1

産学共創力強化インターンシップ 1～2通 4 ○ 1

数学創発モデリング 2通 2 ○ 23 15 1 4 兼17

小計（4科目） － 2 12 0 23 15 1 4 0 兼17

卓越論報 2後③～④ 2 ○ 1

小計（1科目） － 2 1 0 0 0 0

卓越講究 1～3通 8 ○ 23 14 1 兼89

小計（1科目） － 8 23 14 1 0 0 兼89

－ 12 12 23 15 1 4 0 兼105

授業期間等

学位
又は称

号

理学関係、工学関係、経済学関
係

卒業要件及び履修方法

90分

１学年の学期区分
4期

１学期の授業期間 8週

１時限の授業時間

〈修了要件〉
博士後期課程に3年以上在学し、以下の16単位以上を修得し、かつ、博士論文審査及び最
終試験に合格すること。ただし、在学期間に関しては、総長が特に優れた業績を上げた
と認めた者にあっては、博士後期課程に2年以上在学すれば足りるものとする。
１．インターンシップ科目　6単位以上（「数学創発モデリング」の2単位を含む）
２．プレゼンテーション科目　2単位
３．講究科目　8単位

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（マス・フォア・イノベーション連係学府　博士後期課程）

科
目
群

科
目
区
分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ

ン
科
目

－

博士（数理学）、博士（機能数理学）、博士（情報科学）
博士（理学）、博士（工学）、博士（学術）、博士（経済
学）

学位又は
学科の分野

－

－

講
究
科
目

合計（6科目）

－

創
発
力
養
成
科
目
群

イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ

プ
科
目

数
学
共
創
実
践
科
目
群

マス・フォア・イノベーション連係学府　博士後期課程 -1

基本計画書-20



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1・2前①～② 2 ○ 1

1・2後③～④ 2 ○ 1

1・2前①～② 2 ○ 1

1・2後③～④ 2 ○ 1

1・2前①～② 2 ○ 1

1・2後③～④ 2 ○ 1

1・2前①～② 2 ○ 1

1・2前①～② 2 ○ 1

1・2後③～④ 2 ○ 1

1・2前①～② 2 ○ 1

1・2前①～② 2 ○ 1

1・2前①～② 2 ○ 1

1・2後③～④ 2 ○ 1

1・2後③～④ 2 ○ 1

1・2前①～② 2 ○ 1

1・2後③～④ 2 ○ 1

－ 0 32 0 10 6 0 0 0 0

1・2前①～② 4 ○ 1

1・2前①～② 4 ○ 1

1・2後③～④ 4 ○ 1

1・2前①～② 4 ○ 1

1・2後③～④ 4 ○ 1

1・2前①～② 4 ○ 1

1・2後③～④ 4 ○ 1

1・2後③～④ 4 ○ 1

1・2後③～④ 4 ○ 1

1・2後③～④ 4 ○ 1

1・2後③～④ 4 ○ 1

1・2後③～④ 4 ○ 1

1・2前①～② 4 ○ 1

1・2前①～② 4 ○ 1

1・2前①～② 4 ○ 1

－ 0 60 0 7 8 0 0 0 0

1・2前①～② 2 ○ 1

1・2後③～④ 2 ○ 1

1・2前①～② 2 ○ 1

1・2後③～④ 2 ○ 1

1・2前①～② 2 ○ 1

1・2後③～④ 2 ○ 1

1・2前①～② 2 ○ 1

1・2後③～④ 2 ○ 1

1・2前①～② 2 ○ 1

1・2後③～④ 2 ○ 1

1・2前①～② 2 ○ 1

1・2後③～④ 2 ○ 1

1・2前①～② 2 ○ 1

1・2後③～④ 2 ○ 1

1・2前①～② 2 ○ 1

1・2後③～④ 2 ○ 1

1・2前①～② 2 ○ 1

1・2後③～④ 2 ○ 1

　
基
礎
科
目

－

　
展
望
科
目

数論大意

最適化理論基礎・演習

力学系大意

計算数理学大意

複雑システム大意

代数幾何学大意

微分幾何学大意

位相幾何学大意

複素解析学大意

微分方程式大意

組合せ論大意

表現論大意

確率論大意

関数解析大意

小計（16科目）

代数幾何学基礎・演習

小計（15科目）

位相幾何学基礎・演習

確率論基礎・演習

作用素環論基礎・演習

計算数理学基礎・演習

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（数理学府数理学専攻　数理学コース　修士課程）

科
目
区
分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

－

統計数理学大意

数論基礎・演習

無限解析大意

非線形解析大意

微分幾何学基礎・演習

複素解析学基礎・演習

微分方程式基礎・演習

組合せ論基礎・演習

表現論基礎・演習

無限解析基礎・演習

非線形解析基礎・演習

統計数理学基礎・演習

数論Ⅰ

確率論Ⅰ

確率論Ⅱ

数論Ⅱ

代数幾何学Ⅰ

代数幾何学Ⅱ

微分幾何学Ⅰ

微分幾何学Ⅱ

位相幾何学Ⅰ

位相幾何学Ⅱ

複素解析学Ⅰ

複素解析学Ⅱ

　
先
端
科
目

微分方程式Ⅰ

微分方程式Ⅱ

組合せ論Ⅰ

組合せ論Ⅱ

表現論Ⅰ

表現論Ⅱ

【連係協力学府】数理学府数理学専攻　数理学コース　修士課程 -1

基本計画書-21



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科
目
区
分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1・2前①～② 2 ○ 1

1・2後③～④ 2 ○ 1

1・2前①～② 2 ○ 1

1・2後③～④ 2 ○ 1

1・2前①～② 2 ○ 1

1・2後③～④ 2 ○ 1

1・2前①～② 2 ○ 1

1・2後③～④ 2 ○ 1

1・2前①～② 2 ○ 1 隔年

1・2前①～② 2 ○ 1 隔年

1・2前①～② 2 ○ 1

1・2後③～④ 2 ○ 1

1・2前①～② 2 ○ 1

1・2後③～④ 2 ○ 1

1・2前①～② 2 ○ 1

1・2後③～④ 2 ○ 1

1・2前①～② 2 ○ 1 隔年

1・2前①～② 2 ○ 1 隔年

－ 0 72 0 21 15 0 0 0 0

1・2前①～② 1 ○ 1

1・2前①～② 1 ○ 1

1・2前①～② 1 ○ 1

1・2前①～② 1 ○ 1

1・2前①～② 1 ○ 1

1・2前①～② 1 ○ 1

1・2前①～② 1 ○ 1

1・2前①～② 1 ○ 1

1・2前①～② 1 ○ 1

1・2前①～② 1 ○ 1

1・2後③～④ 1 ○ 1

1・2後③～④ 1 ○ 1

1・2後③～④ 1 ○ 1

1・2後③～④ 1 ○ 1

1・2後③～④ 1 ○ 1

1・2後③～④ 1 ○ 1

1・2後③～④ 1 ○ 1

1・2後③～④ 1 ○ 1

1・2後③～④ 1 ○ 1

1・2後③～④ 1 ○ 1

1・2前① 1 ○ 1

1・2前①～② 2 ○ 1

1・2後③～④ 2 ○ 1

1・2後③ 1 ○ 1

－ 0 26 0 12 12 0 0 0 0

1～2通 6 ○ 28 25

1～2通 6 ○ 28 25

1～2通 4 ○ 28 25

－ 10 6 0 28 25 0 0 0 0

－ 10 196 0 28 25 0 0 0 0

－

小計（36科目） －

数理科学Ⅰ

数理科学Ⅱ

小計（24科目）

－

数理学基礎講究Ⅱ

応用数学Ⅳ

数理学基礎講究Ⅰ

計算数理学Ⅰ

計算数理学Ⅱ

合計（94科目）

－

基
礎
講
究

小計（3科目）

数理学基礎論究

作用素環論Ⅰ

統計数理学Ⅰ

統計数理学Ⅱ

最適化理論Ⅰ

最適化理論Ⅱ

数理科学特別講義Ⅰ

数理科学特別講義Ⅱ

数理科学特別講義Ⅲ

数理科学特別講義Ⅳ

作用素環論Ⅱ

無限解析Ⅰ

無限解析Ⅱ

非線形解析Ⅰ

非線形解析Ⅱ

力学系Ⅰ

力学系Ⅱ

複雑システムⅠ

複雑システムⅡ

応用数学Ⅲ

学
際
科
目

数理科学特別講義ⅩⅣ

数理科学特別講義ⅩⅤ

数理科学特別講義ⅩⅥ

数理科学特別講義ⅩⅦ

数理科学特別講義ⅩⅧ

数理科学特別講義ⅩⅨ

数理科学特別講義ⅩⅩ

応用数学Ⅰ

応用数学Ⅱ

数理科学特別講義Ⅴ

数理科学特別講義Ⅵ

数理科学特別講義Ⅶ

数理科学特別講義Ⅷ

数理科学特別講義Ⅸ

数理科学特別講義Ⅹ

数理科学特別講義ⅩⅠ

数理科学特別講義ⅩⅡ

数理科学特別講義ⅩⅢ

【連係協力学府】数理学府数理学専攻　数理学コース　修士課程 -2

基本計画書-22



理学分野

必修科目は、「数理学基礎講究Ⅰ」及び「数理学基礎論究」とし、その他の科目は、選
択科目とする。選択科目には、ＭＭＡコースの選択必修科目、選択科目を含めることが
できる。
修了要件は、修士課程に２年以上在学し、３０単位以上を修得し、かつ、必要な研究指
導を受けた上、本学府教授会の行う修士論文の審査及び最終試験に合格することとす
る。ただし、在学期間に関しては優れた業績を上げたものについては、修士課程に1年
以上在学すれば足りるものとする。

１学年の学期区分 4期

１学期の授業期間 8週

１時限の授業時間 90分

学位又は称号 修士（数理学） 学位又は学科の分野

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【連係協力学府】数理学府数理学専攻　数理学コース　修士課程 -3
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1・2前①～② 3 ○ 1 1

1・2後③～④ 3 ○ 2

1・2前①～② 3 ○ 1 1

1・2後③～④ 3 ○ 1

1・2通 1 ○ 1

1・2通 1 ○ 1

1・2前①～② 2 ○ 1

1・2後③～④ 2 ○ 1

1・2前①～② 2 ○ 1

1 前①～② 2 ○ 1

1 後③～④ 2 ○ 1 3 隔年

ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1・2前①～② 2 ○ 1 3 隔年

ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1・2前① 2 ○ 1

1・2前①～② 2 ○ 1

1・2前①～② 2 ○ 1

－ 14 18 0 6 10 0 0 0 0

理学分野

　
コ
ー

ス
科
目

ＭＭＡ講究Ａ

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（数理学府 数理学専攻　ＭＭＡコース　修士課程）

科
目
区
分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

ＭＭＡ講究Ｂ

ＭＭＡ講究Ｃ

ＭＭＡ特別実習

ＭＭＡ実務講義

ＭＭＡ数学特論Ⅰ

ＭＭＡ講究Ｄ

ＭＭＡ数学特論Ⅱ

ＭＭＡ数学入門

数学史

数理モデル概論

機能数理学概論Ⅰ

機能数理学概論Ⅱ

アクチュアリ数理

計算機数学実習

合計（15科目） －

学位又は称号 修士（技術数理学） 学位又は学科の分野

１時限の授業時間 90分

１  必修科目は、「ＭＭＡ講究Ａ」、「ＭＭＡ講究Ｂ」、「ＭＭＡ講究Ｃ」、「Ｍ
ＭＡ講究Ｄ」、「ＭＭＡ特別実習」及び「ＭＭＡ実務講義」とし、選択必修科目は
「ＭＭＡ数学特論 Ⅰ」、「ＭＭＡ数学特論Ⅱ」から２単位、その他の科目は、選択
科目とする。選択科目には、数理学コースの（基礎講究）科目以外の選択科目を含
めることができる。
２  「計算機数学実習」、「ＭＭＡ数学入門」及び数理学コースの（基礎講究）科
目の「数理学基礎論究」は、自由科目であり、課程修了要件の単位として認定しな
い。
修了要件は、修士課程に２年以上在学し、３０単位以上を修得し、かつ、必要な研
究指導を受けた上、本学府教授会の行う講究報告の審査及び最終試験に合格するこ
ととする。

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

１学年の学期区分 4期

１学期の授業期間 8週

【連係協力学府】数理学府 数理学専攻　ＭＭＡコース　修士課程 -1

基本計画書-24



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1・2・3通 6 ○ 26 25

1・2・3通 6 ○ 26 25

1・2・3通 6 ○ 26 25

1～3通 4 ○ 26 25

－ 10 0 12 26 25 0

　
コ
ー

ス
科
目

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（数理学府数理学専攻　数理学コース　博士後期課程）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

数理学講究Ⅱ

4期

１学期の授業期間 8週

１時限の授業時間 90分

合計（4科目） －

学位又は称号 博士（数理学） 理学分野学位又は学科の分野

数理学講究Ⅰ

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

１  必修科目は、「数理学講究Ⅰ」及び「数理学論究」とする。
２  「数理学講究Ⅱ」及び「数理学講究Ⅲ」は、自由科目であり、課程修了要件の単位
として認定しない。
修了要件は、博士課程に５年（修士課程に２年以上在学し、当該課程を修了した者に
あっては、当該課程における２年の在学期間を含む。）以上在学し、４０単位以上を修
得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、博士論文の審査及び最終試験に合格すること
とする。ただし、在学期間に関しては優れた業績を上げたものについては、博士後期課
程に1年以上在学すれば足りるものとする。

１学年の学期区分

数理学講究Ⅲ

数理学論究

【連係協力学府】数理学府数理学専攻　数理学コース　博士後期課程 -1

基本計画書-25



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1・2・3通 4 ○ 26 25

1・2・3通 4 ○ 26 25

1・2・3通 4 ○ 26 25

1・2・3通 2 ○ 1

1・2・3通 2 ○ 1

1・2・3通 1 ○ 1

1・2・3通 1 ○ 1

1・2・3通 2 ○ 26 25

1～3通 4 ○ 26 25

1・2・3通 4 ○ 1

－ 16 0 12 31 25 0

理学分野

（履修方法）
１  必修科目は、「機能数理学講究Ⅰ」、「機能数理学特別講義Ⅰ」、「機能数理学基
礎論報」、「機能数理学論究」及び「機能数理学特別実習」とする。
２  「機能数理学講究Ⅱ」、「機能数理学講究Ⅲ」、「機能数理学特別講義Ⅱ」、「機
能数理学特別講義Ⅲ」及び「機能数理学特別講義Ⅳ」は、自由科目であり、課程修了要
件の単位として認定しない。
修了要件は、博士課程に５年（修士課程に２年以上在学し、当該課程を修了した者に
あっては、当該課程における２年の在学期間を含む。）以上在学し、４６単位以上を修
得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、博士論文の審査及び最終試験に合格すること
とする。ただし、在学期間に関しては優れた業績を上げたものについては、博士後期課
程に1年以上在学すれば足りるものとする。

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（数理学府数理学専攻　機能数理学コース　博士後期課程）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

機能数理学講究Ⅰ

機能数理学特別講義Ⅳ

機能数理学特別講義Ⅰ

機能数理学特別講義Ⅱ

機能数理学特別講義Ⅲ

機能数理学講究Ⅲ

１学年の学期区分 4期

１学期の授業期間 8週

１時限の授業時間 90分

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

機能数理学講究Ⅱ

機能数理学論究

学位又は学科の分野

合計（10科目） －

学位又は称号 博士（機能数理学）

　
コ
ー

ス
科
目

機能数理学特別実習

機能数理学基礎論報

【連係協力学府】数理学府数理学専攻　機能数理学コース　博士後期課程 -1

基本計画書-26



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

* 1前① 2 〇 2 オムニバス

* 1後④ 2 〇 1 1 オムニバス

* 1前② 2 〇 1

* 1前① 2 〇 1

* 1前② 2 〇 3 オムニバス

－ 0 10 0 5 4 0 0 0 0

* 1・2前① 1 〇 1

* 1・2前② 1 〇 1

* 1・2後③ 1 〇 1

* 1・2後④ 1 〇 1

* 1・2前① 1 〇 1

* 1・2前② 1 〇 1

* 1・2前① 1 〇 1

* 1・2前② 1 〇 1

* 1・2前① 1 〇 1

* 1・2前② 1 〇 1

－ 0 10 0 4 1 0 0 0 0

* 1後③ 1 〇 兼1

* 1後④ 1 〇 兼1

* 1前① 1 〇 兼1

* 1前② 1 〇 兼1

* 1後③ 1 〇 1

* 1後④ 1 〇 1

* 1前① 1 〇 1

* 1前② 1 〇 1

* 1前② 2 〇 1

－ 0 10 0 3 0 0 0 0 兼2

－ 0 30 0 12 5 0 0 0 兼2

デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野

A
I
・
ロ
ボ
テ
ィ

ク
ス
分
野

アルゴリズムとデータ構造Ⅱ

小計（5科目）

別記様式第２号（その２の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（システム情報科学府　情報理工学専攻　修士課程）

科目
区分

配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考授業科目の名称

コ
ア
科
目

小計（24科目）

情
報
ア
ー

キ
テ
ク
チ
ャ

・
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ

分
野

－

－小計（9科目）

－

ゲーム理論Ⅰ

ゲーム理論Ⅱ

パターン認識

ロボティクスⅡ

－

コンピュータシステム・アーキテクチャ特
論

プログラム設計論特論

暗号と情報セキュリティ特論

情報ネットワーク特論

ロボティクスⅠ

アルゴリズムとデータ構造Ⅰ

機械学習工学特論

情報論的学習理論Ⅰ

情報論的学習理論Ⅱ

データマイニング特論Ⅰ

計算論Ⅰ

ヒューマンインタフェースⅠ

ヒューマンインタフェースⅡ

データマイニング特論Ⅱ

グラフ理論・組み合わせ論Ⅰ

グラフ理論・組み合わせ論Ⅱ

計算論Ⅱ

小計（10科目）

自然言語処理Ⅰ

自然言語処理Ⅱ

【連係協力学府】システム情報科学府　情報理工学専攻　修士課程 -1 基本計画書-27



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考授業科目の名称

1後④ 2 〇 1

* 1後③ 1 〇 1

* 1後④ 1 〇 1

* 1前① 1 〇 1

* 1後③ 1 〇 1

* 1前② 2 〇 2 1 オムニバス

* 1後③ 1 〇 1

* 1後④ 1 〇 1

* 1後③ 1 〇 1

* 1後④ 1 〇 1

* 1前① 2 〇 1 兼1 オムニバス

1前② 2 〇 1 兼5 オムニバス

* 1前① 2 〇 1 兼1 オムニバス

* 1後③ 2 〇 1

* 1後③ 1 〇 1

* 1後④ 1 〇 1

* 1後③ 1 〇 1

* 1後④ 1 〇 1

* 1後③ 1 〇 1

* 1後④ 1 〇 1

－ 0 26 0 5 7 0 0 0 兼7

* 1・2後③ 1 〇 1

* 1・2後④ 1 〇 1

* 1・2後③ 1 〇 1

* 1・2後④ 1 〇 1

* 1・2後③ 1 〇 1

* 1・2後④ 1 〇 1

* 1・2前① 1 〇 1

* 1・2前② 1 〇 1

* 1・2後③ 1 〇 1

* 1・2後④ 1 〇 1

* 1・2後③ 1 〇 1 1

* 1・2後④ 1 〇 1 1

－ 0 12 0 3 4 0 0 0 0

* 1後③ 1 〇 兼1

* 1後④ 1 〇 兼1

* 1前① 2 〇 1

* 1前① 1 〇 1

* 1前② 1 〇 1

－ 0 6 0 1 1 0 0 0 兼1

－ 0 44 0 8 11 0 0 0 兼8

心理物理学Ⅱ

アルゴリズム設計論Ⅱ

セキュリティエンジニアリング演習 

システムＬＳＩ設計支援特論Ⅰ

グローバル情報通信技術特論Ⅱ

A
I
・
ロ
ボ
テ
ィ

ク
ス
分
野

デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野

情
報
ア
ー

キ
ク
チ
ャ

・
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ

分
野

小計（5科目）

コンピュータビジョン

－小計（37科目）

情報普及学特論Ⅰ

情報普及学特論Ⅱ

高性能並列計算法特論Ⅰ

高性能並列計算法特論Ⅱ

－

－

3次元コンピュータグラフィックス論Ⅰ

アルゴリズム設計論Ⅰ

心理物理学Ⅰ

小計（12科目）

－

組込みシステム演習

プロジェクトマネジメント特論

量子計算機科学技術特論Ⅰ

ソーシャルコンピューティング論Ⅰ

デジタル通信特論

計算機シミュレーション特論Ⅰ

ソーシャルコンピューティング論Ⅱ

プログラミング言語特論Ⅱ

3次元コンピュータグラフィックス論Ⅱ

ネットワーク工学Ⅱ

小計（20科目）

機械学習特論Ⅰ

機械学習特論Ⅱ

ネットワーク工学Ⅰ

プログラミング言語特論Ⅰ

組込みシステム特論

ア
ド
バ
ン
ス
ト
科
目

計算機シミュレーション特論Ⅱ

情報数値解析Ⅰ

情報数値解析Ⅱ

グローバル情報通信技術特論Ⅰ

システムＬＳＩ設計支援特論Ⅱ

ソフトウェアプロセス特論

量子計算機科学技術特論Ⅱ

情報システムセキュリティ演習Ⅰ

情報システムセキュリティ演習Ⅱ

【連係協力学府】システム情報科学府　情報理工学専攻　修士課程 -2 基本計画書-28



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考授業科目の名称

* 1通 4 ○ 20 25 兼4

* 2通 4 ○ 20 25 兼4

* 1通 4 ○ 20 25 兼4

* 2通 4 ○ 20 25 兼4

* 1前①～② 4 ○ 20 25 兼4

* 1後③～④ 2 ○ 20 25 兼4

* 2前①～② 2 ○ 20 25 兼4

* 2後③～④ 2 ○ 20 25 兼4

* 2前①～② 2 ○ 20 25 兼4

* 2後③～④ 2 ○ 20 25 兼4

－ 16 14 0 20 25 0 0 0 兼3

情報理工学講究

－

情報理工学論議Ⅰ

情報理工学論議Ⅱ

小計（10科目）

情報理工学読解

情報理工学演示

情報理工学論述Ⅰ

情報理工学論述Ⅱ

情報理工学演習

講
究
科
目 情報理工学研究Ⅰ

情報理工学研究Ⅱ

【連係協力学府】システム情報科学府　情報理工学専攻　修士課程 -3 基本計画書-29



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考授業科目の名称

* 1前① 1 〇 兼1

* 1前② 1 〇 兼1

* 1前① 1 〇 兼1

* 1前② 1 〇 兼1

* 1前① 1 〇 兼1

* 1前② 1 〇 兼1

* 1前① 1 〇 兼1

* 1前② 1 〇 兼1

* 1前① 1 〇 兼1

* 1前② 1 〇 兼1

* 1前① 1 〇 兼1

* 1前② 1 〇 兼1

* 1前① 1 〇 兼1

* 1前② 1 〇 兼1

* 1前① 1 〇 兼1

* 1前② 1 〇 兼1

* 1後③～④ 1 〇 兼1

* 1前① 1 〇 兼1

* 1前② 1 〇 兼1

* 1後③ 1 〇 兼1

* 1後④ 1 〇 兼1

* 1後③ 1 〇 兼2 オムニバス

* 1後④ 1 〇 兼2 オムニバス

* 1後③ 1 〇 兼1

* 1後④ 1 〇 兼1

* 1後③ 1 〇 兼1

* 1後④ 1 〇 兼1

* 1後③ 1 〇 兼1

* 1後④ 1 〇 兼1

－ 0 29 0 0 0 0 0 0 兼15

* 1前① 1 〇 兼2

* 1前② 1 〇 兼2

* 1前① 1 〇 兼1

* 1前② 1 〇 兼1

* 1前① 1 〇 兼1

* 1前② 1 〇 兼1

* 1前① 1 〇 兼2

* 1前② 1 〇 兼2

* 1前① 1 〇 兼4

* 1前② 1 〇 兼4

* 1前① 1 〇 兼7

* 1前② 1 〇 兼7

* 1後③ 1 〇 兼1

* 1後④ 1 〇 兼1

* 1前① 1 〇 兼1

* 1前② 1 〇 兼1

* 1前① 1 〇 兼1

* 1前② 1 〇 兼1

* 1前① 1 〇 兼1

* 1前② 1 〇 兼1

* 1前① 1 〇 兼1

* 1前② 1 〇 兼1

* 1後③ 1 〇 兼1

光送受信工学特論Ⅰ

磁性電子工学特論Ⅱ

バイオ電子工学特論Ⅱ

スピントロニクス工学特論Ⅱ

ニューロモルフィックハードウェア特論Ⅱ

拡
充
科
目

光・量子デバイス基礎論Ⅱ

ナノ光情報デバイス工学特論Ⅰ

高周波デバイス工学特論Ⅱ

電気エネルギー応用特論Ⅰ

電気エネルギー応用特論Ⅱ

計測システム工学Ⅰ

ロバスト制御系設計特論Ⅱ

マルチエージェントシステム基礎Ⅱ

－

エ
ネ
ル
ギ
ー

デ
バ
イ
ス
・
シ
ス
テ
ム
分
野

分
野
別
科
目

情
報
デ
バ
イ
ス
・
シ
ス
テ
ム
分
野

LSIデバイス物理特論Ⅰ

スマートシステム工学特論Ⅱ

高周波デバイス工学特論Ⅰ

電気エネルギー環境基礎特論Ⅱ

計測工学特論Ⅱ

磁性電子工学特論Ⅰ

ナノプロセス工学特論Ⅱ

有機エレクトロニクス特論Ⅰ

回路解析・設計演習

マルチエージェントシステム基礎Ⅰ

スマートシステム工学特論Ⅰ

光送受信工学特論Ⅱ

集積回路設計基礎特論Ⅱ

有機エレクトロニクス特論Ⅱ

光・量子デバイス基礎論Ⅰ

ナノ光情報デバイス工学特論Ⅱ

スピントロニクス工学特論Ⅰ

ニューロモルフィックハードウェア特論Ⅰ

バイオ電子工学特論Ⅰ

ナノプロセス工学特論Ⅰ

電磁エネルギー応用特論Ⅰ

凸最適化に基づく制御系設計理論Ⅱ

電磁エネルギー応用特論Ⅱ

凸最適化に基づく制御系設計理論Ⅰ

小計（29科目）

集積回路設計基礎特論Ⅰ

電磁エネルギー工学特論Ⅰ

電磁エネルギー工学特論Ⅱ

電気エネルギー環境基礎特論Ⅰ

超伝導工学特論Ⅱ

ロバスト制御系設計特論Ⅰ

電磁エネルギー変換特論Ⅱ

計測システム工学Ⅱ

電磁エネルギー変換特論Ⅰ

電気エネルギー工学特論Ⅰ

電気エネルギー工学特論Ⅱ

超伝導工学特論Ⅰ

計測工学特論Ⅰ

電子回路工学特論Ⅰ

電子回路工学特論Ⅱ

【連係協力学府】システム情報科学府　情報理工学専攻　修士課程 -4 基本計画書-30



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考授業科目の名称

* 1後④ 1 〇 兼1

* 1後③ 1 〇 兼1

* 1後④ 1 〇 兼1

* 1後③ 1 〇 兼1

* 1後④ 1 〇 兼1

* 1前① 1 〇 兼1

* 1前② 1 〇 兼1

－ 0 30 0 0 0 0 0 0 兼27

－ 0 59 0 0 0 0 0 0 兼42

* 1前① 1 〇 1

* 1前② 1 〇 1

* 1前① 1 〇 兼1

* 1前② 1 〇 兼1

1前①～② 2 〇 1 兼2

1前① 2 〇 1 兼2 オムニバス

* 1・2前①～② 4 〇 ※ 兼1 ※演習

* 1･2後③～④ 2 〇 兼7 オムニバス

* 1･2後③～④ 2 〇 兼1

－ 0 16 0 2 1 0 0 0 兼14

* 1･2通 2 〇 1

1･2通 2 〇 1 兼1

1･2通 4 〇 1 兼1

－ 0 8 0 1 0 0 0 0 兼1

－ 0 14 0 7 1 0 0 0 兼57

－ 16 142 0 20 25 0 0 0 兼65

小計（9科目）

データサイエンス技法演習

データサイエンス実習 

小計（3科目）

－

システム情報科学実習 

－

－

最適化理論基礎・演習

電気電子工学特別講義

合計（163科目）

実
践
･
応
用
科
目

広
域
科
目

LSIデバイス物理特論Ⅱ

小計（92科目）

小計（59科目） －

実装工学特論Ⅰ

実装工学特論Ⅱ

－

確率・統計特論Ⅰ

確率・統計特論Ⅱ

線形代数応用特論Ⅰ

先端情報社会学特論 

ＩＣＴ社会基盤デザイン特論

－

情報理工学特別講義

先端電子物性Ⅰ

先端電子物性Ⅱ

ワイヤレス通信特論Ⅰ

ワイヤレス通信特論Ⅱ

小計（30科目）

線形代数応用特論Ⅱ

【連係協力学府】システム情報科学府　情報理工学専攻　修士課程 -5 基本計画書-31



学位又は称号
修士（情報科学）、修士（理
学）、修士（工学）、修士（学
術）

学位又は学科の分野 工学関係

【備考】
１．各コースにおいて、拡充科目区分における「分野別科目」を以下のとおり取り扱
う。
（１）情報アーキテクチャ・セキュリティコース
・コア科目区分およびアドバンスト科目区分の「データサイエンス分野」を分野別科
目区分の同分野とする。
・コア科目区分およびアドバンスト科目区分の「AI・ロボティクス分野」を分野別科
目区分の同分野とする。

（２）データサイエンスコース
・コア科目区分およびアドバンスト科目区分の「情報アーキテクチャ・セキュリティ
分野」を分野別科目区分の同分野とする。
・コア科目区分およびアドバンスト科目区分の「AI・ロボティクス分野」を分野別科
目区分の同分野とする。

（３）AI・ロボティクスコース
・コア科目区分およびアドバンスト科目区分の「情報アーキテクチャ・セキュリティ
分野」を分野別科目区分の同分野とする。
・コア科目区分およびアドバンスト科目区分の「データサイエンス分野」を分野別科
目区分の同分野とする。

（４）情報アーキテクチャ・セキュリティコース、データサイエンスコース、AI・ロ
ボティクスの３コースに共通
・「エネルギーデバイス・システム分野」の次の8科目を「情報デバイス・システム分
野」の科目としても取り扱う。
（電子回路工学特論I、電子回路工学特論Ⅱ、計測工学特論I、計測工学特論Ⅱ、電磁
エネルギー工学特論I、電磁エネルギー工学特論Ⅱ、マルチエージェントシステム基礎
I、マルチエージェントシステム基礎Ⅱ）
・「情報デバイス・システム分野」の次の2科目を「エネルギーデバイス・システム分
野」の科目としても取り扱う。
（光送受信工学特論I、光送受信工学特論Ⅱ）

２．拡充科目区分における「広域科目」、「実践・応用科目」について、以下のとお
り取り扱う。
・情報アーキテクチャ・セキュリティコース、AI・ロボティクスコースの２コースに
おいては、次の3科目を同科目区分から除外する。
（最適化理論基礎・演習、データサイエンス技法演習、データサイエンス実習）

３．記載する科目のうち、授業科目の名称末尾に「*」を付した科目は、グローバル
コース（英語による授業等により学位取得可能な教育課程）の開設科目として英語で
も開講する。

卒業要件及び履修方法 授業期間等

修士課程に2年以上在学し、以下の要件を満たす45単位以上の単位を修得し、かつ、必
要な研究指導を受けた上、修士論文の審査及び最終試験に合格すること。ただし、在
学期間に関しては、優れた研究業績を上げた者については、修士課程に1年以上在学す
れば足りるものとする。

【履修方法】
以下の要件を満たす45単位以上を修得すること。
　(a)コア科目（6単位以上）
　(b)アドバンスト科目（2単位以上）
　(c)講究科目（16単位以上）
　　＜必修科目＞情報理工学研究Ⅰ（4単位）
　　　　　　　　情報理工学研究Ⅱ（4単位）
　　　　　　　　情報理工学演習（4単位）
　　　　　　　　情報理工学講究（4単位）
　(d)拡充科目（10単位以上）
　　　分野別科目のうち1分野から6単位以上、広域科目及び実践・応用科目から2単位
　　以上修得すること。なお、指導教員の指導の下に修得した他学府等科目の単位は2
　　単位を上限に広域科目の単位として認定する。
　(e)その他
　　　上記区分の選択科目から11単位以上

１学年の学期区分 ４学期

１学期の授業期間 ８週

１時限の授業時間 ９０分

【連係協力学府】システム情報科学府　情報理工学専攻　修士課程 -6 基本計画書-32



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

* 1・2・3通 4 〇 1

* 1・2・3後③ 1 〇 18 12 兼5

* 1・2・3後④ 1 〇 18 12 兼5

* 1・2・3後③ 1 〇 18 12 兼5

* 1・2・3後④ 1 〇 18 12 兼5

* 1・2・3後③ 1 〇 18 12 兼5

* 1・2・3後④ 1 〇 18 12 兼5

* 1・2・3後③ 1 〇 18 12 兼5

* 1・2・3後④ 1 〇 18 12 兼5

－ 0 12 0 18 12 0 0 0 兼5

別記様式第２号（その２の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（システム情報科学府　情報理工学専攻 博士後期課程）

科目
区分

配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

授業科目の名称 備考

学
府
共
通
科
目

国際インターンシップ

国際演示技法Ⅰ

国際演示技法Ⅱ

知的財産技法Ⅰ

先端プロジェクト管理技法Ⅱ

小計（9科目）

先端プロジェクト管理技法Ⅰ

知的財産技法Ⅱ

ティーチング演習Ⅰ

ティーチング演習Ⅱ

－

【連係協力学府】システム情報科学府　情報理工学専攻 博士後期課程 -1

基本計画書-33



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

授業科目の名称 備考

情報理工学特別研究Ⅰ * 1通 2 ○ 18 24 兼6

情報理工学特別研究Ⅱ * 1・2通 2 ○ 18 24 兼6

* 1・2・3通 2 ○ 1

* 1・2・3通 4 ○ 1

* 1・2・3通 4 ○ 18 12 兼5

* 1・2・3通 6 〇 2 1 兼1

* 1・2・3通 6 〇 2 1

* 1・2・3通 6 〇 兼2

* 1・2・3通 6 〇 1

* 1・2・3通 6 〇 兼1

* 1・2・3通 6 〇 1

* 1・2・3通 6 〇 1

* 1・2・3通 6 〇 1

* 1・2・3通 6 〇 1

* 1・2・3通 6 〇 1

* 1・2・3通 6 〇 1

* 1・2・3通 6 〇 1

* 1・2・3通 6 〇 1

* 1・2・3通 6 〇 1 1

* 1・2・3通 6 〇 3 1

* 1・2・3通 6 〇 2

* 1・2・3通 6 〇 2

* 1・2・3通 6 〇 1 1 兼1

* 1・2・3通 6 〇 1

* 1・2・3通 6 〇 2

－ 4 130 0 18 25 0 0 0 兼6

－ 4 142 0 18 25 0 0 0 兼6

認知行動学特別講究

計算機科学基礎特別講究

自然言語処理特別講究

発見科学特別講究

データサイエンス特别講究

小計（25科目）

計算機構特別講究

先端ＬＳＩ特別講究

情報論理学特別講究

情報理工学特別演習

基礎情報学特別講究

システム開発方法論特別講究

情報ネットワーク特別講究

量子科学技術特別講究 

分散情報処理機構特別講究

先進ソフトウェア特別講究

デジタル通信特別講究

合計（34科目） －

専
攻
科
目

情報理工学短期インターンシップ

情報理工学長期インターンシップ

－

情報回路特別講究

情報系統特別講究

情報処理特別講究

実世界情報処理機構特別講究

実世界メディア処理論特別講究

【連係協力学府】システム情報科学府　情報理工学専攻 博士後期課程 -2

基本計画書-34



学位又は称号
博士（情報科学）、博士（理
学）、博士（工学）、博士（学
術）

学位又は学科の分野 工学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

博士後期課程に3年以上在学し、以下の要件を満たす16単位以上を修得し、かつ、必
要な研究指導を受けた上、博士論文の審査及び最終試験に合格すること。ただし、
在学期間に関しては、優れた研究業績を上げた者については、博士後期課程に1年以
上在学すれば足りるものとする。

【履修方法】
以下の要件を満たす16単位以上を修得すること。
　(a)学府共通科目（2単位以上修得）
　(b)専攻科目（14単位以上修得）
　　＜必修科目＞情報理工学特別研究Ⅰ(2単位)
　　　　　　　　情報理工学特別研究Ⅱ(2単位)
　　　なお、専攻科目の選択科目のうち、情報理工学短期インターン
　　シップ、情報理工学長期インターンシップ、情報理工学特別演習
　　を除く20科目から6単位を選択必修とする。

【備考】
記載する科目のうち、授業科目の名称末尾に「*」を付した科目は、グローバルコー
ス（英語による授業等により学位取得可能な教育課程）の開設科目として、英語で
も開講する。

１学年の学期区分 ４学期

１学期の授業期間 ８週

１時限の授業時間 ９０分

【連係協力学府】システム情報科学府　情報理工学専攻 博士後期課程 -3

基本計画書-35



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

* 1前① 1 〇 1 兼1

* 1前② 1 〇 1 兼1

* 1前① 1 〇 1

* 1前② 1 〇 1

* 1前① 1 〇 1

* 1前② 1 〇 1

* 1前① 1 〇 1 兼1

* 1前② 1 〇 1 兼1

* 1前① 1 〇 1 兼3

* 1前② 1 〇 1 兼3

* 1前① 1 〇 3 兼4

* 1前② 1 〇 3 兼4

* 1後③ 1 〇 1

* 1後④ 1 〇 1

* 1前① 1 〇 1

* 1前② 1 〇 1

* 1前① 1 〇 1

* 1前② 1 〇 1

* 1前① 1 〇 1

* 1前② 1 〇 1

* 1前① 1 〇 1

* 1前② 1 〇 1

－ 0 22 0 9 4 0 0 0 兼10

電子回路工学特論Ⅰ * 1前① 1 〇 兼1

電子回路工学特論Ⅱ * 1前② 1 〇 兼1

計測工学特論Ⅰ * 1前① 1 〇 1

計測工学特論Ⅱ * 1前② 1 〇 1

電気エネルギー工学特論Ⅰ * 1前① 1 〇 1

電気エネルギー工学特論Ⅱ * 1前② 1 〇 1

超伝導工学特論Ⅰ * 1前① 1 〇 1

超伝導工学特論Ⅱ * 1前② 1 〇 1

ロバスト制御系設計特論Ⅰ * 1前① 1 〇 兼1

ロバスト制御系設計特論Ⅱ * 1前② 1 〇 兼1

電磁エネルギー工学特論Ⅰ * 1前① 1 〇 1

電磁エネルギー工学特論Ⅱ * 1前② 1 〇 1

電気エネルギー環境基礎特論Ⅰ * 1前① 1 〇 1

電気エネルギー環境基礎特論Ⅱ * 1前② 1 〇 1

マルチエージェントシステム基礎Ⅰ * 1前① 1 〇 1

マルチエージェントシステム基礎Ⅱ * 1前② 1 〇 1

回路解析・設計演習 * 1後③～④ 1 〇 兼1

計測システム工学Ⅰ * 1前① 1 〇 1

計測システム工学Ⅱ * 1前② 1 〇 1

－ 0 19 0 4 3 0 0 0 兼1

－ 0 41 0 13 7 0 0 0 兼11

備考

小計（19科目）

情
報
デ
バ
イ
ス
・
シ
ス
テ
ム
分
野

エ
ネ
ル
ギ
ー

デ
バ
イ
ス
・
シ
ス
テ
ム
分
野

コ
ア
科
目

小計（41科目）

別記様式第２号（その２の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（システム情報科学府　電気電子工学専攻　修士課程）

科目
区分

配当年次

単位数 授業形態

小計（22科目） －

－

ニューロモルフィックハードウェア特論Ⅰ

ニューロモルフィックハードウェア特論Ⅱ

専任教員等の配置

バイオ電子工学特論Ⅰ

バイオ電子工学特論Ⅱ

光・量子デバイス基礎論Ⅰ

光・量子デバイス基礎論Ⅱ

授業科目の名称

－

光送受信工学特論Ⅰ

光送受信工学特論Ⅱ

集積回路設計基礎特論Ⅰ

集積回路設計基礎特論Ⅱ

磁性電子工学特論Ⅰ

磁性電子工学特論Ⅱ

ナノ光情報デバイス工学特論Ⅰ

ナノ光情報デバイス工学特論Ⅱ

スピントロニクス工学特論Ⅰ

スピントロニクス工学特論Ⅱ

高周波デバイス工学特論Ⅰ

高周波デバイス工学特論Ⅱ

有機エレクトロニクス特論Ⅰ

有機エレクトロニクス特論Ⅱ

ナノプロセス工学特論Ⅰ

ナノプロセス工学特論Ⅱ

【連係協力学府】システム情報科学府　電気電子工学専攻　修士課程 -1 基本計画書-36



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

備考
科目
区分

配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

授業科目の名称

* 1後③ 1 〇 1

* 1後④ 1 〇 1

* 1後③ 1 〇 1

* 1後④ 1 〇 1

* 1後③ 1 〇 1

* 1後④ 1 〇 1

* 1前① 1 〇 兼1

* 1前② 1 〇 兼1

－ 0 8 0 1 2 0 0 0 兼1

電磁エネルギー変換特論Ⅰ * 1後③ 1 〇 1

電磁エネルギー変換特論Ⅱ * 1後④ 1 〇 1

スマートシステム工学特論Ⅰ * 1後③ 1 〇 1 兼1 オムニバス

スマートシステム工学特論Ⅱ * 1後④ 1 〇 1 兼1 オムニバス

電磁エネルギー応用特論Ⅰ * 1後③ 1 〇 1

電磁エネルギー応用特論Ⅱ * 1後④ 1 〇 1

電気エネルギー応用特論Ⅰ * 1後③ 1 〇 1

電気エネルギー応用特論Ⅱ * 1後④ 1 〇 1

凸最適化に基づく制御系設計理論Ⅰ * 1後③ 1 〇 1

凸最適化に基づく制御系設計理論Ⅱ * 1後④ 1 〇 1

電気エネルギーシステム工学特論Ⅰ * 1･2通 2 〇 1

電気エネルギーシステム工学特論Ⅱ * 1･2通 2 〇 1

－ 0 14 0 4 2 0 0 0 兼1

－ 0 22 0 5 4 0 0 0 兼2

* 1前①～② 3 〇 17 11 兼3

* 1後③～④ 3 〇 17 11 兼3

* 2前①～② 3 〇 17 11 兼3

* 2後③～④ 3 〇 17 11 兼3

* 1後③～④ 4 〇 17 11 兼3

* 2前①～② 4 〇 17 11 兼3

* 2後③～④ 6 〇 1

－ 26 0 0 17 11 0 0 0 兼3小計（7科目）

先端電子物性Ⅰ

先端電子物性Ⅱ

電気電子工学読解Ⅰ

電気電子工学読解Ⅱ

電気電子工学演示Ⅰ

電気電子工学演示Ⅱ

電気電子工学研究調査

電気電子工学研究演示

電気電子工学研究論議

小計（8科目）

LSIデバイス物理特論Ⅰ

LSIデバイス物理特論Ⅱ

ワイヤレス通信特論Ⅰ

ワイヤレス通信特論Ⅱ

ア
ド
バ
ン
ス
ト
科
目

－

小計（20科目） －

小計（12科目） －

実装工学特論Ⅰ

実装工学特論Ⅱ

情
報
デ
バ
イ
ス
・
シ
ス
テ
ム
分
野

－

エ
ネ
ル
ギ
ー

デ
バ
イ
ス
・
シ
ス
テ
ム
分
野

講
究
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

備考
科目
区分

配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

授業科目の名称

* 1･2前① 2 〇 兼2 オムニバス

* 1･2後④ 2 〇 兼2 オムニバス

* 1･2前② 2 〇 兼1

* 1･2前① 2 〇 兼1

* 1･2前② 2 〇 兼3 オムニバス

1･2後④ 2 〇 兼1

* 1･2後③ 1 〇 兼1

* 1･2後④ 1 〇 兼1

* 1･2前① 1 〇 兼1

* 1･2後③ 1 〇 兼1

* 1･2前② 2 〇 兼3 オムニバス

* 1･2後③ 1 〇 兼1

* 1･2後④ 1 〇 兼1

* 1･2後③ 1 〇 兼1

* 1･2後④ 1 〇 兼1

* 1･2前① 2 〇 兼2 オムニバス

1･2前② 2 〇 兼6 オムニバス

* 1･2前① 2 〇 兼2 オムニバス

* 1･2後③ 2 〇 兼1

* 1･2後③ 1 〇 兼1

* 1･2後④ 1 〇 兼1

* 1･2後③ 1 〇 兼1

* 1･2後④ 1 〇 兼1

* 1･2後③ 1 〇 兼1

* 1･2後④ 1 〇 兼1

－ 0 36 0 0 0 0 0 0 兼25

* 1･2前① 1 〇 兼1

* 1･2前② 1 〇 兼1

* 1･2後③ 1 〇 兼1

* 1･2後④ 1 〇 兼1

* 1･2前① 1 〇 兼1

* 1･2前② 1 〇 兼1

* 1･2前① 1 〇 兼1

* 1･2前② 1 〇 兼1

* 1･2前① 1 〇 兼1

* 1･2前② 1 〇 兼1

* 1･2後③ 1 〇 兼1

* 1･2後④ 1 〇 兼1

* 1･2後③ 1 〇 兼1

* 1･2後④ 1 〇 兼1

* 1･2後③ 1 〇 兼1

* 1･2後④ 1 〇 兼1

* 1･2前① 1 〇 兼1

* 1･2前② 1 〇 兼1

* 1･2後③ 1 〇 兼1

* 1･2後④ 1 〇 兼1

* 1･2後③ 1 〇 兼2

* 1･2後④ 1 〇 兼2

－ 0 22 0 0 0 0 0 0 兼12

拡
充
科
目

暗号と情報セキュリティ特論

高性能並列計算法特論Ⅰ

高性能並列計算法特論Ⅱ

機械学習特論Ⅰ

機械学習特論Ⅱ

システムＬＳＩ設計支援特論Ⅱ

ソーシャルコンピューティング論Ⅰ

情報論的学習理論Ⅰ

計算論Ⅱ

グラフ理論・組み合わせ論Ⅰ

3次元コンピュータグラフィックス論Ⅱ

－

－

アルゴリズムとデータ構造Ⅰ

アルゴリズムとデータ構造Ⅱ

分
野
別
科
目

情報論的学習理論Ⅱ

データマイニング特論Ⅰ

情報ネットワーク特論

情
報
ア
ー

キ
ク
チ
ャ

・
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ

分
野

ソーシャルコンピューティング論Ⅱ

小計（22科目）

デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野

計算論Ⅰ

ネットワーク工学Ⅰ

ネットワーク工学Ⅱ

情報普及学特論Ⅰ

情報普及学特論Ⅱ

3次元コンピュータグラフィックス論Ⅰ

データマイニング特論Ⅱ

グラフ理論・組み合わせ論Ⅱ

プログラミング言語特論Ⅱ

情報数値解析Ⅰ

システムＬＳＩ設計支援特論Ⅰ

組込みシステム演習

デジタル通信特論

情報システムセキュリティ演習Ⅰ

情報システムセキュリティ演習Ⅱ

セキュリティエンジニアリング演習

組込みシステム特論

グローバル情報通信技術特論Ⅰ

プログラム設計論特論

プロジェクトマネジメント特論

グローバル情報通信技術特論Ⅱ

ソフトウェアプロセス特論

小計（25科目）

情報数値解析Ⅱ

プログラミング言語特論Ⅰ

量子計算機科学技術特論Ⅰ

量子計算機科学技術特論Ⅱ

計算機シミュレーション特論Ⅰ

計算機シミュレーション特論Ⅱ

機械学習工学特論

コンピュータシステム・アーキテクチャ特
論
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

備考
科目
区分

配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

授業科目の名称

* 1･2後③ 1 〇 兼1

* 1･2後④ 1 〇 兼1

* 1･2前① 1 〇 兼1

* 1･2前② 1 〇 兼1

* 1･2後③ 1 〇 兼1

* 1･2後④ 1 〇 兼1

ゲーム理論Ⅰ * 1･2前① 1 〇 兼1

* 1･2前② 1 〇 兼1

* 1･2前② 2 〇 兼1

* 1･2後③ 1 〇 兼1

* 1･2後④ 1 〇 兼1

* 1･2前① 2 〇 兼1

* 1･2前① 1 〇 兼1

* 1･2前② 1 〇 兼1

－ 0 16 0 0 0 0 0 0 兼8

－ 0 74 0 0 0 0 0 0 兼44

* 1前① 1 〇 兼1

* 1前② 1 〇 兼1

* 1前① 1 〇 1

* 1前② 1 〇 1

先端情報社会学特論 * 1前①～② 2 〇 兼1

1前① 2 〇 兼3 オムニバス

* 1前① 1 〇 兼1

* 1前① 1 〇 兼1

* 1前① 1 〇 兼1

* 1前① 1 〇 兼1

* 1前② 1 〇 兼1

* 1前② 1 〇 兼1

* 1前② 1 〇 兼1

* 1前② 1 〇 兼1

* 1･2後③～④ 2 〇 兼7 オムニバス

* 1･2後③～④ 2 〇 1

－ 0 20 0 2 0 0 0 0 兼14

* 2前①～② 4 〇 18 10 兼3

* 1･2通 2 〇 1

－ 4 2 0 18 10 0 0 0 兼3

－ 4 96 0 18 10 0 0 0 兼60

－ 30 159 0 18 11 0 0 0 兼65

確率・統計特論Ⅰ

確率・統計特論Ⅱ

線形代数応用特論Ⅰ

線形代数応用特論Ⅱ

ＩＣＴ社会基盤デザイン特論

ヒューマンインタフェースⅡ

自然言語処理Ⅰ

自然言語処理Ⅱ

ロボティクスⅠ

アルゴリズム設計論Ⅰ

情報理工学特別講義

実
践
･
応
用
科

A
I
・
ロ
ボ
テ
ィ

ク
ス
分
野

－

システム情報科学実習

小計（2科目）

電気電子工学企画演習

小計（16科目）

小計（61科目）

心理物理学Ⅰ

心理物理学Ⅱ

コンピュータビジョン

ヒューマンインタフェースⅠ

－

広
域
科
目

－

ロボティクスⅡ

データサイエンス概論Ⅰ

データサイエンス概論Ⅱ

データサイエンス実践Ⅰ

合計（147科目） －

－

ゲーム理論Ⅱ

パターン認識

小計（79科目）

アルゴリズム設計論Ⅱ

小計（14科目）

電気電子工学特別講義

－

データサイエンス実践Ⅱ

データサイエンス実践Ⅲ

データサイエンス実践Ⅳ

データサイエンス発展Ⅰ

データサイエンス発展Ⅱ
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卒業要件及び履修方法 授業期間等

修士課程に2年以上在学し、以下の要件を満たす45単位以上の単位を修得し、かつ、必
要な研究指導を受けた上、修士論文の審査及び最終試験に合格すること。ただし、在学
期間に関しては、優れた研究業績を上げた者については、修士課程に1年以上在学すれ
ば足りるものとする。

【履修方法】
以下の要件を満たす45単位以上を修得すること。
　(a)コア科目（6単位以上）
　(b)アドバンスト科目（2単位以上）
　(c)講究科目（26単位以上）
　　＜必修科目＞電気電子工学読解Ⅰ(3単位)、電気電子工学読解Ⅱ(3単位)、
　　　　　　　　電気電子工学演示Ⅰ(3単位)、電気電子工学演示Ⅱ(3単位)、
　　　　　　　　電気電子工学研究調査(4単位)、電気電子工学研究演示(4単位)、
　　　　　　　　電気電子工学研究論議(6単位)
　(d)拡充科目（10単位以上）
　　　分野別科目のうち1分野から4単位以上、広域科目及び実践・応用科目から6単位
　　以上修得すること。なお、指導教員の指導の下に修得した他学府等科目の単位は2
　　単位を上限に広域科目の単位として認定する。
　(e)その他
　　　上記区分の選択科目から1単位以上

１学年の学期区分 ４学期

１学期の授業期間 ８週

１時限の授業時間 ９０分

学位又は称号
修士（情報科学）、修士（理
学）、修士（工学）、修士（学
術）

学位又は学科の分野 工学関係

【備考】
１．コア科目区分の「エネルギーデバイス・システム分野」に記載する次の8科目をア
ドバンスト科目区分における「情報デバイス・システム分野」の科目としても取り扱
う。
（電子回路工学特論Ⅰ、電子回路工学特論Ⅱ、計測工学特論Ⅰ、計測工学特論Ⅱ、電磁
エネルギー工学特論Ⅰ、電磁エネルギー工学特論Ⅱ、マルチエージェントシステム基礎
Ⅰ、マルチエージェントシステム基礎Ⅱ）

２．コア科目区分の「情報デバイス・システム分野」に記載する次の2科目をアドバン
スト科目区分における「エネルギーデバイス・システム分野」の科目としても取り扱
う。
（光送受信工学特論Ⅰ、光送受信工学特論Ⅱ）

３．各コースにおいて、拡充科目区分における「分野別科目」を以下のとおり取り扱
う。
（１）情報デバイス・システムコース
・コア科目区分およびアドバンスト科目区分の「エネルギーデバイス・システム分野」
を分野別科目区分の同分野とする。ただし、次の10科目を除く。
（電子回路工学特論I、電子回路工学特論II、計測工学特論I、計測工学特論II、電磁エ
ネルギー工学特論I、電磁エネルギー工学特論II、電気エネルギーシステム工学特論I、
電気エネルギーシステム工学特論II、マルチエージェントシステム基礎I、マルチエー
ジェントシステム基礎II）

（２）エネルギーデバイス・システムコース
・コア科目区分およびアドバンスト科目区分の「情報デバイス・システム分野」を分野
別科目区分の同分野とする。ただし、次の2科目を除く。
（光送受信工学特論I、光送受信工学特論II）

４．記載する科目のうち、授業科目の名称末尾に「*」を付した科目は、グローバル
コース（英語による授業等により学位取得可能な教育課程）の開設科目として、英語で
も開講する。
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

* 1・2・3通 4 〇 1

* 1・2・3後③ 1 〇 16 5 兼1

* 1・2・3後④ 1 〇 16 5 兼1

* 1・2・3後③ 1 〇 16 5 兼1

* 1・2・3後④ 1 〇 16 5 兼1

* 1・2・3後③ 1 〇 16 5 兼1

* 1・2・3後④ 1 〇 16 5 兼1

* 1・2・3後③ 1 〇 16 5 兼1

* 1・2・3後④ 1 〇 16 5 兼1

－ 0 12 0 16 5 0 0 0 兼1

* 2・3通 4 〇 16 5 兼1

* 2・3通 4 〇 1

* 1後③～④ 2 〇 16 5 兼1

* 2後③～④ 2 〇 16 5 兼1

* 1・2・3通 6 〇 兼1

* 1・2・3通 6 〇 1

* 1・2・3通 6 〇 1

* 1・2・3通 6 〇 1

* 1・2・3通 6 〇 1

* 1・2・3通 6 〇 1 1

* 1・2・3通 6 〇 1

* 1・2・3通 6 〇 1

* 1・2・3通 6 〇 1 兼1

* 1・2・3通 6 〇 2

* 1・2・3通 6 〇 1

* 1・2・3通 6 〇 3

* 1・2・3通 6 〇 1 1

* 1・2・3通 6 〇 1

* 1・2・3通 6 〇 1

* 1・2・3通 6 〇 1

* 1・2・3通 6 〇 1

* 1・2・3通 6 〇 1

－ 4 116 0 16 7 0 0 兼1

－ 4 128 0 16 7 0 0 兼1

専
攻
科
目

マイクロエレクトロニクス特別講究

情報伝送工学特別講究

スピントロニクス工学特別講究

小計（22科目） －

構成エレクトロニクス特別講究

ナノ・マイクロ実装工学特別講究

電気電子工学特別演習

電気電子工学インターンシップ

電気電子工学特別研究Ⅰ

電気電子工学特別研究Ⅱ

集積システム工学特別講究

ナノプロセス特別講究

超伝導エレクトロニクス特別講究

光送受信工学特別講究

制御システム特別講究

先端計測工学特別講究

電子回路工学特別講究

電気システム制御特別講究

電力システム工学特別講究

電磁エネルギー工学特別講究

超伝導材料物性特別講究

応用電子物性学特別講究

電子デバイス工学特別講究

知的財産技法Ⅰ

知的財産技法Ⅱ

ティーチング演習Ⅰ

ティーチング演習Ⅱ

先端プロジェクト管理技法Ⅰ

合計（31科目） －

学
府
共
通
科
目

国際インターンシップ

授業科目の名称

別記様式第２号（その２の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（システム情報科学府　電気電子工学専攻　博士後期課程）

科目
区分

配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

国際演示技法Ⅰ

国際演示技法Ⅱ

－

先端プロジェクト管理技法Ⅱ

小計（9科目）
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学位又は称号
博士（情報科学）、博士（理
学）、博士（工学）、博士（学
術）

学位又は学科の分野 工学関係

１学期の授業期間 ８週

１時限の授業時間 ９０分

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

博士後期課程に3年以上在学し、以下の要件を満たす16単位以上を修得し、かつ、必
要な研究指導を受けた上、博士論文の審査及び最終試験に合格すること。ただし、在
学期間に関しては、優れた研究業績を上げた者については、博士後期課程に1年以上
在学すれば足りるものとする。

【履修方法】
以下の要件を満たす16単位以上を修得すること。
　(a)学府共通科目（2単位以上修得）
　(b)専攻科目（14単位以上修得）
　　＜必修科目＞電気電子工学特別研究Ⅰ(2単位)
　　　　　　　　電気電子工学特別研究Ⅱ(2単位)
　　　なお、専攻科目の選択科目のうち、電気電子工学特別演習、電気電
　　子工学インターンシップを除く16科目から６単位を選択必修とする。

【備考】
記載する科目のうち、授業科目の名称末尾に「*」を付した科目は、グローバルコー
ス（英語による授業等により学位取得可能な教育課程）の開設科目として、英語でも
開講する。

１学年の学期区分 ４学期

【連係協力学府】システム情報科学府　電気電子工学専攻　博士後期課程 -2 基本計画書-42



別記様式第２号（その２の１）

（経済学府　経済工学専攻　修士課程）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

経済理論Ⅰ 1・2後③ 2 ○ 1

経済理論Ⅱ 1・2前① 2 ○ 1

経済理論Ⅲ 1・2後④ 2 ○ 1

計量分析Ⅰ 1・2後③ 2 ○ 1

計量分析Ⅱ 1・2後④ 2 ○ 1

計量分析Ⅲ 1・2前① 2 ○ 1

ファイナンス 1・2後③～④ 2 ○ 1

応用数理Ⅰ 1・2前①～② 2 ○ 1

応用数理Ⅱ 1・2前①～② 2 ○ 1

計算基礎 1・2後③～④ 2 ○ 1

上級経済統計 1・2前①～② 2 ○ 1

上級統計計量分析 1・2前①～② 2 ○ 1

上級財政システム 1・2前①～② 2 ○ 1

上級金融システム 1・2後③～④ 2 ○ 1

上級国際金融 1・2前①～② 2 ○ 1

上級資本市場システム 1・2前①～② 2 ○ 1

上級世界経済 1・2前①～② 2 ○ 1

上級国際経済政策 1・2前①～② 2 ○ 1

上級貿易投資分析 1・2前①～② 2 ○ 1

上級情報経済 1・2前①～② 2 ○ 1

上級開発経済 1・2前①～② 2 ○ 1

上級エネルギー経済 1・2後③～④ 2 ○ 1

上級国際農業政策 1・2前①～② 2 ○ 1

上級日本経済論 1・2前①～② 2 ○ 1

上級産業分析 1・2前①～② 2 ○ 1

上級産業配置 1・2前①～② 2 ○ 1

上級産業構造 1・2前①～② 2 ○ 1

上級日本経済史 1・2前①～② 2 ○ 1

上級西洋経済史 1・2後③～④ 2 ○ 1

上級欧米経済史 1・2前①～② 2 ○ 1

上級産業社会史 1・2後③～④ 2 ○ 1

上級経営学 1・2前①～② 2 ○ 1

上級応用経営学Ⅰ 1・2前①～② 2 ○ 1

上級応用経営学Ⅱ 1・2後③～④ 2 ○ 兼1

上級財務会計 1・2前①～② 2 ○ 1

上級原価計算 1・2前①～② 2 ○ 1

上級管理会計 1・2後③～④ 2 ○ 1

上級国際会計 1・2前①～② 2 ○ 1

－ 0 76 0 13 16 0 0 0 1

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

科
目
区
分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

教 育 課 程 等 の 概 要

備考

－小計（38科目）

大
学
院
基
本
科
目

自
由
選
択
科
目

【連係協力学府】経済学府　経済工学専攻　修士課程 -1

基本計画書-43



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科
目
区
分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

ミクロ経済分析特研Ⅰ 1・2前①～② 2 ○ 1

ミクロ経済分析特研Ⅱ 1・2後③～④ 2 ○ 1

応用ミクロ経済学特研Ⅰ 1・2前①～② 2 ○ 1

応用ミクロ経済学特研Ⅱ 1・2後③～④ 2 ○ 1

経済モデル解析特研Ⅰ 1・2前①～② 2 ○ 兼1

経済モデル解析特研Ⅱ 1・2後③～④ 2 ○ 兼1

マクロ経済分析特研Ⅰ 1・2前①～② 2 ○ 1

マクロ経済分析特研Ⅱ 1・2後③～④ 2 ○ 1

計量経済学特研Ⅰ 1・2前①～② 2 ○ 1

計量経済学特研Ⅱ 1・2後③～④ 2 ○ 1

マクロ数量分析特研Ⅰ 1・2前①～② 2 ○ 1

マクロ数量分析特研Ⅱ 1・2後③～④ 2 ○ 1

財政分析特研Ⅰ 1・2前② 2 ○ 1

財政分析特研Ⅱ 1・2後③～④ 2 ○ 1

現代金融特研Ⅰ 1・2前①～② 2 ○ 1

現代金融特研Ⅱ 1・2後③～④ 2 ○ 1

労働経済学特研Ⅰ 1・2前①～② 2 ○ 1

労働経済学特研Ⅱ 1・2後③～④ 2 ○ 1

福祉政策特研Ⅰ 1・2前①～② 2 ○ 1

福祉政策特研Ⅱ 1・2後③～④ 2 ○ 1

企業経済分析特研Ⅰ 1・2前①～② 2 ○ 1

企業経済分析特研Ⅱ 1・2後③～④ 2 ○ 1

企業金融特研Ⅰ 1・2前①～② 2 ○ 1

企業金融特研Ⅱ 1・2後③～④ 2 ○ 1

産業組織特研Ⅰ 1・2前①～② 2 ○ 1

産業組織特研Ⅱ 1・2後③～④ 2 ○ 1

比較経済政策特研Ⅰ 1・2前①～② 2 ○ 1

比較経済政策特研Ⅱ 1・2後③～④ 2 ○ 1

比較経済制度特研Ⅰ 1・2前①～② 2 ○ 1

比較経済制度特研Ⅱ 1・2後④ 2 ○ 1

現代経済学特研Ⅰ 1・2前①～② 2 ○ 1

現代経済学特研Ⅱ 1・2後④ 2 ○ 1

現代経済思想特研Ⅰ 1・2前①～② 2 ○ 1

現代経済思想特研Ⅱ 1・2後③～④ 2 ○ 1

経済数学特研Ⅰ 1・2前①～② 2 ○ 1

経済数学特研Ⅱ 1・2後③～④ 2 ○ 1

数理統計学特研Ⅰ 1・2前①～② 2 ○ 1

数理統計学特研Ⅱ 1・2後③～④ 2 ○ 1

数理計画特研Ⅰ 1・2前①～② 2 ○ 1

数理計画特研Ⅱ 1・2後③～④ 2 ○ 1

確率モデル解析特研Ⅰ 1・2前①～② 2 ○ 1

確率モデル解析特研Ⅱ 1・2後③～④ 2 ○ 1

情報管理特研Ⅰ 1・2前①～② 2 ○ 1

情報管理特研Ⅱ 1・2後③～④ 2 ○ 1

情報解析特研Ⅰ 1・2前①～② 2 ○ 1

情報解析特研Ⅱ 1・2後③～④ 2 ○ 1

公共経済学特研Ⅰ 1・2前①～② 2 ○ 1

公共経済学特研Ⅱ 1・2後③～④ 2 ○ 1

環境経済学特研Ⅰ 1・2前①～② 2 ○ 兼1

環境経済学特研Ⅱ 1・2後③～④ 2 ○ 兼1

数理経済学特研Ⅰ 1・2前①～② 2 ○ 1

数理経済学特研Ⅱ 1・2後③～④ 2 ○ 1

アジア多国籍企業特研 1・2前①～② 2 ○ 兼1

特
研

大
学
院
専
門
科
目

【連係協力学府】経済学府　経済工学専攻　修士課程 -2

基本計画書-44



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科
目
区
分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

アジア経済調査論特研Ⅰ 1・2後③～④ 2 ○ 兼1

アジア経済調査論特研Ⅱ 1・2後③～④ 2 ○ 兼1

経済工学特論１ 1・2前① 1 ○ 1

1・2前①～② 2 ○ 1

1・2後④ ○ 1

1・2後③～④ ○ 1

日本語経済特研Ⅰ 1・2前①～② 2 ○ 1

日本語経済特研Ⅱ 1・2後③～④ 2 ○ 1

－ 0 117 0 9 14 6 兼4

1・2通 2 ○ 3 1

1・2通 2 ○ 1

1・2通 2 ○ 1 2

1・2通 8 ○ 8 8 2 兼1

－ 8 6 0 11 10 2 0 0 兼1

8 199 0 16 20 3 0 0 兼5

特
別
科
目

－小計（59科目）

特
論

リサーチ・ワークショップⅠ

リサーチ・ワークショップⅡ

リサーチ・ワークショップⅢ

修士論文指導

小計（4科目） －

合計（101科目） －

経済工学特論 2

【連係協力学府】経済学府　経済工学専攻　修士課程 -3

基本計画書-45



修士（経済学）学位又は称号 学位又は学科の分野 経済学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

　本学府の修士課程の修了要件は、修士課程に２年以上在学し、九州大
学大学院経済学府規則の定めるところにより３０単位以上を修得し、か
つ、必要な研究指導を受けた上、修士論文の審査及び最終試験に合格す
ることとする。ただし、総長が認めるときは、在学期間に関しては、優
れた業績を上げた者については、修士課程に１年以上在学すれば足りる
ものとする。

　修士課程の経済工学専攻の学生は、必修として修士論文指導の８単位
並びに選択必修として当該専攻が開設する自由選択科目、大学院専門科
目及びリサーチ・ワークショップの授業科目のうちから、当該専攻が指
定する自由選択科目の６単位以上を含む２２単位以上を修得しなければ
ならない。ただし、当該専攻が指定する科目以外の自由選択科目及び当
該専攻以外の専攻が開設する大学院専門科目のうち、修了の要件とする
単位に含めることができるのは、６単位までとする。

１学年の学期区分 4期

１学期の授業期間 8週

１時限の授業時間 90分

【連係協力学府】経済学府　経済工学専攻　修士課程 -４

基本計画書-46



別記様式第２号（その２の１）

（経済学府　経済工学専攻　博士後期課程）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

経済理論Ⅰ 1・2・3後③ 2 ○ 1

経済理論Ⅱ 1・2・3前① 2 ○ 1

経済理論Ⅲ 1・2・3後④ 2 ○ 1

計量分析Ⅰ 1・2・3後③ 2 ○ 1

計量分析Ⅱ 1・2・3後④ 2 ○ 1

計量分析Ⅲ 1・2・3前① 2 ○ 1

ファイナンス 1・2・3後③～④ 2 ○ 1

応用数理Ⅰ 1・2・3前①～② 2 ○ 1

応用数理Ⅱ 1・2・3前①～② 2 ○ 1

計算基礎 1・2・3後③～④ 2 ○ 1

上級経済統計 1・2・3前①～② 2 ○ 1

上級統計計量分析 1・2・3前①～② 2 ○ 1

上級財政システム 1・2・3前①～② 2 ○ 1

上級金融システム 1・2・3後③～④ 2 ○ 1

上級国際金融 1・2・3前①～② 2 ○ 1

上級資本市場システム 1・2・3前①～② 2 ○ 1

上級世界経済 1・2・3前①～② 2 ○ 1

上級国際経済政策 1・2・3前①～② 2 ○ 1

上級貿易投資分析 1・2・3前①～② 2 ○ 1

上級情報経済 1・2・3前①～② 2 ○ 1

上級開発経済 1・2・3前①～② 2 ○ 1

上級エネルギー経済 1・2・3後③～④ 2 ○ 1

上級国際農業政策 1・2・3前①～② 2 ○ 1

上級日本経済論 1・2・3前①～② 2 ○ 1

上級産業分析 1・2・3前①～② 2 ○ 1

上級産業配置 1・2・3前①～② 2 ○ 1

上級産業構造 1・2・3前①～② 2 ○ 1

上級日本経済史 1・2・3前①～② 2 ○ 1

上級西洋経済史 1・2・3後③～④ 2 ○ 1

上級欧米経済史 1・2・3前①～② 2 ○ 1

上級産業社会史 1・2・3後③～④ 2 ○ 1

上級経営学 1・2・3前①～② 2 ○ 1

上級応用経営学Ⅰ 1・2・3前①～② 2 ○ 1

上級応用経営学Ⅱ 1・2・3後③～④ 2 ○ 1

上級財務会計 1・2・3前①～② 2 ○ 1

上級原価計算 1・2・3前①～② 2 ○ 1

上級管理会計 1・2・3後③～④ 2 ○ 1

上級国際会計 1・2・3前①～② 2 ○ 1

－ 0 76 0 13 17 0 0 0 0

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

科
目
区
分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

教 育 課 程 等 の 概 要

備考

大
学
院
基
本
科
目

自
由
選
択
科
目

小計（38科目） －

【連係協力学府】経済学府　経済工学専攻　博士後期課程 -1
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科
目
区
分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

ミクロ経済分析特研Ⅰ 1・2・3前①～② 2 ○ 1

ミクロ経済分析特研Ⅱ 1・2・3後③～④ 2 ○ 1

応用ミクロ経済学特研Ⅰ 1・2・3前①～② 2 ○ 1

応用ミクロ経済学特研Ⅱ 1・2・3後③～④ 2 ○ 1

経済モデル解析特研Ⅰ 1・2・3前①～② 2 ○ 兼1

経済モデル解析特研Ⅱ 1・2・3後③～④ 2 ○ 兼1

マクロ経済分析特研Ⅰ 1・2・3前①～② 2 ○ 1

マクロ経済分析特研Ⅱ 1・2・3後③～④ 2 ○ 1

計量経済学特研Ⅰ 1・2・3前①～② 2 ○ 1

計量経済学特研Ⅱ 1・2・3後③～④ 2 ○ 1

マクロ数量分析特研Ⅰ 1・2・3前①～② 2 ○ 1

マクロ数量分析特研Ⅱ 1・2・3後③～④ 2 ○ 1

財政分析特研Ⅰ 1・2・3前② 2 ○ 1

財政分析特研Ⅱ 1・2・3後③～④ 2 ○ 1

現代金融特研Ⅰ 1・2・3前①～② 2 ○ 1

現代金融特研Ⅱ 1・2・3後③～④ 2 ○ 1

労働経済学特研Ⅰ 1・2・3前①～② 2 ○ 1

労働経済学特研Ⅱ 1・2・3後③～④ 2 ○ 1

福祉政策特研Ⅰ 1・2・3前①～② 2 ○ 1

福祉政策特研Ⅱ 1・2・3後③～④ 2 ○ 1

企業経済分析特研Ⅰ 1・2・3前①～② 2 ○ 1

企業経済分析特研Ⅱ 1・2・3後③～④ 2 ○ 1

企業金融特研Ⅰ 1・2・3前①～② 2 ○ 1

企業金融特研Ⅱ 1・2・3後③～④ 2 ○ 1

産業組織特研Ⅰ 1・2・3前①～② 2 ○ 1

産業組織特研Ⅱ 1・2・3後③～④ 2 ○ 1

比較経済政策特研Ⅰ 1・2・3前①～② 2 ○ 1

比較経済政策特研Ⅱ 1・2・3後③～④ 2 ○ 1

比較経済制度特研Ⅰ 1・2・3前①～② 2 ○ 1

比較経済制度特研Ⅱ 1・2・3後④ 2 ○ 1

現代経済学特研Ⅰ 1・2・3前①～② 2 ○ 1

現代経済学特研Ⅱ 1・2・3後④ 2 ○ 1

現代経済思想特研Ⅰ 1・2・3前①～② 2 ○ 1

現代経済思想特研Ⅱ 1・2・3後③～④ 2 ○ 1

経済数学特研Ⅰ 1・2・3前①～② 2 ○ 1

経済数学特研Ⅱ 1・2・3後③～④ 2 ○ 1

数理統計学特研Ⅰ 1・2・3前①～② 2 ○ 1

数理統計学特研Ⅱ 1・2・3後③～④ 2 ○ 1

数理計画特研Ⅰ 1・2・3前①～② 2 ○ 1

数理計画特研Ⅱ 1・2・3後③～④ 2 ○ 1

確率モデル解析特研Ⅰ 1・2・3前①～② 2 ○ 1

確率モデル解析特研Ⅱ 1・2・3後③～④ 2 ○ 1

情報管理特研Ⅰ 1・2・3前①～② 2 ○ 1

情報管理特研Ⅱ 1・2・3後③～④ 2 ○ 1

情報解析特研Ⅰ 1・2・3前①～② 2 ○ 1

情報解析特研Ⅱ 1・2・3後③～④ 2 ○ 1

公共経済学特研Ⅰ 1・2・3前①～② 2 ○ 1

公共経済学特研Ⅱ 1・2・3後③～④ 2 ○ 1

環境経済学特研Ⅰ 1・2・3前①～② 2 ○ 兼1

環境経済学特研Ⅱ 1・2・3後③～④ 2 ○ 兼1

数理経済学特研Ⅰ 1・2・3前①～② 2 ○ 1

大
学
院
専
門
科
目

特
研
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科
目
区
分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

数理経済学特研Ⅱ 1・2・3後③～④ 2 ○ 1

アジア多国籍企業特研 1・2・3前①～② 2 ○ 兼1

アジア経済調査論特研Ⅰ 1・2・3後③～④ 2 ○ 兼1

アジア経済調査論特研Ⅱ 1・2・3後③～④ 2 ○ 兼1

経済工学特論１ 1・2・3前① 1 ○ 1

経済工学特論 2 1・2・3前①～② 2 ○ 1

1・2・3後④ ○ 1

1・2・3後③～④ ○ 1

日本語経済特研Ⅰ 1・2・3前①～② 2 ○ 1

日本語経済特研Ⅱ 1・2・3後③～④ 2 ○ 1

－ 0 117 0 9 14 6 0 0 兼4

1・2・3通 2 ○ 3 1

1・2・3通 2 ○ 1

1・2・3通 2 ○ 1 2

1・2・3通 4 ○ 8 8 2 兼1

－ 4 6 0 11 10 2 0 0 兼1

4 168 0 16 21 3 0 0 兼4

特
別
科
目

小計（59科目） －

特
論

リサーチ・ワークショップⅠ

リサーチ・ワークショップⅡ

リサーチ・ワークショップⅢ

博士論文指導

小計（4科目） －

合計（101科目） －

【連係協力学府】経済学府　経済工学専攻　博士後期課程 -3
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博士（経済学）学位又は称号 学位又は学科の分野 経済学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

　本学府の博士課程の修了要件は、博士課程に５年（修士課程に２年以上
在学し、当該課程を修了した者にあっては、当該課程における２年の在学
期間を含む。）以上在学し、九州大学大学院経済学府規則の定めるところ
により３８単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、博士論
文の審査及び最終試験に合格することとする。ただし、総長が認めるとき
は、在学期間に関しては、優れた研究業績を上げた者については、博士課
程に３年（修士課程に２年以上在学し、当該課程を修了した者にあって
は、当該課程における２年の在学期間を含む。）以上在学すれば足りるも
のとする。

　博士後期課程の学生は、必修として博士論文指導の４単位並びに大学院
基本科目、大学院専門科目及びリサーチ・ワークショップの授業科目（修
士課程で修得した科目を除く。）のうちから４単位以上を修得しなければ
ならない。

１学年の学期区分 4期

１学期の授業期間 8週

１時限の授業時間 90分

【連係協力学府】経済学府　経済工学専攻　博士後期課程 -4
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科
目
群

科
目
区
分

授業科目の名称 講義等の内容 備考

数学共創基礎Ⅰ

数学モデリングに必要な数学や統計の基礎、特に統計数理にかかわる
基礎的な事柄とその実用的側面について、微分積分学および線形代数
学をもとに速習的に講義し、幅広い問題に対応できる知識と技術を修
得させる。

数学共創基礎Ⅱ

数学モデリングに必要な数学や統計の基礎、特に機械学習にかかわる
基礎的な事柄とその実用的側面について、微分積分学および線形代数
学をもとに速習的に講義し、幅広い問題に対応できる知識と技術を修
得させる。

数学共創基礎Ⅲ

数学モデリングに必要な数学や統計の基礎、特に最適化理論にかかわ
る基礎的な事柄とその実用的側面について、微分積分学および線形代
数学をもとに速習的に講義し、幅広い問題に対応できる知識と技術を
修得させる。

 数学共創基礎Ⅳ

数学モデリングに必要な数学や統計の基礎、特に数値解析にかかわる
基礎的な事柄とその実用的側面について、微分積分学および線形代数
学をもとに速習的に講義し、幅広い問題に対応できる知識と技術を修
得させる。

数学共創基礎Ⅴ

数学モデリングに必要な数学や統計の基礎、特に応用代数にかかわる
基礎的な事柄とその実用的側面について、微分積分学および線形代数
学をもとに速習的に講義し、幅広い問題に対応できる知識と技術を修
得させる。

 数学共創基礎Ⅵ

数学モデリングに必要な数学や統計の基礎、特に応用幾何にかかわる
基礎的な事柄とその実用的側面について、微分積分学および線形代数
学をもとに速習的に講義し、幅広い問題に対応できる知識と技術を修
得させる。

数学共創基礎Ⅶ

数学モデリングに必要な数学や統計の基礎、特にトポロジー解析にか
かわる基礎的な事柄とその実用的側面について、微分積分学および線
形代数学をもとに速習的に講義し、幅広い問題に対応できる知識と技
術を修得させる。

数学共創基礎Ⅷ

数学モデリングに必要な数学や統計の基礎、特に代数幾何にかかわる
基礎的な事柄とその実用的側面について、微分積分学および線形代数
学をもとに速習的に講義し、幅広い問題に対応できる知識と技術を修
得させる。

 数学共創基礎Ⅸ

数学モデリングに必要な数学や統計の基礎、特に離散微分幾何および
可積分系にかかわる基礎的な事柄とその実用的側面について、微分積
分学および線形代数学をもとに速習的に講義し、幅広い問題に対応で
きる知識と技術を修得させる。

数学共創基礎Ⅹ

数学モデリングに必要な数学や統計の基礎、特に確率モデルにかかわ
る基礎的な事柄とその実用的側面について、微分積分学および線形代
数学をもとに速習的に講義し、幅広い問題に対応できる知識と技術を
修得させる。

数学共創基礎ⅩⅠ

数学モデリングに必要な数学や統計の基礎、特に暗号・セキュリティ
にかかわる基礎的な事柄とその実用的側面について、微分積分学およ
び線形代数学をもとに速習的に講義し、幅広い問題に対応できる知識
と技術を修得させる。

数学共創基礎ⅩⅡ

数学モデリングに必要な数学や統計の基礎、特に最適化理論・グラフ
解析・高性能計算にかかわる基礎的な事柄とその実用的側面につい
て、微分積分学および線形代数学をもとに速習的に講義し、幅広い問
題に対応できる知識と技術を修得させる。

数学共創基礎ⅩⅢ

数学モデリングに必要な数学や統計の基礎、特に数値解析にかかわる
基礎的な事柄とその実用的側面について、微分積分学および線形代数
学をもとに速習的に講義し、幅広い問題に対応できる知識と技術を修
得させる。

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

（マス・フォア・イノベーション連係学府　博士前期課程）
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目
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科
目
群

科
目
区
分

授業科目の名称 講義等の内容 備考

数学共創基礎ⅩⅣ

数学モデリングに必要な数学や統計の基礎、特に応用代数にかかわる
基礎的な事柄とその実用的側面について、微分積分学および線形代数
学をもとに速習的に講義し、幅広い問題に対応できる知識と技術を修
得させる。

 数学共創基礎ⅩⅤ

数学モデリングに必要な数学や統計の基礎、特に連続最適化にかかわ
る基礎的な事柄とその実用的側面について、微分積分学および線形代
数学をもとに速習的に講義し、幅広い問題に対応できる知識と技術を
修得させる。

数学共創基礎ⅩⅥ

数学モデリングに必要な数学や統計の基礎、特に微分方程式にかかわ
る基礎的な事柄とその実用的側面について、微分積分学および線形代
数学をもとに速習的に講義し、幅広い問題に対応できる知識と技術を
修得させる。

数学共創基礎ⅩⅦ

数学モデリングに必要な数学や統計の基礎、特に複雑系モデルにかか
わる基礎的な事柄とその実用的側面について、微分積分学および線形
代数学をもとに速習的に講義し、幅広い問題に対応できる知識と技術
を修得させる。

数学共創基礎ⅩⅧ

数学モデリングに必要な数学や統計の基礎、特に偏微分方程式にかか
わる基礎的な事柄とその実用的側面について、微分積分学および線形
代数学をもとに速習的に講義し、幅広い問題に対応できる知識と技術
を修得させる。

 数学共創基礎ⅩⅨ

数学モデリングに必要な数学や統計の基礎、特に暗号数学にかかわる
基礎的な事柄とその実用的側面について、微分積分学および線形代数
学をもとに速習的に講義し、幅広い問題に対応できる知識と技術を修
得させる。

数学共創基礎ⅩⅩ

数学モデリングに必要な数学や統計の基礎、特に統計科学にかかわる
基礎的な事柄とその実用的側面について、微分積分学および線形代数
学をもとに速習的に講義し、幅広い問題に対応できる知識と技術を修
得させる。

数学共創概論Ⅰ
数学モデリングに必要な幅広い視野の獲得のために、30程度の各種分
野のプログラム担当者が、該当分野の必要な基礎的事柄の解説、モデ
ル構築とその解析、関連する話題についての概説などを行う。

（概要）数学モデリングに必要な幅広い視野の獲得のために、必要な
基礎的事柄の解説、モデル構築とその解析、関連する話題についての
概説などを行う。

（オムニバス方式/全15回）

（15 福本 康秀/4回）
・流体力学モデリングを例にとり、必要な基礎的事柄の解説、モデル
構築とその解析、関連する話題についての概説などを行う。

（19 NGUYEN DINH HOA/3回）
・Control Systemsモデリングを例にとり、必要な基礎的事柄の解
説、モデル構築とその解析、関連する話題についての概説などを行
う。

（21 櫻井 大督/4回）
・トポロジー解析モデリングを例にとり、必要な基礎的事柄の解説、
モデル構築とその解析、関連する話題についての概説などを行う。

（24 手老 篤史/4回）
・応用数学モデリングを例にとり、必要な基礎的事柄の解説、モデル
構築とその解析、関連する話題についての概説などを行う。

数学共創概論Ⅲ

数学モデリングに必要な幅広い視野の獲得のために、特に数理ファイ
ナンス・生命保険のモデリングを例にとり、必要な基礎的事柄の解
説、モデル構築とその解析、関連する話題についての概説などを行
う。

数学共創概論Ⅱ オムニバス方式

マス・フォア・イノベーション連係学府　博士前期課程 -2
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科
目
群

科
目
区
分

授業科目の名称 講義等の内容 備考

 数学共創概論Ⅳ
数学モデリングに必要な幅広い視野の獲得のために、特に制御理論モ
デルを例にとり、必要な基礎的事柄の解説、モデル構築とその解析、
関連する話題についての概説などを行う。

数学共創概論Ⅴ
数学モデリングに必要な幅広い視野の獲得のために、特に圏論的モデ
リングを例にとり、必要な基礎的事柄の解説、モデル構築とその解
析、関連する話題についての概説などを行う。

 数学共創概論Ⅵ
数学モデリングに必要な幅広い視野の獲得のために、特に幾何的モデ
リングを例にとり、必要な基礎的事柄の解説、モデル構築とその解
析、関連する話題についての概説などを行う。

数学共創概論Ⅶ
数学モデリングに必要な幅広い視野の獲得のために、特に計算科学的
モデリングを例にとり、必要な基礎的事柄の解説、モデル構築とその
解析、関連する話題についての概説などを行う。

数学共創概論Ⅷ
数学モデリングに必要な幅広い視野の獲得のために、特に物理モデリ
ングを例にとり、必要な基礎的事柄の解説、モデル構築とその解析、
関連する話題についての概説などを行う。

 数学共創概論Ⅸ
数学モデリングに必要な幅広い視野の獲得のために、特に数論的モデ
リングを例にとり、必要な基礎的事柄の解説、モデル構築とその解
析、関連する話題についての概説などを行う。

数学共創概論Ⅹ
数学モデリングに必要な幅広い視野の獲得のために、特に計算理論モ
デリングを例にとり、必要な基礎的事柄の解説、モデル構築とその解
析、関連する話題についての概説などを行う。

数学トランジション基礎Ⅰ

主に学部専門教育として数学を履修していない学生を対象に、修士課
程における数学の専門教育履修にスムーズに移行できるように、学生
の到達度に配慮して、集合や論理に関連する事柄を中心に、現代的数
学の種々の基礎知識および基礎概念について講義する。

数学トランジション基礎Ⅱ

主に学部専門教育として数学を履修していない学生を対象に、修士課
程における数学の専門教育履修にスムーズに移行できるように、学生
の到達度に配慮して、解析学に関連する事柄を中心に、現代的数学の
種々の基礎知識および基礎概念について講義する。

数学トランジション基礎Ⅲ

主に学部専門教育として数学を履修していない学生を対象に、修士課
程における数学の専門教育履修にスムーズに移行できるように、学生
の到達度に配慮して、代数学に関連する事柄を中心に、現代的数学の
種々の基礎知識および基礎概念について講義する。

数学トランジション基礎Ⅳ

主に学部専門教育として数学を履修していない学生を対象に、修士課
程における数学の専門教育履修にスムーズに移行できるように、学生
の到達度に配慮して、幾何学に関連する事柄を中心に、現代的数学の
種々の基礎知識および基礎概念について講義する。

数学トランジション基礎Ⅴ

主に学部専門教育として数学を履修していない学生を対象に、修士課
程における数学の専門教育履修にスムーズに移行できるように、学生
の到達度に配慮して、統計理論に関連する事柄を中心に、現代的数学
の種々の基礎知識および基礎概念について講義する。

数学トランジション基礎Ⅵ

主に学部専門教育として数学を履修していない学生を対象に、修士課
程における数学の専門教育履修にスムーズに移行できるように、学生
の到達度に配慮して、微分方程式に関連する事柄を中心に、現代的数
学の種々の基礎知識および基礎概念について講義する。
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科
目
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科
目
群

科
目
区
分

授業科目の名称 講義等の内容 備考

数
学
共
創
実
践
科
目
群

イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ

プ
科
目

数学共創モデリング
他分野の研究室等において、当該分野における数学モデリングに必要
となる知識を習得し、共同研究の課題を探索する。

講
究
科
目

卓越基礎講究

講究指導教員（研究メンター）の指導のもとで、専門研究分野あるい
は関連研究分野の課題に関する研究を一定期間行い、その成果をもと
にした修士論文執筆の指導を行う。

各教員は、以下に示す分野の角度から指導を行う。

(1 阿部 拓郎)超平面配置に関する数学、代数幾何学

(2 石井 豊)力学系理論

(3 長田 博文)確率論

(4 落合 啓之)代数解析

(5 鍛冶 静雄)位相幾何学

(6 梶原 健司)離散微分幾何、可積分系

(7 神山 直之)離散最適化

(8 河原 吉伸)機械学習

(9 佐伯 修)トポロジー、データ可視化

(10 白井 朋之)確率論

(11 辻井 正人)力学系理論、エルゴード理論

(12 縫田 光司)応用数学、量子情報理論

(13 原 隆)数理物理学

(14 廣島 文生)場の量子論

(15 福本 康秀)流体力学

(16 増田 弘毅)確率統計学、統計科学

(17 溝口 佳寛)計算理論

(18 GAINA DANIEL MIRCEA)数理論理学、圏論

(19 NGUYEN DINH HOA)Applied Math for Energy

(20 斎藤 新悟)多重ゼータ値、損害保険数理、古典的実解析学

(21 櫻井　大督)視覚的データ解析、可視化、データ科学

(22 田上 大助)数値解析

(23 CESANA PIERLUIGI)変分法

(24 手老 篤史)数理モデリング

(25 富安 亮子)応用代数

(26 新居 俊作)力学系

(27 廣瀨 慧)統計科学

(28 脇 隼人)最適化理論

(33 荒川 豊)センサ、行動認識

(34 内田 誠一)画像解析、パターン認識、実データ解析

(35 小野 謙二)計算科学

(36 竹内  純一)機械学習、情報理論

(37 廣川 真男)量子計算機科学技術に関わる関数解析学

(38 来嶋 秀治)理論計算機科学

(39 白谷  正治)プラズマ理工学

(40 村田  純一)制御工学、システム工学

(41 山本  薫)制御工学

(42 大西　俊郎)統計科学

(43 瀧本　太郎)計量経済学

(44 北原　知就)数理計画

(45 小室　理恵)応用数学

(46 伊豆永　洋一)経済工学

(63 稲濱 譲)確率論

(64 岩瀨 則夫)位相幾何学

(65 WENG LIN)数論幾何、微分幾何、複素解析

(66 勝田　篤)微分幾何学

　
創
発
力
養
成
科
目
群
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群

科
目
区
分

授業科目の名称 講義等の内容 備考

(67 金子 昌信)整数論

(68 小林 真一)整数論

(69 角 俊雄)位相幾何学

(70 瀬片 純市)偏微分方程式、調和解析学

(71 谷口 説男)確率解析とその応用

(72 塚本 真輝)力学系理論、エルゴード理論

(73 藤澤 克樹)数理最適化、グラフ解析、高性能計算

(74 増田 俊彦)作用素環

(75 松井 卓)数理物理

(76 森下 昌紀)数論的位相幾何学

(77 大津 幸男)微分幾何学

(78 神本 丈)多変数複素解析、実解析、偏微分方程式

(79 今野 拓也)整数論、保型形式論

(80 権 寧魯)整数論

(81 笹平 裕史)幾何学、トポロジー、ゲージ理論

(82 佐藤 康彦)作用素環

(83 髙田 了)偏微分方程式論、調和解析学

(84 竹田 雄一郎)代数幾何学、数論幾何学

(85 佃 康司)数理統計学

(86 蔦谷 充伸)代数的位相幾何学

(87 樋上 和弘)数理物理

(88 BREZINA JAN)偏微分方程式

(89 松江 要)力学系、数値解析

(90 吉田 寛)理論生物

(93 井上 弘士)コンピュータ・アーキテクチャ

(94 鵜林 尚靖)ソフトウェア工学

(95 岡田 義広)メディア情報学

(96 岡村 耕二)インターネット

(97 川﨑 洋)3次元画像処理

(98 倉爪 亮)ロボット工学

(99 小出 洋)サイバーセキュリティ、プログラミング

(100 木實 新一)情報学

(101 櫻井 幸一)暗号と情報セキュリティ

(102 志堂寺 和則)実験系心理学、交通心理学、認知科学

(103 島田 敬士)知覚情報処理

(104 鈴木 英之進)データマイニング、機械学習、発見ロボット

(105 瀧本 英二)計算理論、計算学習理論、アルゴリズム論

(106 竹田 正幸)計算機科学、情報科学

(107 ZHAO JIANJUN)ソフトウェア工学、プログラミング言語、高信頼
深層学習システム
(108 冨浦 洋一)自然言語処理

(109 森 周司)認知科学、 認知心理学、 心理物理学、 聴覚科学

(110 横尾 真)マルチエージェントシステム

(111 AHMED ASHIR)情報通信技術

(112 天野 浩文)並列処理、分散処理

(113 AN QI)運動メカニズム

(114 池田 大輔)情報科学

(115 伊東  栄典)情報科学、 分散システム、 情報検索

(116 稲永 俊介)計算機科学

(117 IWANA BRIAN KENJI)パターン認識
(118 VASCONCELLOS VARGAS DANILO)人工汎用知能、認知アーキテク
チャ
(119 大久保 文哉)理学情報学、理学数理科学、工学電気電子科学

(120 岡田 昌也)実世界コンピューティング、グループウェア

(121 亀井 靖高)ソフトウェア工学

(122 木村 慧)数理最適化、離散アルゴリズム、理論計算機科学

(123 西郷 浩人)機械学習、データマイニング、統計

(124 東藤 大樹)ゲーム理論、マルチエージェントシステム

(125 畑埜 晃平)機械学習

(126 備瀬 竜馬)コンピュータビジョン、バイオ医療画像解析

(127 松永 裕介)VLSI設計自動化
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区
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

(128 峯 恒憲)人工知能、マルチエージェントシステム、データマイ
ニング
(129 牟田 修)移動無線通信

(130 山内(来嶋) 由紀子)分散アルゴリズム

(131 池上  浩)表面物性、半導体デバイス、電子デバイス

(132 板垣(福田) 奈穂)プラズマ理工学、無機材料科学

(133 岩熊  成卓)超伝導工学

(134 蛯原  義雄)システム・制御理論

(135 興  雄司)レーザー工学

(136 加藤  和利)集積光・電子システム

(137 金谷  晴一)無線通信デバイス、超電導工学

(138 川邊  武俊)制御工学

(139 木須  隆暢)超伝導理工学、計測工学

(140 木村  俊二)光通信用デバイス　光通信方式

(141 古閑  一憲)プラズマ理工学

(142 庄山  正仁)電子回路工学、パワーエレクトロニクス

(143 末廣  純也)静電気応用工学、パルスパワー工学

(144 林  健司)電子機能材料、有機エレクトロニクス、センサ工学
(145 POKHAREL RAMESH KUMAR)CMOS高周波・準ミリ波集積回路、低電
圧集積回路
(146 宮﨑　寛史)超伝導

(147 湯浅(福澤) 裕美)スピントロニクス、磁性材料デバイス

(148 吉田  敬)計測工学、バイオセンサ、モータ制御

(149 大島(迫田) 多美子)電子材料

(150 小野寺  武)センサ工学

(151 笹山  瑛由)医用生体工学

(152 佐道  泰造)電子工学

(153 多喜川  良)実装工学、異種材料常温接合、光マイクロマシン

(154 竪  直也)ナノ光情報処理

(155 田中  輝光)磁気記録、高周波磁気デバイス

(156 中野  道彦)静電気生物応用、Bio MEMS、ナノテクノロジー

(157 中村  大輔)レーザー工学

(158 東川  甲平)超伝導工学

(159 堀  磨伊也)知覚情報処理

(160 矢嶋　赳彬)酸化物薄膜、電子デバイス・回路

(161 矢田部 塁)センサ工学

(162 内田　交謹)コーポレート・ファイナンス

(163 浦川　邦夫)応用経済学、福祉政策

(164 藤田　敏之)環境経済学、環境政策

(165 古川　哲也)データ工学

(166 松本　浩一)数理ファイナンス、金融工学

(167 三浦　功)公共経済学、 応用ミクロ経済学

(168 宮﨑　毅)地方財政、財政、応用計量経済学

(169 葉　聰明)政策分析

(170 池下 研一郎)マクロ経済学、経済成長理論

(171 堀　宣昭)経済発展論、政治経済学、ミクロ経済学

(172 宮澤　健介)経済成長理論

(173 三輪　宏太郎)ファイナンス(証券投資論)

(174 村尾　徹士)マクロ経済学

(175 山崎 大輔)計量経済学

(176 室賀(牧) 貴穂)労働経済学
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科
目
群

科
目
区
分

授業科目の名称 備考

国際共創力強化インターン
シップ

異分野共創力強化インター
ンシップ

産学共創力強化インターン
シップ

数学創発モデリング

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ

ン
科
目

卓越論報

講
究
科
目

卓越講究

( 1 阿部 拓郎)超平面配置に関する数学、代数幾何学

( 2 石井 豊)力学系理論

( 3 長田 博文)確率論

( 4 落合 啓之)代数解析

( 5 鍛冶 静雄)位相幾何学

( 6 梶原 健司)離散微分幾何、可積分系

( 7 神山 直之)離散最適化

( 8 河原 吉伸)機械学習

( 9 佐伯 修)トポロジー、データ可視化

( 10 白井 朋之)確率論

( 11 辻井 正人)力学系理論、エルゴード理論

( 12 縫田 光司)応用数学、量子情報理論

( 13 原 隆)数理物理学

( 14 廣島 文生)場の量子論

( 15 福本 康秀)流体力学

( 16 増田 弘毅)確率統計学、統計科学

( 17 溝口 佳寛)計算理論

( 18 GAINA DANIEL MIRCEA)数理論理学、圏論

( 19 NGUYEN DINH HOA)Applied Math for Energy

( 20 斎藤 新悟)多重ゼータ値、損害保険数理、古典的実解析学

( 21 櫻井　大督)視覚的データ解析、可視化、データ科学

( 22 田上 大助)数値解析

( 23 CESANA PIERLUIGI)変分法

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

（マス・フォア・イノベーション連係学府　博士後期課程）

　
創
発
力
養
成
科
目
群

講義等の内容

海外の大学・研究機関等において、研究および研究開発（業務）の実習を
実施する。

大学・研究機関等において、異分野連携を目指した研究および研究開発
（業務）の実習を実施する。

民間企業等において、研究および研究開発（業務）の実習を実施する。

他分野の研究室等において、当該分野における課題の数学モデリングの手
法を用いた解決を目指して、他分野研究者を支援しながら共同研究を実施
する。

博士後期課程２年までの実績を中心に、中間報告書を作成し、その内容に
ついて口頭発表を行う。

講究指導教員（研究メンター）の指導のもとで、専門研究分野あるいは関
連研究分野の課題に関する研究を一定期間行う。その成果をもとにした博
士論文執筆の指導を行う。

各教員は、以下に示す分野の角度から指導を行う。

　
数
学
共
創
実
践
科
目
群

　
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ

プ
科
目
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科
目
群

科
目
区
分

授業科目の名称 備考講義等の内容

( 24 手老 篤史)数理モデリング

( 25 富安 亮子)応用代数

( 26 新居 俊作)力学系

( 27 廣瀨 慧)統計科学

( 28 脇 隼人)最適化理論

( 33 荒川 豊)センサ、行動認識

( 34 小野 謙二)計算科学

( 35 竹内  純一)機械学習、情報理論

( 36 廣川 真男)量子計算機科学技術に関わる関数解析学

( 37 来嶋 秀治)理論計算機科学

( 38 白谷  正治)プラズマ理工学

( 39 村田  純一)制御工学、システム工学

( 41 大西　俊郎)統計科学

( 42 瀧本　太郎)計量経済学

( 43 北原　知就)数理計画

( 44 小室　理恵)応用数学

( 45 伊豆永　洋一)経済工学

( 47 内田 誠一)画像解析、パターン認識、実データ解析

( 63 稲濱 譲)確率論

( 64 岩瀨 則夫)位相幾何学

( 65 WENG LIN)数論幾何、微分幾何、複素解析

( 66 勝田　篤)微分幾何学

( 67 金子 昌信)整数論

( 68 小林 真一)整数論

( 69 角 俊雄)位相幾何学

( 70 瀬片 純市)偏微分方程式、調和解析学

( 71 谷口 説男)確率解析とその応用

( 72 塚本 真輝)力学系理論、エルゴード理論

( 73 藤澤 克樹)数理最適化、グラフ解析、高性能計算

( 74 増田 俊彦)作用素環

( 75 松井 卓)数理物理

( 76 森下 昌紀)数論的位相幾何学

( 77 大津 幸男)微分幾何学

( 78  神本 丈)多変数複素解析、実解析、偏微分方程式

( 79 今野 拓也)整数論、保型形式論

( 80 権 寧魯)整数論

( 81 笹平 裕史)幾何学、トポロジー、ゲージ理論

( 82 佐藤 康彦)作用素環

( 83 髙田 了)偏微分方程式論、調和解析学

( 84 竹田 雄一郎)代数幾何学、数論幾何学

( 85 佃 康司)数理統計学

( 86 蔦谷 充伸)代数的位相幾何学

( 87 樋上 和弘)数理物理

( 88 BREZINA JAN)偏微分方程式

( 89 松江 要)力学系、数値解析

( 90 吉田 寛)理論生物

( 91 井上 弘士)コンピュータ・アーキテクチャ

( 92 鵜林 尚靖)ソフトウェア工学

( 93 岡田 義広)メディア情報学

( 94 岡村 耕二)インターネット

( 95 川﨑 洋)3次元画像処理

( 96 倉爪 亮)ロボット工学

( 97 小出 洋)サイバーセキュリティ、プログラミング

( 98 木實 新一)情報学

( 99 櫻井 幸一)暗号と情報セキュリティ

( 100 志堂寺 和則)実験系心理学、交通心理学、認知科学

( 101 島田 敬士)知覚情報処理

( 102 鈴木 英之進)データマイニング、機械学習、発見ロボット
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群

科
目
区
分

授業科目の名称 備考講義等の内容

( 103 瀧本 英二)計算理論、計算学習理論、アルゴリズム論

( 104 竹田 正幸)計算機科学、情報科学

( 105 ZHAO JIANJUN)ソフトウェア工学、プログラミング言語、高信頼深層
学習システム

( 106 冨浦 洋一)自然言語処理

( 107 森 周司)認知科学、 認知心理学、 心理物理学、 聴覚科学

( 108 横尾 真)マルチエージェントシステム

( 109 AHMED ASHIR)情報通信技術

( 110 天野 浩文)並列処理、分散処理

( 111 池田 大輔)情報科学

( 112 稲永 俊介)計算機科学

( 113 亀井 靖高)ソフトウェア工学

( 114 西郷 浩人)機械学習、データマイニング、統計

( 115 備瀬 竜馬)コンピュータビジョン、バイオ医療画像解析

( 116 松永 裕介)VLSI設計自動化

( 117 峯 恒憲)人工知能、マルチエージェントシステム、データマイニン
グ

( 118 牟田 修)移動無線通信

( 119 池上  浩)表面物性、半導体デバイス、電子デバイス

( 120 板垣(福田) 奈穂)プラズマ理工学、無機材料科学

( 121 岩熊  成卓)超伝導工学

( 122 蛯原  義雄)システム・制御理論

( 123 興  雄司)レーザー工学

( 124 加藤  和利)集積光・電子システム

( 125 金谷  晴一)無線通信デバイス、超電導工学

( 126 川邊  武俊)制御工学

( 127 木須  隆暢)超伝導理工学、計測工学

( 128 木村  俊二)光通信用デバイス　光通信方式

( 129 古閑  一憲)プラズマ理工学

( 130 庄山  正仁)電子回路工学、パワーエレクトロニクス

( 131 末廣  純也)静電気応用工学、パルスパワー工学

( 132 林  健司)電子機能材料、有機エレクトロニクス、センサ工学

( 133 POKHAREL RAMESH KUMAR)CMOS高周波・準ミリ波集積回路、低電圧集
積回路

( 134 湯浅(福澤) 裕美)スピントロニクス、磁性材料デバイス

( 135 吉田  敬)計測工学、バイオセンサ、モータ制御

( 136 小野寺  武)センサ工学

( 137 笹山  瑛由)医用生体工学

( 138 佐道  泰造)電子工学

( 139 多喜川  良)実装工学、異種材料常温接合、光マイクロマシン

( 140 竪  直也)ナノ光情報処理

( 141 中村  大輔)レーザー工学

( 142 矢嶋　赳彬)酸化物薄膜、電子デバイス・回路

( 143 内田　交謹)コーポレート・ファイナンス

( 144 浦川　邦夫)応用経済学、福祉政策

( 145 藤田　敏之)環境経済学、環境政策

( 146 古川　哲也)データ工学

( 147 松本　浩一)数理ファイナンス、金融工学

( 148 三浦　功)公共経済学、 応用ミクロ経済学

( 149 宮﨑　毅)地方財政、財政、応用計量経済学

( 150 葉　聰明)政策分析

( 151 池下 研一郎)マクロ経済学、経済成長理論

( 152 堀　宣昭)経済発展論、政治経済学、ミクロ経済学

( 153 宮澤　健介)経済成長理論

( 154 三輪　宏太郎)ファイナンス(証券投資論)

( 155 村尾　徹士)マクロ経済学

( 156 山崎 大輔)計量経済学

( 157 室賀(牧)貴穂)労働経済学

マス・フォア・イノベーション連係学府　博士後期課程 -3

基本計画書-59
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 交通アクセス

伊都キャンパス

JR九大学研都市駅

地下鉄空港線
JR筑肥線

（姪浜駅接続）
［32分］

昭和バス
［15分］

徒歩
［1分］

地下鉄箱崎線［8分］ ［5分］

徒歩
［2分］

徒歩
［1分］

JR鹿児島本線
［15分］

地下鉄空港線
［5分］

地下鉄空港線
［11分］
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徒歩［5分］
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［7分］

福　岡　空　港
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※所要時間はおおよその時間。
※伊都キャンパスへは，博多，天神からの直行バスも運行。
※その他のアクセス方法は http://www.kyushu-u.ac.jp/ja/campus/access/ito/でご確認ください。

九州大学別府キャンパス九州大学別府キャンパス
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   九州大学学則（案） 
平 成 １ ６年 度 九 大規 則 第 １号                 

制  定：平成１６年 ４月 １日 

最終改正：令和 ４年  月  日 

（令和３年度九大規則  号） 

目次 

 第１章 総則（第１条～第２条の２） 

 第２章 組織等（第３条～第１７条） 

 第３章 役員、職員等（第１８条～第２６条） 

 第４章 役員会、経営協議会、教育研究評議会及び総長選考会議（第２７条～第３０条） 

 第５章 教授会（第３１条） 

 第６章 雑則（第３２条） 

 附則 

  第１章 総則 

 （目的等） 

第１条 九州大学（以下「本学」という。）は、教育基本法（平成１８年法律第１２０号）の精

神に則り、学術の中心として、広く知識を授けるとともに、深く専門の学芸を教授研究し、知

的、道徳的及び応用的能力を展開させることを目的とする。      【学教法第８３条】 

２ 本学は、前項の目的を実現するための教育研究を行い、その成果を広く社会に提供すること

により、社会の発展に寄与するものとする。 

 （自己評価等） 

第２条 本学は、その教育研究水準の向上を図り、本学の目的及び社会的使命を達成するため、

本学における教育研究活動等の状況について自ら点検及び評価を行い、その結果を公表するも

のとする。                           【学教法第１０９条】 

２ 本学は、前項の自己点検・評価及び第三者評価等多様な評価の結果を本学の目標・計画に反

映させ、不断の改革に努めるものとする。 

 （教育研究活動状況の公表） 

第２条の２ 本学は、教育研究の成果の普及及び活用の促進に資するため、その教育研究活動の

状況を公表するものとする。                                  【学教法第１１３条】 

  第２章 組織等 

 （学部）                            

第３条 本学に、次の表に掲げるとおり、学部及び学科を置く。 

                       【学教法第８５条】【大学設置基準第４条】 

 

 学 部 

 

学          科 

 

共創学部 

 

共創学科 

 

文学部 

 

人文学科 

 

教育学部 

 

 

 

法学部 

 

 

 

経済学部 

 

経済・経営学科、経済工学科 

 

理学部 

 

物理学科、化学科、地球惑星科学科、数学科、生物学科 
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医学部 医学科、生命科学科、保健学科 

 

歯学部 

 

歯学科 

 

薬学部 

 

創薬科学科、臨床薬学科 

 

工学部 

 

 

 

電気情報工学科、材料工学科、応用化学科、化学工学科、融合基礎工学科、機械

工学科、航空宇宙工学科、量子物理工学科、船舶海洋工学科、地球資源システム

工学科、土木工学科、建築学科 

 

芸術工学部 

 

芸術工学科 

 

農学部 

 

生物資源環境学科 

２ 学部又は学科ごとの人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的は、別に規則で定め

る。                              【大学設置基準第２条】 

３ 学部又は学科ごとの卒業認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関する方針並びに入

学者の受入れに関する方針は、別に定める。 

４ 各学部の教員組織の編制その他必要な事項は、別に規則で定める。 

５ 学部の修業年限、教育課程、学生の入学、退学、卒業その他の学生の修学上必要な事項は、

九州大学学部通則（平成１６年度九大規則第２号）で定める。 

 （大学院） 

第４条 本学に、九州大学大学院（以下「本大学院」という。）を置く。  【学教法第９７条】 

２ 本大学院は、本学の目的に則り、学術の理論及び応用を教授研究し、その深奥をきわめ、又

は高度の専門性が求められる職業を担うための深い学識及び卓越した能力を培い、文化の進展

に寄与することを目的とする。                   【学教法第９９条】 

３ 本大学院のうち、学術の理論及び応用を教授研究し、高度の専門性が求められる職業を担う

ための深い学識及び卓越した能力を培うことを目的とするものは、専門職大学院とする。 

                                  【学教法第９９条】 

第５条 本大学院に、学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第１００条ただし書に規定する研

究科以外の教育研究上の基本となる組織として、教育上の目的に応じて組織する学府（大学院

設置基準（昭和４９年文部省令第２８号）第３０条の２第１項で定める研究科等連係課程実施

基本組織として置く連係学府を含む。以下同じ。）及び研究上の目的に応じ、かつ、教育上の

必要性を考慮して組織する研究院を置く。 
【学教法第１００条】 

第６条 前条の本大学院に置く学府は、次の表の左欄に掲げるとおりとし、当該学府にそれぞれ

同表の右欄に掲げる専攻を置く。               【大学院設置基準第６条】 

 

  学   府   

 

専          攻 

 

人文科学府 

 

人文基礎専攻、歴史空間論専攻、言語・文学専攻 

 

地球社会統合科学府 

 

地球社会統合科学専攻 

 

人間環境学府 

 

 

都市共生デザイン専攻、人間共生システム専攻、行動システム専攻、教育

システム専攻、空間システム専攻、実践臨床心理学専攻 

 

法学府 

 

法政理論専攻 
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法務学府 実務法学専攻 

 

経済学府 

 

経済工学専攻、経済システム専攻、産業マネジメント専攻 

 

理学府 

 

物理学専攻、化学専攻、地球惑星科学専攻 

 

数理学府 

 

数理学専攻 

 

システム生命科学府 

 

システム生命科学専攻 

 

医学系学府 

 

医学専攻、医科学専攻、保健学専攻、医療経営・管理学専攻 

 

歯学府 

 

歯学専攻 

 

薬学府 

 

創薬科学専攻、臨床薬学専攻 

 

工学府 

 

 

 

 

材料工学専攻、応用化学専攻、化学工学専攻、機械工学専攻、水素エネル

ギーシステム専攻、航空宇宙工学専攻、量子物理工学専攻、船舶海洋工学

専攻、地球資源システム工学専攻、共同資源工学専攻、土木工学専攻 

 

芸術工学府 

 

芸術工学専攻、デザインストラテジー専攻 

 

システム情報科学府 

 

情報理工学専攻、電気電子工学専攻 

 

総合理工学府 

 

 

総合理工学専攻 

 

 

生物資源環境科学府 

 

 

資源生物科学専攻、環境農学専攻、農業資源経済学専攻、生命機能科学専

攻 

 

統合新領域学府 

 

 

ユーザー感性学専攻、オートモーティブサイエンス専攻、ライブラリーサ

イエンス専攻 
 

マス・フォア・イノ 

ベーション連係学 

府 

 

 

  

 

備考 

 各学府は、博士課程とする。ただし、医学系学府医科学専攻は修士課程、人間環境学府実践

臨床心理学専攻、法務学府実務法学専攻、経済学府産業マネジメント専攻及び医学系学府医療

経営・管理学専攻は専門職学位課程（第４条第３項の専門職大学院の課程をいう。以下同じ。

）とし、そのうち法務学府実務法学専攻は法科大学院とする。 

 

２ 学府又は専攻ごとの人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的は、別に規則で定め

る。                     【大学院設置基準第１条の２】 

３ 学府又は専攻ごとの修了認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関する方針並びに入

学者の受入れに関する方針は、別に定める。 
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４ 博士課程は、専攻分野について、研究者として自立して研究活動を行い、又はその他の高度

に専門的な業務に従事するために必要な高度の研究能力及びその基礎となる豊かな学識を養う

ことを目的とする。                  【大学院設置基準第４条第１項】 

５ 修士課程は、広い視野に立って精深な学識を授け、専攻分野における研究能力又はこれに加

えて高度の専門性が求められる職業を担うための卓越した能力を培うことを目的とする。 

【大学院設置基準第３条第１項】 

６ 専門職学位課程は、高度の専門性が求められる職業を担うための深い学識及び卓越した能力

を培うことを目的とし、そのうち法科大学院にあっては、専ら法曹養成のための教育を行うこ

とをその目的とする。         【専門職大学院設置基準第２条第１項、第１８条】 

７ 各学府の教員組織の編制その他必要な事項は、別に規則で定める。 

８ 学府の修業年限、教育方法、学生の入学、退学、修了その他の学生の修学上必要な事項は、

九州大学大学院通則（平成１６年度九大規則第３号）で定める。 

第７条 第５条の本大学院に置く研究院は、次に掲げるとおりとする。 

 (1) 人文科学研究院 

 (2) 比較社会文化研究院 

 (3) 人間環境学研究院 

 (4) 法学研究院 

 (5) 経済学研究院 

 (6) 言語文化研究院 

 (7) 理学研究院 

 (8) 数理学研究院 

 (9) 医学研究院 

 (10) 歯学研究院 

 (11) 薬学研究院 

 (12) 工学研究院 

 (13) 芸術工学研究院 

 (14) システム情報科学研究院 

 (15) 総合理工学研究院 

 (16) 農学研究院 

 （基幹教育院） 

第７条の２ 本学に、本学の学生として共通に期待される学びの基幹を育成するための全学組織

として、基幹教育院を置く。 

２ 基幹教育院の内部組織その他必要な事項は、別に定める。 

 （高等研究院） 

第７条の３ 本学に、高度な研究活動の推進と展開を通じて人材を育成し、その研究成果を広く

社会に還元するための全学的組織として、高等研究院を置く。 

２ 高等研究院の内部組織その他必要な事項は、別に定める。 

 （附置研究所） 

第８条 本学に、研究所を附置する。 

２ 前項の研究所（以下「附置研究所」という。）は、次の表の左欄に掲げるとおりとし、当該

附置研究所の目的は、それぞれ同表の右欄に定めるとおりとする。   【学教法第９６条】 

 

  附置研究所 

 

      目      的 

 

生体防御医学研究所 

 

生体防御医学に関する学理及びその応用の研究 

 

応用力学研究所 

 

力学に関する学理及びその応用の研究 
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先導物質化学研究所 物質化学に関する先導的な総合研究 

 

マス・フォア・イン

ダストリ研究所 

 

数学の産業応用及びその学理研究 

 

３ 各附置研究所の内部組織その他必要な事項は、別に規則で定める。 

 （国際研究所） 

第８条の２ 本学に、カーボンニュートラル・エネルギー国際研究所を置く。 

２ カーボンニュートラル・エネルギー国際研究所は、カーボンニュートラル・エネルギー研究 

に関する基礎科学を創出するとともに、環境調和型で持続可能な社会の実現に向けた課題の解 

決に貢献することを目的とする。 

３ カーボンニュートラル・エネルギー国際研究所の内部組織その他必要な事項は、別に規則で 

定める。 

 （病院） 

第９条 医学部及び歯学部に、これらに附属する共用の教育研究施設として、医学部・歯学部附

属病院を置き、九州大学病院（以下「病院」という。）と称する。 【大学設置基準第３９条】 

２ 病院の内部組織その他必要な事項は、別に規則で定める。 

  （附属図書館） 

第１０条 本学に、附属図書館を置く。             【大学設置基準第３６条】 

２ 附属図書館の内部組織その他必要な事項は、別に規則で定める。 

第１１条 削除 

 （情報基盤研究開発センター） 

第１２条 本学に、研究、教育等に係る情報化を推進するための実践的調査研究、基盤となる設

備等の整備及び提供その他専門的業務を行う全国共同利用施設として、情報基盤研究開発セン

ターを置く。 

２ 情報基盤研究開発センターは、前項の業務のほか、本学における情報基盤に係るシステム開

発を行う。 

３ 情報基盤研究開発センターの内部組織その他必要な事項は、別に規則で定める。 

 （教育関係共同利用拠点） 

第１２条の２  第７条の２に規定する基幹教育院は、学校教育法施行規則（昭和２２年文部省令 

第１１号。以下「学教法施行規則」という。）第１４３条の２第２項の規定により、文部科学 大

臣の認定を受けた教育関係共同利用拠点として他大学の利用に供するものとする。 

 （共同利用・共同研究拠点） 

第１２条の３ 次の表に掲げる附置研究所等は、学教法施行規則第１４３条の３第２項の規定に

より、文部科学大臣の認定を受けた共同利用・共同研究拠点としてそれぞれ学術研究の発展に

資するものとする。 

 

附置研究所等 

 

共同利用・共同研究拠点 

 

生体防御医学研究所 

 

多階層生体防御システム研究拠点 

 

応用力学研究所 

 

応用力学共同研究拠点 

 

先導物質化学研究所 

 

物質・デバイス領域共同研究拠点 

 

マス・フォア・インダストリ研究所 

 

産業数学の先進的・基礎的共同研究拠点 

 

情報基盤研究開発センター 

 

学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点 

 （エネルギー研究教育機構） 
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第１２条の４ 本学に、エネルギー分野における高度な研究及び教育活動を推進するための全学

的組織として、エネルギー研究教育機構を置く。 

２ エネルギー研究教育機構の内部組織その他必要な事項は、別に定める。  

 （アジア・オセアニア研究教育機構） 

第１２条の５ 本学に、アジア・オセアニア地域における社会的課題の解決、課題の発掘及び提

示に向けた研究教育活動を推進するための全学的組織として、アジア・オセアニア研究教育機

構を置く。 

２ アジア・オセアニア研究教育機構の内部組織その他必要な事項は、別に定める。 

 （学内共同教育研究センター） 

第１３条 本学に、次に掲げるいずれかの機能を担い、本学の教員その他の者が共同して教育研

究活動を行う組織として、学内共同教育研究センターを置く。            【学教法第９６条】 

(1) 主に教育又は研究活動を支援すること。 

 (2) 主に教育又は研究を推進すること。 

 (3) その他全学業務を推進すること。 

２ 学内共同教育研究センターは、次の表の左欄に掲げるとおりとし、そのうち設置期間を定め

る学内共同教育研究センターの当該設置期間の満了する日は、それぞれ同表右欄のとおりとす

る。 

 

学内共同教育研究センター 

 

設置期間の満了する日 

 

実験生物環境制御センター 

 

 

 

熱帯農学研究センター 

 

 

 

アイソトープ統合安全管理センター 

 

 

 

中央分析センター 

 

 

 

留学生センター 

 

 

 

総合研究博物館 

 

 

 

システムＬＳＩ研究センター 

 

令和１３年３月３１日 

 

国際宇宙天気科学・教育センター 

 

令和４年３月３１日 

 

韓国研究センター 

 

 

 

医療系統合教育研究センター 

 

 

 

超伝導システム科学研究センター 

 

令和５年３月３１日 

 

未来デザイン学センター 

 

 

 

グローバルイノベーションセンター 

 

 

 

超顕微解析研究センター 
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環境安全センター 

 

 

 

西部地区自然災害資料センター 

 

 

 

大学文書館 

 

 

 

ロバート・ファン／アントレプレナーシップ・センター 

 

 

 

アドミッションセンター 

 

 

 

水素エネルギー国際研究センター 

 

 

 

未来化学創造センター 

 

令和７年３月３１日 

 

鉄鋼リサーチセンター 

 

令和７年３月３１日 

 

低温センター 

 

 

 

加速器・ビーム応用科学センター 

 

 

 

稲盛フロンティア研究センター 

 

令和４年３月３１日 

 

グリーンテクノロジー研究教育センター 

 

令和５年３月３１日 

 

シンクロトロン光利用研究センター 

 

 

 

先端医療オープンイノベーションセンター 

 

令和７年３月３１日 

 

極限プラズマ研究連携センター 

 

令和６年３月３１日 

 

有体物管理センター 

 

 

 

分子システム科学センター 

 

令和５年３月３１日 

 

日本エジプト科学技術連携センター 

 

令和６年３月３１日 

 

プラズマナノ界面工学センター 

 

令和６年３月３１日 

 

ＥＵセンター 

 

令和６年３月３１日 

 

環境発達医学研究センター 

 

令和１３年３月３１日 

 

ユヌス＆椎木ソーシャル・ビジネス研究センター 

 

令和３年９月３０日 

 

医用生体工学研究センター 

 

令和８年３月３１日 

 

次世代燃料電池産学連携研究センター 

 

令和４年３月３１日 
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科学技術イノベーション政策教育研究センター 

 

令和８年３月３１日 

 

先端素粒子物理研究センター 

 

令和５年３月３１日 

 

分子システムデバイス産学連携教育研究センター 

 

令和６年３月３１日 

 

水素材料先端科学研究センター 

 

令和５年３月３１日 

 

アジア埋蔵文化財研究センター 

 

令和５年３月３１日 

 

キャンパスライフ・健康支援センター 

 

 

 

五感応用デバイス研究開発センター 

 

令和５年１０月３１日 

 

持続可能な社会のための決断科学センター 

 

 

 

サイバーセキュリティセンター 

 

 

 

数理・データサイエンス教育研究センター 

 

令和４年３月３１日 

 

植物フロンティア研究センター 

 

令和５年３月３１日 

 

最先端有機光エレクトロニクス研究センター 

 

令和６年３月３１日 

 

都市研究センター 

 

令和６年３月３１日 

 

次世代接着技術研究センター 

 

令和６年３月３１日 

 

先進電気推進飛行体研究センター 

 

令和１２年３月３１日 

 

ネガティブエミッションテクノロジー研究センター 

 

令和８年３月３１日 

 

ラーニングアナリティクスセンター 

 

令和８年３月３１日 

３ 各学内共同教育研究センターの内部組織その他必要な事項は、別に規則で定める。 

 （先導的研究センター） 

第１３条の２ 本学に、先導的に研究を行う拠点として、先導的研究センターを置く。 

２ 先導的研究センターは、次の表の左欄に掲げるとおりとし、各先導的研究センターの設置期

間の満了する日は、それぞれ同表右欄のとおりとする。      

 

先導的研究センター 

 

設置期間の満了する日 

 

ヒトプロテオーム研究センター 

 

令和５年３月３１日 

 

次世代経皮吸収研究センター 

 

令和４年３月３１日 

 

確率解析研究センター 

 

令和４年３月３１日 
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多重ゼータ研究センター 令和４年３月３１日 

 

大気物理統合解析センター 

 

令和４年３月３１日 

３ 各先導的研究センターの内部組織その他必要な事項は、別に規則で定める。 

（学部等の附属施設） 

第１４条 次の表の左欄に掲げる学部、学府、研究院、附置研究所等に、それぞれ同表の右欄に

掲げる附属の教育施設又は研究施設を置く。     【大学設置基準第３９条】 

 

学 部 等 

 

附  属  施  設 

 

理学部 

 

天草臨海実験所 

 

農学部 

 

農場、演習林 

 

人間環境学府 

 

総合臨床心理センター           

 

工学府 

 

ものづくり工学教育研究センター 

 

システム情報科学府 

 

電気エネルギーシステム教育研究センター 

 

薬学府 

 

薬用植物園 

 

生物資源環境科学府 

 

水産実験所 

 

比較社会文化研究院 

 

浅海底フロンティア研究センター 

 

人間環境学研究院 

 

環境建築Ｒ＆Ｅセンター 

 

理学研究院 

 

地震火山観測研究センター 

 

医学研究院 

 

 

 

胸部疾患研究施設、心臓血管研究施設、脳神経病研究施設、ヒト疾患モ

デル研究センター、総合コホートセンター、プレシジョンメディシン研

究センター 

 

歯学研究院 

 

オーラルヘルス・ブレインヘルス・トータルヘルス研究センター 

 

薬学研究院 

 

産学官連携創薬育薬センター 

 

工学研究院 

 

 

 

環境工学研究教育センター、アジア防災研究センター、国際教育支援セ

ンター、小分子エネルギーセンター、次世代蓄エネルギーデバイス研究

センター 

 

芸術工学研究院 

 

 

 

応用知覚科学研究センター、応用生理人類学研究センター、環境設計グ

ローバル・ハブ、ＳＤＧｓデザインユニット、社会包摂デザイン・イニ

シアティブ 

 

システム情報科学研

究院 

 

光・量子プロセス研究開発センター 
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農学研究院 

 

 

 

生物的防除研究施設、遺伝子資源開発研究センター、国際農業教育・研

究推進センター、イノベーティブバイオアーキテクチャーセンター、昆

虫科学・新産業創生研究センター、アクアバイオリソース創出センター 

 

生体防御医学研究所 

 

 

トランスオミクス医学研究センター、システム免疫学統合研究センター 

 

応用力学研究所 

 

 

大気海洋環境研究センター、高温プラズマ理工学研究センター、自然エ

ネルギー統合利用センター 

 

カーボンニュートラ

ル・エネルギー国際研

究所 

 

次世代冷媒物性評価研究センター 

 

 

 

情報基盤研究開発セ

ンター 

 

汎オミクス計測・計算科学センター 

 

２ 各附属施設の内部組織その他必要な事項は、当該学部等の長が、別に定める。 

 （情報統括本部） 

第１５条 本学に、全学的な情報支援を行うための組織として、情報統括本部を置く。 

２ 情報統括本部の目的は、次に掲げるとおりとする。 

 (1) 全学的な情報基盤の整備 

 (2) 情報技術を用いた教育研究及び大学運営に関わる業務の総合的な支援 

３ 情報統括本部の構成その他必要な事項は、別に規則で定める。 

 （統合移転推進本部） 

第１５条の２ 本学に、統合移転事業及び伊都キャンパスの整備計画を推進するための組織とし

て、統合移転推進本部を置く。 

２ 統合移転推進本部の構成その他必要な事項は、別に規則で定める。 

 （基金本部） 

第１５条の３ 本学に、九州大学基金による支援助成事業及び基金強化事業（以下「基金事業」

という。）を推進するための組織として、基金本部を置く。 

２ 基金本部の構成その他必要な事項は、別に規則で定める。 

 （広報本部） 

第１５条の４ 本学に、広報戦略の策定及び広報活動の推進を図るための組織として、広報本部

を置く。 

２ 広報本部の構成その他必要な事項は、別に規則で定める。 

 （グローバル化推進本部） 

第１５条の５ 本学に、全学的なグローバル化を推進するための組織として、グローバル化推進

本部を置く。 

２ グローバル化推進本部の構成その他必要な事項は、別に規則で定める。 

  （学術研究・産学官連携本部） 

第１５条の６ 本学に、全学の学術研究及び産学官連携を推進するための組織として、学術研究 

 ・産学官連携本部を置く。 

２ 学術研究・産学官連携本部の構成その他必要な事項は、別に定める。 

 （教育改革推進本部） 

第１５条の７ 本学に、教育課程及び教育方法等の改善、高大接続・入試改革等の教育改革並び

にキャリア教育の開発等を推進するための組織として、教育改革推進本部を置く。 

２ 教育改革推進本部の構成その他必要な事項は、別に定める。 
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 （推進室等） 

第１６条 本学に、特定の重要事項を企画、推進又は支援する組織として、推進室等を置く。 

２ 前項の推進室等は、次の表の左欄に掲げるとおりとし、当該推進室等の目的は、それぞれ同

表の右欄に定めるとおりとする。 

 

推進室等 

 

           目         的         

 

社会連携推進室 

 

社会連携（産学官連携を除く。）の推進を支援すること。 

 

国際戦略企画室 

 

国際戦略の企画・立案等を行うこと。 

 

ＳＨＡＲＥオフィス 

 

全学的なグローバル化の推進を支援すること。 

 

インスティテューショナ

ル・リサーチ室 

 

大学運営の基礎となる情報の調査・収集・分析及び提供により、大学

の意思決定を支援すること。 

 

キャンパス計画室 

 

キャンパス計画の推進を支援すること。 

 

環境安全衛生推進室 

 

安全衛生の推進を支援すること。 

 

ハラスメント対策推進室 

 

ハラスメントの防止及び対策の推進を支援すること。 

 

男女共同参画推進室 

 

男女共同参画の推進を支援すること。 

 

情報環境整備推進室 

 

情報環境整備の推進を支援すること。 

 

統合移転事業推進室 

 

 

統合移転事業及び伊都キャンパスの整備計画に係る企画・立案を行う

こと。 

 

法務統括室 

 

法務機能の強化に係る企画・立案を行うこと。 

 

基金事業推進室 

 

基金事業の実施に係る企画・立案を行うこと。 

 

同窓生連携推進室 

 

同窓生との連携に関すること。 

 

広報戦略推進室 

 

広報戦略に基づく広報活動の推進を支援すること。 

 

跡地処分統括室 

 

移転跡地処分のリスクマネジメントに係る企画・立案等を行うこと。 

 

総長支援室 

 

 

総長の指示に基づく大学全体の戦略等に係る企画・立案・調整・情報

収集を行うこと。 

 

危機管理室 

 

危機管理及び危機発生時の対応に関すること。 

３ 前項の各推進室等の内部組織その他必要な事項は、別に定める。 

 （伊都診療所） 

第１６条の２ 本学に、伊都診療所（以下「診療所」という。）を置く。 

２ 診療所の内部組織その他必要な事項は、別に定める。 

 （事務組織） 
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第１７条 本学に、庶務、会計、施設及び学生の厚生補導等に関する事務を処理させるため事務

局を置く。                          

２ 本学の学部、学府等に、その事務を処理させるため事務部を置く。ただし、必要がある場合

は、数個の学部等の事務を併せて処理する事務部を置く。 

３ 前２項に規定する事務組織のほか、本学に、内部監査を実施させるとともに、監事監査の事

務を補助させるため監査室を置く。 

４ 前３項の事務組織の内部組織その他必要な事項は、別に規則で定める。 

                          【大学設置基準第４１条、第４２条】 

 （技術部） 

第１７条の２ 本学の学部、学府、研究院、基幹教育院、附置研究所等に、教育研究に関する技

術的な支援を行わせるため、技術部を置くことができる。 

２ 前項の技術部の内部組織その他必要な事項は、別に定める。 

  第３章 役員、職員等 

 （役員） 

第１８条 国立大学法人法（平成１５年法律第１１２号。以下「法人法」という。）第１０条の

規定に基づき、本学に、役員として、学長（「総長」と称する。）、理事８人以内及び監事２

人を置く。                             【法人法第１０条】 

第１９条 総長は、校務をつかさどり、所属職員を統督するとともに、本学を代表し、その業務

を総理する。                  【学教法第９２条】【法人法第１１条】 

２ 総長は、この規則その他の総長が定める規則等において理事又は職員に委任する業務につい

て報告を求め、必要な措置を命じ、又はその措置を自ら行うことができる。 

第２０条 理事は、総長の定めるところにより、総長を補佐して本学の業務を掌理し、総長に事

故があるときはその職務を代理し、総長が欠員のときはその職務を行う。 【法人法第１１条】 

第２１条 監事は、本学の業務を監査する。この場合において、監事は、監査報告を作成しなけ

ればならない。 

２ 監事は、いつでも、役員（監事を除く。）及び職員に対して事務及び事業の報告を求め、又

は本学の業務及び財産の状況を調査することができる。         【法人法第１１条】 

 （職員） 

第２２条 本学に、教員、事務職員、技術職員、高度専門職員その他必要な職員を置く。 

２ 前項の教員は、教授、准教授、講師、助教、准助教及び助手（「教務助手」と称する。）と

する。 

３ 教授、准教授、講師、助教及び教務助手の職務は学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第

９２条の定めるところによるものとし、准助教の職務は教授及び准教授の職務を助けることと

する。                              【学教法第９２条】 

 （副学長） 

第２３条 本学に、総長の定めるところにより、総長を助け、命を受けて校務をつかさどるため、

副学長若干人を置く。 

２ 副学長は、理事のうちから総長が指名する者が兼ねる。 

３ 前項の規定にかかわらず、総長が特に必要と認めた場合は、職員のうちから総長が指名する

者が副学長を兼ねることができるものとする。            【学教法第９２条】 

 （副理事） 

第２４条 本学に、総長の定めるところにより、理事の職務を助けるため、副理事若干人を置く。 

２ 副理事は、教授その他の職員のうちから総長が指名する。 

 （総長補佐） 

第２４条の２ 本学に、総長の定めるところにより、総長が命ずる特定の事項を担当し、総長を

助けるため、総長補佐若干人を置くことができる。 

２ 総長補佐は、教授その他の職員のうちから総長が指名する。 

 （部局長等） 

第２５条 学部、学府、研究院、基幹教育院、附置研究所、カーボンニュートラル・エネルギー

 
学則-12



- 13 - 

国際研究所、病院、附属図書館及び情報基盤研究開発センター（以下「部局」という。）に長

（以下「部局長」という。）を置く。 

２ 部局長は、当該部局の業務を掌理する。 

３ 各部局に、副部局長を置くことができる。 

４ 副部局長は、部局長の定めるところにより、部局長を補佐して部局の業務を処理し、部局長

に事故があるときはその職務を代理し、部局長が欠員のときはその職務を行う。 

５ 部局長及び副部局長の任命手続その他必要な事項は、別に規則で定める。 

６ 学科及び専攻に、それぞれ学科長又は専攻長を置くことができる。 

７ 学科長及び専攻長の任命手続その他必要な事項は、別に定めるものとする。 

 （センター長等） 

第２６条 学内共同教育研究センターに長（以下「センター長」という。）を置く。 

２ センター長は、当該学内共同教育研究センターの業務を掌理する。 

３ 各学内共同教育研究センターに、副センター長を置くことができる。 

４ 副センター長は、センター長の定めるところにより、センター長を補佐して当該学内共同教

育研究センターの業務を処理し、センター長に事故があるときはその職務を代理し、センター

長が欠員のときはその職務を行う。 

５ センター長及び副センター長の任命手続その他必要な事項は、別に規則で定める。 

第２６条の２ 先導的研究センターに長（以下「センター長」という。）を置く。 

２ センター長は、当該先導的研究センターの業務を掌理する。 

３ 各先導的研究センターに、副センター長を置くことができる。 

４ 副センター長は、センター長の定めるところにより、センター長を補佐して当該先導的研究

センターの業務を処理し、センター長に事故があるときはその職務を代理する。 

５ センター長及び副センター長の任命手続その他必要な事項は、別に規則で定める。 

 （所長） 

第２６条の３ 診療所に、所長を置く。 

２ 所長は、診療所の業務を掌理する。 

３ 所長は、本学の教員のうちから総長が指名する。 

  第４章 役員会、経営協議会、教育研究評議会及び総長選考会議 

 （役員会） 

第２７条 本学に、法人法第１１条第３項各号に規定する事項を審議するため、総長及び理事で

構成する役員会を置く。                      【法人法第１１条】 

２ 役員会の議事の手続その他必要な事項は、別に規則で定める。 

 （経営協議会） 

第２８条 本学に、法人法第２０条の規定に基づき、本学の経営に関する重要事項を審議する機

関として、経営協議会を置く。                   【法人法第２０条】 

２ 経営協議会の議事の手続その他必要な事項は、別に規則で定める。 

 （教育研究評議会） 

第２９条 本学に、法人法第２１条の規定に基づき、本学の教育研究に関する重要事項を審議す

る機関として、教育研究評議会を置く。               【法人法第２１条】 

２ 教育研究評議会の議事の手続その他必要な事項は、別に規則で定める。 

 （総長選考会議） 

第３０条 本学に、法人法第１２条第２項から第６項までの規定に基づき、総長選考会議（以下

「選考会議」という。）を置く。                   【法人法第１２条】 

２ 選考会議の組織に関し必要な事項は、別に規則で定める。 

  第５章 教授会 

第３１条 部局（病院及び附属図書館を除く。）に、教授会を置く。   【学教法第９３条】 

２ 教授会の組織、審議事項、議事の手続その他必要な事項は、九州大学教授会通則（平成１６

年度九大規則第８号）で定める。 

  第６章 雑則 
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 （雑則） 

第３２条 この規則に定めるもののほか、本学の目的を達成するために必要な事項は、別に規則

で定める。 

   附 則 

１  この規則は、平成１６年４月１日から施行する。 

２  法人法附則第１６条第１項の規定に基づき本学に置かれる九州大学医療技術短期大学部（以

下「短期大学部」という。）は、平成１６年４月１日に短期大学部に在学する学生が短期大学

部に在学しなくなる日において、廃止する。 

３ 前項の短期大学部に在学する学生の教育課程の履修その他当該学生の教育に必要な事項につ

いては、九州大学医療技術短期大学部学則（昭和４６年４月８日施行）等の規定によるものと

する。 

４ 法人法附則第１７条の規定に基づき、平成１５年９月３０日に当該大学に在学する者が在学

しなくなる日までの間存続するものとされた九州芸術工科大学に在学する者（以下「在学者」

という。）の卒業又は大学院の課程修了のため必要となる教育は、九州大学芸術工学部（以下

「芸術工学部」という。）又は九州大学大学院芸術工学府（以下「芸術工学府」という。）に

おいて行うものとする。 

５ 前項の在学者の教育課程の履修その他当該学生の教育に必要な事項については、九州芸術工

科大学学則（平成５年４月１日施行）等の規定によるものとする。ただし、これによることが

できない事項については、総長又は芸術工学部若しくは芸術工学府の教授会が定めるところに

よる。 

６ 第１２条の３に規定する附置研究所等は、文部科学大臣の認定期間である平成３４年３月                                            

 ３１日までの間存続するものとする。 

７ 第１３条第１項に規定する宙空環境研究センターは、平成２４年３月３１日まで存続するも

のとする。 

８ 第１４条第１項に規定する工学研究院附属の環境システム科学研究センターは平成２０年                                         

３月３１日まで、生体防御医学研究所附属の感染防御研究センターは平成２３年３月３１日ま

で、応用力学研究所附属の力学シミュレーション研究センター及び炉心理工学研究センターは

平成１９年３月３１日まで存続するものとする。 

９ 法人法等関係法令又はこの学則等に基づき定める諸規則等のほか、承継的、定型的又は簡易

な事項で総長が必要と認めるものについては、当分の間、総長が定めるところにより、廃止前

の国立学校設置法（昭和２４年法律第１５０号）に基づき設置された九州大学の諸規則等の規

定を適用又は準用するものとする。 

   附 則（平成１６年度九大規則第１９３号） 

１ この規則は、平成１７年４月１日から施行する。 

２ 人間環境学府発達・社会システム専攻は、改正後の第６条第１項の規定にかかわらず、平成

１７年３月３１日に当該専攻に在学する者が在学しなくなる日までの間、存続するものとする。 

   附 則（平成１７年度九大規則第４号） 

１ この規則は、平成１７年７月１５日から施行し、平成１７年７月１日から適用する。 

２ 改正後の第１３条第１項に規定するデジタルメディシン・イニシアティブ及びアジア総合政

策センターは、平成２２年６月３０日まで存続するものとする。 

   附 則（平成１７年度九大規則第２３号） 

 この規則は、平成１７年１１月７日から施行する。 

   附 則（平成１７年度九大規則第３０号） 

１ この規則は、平成１８年４月１日から施行する。 

２ 薬学部総合薬学科は、改正後の第３条第１項の規定にかかわらず、平成１８年３月３１日に

当該学科に在学する者が在学しなくなる日までの間、存続するものとする。 

   附 則（平成１８年度九大規則第２号） 

 この規則は、平成１８年６月１日から施行する。 

   附 則（平成１８年度九大規則第２５号） 
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 この規則は、平成１８年１０月１日から施行する。 

   附 則（平成１８年度九大規則第３７号） 

１ この規則は、平成１９年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第１４条第１項に規定する応用力学研究所附属の東アジア海洋大気環境研究センタ

ー及び高温プラズマ力学研究センターは、平成２９年３月３１日まで存続するものとする。 

３ 改正後の第２２条第２項に規定する准助教の職種は、平成１９年４月１日に当該職に在職す

る者が在職しなくなる日において、廃止する。 

   附 則（平成１９年度九大規則第２７号） 

 この規則は、平成１９年１１月１日から施行する。 

   附 則（平成１９年度九大規則第３１号） 

 この規則は、平成１９年１２月２６日から施行する。 

   附 則（平成１９年度九大規則第５８号） 

１ この規則は、平成２０年４月１日から施行する。 

２ 理学府基礎粒子系科学専攻、分子科学専攻、凝縮系科学専攻及び生物科学専攻並びに医学系

学府機能制御医学専攻、生殖発達医学専攻、病態医学専攻、臓器機能医学専攻、分子常態医学

専攻及び環境社会医学専攻は、改正後の九州大学学則（以下「新規則」という。）第６条第１

項の規定にかかわらず、平成２０年３月３１日に当該専攻に在学する者が在学しなくなる日ま

での間、存続するものとする。 

３ 新規則第１４条第１項に規定する工学研究院附属の循環型社会システム工学研究センター

は、平成３０年３月３１日まで存続するものとする。 

   附 則（平成２０年度九大規則第１号） 

 この規則は、平成２０年４月１７日から施行し、平成２０年４月１日から適用する。 

      附 則（平成２０年度九大規則第９号） 

 この規則は、平成２０年１０月１日から施行する。 

      附 則（平成２０年度九大規則第３７号） 

１ この規則は、平成２１年４月１日から施行する。 

２ システム情報科学府情報理学専攻、知能システム学専攻、情報工学専攻、電気電子システム

工学専攻及び電子デバイス工学専攻は、この規則による改正後の九州大学学則（以下「新学則」

という。）第６条第１項の規定にかかわらず、平成２１年３月３１日に当該専攻に在学する者

が在学しなくなる日までの間、存続するものとする。 

      附 則（平成２１年度九大規則第１号） 

 この規則は、平成２１年５月１日から施行する。 

   附 則（平成２１年度九大規則第５号） 

 この規則は、平成２１年６月１日から施行する。 

   附 則（平成２１年度九大規則第１２号） 

 この規則は、平成２１年８月１日から施行し、第１３条第１項にシンクロトロン光利用研究セ

ンターを加える改正規定は、平成２１年７月１日から適用する。 

   附 則（平成２１年度九大規則第２０号） 

１ この規則は、平成２１年１０月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学学則第３６条の６の規定は、平成２１年９月１日から適用

する。 

   附 則（平成２１年度九大規則第３３号） 

 この規則は、平成２１年１１月１日から施行する。 

   附 則（平成２１年度九大規則第４９号） 

１ この規則は、平成２２年４月１日から施行する。 

２ 法学府基礎法学専攻、公法・社会法学専攻、民刑事法学専攻、国際関係法学専攻及び政治学

専攻並びに薬学府医療薬科学専攻（修士課程）及び創薬科学専攻（修士課程）並びに工学府機

械科学専攻及び知能機械システム専攻並びに生物資源環境科学府生物資源開発管理学専攻、植

物資源科学専攻、生物機能科学専攻、動物資源科学専攻、農業資源経済学専攻、生産環境科学
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専攻、森林資源科学専攻及び遺伝子資源工学専攻は、この規則による改正後の九州大学学則（以

下「新規則」という。）第６条第１項の規定にかかわらず、平成２２年３月３１日に当該専攻

に在学する者が在学しなくなる日までの間、存続するものとする。 

３ 九州大学学則（平成１６年度九大規則第１号）附則第６項の規定にかかわらず、生体防御医

学研究所附属の感染防御研究センターは、廃止する。 

   附 則（平成２２年度九大規則第１号） 

 この規則は、平成２２年４月２８日から施行し、平成２２年４月１日から適用する。 

      附 則（平成２２年度九大規則第６号） 

 この規則は、平成２２年７月１日から施行する。 

   附 則（平成２２年度九大規則第１２号） 

１ この規則は、平成２２年８月１日から施行する。ただし、第１３条第１項に応用知覚研究セ

ンターを加える改正規定は同年９月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学学則第１３条第１項に規定する応用知覚研究センターは、

平成２４年３月３１日まで存続するものとする。 

      附 則（平成２２年度九大規則第３０号） 

 この規則は、平成２２年１０月１日から施行する。 

      附 則（平成２２年度九大規則第４５号） 

 この規則は、平成２２年１２月１日から施行する。 

      附 則（平成２２年度九大規則第４７号） 

 この規則は、平成２２年１２月１日から施行する。 

      附 則（平成２２年度九大規則第７４号） 

 この規則は、平成２３年１月１日から施行する。 

      附 則（平成２２年度九大規則第７８号） 

 この規則は、平成２３年２月１日から施行する。 

   附 則（平成２２年度九大規則第８１号） 

 この規則は、平成２３年４月１日から施行する。 

      附 則（平成２３年度九大規則第１号） 

 この規則は、平成２３年５月１日から施行する。 

      附 則（平成２３年度九大規則第４号） 

 この規則は、平成２３年６月１日から施行する。 

      附 則（平成２３年度九大規則第８号） 

１ この規則は、平成２３年７月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学学則第１４条第１項に規定するシステム情報科学府附属の

高度ＩＣＴ人材教育開発センターは、平成３２年３月３１日まで存続するものとする。 

      附 則（平成２３年度九大規則第１０号） 

 この規則は、平成２３年８月１日から施行する。 

      附 則（平成２３年度九大規則第１２号） 

 この規則は、平成２３年１０月１日から施行する。 

      附 則（平成２３年度九大規則第６８号） 

 この規則は、平成２３年１１月１日から施行する。 

      附 則（平成２３年度九大規則第７２号） 

 この規則は、平成２４年１月１日から施行する。 

      附 則（平成２３年度九大規則第８０号） 

１ この規則は、平成２４年４月１日から施行する。 

２ この規則の施行前に設置された薬学府医療薬科学専攻（博士後期課程）及び創薬科学専攻（博

士後期課程）は、この規則による改正後の九州大学学則第６条第１項の規定にかかわらず、平

成２４年３月３１日に当該専攻に在学する者が在学しなくなる日までの間、存続するものとす

る。 

      附 則（平成２４年度九大規則第１１号） 
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 この規則は、平成２４年１０月１日から施行する。 

      附 則（平成２４年度九大規則第２９号） 

 この規則は、平成２４年１２月１日から施行する。ただし、第２５条に係る改正規定は、平成

２５年４月１日から施行する。 

      附 則（平成２４年度九大規則第３６号） 

 この規則は、平成２５年１月１日から施行する。 

   附 則（平成２４年度九大規則第３７号） 

 この規則は、平成２５年２月１日から施行する。 

   附 則（平成２４年度九大規則第４２号） 

 この規則は、平成２５年３月１日から施行する。 

   附 則（平成２４年度九大規則第４５号） 

１ この規則は、平成２５年４月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学学則第１４条第１項に規定する自然エネルギー統合利用セ

ンターは、平成３５年３月３１日まで存続するものとする。 

   附 則（平成２５年度九大規則第２号） 

 この規則は、平成２５年５月１日から施行する。 

      附 則（平成２５年度九大規則第８号） 

 この規則は、平成２５年６月３日から施行し、平成２５年４月１日から適用する。 

      附 則（平成２５年度九大規則第１０号） 

 この規則は、平成２５年７月１日から施行する。 

      附 則（平成２５年度九大規則第１６号） 

 この規則は、平成２５年８月１日から施行する。ただし、知的財産本部の名称及び目的に係る

改正規定は、平成２５年９月１日から施行する。 

      附 則（平成２５年度九大規則第４０号） 

 この規則は、平成２５年１１月１日から施行する。 

      附 則（平成２５年度九大規則第４７号） 

 この規則は、平成２５年１２月１日から施行する。ただし、第１４条第１項の表に薬学研究院

の項を加える改正規定は、平成２６年１月１日から施行する。 

      附 則（平成２５年度九大規則第５１号） 

 この規則は、平成２６年１月１日から施行する。 

   附 則（平成２５年度九大規則第７６号） 

 この規則は、平成２６年１月２７日から施行する。 

   附 則（平成２５年度九大規則第７８号） 

 この規則は、平成２６年３月１日から施行する。 

   附 則（平成２５年度九大規則第８３号） 

１ この規則は、平成２６年４月１日から施行する。 

２ 比較社会文化学府は、この規則による改正後の九州大学学則第６条第１項の規定にかかわら

ず、平成２６年３月３１日に当該学府に在学する者が在学しなくなる日までの間、存続するも

のとする。 

   附 則（平成２６年度九大規則第２号） 

 この規則は、平成２６年４月３０日から施行し、この規則による改正後の九州大学学則の規定

は、平成２６年４月１日から適用する。 

   附 則（平成２６年度九大規則第６号） 

 この規則は、平成２６年８月１日から施行する。 

   附 則（平成２６年度九大規則第１１号） 

 この規則は、平成２６年１０月１日から施行する。ただし、第１３条第１項の表に係る改正規

定は、平成２７年４月１日から施行する。 

   附 則（平成２６年度九大規則第６０号） 

 この規則は、平成２６年１２月１日から施行する。 
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   附 則（平成２６年度九大規則第７０号） 

 この規則は、平成２７年１月２２日から施行する。 

   附 則（平成２６年度九大規則第７６号） 

１ この規則は、平成２７年４月１日から施行する。 

２ 九州大学高等教育機構規則（平成１８年度九大規則第３号）は、廃止する。 

   附 則（平成２６年度九大規則第７７号） 

 この規則は、平成２７年４月１日から施行する。 

   附 則（平成２６年度九大規則第１２０号） 

 この規則は、平成２７年４月１日から施行する。 

   附 則（平成２７年度九大規則第２号） 

 この規則は、平成２７年６月１日から施行する。 

   附 則（平成２７年度九大規則第９号） 

 この規則は、平成２７年１０月１日から施行する。 

   附 則（平成２７年度九大規則第２１号） 

 この規則は、平成２７年１２月１日から施行する。 

   附 則（平成２７年度九大規則第２３号） 

 この規則は、平成２８年１月１日から施行する。 

   附 則（平成２７年度九大規則第２６号） 

 この規則は、平成２８年２月１日から施行する。 

   附 則（平成２７年度九大規則第３１号） 

 この規則は、平成２８年３月１日から施行する。 

   附 則（平成２７年度九大規則第３４号） 

１ この規則は、平成２８年４月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学学則第１４条第１項に規定する次世代冷媒物性評価研究セ

ンターは、平成３３年３月３１日まで存続するものとする。 

   附 則（平成２８年度九大規則第３号） 

 この規則は、平成２８年６月１日から施行する。 

附 則（平成２８年度九大規則第８号） 

 この規則は、平成２８年７月１日から施行する。 

      附 則（平成２８年度九大規則第１４号） 

 この規則は、平成２８年７月２９日から施行する。  

 附 則（平成２８年度九大規則第２０号）  

  この規則は、平成２８年１０月１日から施行する。 

      附 則（平成２８年度九大規則第６５号） 

 この規則は、平成２８年１２月１日から施行する。 

      附 則（平成２８年度九大規則第６９号） 

 この規則は、平成２９年１月１日から施行する。 

      附 則（平成２８年度九大規則第７６号） 

 この規則は、平成２９年２月１日から施行する。 

      附 則（平成２８年度九大規則第８１号） 

 この規則は、平成２９年３月１日から施行する。 

      附 則（平成２８年度九大規則第８５号） 

 この規則は、平成２９年４月１日から施行する。ただし、第１４条第１項の表中のオーラルヘ

ルス・ブレインヘルス・トータルヘルス研究センターを加える規定は、平成２８年４月１日から

適用する。 

      附 則（平成２９年度九大規則第１号） 

 この規則は、平成２９年５月１日から施行する。 

      附 則（平成２９年度九大規則第５号） 

 この規則は、平成３０年４月１日から施行する。 
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      附 則（平成２９年度九大規則第８号） 

 この規則は、平成２９年１０月１日から施行する。 

      附 則（平成２９年度九大規則第２３号） 

 この規則は、平成２９年１１月１日から施行する。 

      附 則（平成２９年度九大規則第４０号） 

 この規則は、平成３０年１月１日から施行する。 

      附 則（平成２９年度九大規則第４８号） 

 この規則は、平成３０年２月１日から施行する。 

      附 則（平成２９年度九大規則第６７号） 

１ この規則は、平成３０年４月１日から施行する。 

２ 生物資源環境科学府生物産業創成専攻は、この規則による改正後の九州大学学則第６条第１

項の規定にかかわらず、平成３０年３月３１日に当該専攻に在学する者が在学しなくなる日ま

での間、存続するものとする。 

    附 則（平成３０年度九大規則第１号） 

 この規則は、平成３０年５月１日から施行し、平成３０年４月１日から適用する。 

   附 則（平成３０年度九大規則第１１号） 

 この規則は、平成３０年７月１日から施行する。ただし、第１３条の２の規定は、平成３０年

４月１日から適用する。 

附 則（平成３０年度九大規則第１８号） 

 この規則は、平成３０年１１月１日から施行する。 

      附 則（平成３０年度九大規則第２２号） 

 この規則は、平成３０年１０月１日から施行する。 

      附 則（平成３０年度九大規則第４９号） 

 この規則は、平成３１年１月１日から施行する。 

    附 則（平成３０年度九大規則第６０号） 

 この規則は、平成３１年４月１日から施行する。 

    附 則（令和元年度九大規則第２号） 

 この規則は、令和元年８月１日から施行する。 

    附 則（令和元年度九大規則第４号） 

 この規則は、令和元年１０月１日から施行する。 

      附 則（令和元年度九大規則第１９号） 

 この規則は、令和元年１１月１日から施行する。 

      附 則（令和元年度九大規則第２４号） 

１ この規則は、令和２年４月１日から施行する。 

２ 芸術工学部環境設計学科、工業設計学科、画像設計学科、音響設計学科及び芸術情報設計学

科は、この規則による改正後の九州大学学則第３条第１項の規定にかかわらず、令和２年３月

３１日に当該学科に在学する者が在学しなくなる日までの間、存続するものとする。 

     附 則（令和２年度九大規則第５号） 

 この規則は、令和２年８月１日から施行する。 

     附 則（令和２年度九大規則第１７号） 

 この規則は、令和２年１０月２６日から施行し、令和２年１０月１日から適用する。 

     附 則（令和２年度九大規則第３５号） 

 この規則は、令和２年１２月１日から施行する。 

     附 則（令和２年度九大規則第４１号） 

１ この規則は、令和３年４月１日から施行する。 

２ 工学部建築学科、電気情報工学科、物質科学工学科、地球環境工学科、エネルギー科学科及

び機械航空工学科、工学府物質創造工学専攻、物質プロセス工学専攻、材料物性工学専攻、化

学システム工学専攻、建設システム工学専攻、都市環境システム工学専攻、海洋システム工学

専攻及びエネルギー量子工学専攻、システム情報科学府情報学専攻、情報知能工学専攻及び電
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気電子工学専攻並びに総合理工学府量子プロセス理工学専攻、物質理工学専攻、先端エネルギ

ー理工学専攻、環境エネルギー工学専攻及び大気海洋環境システム学専攻は、この規則による

改正後の九州大学学則第３条第１項及び第６条第１項の規定にかかわらず、令和３年３月３１

日に当該学科又は専攻に在学する者が在学しなくなる日までの間、存続するものとする。 

   附 則（令和３年度九大規則第１号） 

 この規則は、令和３年５月１日から施行する。 
附 則（令和３年度九大規則第  号） 

 この規則は、令和４年４月１日から施行する。 

 

 
学則-20



 
 

九州大学学則の一部を改正する規則（案） 

令 和 ３ 年 度 九 大 規 則 第  号 

制  定：令和 ４年 ３月  日 

マス・フォア・イノベーション連係学府を設置することに伴い、九州大学学則（平成１６年度

九大規則第１号）の一部を次のように改正する。 

（新） （旧） 

（略） 

（大学院） 

第４条 本学に、九州大学大学院（以下「本大

学院」という。）を置く。 

２・３ （略） 

第５条 本大学院に、学校教育法（昭和２２年

法律第２６号）第１００条ただし書に規定す

る研究科以外の教育研究上の基本となる組

織として、教育上の目的に応じて組織する学

府（大学院設置基準（昭和４９年文部省令第

２８号）第３０条の２第１項で定める研究科

等連係課程実施基本組織として置く連係学

府を含む。以下同じ。）及び研究上の目的に

応じ、かつ、教育上の必要性を考慮して組織

する研究院を置く。 

第６条 前条の本大学院に置く学府は、次の表

の左欄に掲げるとおりとし、当該学府にそれ

ぞれ同表の右欄に掲げる専攻を置く。 

学 府 専 攻 

（略） 

統合新領域学府 （略） 

マス・フォア・イノ 

ベーション連係学 

府 

 

（略） 

２～８ （略） 
（略） 

（略） 

（大学院） 

第４条 （同左） 

 

２・３ （略） 

第５条 （同左） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
第６条 （同左） 
 
 

学 府 専 攻 

（略） 

統合新領域学府 （略） 

  

（略） 

２～８ （略） 
（略）   

附 則 

この規則は、令和４年４月１日から施行する。 
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  九州大学大学院通則（案）  
平 成 １ ６年 度 九 大規 則 第 ３号                 

制  定：平成１６年 ４月 １日 

最終改正：令和 ４年 ３月  日 

（令和３年度九大規則第  号） 

目次 

  第１章 総則（第１条～第８条） 

 第２章 入学、再入学、転学及び編入学等（第９条～第１７条の３） 

  第３章 教育方法等（第１７条の４～第２６条） 

  第４章 修了要件及び学位授与（第２７条～第３２条） 

  第５章 退学、留学及び休学（第３３条～第３６条） 

 第６章 表彰、除籍及び懲戒（第３７条～第４０条） 

  第７章 検定料、入学料、授業料及び寄宿料（第４１条～第４５条） 

 第８章 科目等履修生、聴講生、特別聴講学生、研究生及び特別研究学生（第４６条～第５１条）                                       

 第９章 専門職大学院の教育方法等（第５２条～第５８条） 

 附則 

  第１章 総則 

 （趣旨） 

第１条 この規則は、九州大学学則（平成１６年度九大規則第１号）第６条第８項の規定に基づ

き、学府の修業年限、教育方法、学生の入学、退学、修了その他の学生の修学上必要な事項を

定めるものとする。 

 （修業年限等） 

第２条 博士課程（医学系学府医学専攻、歯学府及び薬学府臨床薬学専攻の博士課程を除く。）

の標準修業年限は、５年とする。 

                               【大学院設置基準第４条】 

２ 医学系学府医学専攻、歯学府及び薬学府臨床薬学専攻の博士課程の標準修業年限は、４年と

する。 

                                                      【大学院設置基準第３６条】 

３ 後期３年の課程のみの博士課程（以下「後期のみの博士課程」という。）の標準修業年限は、

３年とする。                                      【大学院設置基準第４条】 

４ 博士課程（医学系学府医学専攻、歯学府及び薬学府臨床薬学専攻の博士課程を除く。）は、

これを前期２年及び後期３年の課程に区分し、前期２年の課程は、修士課程として取り扱うも

のとする。 

                               【大学院設置基準第４条】 

５ 前項の規定にかかわらず、システム生命科学府の博士課程にあっては、この区分を設けない

ものとする。 

６ 第４項の前期２年及び後期３年の課程並びに前項の課程は、それぞれ「修士課程」（連係学

府において「博士前期課程」と称することができる。）及び「博士後期課程」並びに「一貫制

博士課程」という。 

７ 修士課程の標準修業年限は、２年とする。            【大学院設置基準第３条】 

８ 前項の規定にかかわらず、修士課程においては、主として実務の経験を有する者に対して教

育を行う場合であって、教育研究上の必要があり、かつ、昼間と併せて夜間その他の特定の時

間又は時期において授業又は研究指導を行う等の適切な方法により教育上支障を生じないとき

は、各学府規則の定めるところにより、専攻又は学生の履修上の区分に応じ、標準修業年限を

１年以上２年未満とすることができる。            【大学院設置基準第３条】 

第３条 専門職学位課程（法務学府実務法学専攻（以下「法科大学院」という。）を除く。）の

標準修業年限は、２年とする。             【専門職大学院設置基準第２条】 

 
学則-22



- 2 -

２ 法科大学院の標準修業年限は、３年とする。      【専門職大学院設置基準第１８条】 

 （在学期間の限度） 

第４条 九州大学大学院（以下「本大学院」という。）における同一学府の在学期間の限度は、

修士課程は４年、博士後期課程及び後期のみの博士課程は６年、一貫制博士課程は１０年とす

る。 

２ 医学系学府医学専攻、歯学府及び薬学府臨床薬学専攻の博士課程は、８年とする。 

第５条 専門職学位課程（法科大学院を除く。）における在学期間の限度は４年とし、法科大学

院における在学期間の限度は６年とする。 

 （定員） 

第６条 各学府の学生の定員は、別表第１、別表第２及び別表第３のとおりとする。 

 （学年及び学期） 

第７条 学年は４月１日に始まり、翌年３月３１日に終る。    【学教法規則第１６３条】 

２ 学期の区分は、各学府規則において定める。 

３ 前項に定める各学期は、２つの授業期間に区分することができる。 

                   【大学院設置基準第１５条、大学設置基準第２３条】 

 （休業日） 

第８条 休業日（授業を行わない日）は、次のとおりとする。 

  日曜日及び土曜日 

  国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日 

  九州大学記念日 ５月１１日 

  別に定める春季、夏季及び冬季の各休業日 

２ 臨時の休業日は、その都度定める。 

３ 前２項の休業日において、特に必要がある場合には、授業を行うことがある。 

  第２章 入学、再入学、転学及び編入学等 

 （入学の時期） 

第９条 学生の入学の時期は、学年の始めとする。ただし、特に必要があり、かつ、教育上支障

がないと認めるときは、学期の始めに入学させることができる。 

                               【学教法規則第１６３条】 

 （修士課程、一貫制博士課程及び専門職学位課程の入学資格） 

第１０条 修士課程、一貫制博士課程及び専門職学位課程に入学することのできる者は、次の各

号のいずれかに該当する者とする。 

 (1) 学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第８３条に定める大学を卒業した者 

 (2) 学校教育法第１０４条第７項の規定により学士の学位を授与された者 

 (3) 外国において学校教育における１６年の課程を修了した者 

 (4) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外 

  国の学校教育における１６年の課程を修了した者 

 (5) 我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における１６年の 

    課程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度におい 

 て位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が指定するものの当該課程を修了した者 

 (6) 外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況について、当該外国

の政府又は関係機関の認証を受けた者による評価を受けたもの又はこれに準ずるものとし

て文部科学大臣が別に指定するものに限る。）において、修業年限が３年以上である課程を

修了すること（当該外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修する

ことにより当該課程を修了すること及び当該外国の学校教育制度において位置付けられた

教育施設であって前号の指定を受けたものにおいて課程を修了することを含む。）により、

学士の学位に相当する学位を授与された者 

 (7) 専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準
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を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後

に修了した者 

 (8) 文部科学大臣の指定した者 

 (9) 学校教育法第１０２条第２項の規定により大学院に入学した者であって、本大学院の学府

において、本大学院の学府における教育を受けるにふさわしい学力があると認めたもの 

 (10) 本大学院の学府において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学 

  力があると認めた者で、２２歳に達したもの 【学教法第１０２条、学教法規則第１５５条】 

２ 前項の規定にかかわらず、次の各号のいずれかに該当する者であって、本大学院の学府の定 

 める単位を優秀な成績で修得したと認めるものを、修士課程、一貫制博士課程及び専門職学位 

 課程に入学させることができる。 

 (1) 学校教育法第８３条に定める大学に３年以上在学した者 

 (2) 外国において学校教育における１５年の課程を修了した者 

 (3) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外 

  国の学校教育における１５年の課程を修了した者 

 (4) 我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における１５年の 

    課程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度におい 

 て位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が指定するものの当該課程を修了した者 

                 【学教法第１０２条、学教法規則第１５９条、第１６０条】 

 （博士後期課程及び後期のみの博士課程の入学資格） 

第１１条 博士後期課程及び後期のみの博士課程に入学することのできる者は、次の各号のいず

れかに該当する者とする。 

 (1) 修士の学位又は専門職学位を有する者 

 (2) 外国において修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者 

 (3) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し、修士の学位又は専 

  門職学位に相当する学位を授与された者 

 (4) 我が国において、外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度におい 

 て位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が指定するものの当該課程を修了し、修 

    士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者 

(5) 国際連合大学本部に関する国際連合と日本国との間の協定の実施に伴う特別措置法（昭和

５１年法律第７２号）第１条第２項に規定する１９７２年１２月１１日の国際連合総会決議

に基づき設立された国際連合大学（以下「国際連合大学」という。）の課程を修了し、修士

の学位に相当する学位を授与された者 

(6) 外国の学校、第４号の指定を受けた教育施設又は国際連合大学の教育課程を履修し、第２

７条の２に規定する試験及び審査に相当するものに合格し、修士の学位を有する者と同等以

上の学力があると認められた者 

 (7) 文部科学大臣の指定した者 

 (8) 本大学院の学府において、個別の入学資格審査により、修士の学位又は専門職学位を有す 

  る者と同等以上の学力があると認めた者で、２４歳に達したもの 

                      【学教法第１０２条、学教法規則第１５６条】 

 （医学系学府医学専攻、歯学府及び薬学府臨床薬学専攻の博士課程の入学資格） 

第１２条 医学系学府医学専攻、歯学府及び薬学府臨床薬学専攻の博士課程に入学することので

きる者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。 

 (1) 大学の医学、歯学、薬学又は獣医学を履修する課程を卒業した者 

 (2) 外国において学校教育における１８年の課程を修了した者 

 (3) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外 

  国の学校教育における１８年の課程を修了した者 

 (4) 我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における１８年の 
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    課程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度におい 

 て位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が指定するものの当該課程を修了した者 

 (5) 外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況について、当該外国

の政府又は関係機関の認証を受けた者による評価を受けたもの又はこれに準ずるものとし

て文部科学大臣が別に指定するものに限る。）において、修業年限が５年以上である課程を

修了すること（当該外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修する

ことにより当該課程を修了すること及び当該外国の学校教育制度において位置付けられた

教育施設であって前号の指定を受けたものにおいて課程を修了することを含む。）により、

学士の学位に相当する学位を授与された者 

 (6) 文部科学大臣の指定した者 

 (7) 学校教育法第１０２条第２項の規定により大学院に入学した者であって、本大学院の学府

において、本大学院の学府における教育を受けるにふさわしい学力があると認めたもの 

 (8) 本大学院の学府において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学 

  力があると認めた者で、２４歳に達したもの 【学教法第１０２条、学教法規則第１５５条】 

２ 前項の規定にかかわらず、次の各号のいずれかに該当する者であって、本大学院の学府の定

める単位を優秀な成績で修得したと認めるものを、医学系学府医学専攻、歯学府及び薬学府臨

床薬学専攻の博士課程に入学させることができる。 

 (1) 大学の医学、歯学、薬学又は獣医学を履修する課程に４年以上在学した者 

 (2) 外国において学校教育における１６年の課程を修了した者 

 (3) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外 

  国の学校教育における１６年の課程を修了した者 

 (4) 我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における１６年の 

    課程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度におい 

 て位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が指定するものの当該課程を修了した者 

                 【学教法第１０２条、学教法規則第１５９条、第１６０条】 

 （入学資格審査） 

第１３条 第１０条第１項第１０号、第１１条第８号及び前条第１項第８号の入学資格審査の実

施方法等については、学府教授会の議を経て各学府長が別に定める。 

 （入学の出願） 

第１３条の２ 入学を志願する者は、所定の期日までに、入学志願票、所定の入学検定料その他

別に定める書類を添えて願い出なければならない。 

 （入学者選抜） 

第１４条 前条の入学を志願する者については、入学者選抜を行う。 

２ 入学者選抜の細部については、学府教授会の議を経て各学府長が別に定める。 

第１４条の２ 本大学院の学府の修士課程を修了し、引き続き博士後期課程及び後期のみの博士

課程へ進学を志願する者については前条の規定を準用するものとする。 

 （入学の手続及び許可） 

第１４条の３ 総長は、第１４条第１項の入学者選抜の結果合格した者で、所定の期日までに入

学料の納付（入学料の全部若しくは一部の免除又は徴収猶予を受けようとする者にあっては、

当該免除又は徴収猶予に係る申請）及び所定の書類の提出を完了したものに入学を許可する。 

 （再入学） 

第１４条の４ 第３３条の規定により退学した後、再び同一学府に入学を志願する者については、

選考の上、再入学を許可することがある。 

 （転学） 

第１５条 次の各号のいずれかに該当する者が、本大学院に転学を願い出たときは、学期の始め

に限り、考査の上、転学を許可することがある。 

 (1) 他の大学院に在学する者 
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(2) 我が国において、外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度におい

て位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程に在学し

た者（学校教育法第１０２条第１項に規定する者に限る。）及び国際連合大学の課程に在学

した者 

２ 前項の転学願は、当該大学長又は所属研究科等の長の紹介状を添えて、志望する本大学院の 

 学府の長に提出するものとする。 

３ 第１項により転学を許可された者が既に履修した授業科目及び修得した単位並びに在学年数 

 の認否は、学府教授会の議を経て学府長がその都度決定する。 

第１６条 本大学院の学府の学生が、他大学の大学院に転学しようとするときは、学府長を経て、

総長に転学願を提出するものとする。 

２ 総長は、転学の事由が適当であると認めたときは、その転学を許可する。 

 （転学府及び専攻の変更） 

第１７条 本大学院の学府に在学する者が、本大学院の他の学府に転学府を願い出たときは、当

該他の学府の学府長は、学期の始めに限り、考査の上、許可することがある。 

２ 前項の規定により本大学院の学府の学生が、他の学府に転学府しようとするときは、指導教

員を経て、学府長に転学府願を提出し、当該学府長の許可を得るものとする。 

３ 第１項により転学府を許可された者が既に履修した授業科目及び修得した単位並びに在学年

数の認否は、学府教授会の議を経て学府長がその都度決定する。 

４ 前項の規定は、専攻を変更する場合に準用する。 

  （編入学） 

第１７条の２ 第１１条各号のいずれかに該当する者が、本大学院の一貫制博士課程を置く学府

の第３年次に編入学を願い出たときは、考査の上、許可することがある。 

２ 前項の編入学について必要な事項は、当該学府規則において別に定める。   
 （再入学等の手続及び許可） 

第１７条の３ 再入学、転学（第１６条の転学を除く。）及び編入学（以下「再入学等」という。）

に係る手続及び許可については、第１４条の３の規定を準用する。 

  第３章 教育方法等 

 （教育課程の編成方針） 

第１７条の４ 総長は、本大学院の学府（専門職大学院を除く。）において、当該学府及び専攻

の教育上の目的を達成するために必要な授業科目を開設するとともに学位論文の作成等に対す

る指導（以下「研究指導」という。）の計画を策定させ、体系的に教育課程を編成するものと

する。 

２ 教育課程の編成に当たっては、専攻分野に関する高度の専門的知識及び能力を修得させると

ともに、当該専攻分野に関連する分野の基礎的素養を涵養するよう適切に配慮するものとする。

【大学院設置基準第１１条】 

 （大学院基幹教育） 

第１７条の５ 本大学院に、学府ごとに編成する教育課程のほか、学府共通の課程を置く。 

２ 前項の課程を大学院基幹教育と称し、当該課程に関し必要な事項は、別に定める。 

 （卓越大学院プログラム） 

第１７条の６ 本大学院に、卓越大学院プログラムを置く。 

２ 卓越大学院プログラムに関し必要な事項は、別に定める。 

 （未来共創リーダー育成プログラム） 

第１７条の７ 本大学院に、未来共創リーダー育成プログラムを置く。 

２ 未来共創リーダー育成プログラムに関し必要な事項は、別に定める。 
（未来創造コース） 

第１７条の８ 本大学院に、学府ごとに編成する教育課程のほか、学府共通の課程を置く。 

２ 前項の課程を未来創造コースと称し、当該課程に関し必要な事項は、別に定める。 
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 （授業及び研究指導） 

第１８条 本大学院の学府の教育は、授業科目の授業及び研究指導（専門職大学院にあっては、

授業科目の授業。以下同じ。）によって行うものとする。    【大学院設置基準第１２条】 

２ 本大学院の学府は、前項の授業科目の授業を、多様なメディアを高度に利用して、当該授業 

 を行う教室等以外の場所で履修させることができる。 

                   【大学院設置基準第１５条、大学設置基準第２５条】 

３ 本大学院の学府は、第１項の授業科目の授業を、外国において履修させることができる。前 

 項の規定により、多様なメディアを高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修 

 させる場合についても、同様とする。 【大学院設置基準第１５条、大学設置基準第２５条】 

４ 本大学院の学府の教育に必要な授業科目、単位、研究指導等については、この規則に定める 

 もののほか、各学府規則において定める。 

 （単位の計算方法） 

第１８条の２ 各授業科目の単位数は、１単位の授業科目を４５時間の学修を必要とする内容を

もって構成することを標準とし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に

必要な学修等を考慮して、次の基準により単位数を計算するものとする。 

(1) 講義及び演習については、１５時間から３０時間までの範囲で、各学府規則に定める時間

の授業をもって１単位とする。 

(2) 実験、実習及び実技については、３０時間から４５時間までの範囲で、各学府規則に定め

る時間の授業をもって１単位とする。ただし、芸術等の分野における個人指導による実技の

授業については、当該学府規則に定める時間の授業をもって１単位とすることができる。 

(3) 一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち２以上の方法の併用によ

り行う場合については、その組み合わせに応じ、前２号に規定する基準を考慮して、当該学

府規則に定める時間の授業をもって１単位とする。 

【大学院設置基準第１５条、大学設置基準第２１条】 

２ 前項の規定にかかわらず、学位論文等の授業科目については、これらの学修の成果を評価し

て単位を授与することが適切と認める場合には、これらに必要な学修等を考慮して、単位数を

定めることができる。        【大学院設置基準第１５条、大学設置基準第２１条】 

 （成績評価基準等の明示等） 

第１８条の３ 学府長は、学生に対して、授業科目の授業及び研究指導の方法及び内容並びに１

年間の授業及び研究指導の計画をあらかじめ明示するものとする。 

２ 学修の成果及び学位論文（専門職大学院にあっては、学修の成果）に係る評価並びに修了の

認定に当たっては、客観性及び厳格性を確保するため、学生に対してその基準をあらかじめ明

示するとともに、当該基準にしたがって適切に行うものとする。 

【大学院設置基準第１４条の２】 

 （教育内容等の改善のための組織的な研修等） 

第１８条の４ 学府長は、当該学府の授業科目の授業及び研究指導の内容及び方法の改善を図る

ための組織的な研修及び研究を実施するものとする。   【大学院設置基準第１４条の３】 

 （授業科目の選定等） 

第１９条 履修する授業科目の選定は、指導教員の指示に従うものとする。 

２ 各学府規則で定めるところにより、教育上有益と認めるときは、他の専攻若しくは大学院基

幹教育若しくは学府又は学部の課程による授業科目及び単位を指定して、履修させることがで

きる。 

３ 前項により修得した単位は、第２７条から第２９条まで、又は第５６条の課程修了の要件と 

なる単位に充当することができる。 

 （試験） 

第２０条 履修した各授業科目の合格又は不合格は、試験又は研究報告によって認定する。 

２ 前項の試験は、毎学期末又は毎学年末に行うものとする。ただし、病気その他やむを得ない 
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 事由のため、受験できなかった者に対しては、追試験を行うことがある。 

 （成績） 

第２１条 各授業科目の成績は、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ及びＦの５種の評語をもってあらわし、Ｓ、Ａ、

Ｂ及びＣを合格とし、Ｆを不合格とする。 

２ 合格した授業科目については、所定の単位を与える。 

３ 不合格の授業科目については、再試験を受けさせることができる。 

 （他の大学院における授業科目の履修等）  
第２２条 学府長は、教育上有益と認めるときは、学生が他の大学院において履修した授業科目

について修得した単位を、本大学院の学府における授業科目の履修により修得したものとみな

すことができる。           【大学院設置基準第１５条、大学設置基準２８条】 

２ 前項の規定は、学生が、外国の大学院に留学する場合、外国の大学院が行う通信教育におけ

る授業科目を我が国において履修する場合、外国の大学院の教育課程を有するものとして当該

外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定する

ものの当該教育課程における授業科目を我が国において履修する場合及び国際連合大学の教育

課程の授業科目を履修する場合について準用する。 

                    【大学院設置基準第１５条、大学設置基準２８条】 

３ 学府長は、教育上有益と認めるときは、他の大学院等との協議に基づき、学生が他の大学院

等において必要な研究指導を受けることを認めることができる。ただし、修士課程の学生につ

いて認める場合には、当該研究指導を受けさせる期間は、１年を超えないものとする。 

                              【大学院設置基準第１３条】 

 （休学期間中の外国の大学院における授業科目の履修） 

第２３条 学府長は、教育上有益と認めるときは、学生が休学期間中に外国の大学院において履

修した授業科目について修得した単位を、本大学院の学府における授業科目の履修により修得

したものとみなすことができる。 

 （他の大学院における授業科目の履修により修得した単位の上限） 

第２４条 前２条の規定により本大学院の学府において修得したものとみなすことのできる単位

数は、第１５条、第１７条及び第１７条の２に規定する転学等の場合を除き、合わせて１５単

位を超えないものとする。       【大学院設置基準第１５条、大学設置基準２８条】 

 （入学前の既修得単位の認定） 

第２５条 学府長は、教育上有益と認めるときは、学生が本大学院の学府に入学する前に大学院

において履修した授業科目について修得した単位（大学院設置基準（昭和４９年文部省令第２

８号）第１５条の規定により科目等履修生として修得した単位を含む。）を、本大学院の学府

に入学した後本大学院の学府における授業科目の履修により修得したものとみなすことができ

る。                 【大学院設置基準第１５条、大学設置基準３０条】 

２ 前項の規定により、各学府において、修得したものとみなすことのできる単位数は、第１５

条、第１７条及び第１７条の２に規定する転学等の場合を除き、本大学院において修得した単

位以外のものについては、１５単位を超えないものとする。 
              【大学院設置基準第１５条、大学設置基準３０条】 

 （本大学院における授業科目の履修により修得したものとみなすことができる単位の上限） 

第２５条の２ 前２条の規定により本大学院の学府において修得したものとみなすことのできる

単位数は、合わせて２０単位を超えないものとする。 

【大学院設置基準第１５条、大学設置基準３０条】 

 （長期にわたる教育課程の履修） 

第２６条 学生が、職業を有している等の事情により、標準修業年限を超えて一定の期間にわた 

 り計画的に教育課程を履修し課程を修了することを希望する旨を学府長に申し出たときは、学 

 府教授会の議を経て学府長が定めるところにより、その計画的な履修を認めることができる。 

                 【大学院設置基準第１５条、大学設置基準第３０条の２】 

 
学則-28



- 8 -

  第４章 修了要件及び学位授与 

 （修士課程の修了要件） 

第２７条 修士課程の修了要件は、修士課程に２年（２年以外の標準修業年限を定める専攻又は

学生の履修上の区分にあっては、当該標準修業年限）以上在学し、各学府規則で定められた授

業科目を履修し、３０単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、当該修士課程の

目的に応じ、修士論文又は特定の課題についての研究の成果の審査及び最終試験に合格するこ

ととする。ただし、在学期間に関しては、総長が認めるときは、優れた業績を上げた者につい

ては、修士課程に１年以上在学すれば足りるものとする。 

                              【大学院設置基準第１６条】 

第２７条の２ 第２条第４項の規定により修士課程として取り扱うものとする博士課程の前期の

課程の修了の要件は、当該博士課程の目的を達成するために必要と認められる場合には、各学

府規則で定めるところにより、前条に規定する修士論文又は特定の課題についての研究の成果

の審査及び最終試験に合格することに代えて、次に掲げる試験及び審査に合格することとする

ことができる。 

(1) 専攻分野に関する高度の専門的知識及び能力並びに当該専攻分野に関連する分野の基礎的

素養であって当該前期の課程において修得し、又は涵養すべきものについての試験 

(2) 博士論文に係る研究を主体的に遂行するために必要な能力であって当該前期の課程におい

て修得すべきものについての審査 

【大学院設置基準第１６条の２】 

 （博士課程の修了要件） 

第２８条 博士課程（医学系学府医学専攻、歯学府及び薬学府臨床薬学専攻の博士課程を除く。

以下本条において同じ。）の修了要件は、博士課程に５年（修士課程に２年以上在学し、当該

課程を修了した者にあっては、当該課程における２年の在学期間を含む。）以上在学し、各学

府規則で定めるところにより、所定の授業科目を履修し、３０単位以上の所定の単位を修得し、

かつ、必要な研究指導を受けた上、博士論文の審査及び最終試験に合格することとする。ただ

し、在学期間に関しては、総長が認めるときは、優れた研究業績を上げた者については、博士

課程に３年（修士課程に２年以上在学し、当該課程を修了した者にあっては、当該課程におけ

る２年の在学期間を含む。）以上在学すれば足りるものとする。  

【大学院設置基準第１７条】 

２ 第２条第８項の規定により標準修業年限を１年以上２年未満とした修士課程を修了した者及

び第２７条ただし書の規定による在学期間をもって修士課程を修了した者の博士課程の修了要

件については、前項中「５年（修士課程に２年以上在学し、当該課程を修了した者にあっては、

当該課程における２年の在学期間を含む。）」とあるのは「修士課程における在学期間に３年

を加えた期間」と、「３年（修士課程に２年以上在学し、当該課程を修了した者にあっては、

当該課程における２年の在学期間を含む。）」とあるのは「３年（修士課程における在学期間

を含む。）」と読み替えて、同項の規定を適用する。      【大学院設置基準第１７条】 

３ 第１項及び第２項の規定にかかわらず、学校教育法施行規則（昭和２２年文部省令第１１号） 

 第１５６条の規定により本大学院の学府への入学資格に関し修士の学位若しくは専門職学位を 

有する者と同等以上の学力があると認められた者又は専門職学位課程を修了した者が博士後期 

課程に入学した場合の博士課程の修了要件は、博士後期課程に３年（法科大学院の課程を修了 

した者にあっては、２年）以上在学し、必要な研究指導を受けた上、博士論文の審査及び最終 

試験に合格することとする。ただし、在学期間に関しては、総長が認めるときは、優れた研究 

業績を上げた者については、博士後期課程に１年（標準修業年限が１年以上２年未満の専門職 

学位課程を修了した者にあっては、３年から当該１年以上２年未満の期間を減じた期間）以上 

在学すれば足りるものとする。               【大学院設置基準第１７条】 

４ 各学府規則で定めるところにより、前項の修了要件として、更に所定の授業科目を履修し、 

 所定の単位を修得することを加えることができる。 
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 （医学系学府医学専攻、歯学府及び薬学府臨床薬学専攻の博士課程の修了要件） 

第２９条 医学系学府医学専攻、歯学府及び薬学府臨床薬学専攻の博士課程の修了要件は、医学

系学府医学専攻、歯学府及び薬学府臨床薬学専攻の博士課程に４年以上在学し、各学府規則で

定めるところにより、所定の授業科目を履修し、３０単位以上の所定の単位を修得し、かつ、

必要な研究指導を受けた上、博士論文の審査及び最終試験に合格することとする。ただし、総

長が認めるときは、在学期間に関しては、優れた研究業績を上げた者については、医学系学府

医学専攻、歯学府及び薬学府臨床薬学専攻の博士課程に３年以上在学すれば足りるものとする。 

                               【大学院設置基準４４条】 

 （大学院における在学期間の短縮） 

第２９条の２ 第２５条の規定により学生が本大学院の学府に入学する前に修得した単位（学校

教育法第１０２条第１項の規定により入学資格を有した後、修得したものに限る。）を本大学

院の学府において修得したものとみなす場合であって、当該単位の修得により本大学院の修士

課程又は博士課程（前期及び後期の課程に区分する博士課程における後期の課程を除く。）の

教育課程の一部を履修したと認めるときは、当該単位数、その修得に要した期間その他を勘案

して１年を超えない範囲で本大学院の学府が定める期間在学したものとみなすことができる。

ただし、この場合においても、修士課程については、当該課程に少なくとも１年以上在学する

ものとする。                        【大学院設置基準１８条】 

２ 前項の規定は、修士課程を修了した者の第２８条第１項（第２８条第２項の規定により読み

替えて適用する場合を含む。以下この項において同じ。）に規定する博士課程における在学期

間（第２８条第１項の規定により博士課程における在学期間に含む修士課程における在学期間

を除く。）については、適用しない。              【大学院設置基準１８条】 

 （後期のみの博士課程の修了要件） 

第２９条の３ 後期のみの博士課程の修了要件は、後期のみの博士課程に３年以上在学し、必要

な研究指導を受けた上、博士論文の審査及び最終試験に合格することとする。ただし、総長が

認めるときは、在学期間に関しては、優れた研究業績を上げたものについては、後期のみの博

士課程に１年（第２７条ただし書の規定による在学期間をもって修士課程を修了した者にあっ

ては、当該課程における在学期間を含めて３年）以上在学すれば足りるものとする。 

２ 各学府規則で定めるところにより、前項の修了要件として、更に所定の授業科目を履修し、

所定の単位を修得することを加えることができる。 

 （学位論文等及び最終試験） 

第３０条 第２７条から前条までの最終試験は、学位論文又は特定の課題についての研究の成果 

 （以下「学位論文等」という。）を中心とし、これに関連のある授業科目について、行うもの 

 とする。 

第３１条 学位論文等及び最終試験の合格又は不合格は、学府教授会において審査する。 

２ 論文審査及び最終試験の細部については、別に定める。 

 （学位の授与） 

第３２条  修士課程、博士課程又は専門職学位課程を修了した者には、九州大学学位規則（平成 

 １６年度九大規則第８６号）の定めるところにより、学位を授与するものとする。 

                          【学教法第１０４条、学位規則第２条】 

２ 前項に規定するもののほか、一貫制博士課程において、第２７条及び第２７条の２に規定す

る修了要件を満たした者にも、修士の学位を授与することができる。 

  第５章 退学、留学及び休学 

 （退学） 

第３３条 学生が退学しようとするときは、学府長を経て総長に退学許可願を提出し、その許可

を受けなければならない。 

 （留学） 

第３４条 外国の大学院等に留学を志願する学生は、学府長に留学願を提出し、その許可を受け 

 
学則-30



- 10 - 

 なければならない。 

２ 前項の許可を得て留学した期間は、第２７条から第２９条まで、又は第５６条の課程修了の 

 要件としての在学期間に通算することができる。 

  （休学） 

第３５条 疾病又は経済的理由のため２月以上修学できない学生は、学府長の許可を得て、その

学年の終りまで休学することができる。 

２ 前項のほか、特別の事情があると認められたときは、学府長は、休学を許可することができ

る。 

３ 疾病のため修学が不適当と認められる学生に対しては、学府長は、休学を命ずることができ

る。 

４ 休学期間中に、その事由が消滅したときは、学府長の許可を得て、復学することができる。 

５ 休学した期間は、在学期間に算入しない。 

６ 休学期間は、修士課程においては２年を、博士後期課程及び後期のみの博士課程においては

３年を、一貫制博士課程においては５年を超えることができない。 

７ 医学系学府医学専攻、歯学府及び薬学府臨床薬学専攻の博士課程における休学期間は４年を

超えることができない。 

第３６条 専門職学位課程（法科大学院を除く。）における休学期間は２年を超えることができ

ない。 

２ 法科大学院における休学期間は３年を超えることができない。 

  第６章 表彰、除籍及び懲戒 

 （表彰） 

第３７条 学生に表彰に価する行為があったときは、総長がこれを表彰することがある。 

２ 表彰に関し必要な事項は、別に定める。 

 （除籍） 

第３８条 総長は、学府長の報告により学生が次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、

当該学生を除籍する。 

 (1) 欠席が長期にわたるとき。 

 (2) 成業の見込みがないとき。 

 (3) 長期間にわたり行方不明のとき。 

 (4) 第４条又は第５条に規定する在学期間の限度を超えたとき。 

 (5) 第３５条第６項若しくは第７項又は第３６条に規定する休学期間の限度を超えてなお復学 

  できないとき。 

第３９条 総長は、学生が次の各号のいずれかに該当するときは、当該学生を除籍する。 

(1) 入学料の一部を免除された者若しくは免除を不許可とされた者又は入学料の徴収を猶予さ

れた者若しくは徴収の猶予を不許可とされた者が、所定の期日までに入学料を納付しないと

き。 

(2) 授業料の納付を怠り、督促を受けてなお納付しないとき。 

 （懲戒） 

第４０条 総長は、学生が九州大学（以下「本学」という。）の規則に違反し、又はその本分に

反する行為があったときは、当該学生を懲戒する。 

２ 前項の場合における懲戒は、訓告、停学及び退学とする。 

３ 懲戒の手続その他懲戒に関し必要な事項は、別に定める。 

  第７章 検定料、入学料、授業料及び寄宿料 

  （検定料） 

第４１条 入学及び再入学等を志願する者は、検定料を納付しなければならない。 

 （入学料） 

第４２条 入学及び再入学等に当たっては、入学料を納付しなければならない。 
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２ 入学料の納付が困難な者に対し、その全部若しくは一部を免除し、又は徴収猶予することが

できる。 

３ 前項の入学料の免除及び徴収猶予に関し必要な事項は、別に定める。 

 （授業料） 

第４３条 各年度に係る授業料は、次の表に掲げる納付区分ごとに、それぞれ授業料の年額の２

分の１に相当する額を同表に掲げる納期に納付しなければならない。ただし、当該期の授業料

の免除、徴収猶予又は月割分納を申請した者の納期については、この限りでない。 

 

納  付  区  分 

 

納   期 

 

 前期（４月１日から９月３０日まで） 

 

 ４月３０日まで 

 

 後期（１０月１日から３月３１日まで） 

 

 

 １０月３１日まで 

 

２ 休学が前項に定めた授業料納付区分の全期間である場合は、その期間分の授業料を免除する。 

３ 経済的理由により授業料を納付することが困難であると認められ、かつ、学業が優秀と認め

られる者その他やむを得ない特別の事情があると認められる者については、授業料の全部若し

くは一部を免除し、徴収猶予し、又は月割分納を許可することができる。 

４ 前項の授業料の免除、徴収猶予及び月割分納に関し必要な事項は、別に定める。 

 （寄宿料） 

第４４条 寄宿舎に入居した者は、所定の期日までに、寄宿料を納付しなければならない。 

２ 前項の規定にかかわらず、特別の事情があると認められる者については、寄宿料を免除する 

 ことができる。 

 （検定料、入学料、授業料及び寄宿料の額等） 

第４５条 検定料、入学料、授業料及び寄宿料の額、徴収方法その他の必要な事項については、 

国立大学法人九州大学における授業料その他の費用に関する規程（平成１６年度九大会規第１ 

２号。以下「費用規程」という。）に定める。 

  第８章 科目等履修生、聴講生、特別聴講学生、研究生及び特別研究学生 

 （科目等履修生） 

第４６条 本学の学生以外の者で、学府の授業科目のうち一又は複数を履修することを志願する 

者があるときは、科目等履修生として入学を許可することがある。 

                    【大学院設置基準第１５条、大学設置基準３１条】 

２ 科目等履修生に関し必要な事項は、別に定める。 

 （聴講生） 

第４７条 本学において、学府又は第１７条の５第２項に定める大学院基幹教育で開講する特定 

の授業科目を聴講することを志願する者があるときは、教育研究上支障がない場合に限り、選 

考の上、聴講生として入学を許可することがある。 

２ 聴講生に関し必要な事項は、別に定める。 

 （特別聴講学生） 

第４８条 他の大学院又は外国の大学院の学生で、本学において、学府の開講する特定の授業科 

 目を履修することを志願する者があるときは、当該他の大学院又は外国の大学院との協議に基 

 づき、特別聴講学生として入学を許可することがある。 

２ 特別聴講学生に関し必要な事項は、別に定める。 

 （研究生） 

第４９条 学府において、特定の専門事項について研究することを志願する者があるときは、当 

 該学府の教育研究上支障がない場合に限り、選考の上、研究生として入学を許可することがあ 

 る。 
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２ 研究生に関し必要な事項は、別に定める。 

 （特別研究学生） 

第５０条 他の大学院又は外国の大学院の学生で、本学の学府又は研究所等において、研究指導 

 を受けることを志願する者があるときは、当該他の大学院又は外国の大学院との協議に基づき、 

 特別研究学生として研究指導を受けることを認めることがある。 

２ 特別研究学生に関し必要な事項は、別に定める。 

 （授業料等） 

第５１条 科目等履修生、聴講生、特別聴講学生、研究生及び特別研究学生の検定料、入学料及 

 び授業料の額、徴収方法その他の必要な事項については、費用規程に定める。 

  第９章 専門職大学院の教育方法等 

 （教育課程） 

第５２条 総長は、専門職大学院において、その教育上の目的を達成するために専攻分野に応じ

必要な授業科目を、産業界等と連携しつつ開設し、体系的に教育課程を編成するものとする。 

【専門職大学院設置基準第６条】 

 （教育課程連携協議会） 

第５２条の２ 専門職大学院に、産業界等との連携により、教育課程を編成し、及び円滑かつ効 

果的に実施するため、教育課程連携協議会を置く。 

２ 教育課程連携協議会の任務、組織その他必要な事項は、別に定める。 

 （授業の方法等）           

第５３条 専門職大学院においては、その目的を達成し得る実践的な教育を行うよう専攻分野に

応じ事例研究、現地調査又は双方向若しくは多方向に行われる討論若しくは質疑応答その他の

適切な方法により授業を行うものとする。         【専門職大学院設置基準第８条】 

２ 第１８条第２項の規定により多様なメディアを高度に利用して授業を行う教室等以外の場所 

 で履修させることは、これによって十分な教育効果が得られる専攻分野に関して、当該効果が 

 認められる授業について、行うことができるものとする。  【専門職大学院設置基準第８条】 

 （履修科目の登録の上限） 

第５４条 専門職大学院は、学生が各年次にわたって適切に授業科目を履修するため、学生が１ 

 年間又は１学期に履修科目として登録することができる単位数の上限を定めるものとする。 

                           【専門職大学院設置基準第１２条】 

 （専門職大学院において修得したものとみなすことのできる単位数の限度） 

第５５条 第２２条（第３項を除く。）、第２３条及び第２５条第１項の規定により専門職大学

院において修得したものとみなすことのできる単位数は、第２４条及び第２５条第２項の規定

にかかわらず、第１５条及び第１７条の規定の転学等の場合を除き、合わせて専門職大学院が

修了要件として定める３０単位以上の単位数の２分の１を超えないものとする。 

                      【専門職大学院設置基準第１３条、第１４条】 

２ 前項の規定にかかわらず、第２２条（第３項を除く。）、第２３条、第２５条第１項及び第 

 ５８条第１項の規定により法科大学院において修得したものとみなすことのできる単位数は、 

 第２４条及び第２５第２項の規定にかかわらず、第１５条及び第１７条の規定の転学等の場合 

 を除き、合わせて３３単位を超えないものとする。 

                      【専門職大学院設置基準第２１条、第２２条】 

 （専門職学位課程の修了要件） 

第５６条 専門職学位課程（法科大学院を除く。）の修了の要件は、専門職学位課程に２年以上 

 在学し、当該学府規則で定められた授業科目を履修し、３０単位以上の修得その他の教育課程 

 の履修により課程を修了することとする。       【専門職大学院設置基準第１５条】 

２ 法科大学院の修了の要件は、法科大学院に３年以上在学し、当該大学院規則で定められた授

業科目を履修し、９３単位以上の所定の単位を修得することとする。           

                          【専門職大学院設置基準第２３条】 
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３ 専門職大学院において、必要と認めるときは、前２項の修了要件としての単位数に、更に単 

 位数を加えることができる。 

  （専門職学位課程の在学期間の短縮） 

第５７条 専門職大学院は、第２５条第１項の規定により、専門職大学院に入学する前に修得し

た単位（学校教育法第１０２条第１項の規定により入学資格を有した後、修得したものに限る。）

を専門職大学院において修得したものとみなす場合であって当該単位の修得により当該専門職

大学院の教育課程の一部を履修したと認めるときは、当該単位数、その修得に要した期間その

他を勘案して１年を超えない範囲で専門職大学院が定める期間在学したものとみなすことがで

きる。                       【専門職大学院設置基準第１６条】 

 （法科大学院の法学既修者） 

第５８条 法科大学院は、法科大学院において必要とされる法学の基礎的な学識を有すると認め

る者（以下「法学既修者」という。）に関しては、第５６条第２項に規定する在学期間につい

ては１年を超えない範囲で法科大学院が認める期間在学し、同項に規定する単位については、

法科大学院が認める単位を修得したものとみなすことができる。 

                           【専門職大学院設置基準第２５条】 

２ 前項の規定により法学既修者について在学したものとみなすことのできる期間は、前条の規

定により在学したものとみなす期間と合わせて１年を超えないものとする。 

                           【専門職大学院設置基準第２５条】 

   附 則 

１ この規則は、平成１６年４月１日から施行する。 

２ 平成１６年３月３１日に本大学院に在学し、平成１６年４月１日以降も引き続き在学する者

の教育課程の履修その他当該学生の教育に必要な事項については、九州大学大学院学則（昭和

５０年５月２０日施行）等の規定によるものとする。 

   附 則（平成１６年度九大規則第１９５号） 

 この規則は、平成１７年４月１日から施行する。 

   附 則（平成１７年度九大規則第３２号） 

 この規則は、平成１８年４月１日から施行する。 

   附 則（平成１８年度九大規則第３９号） 

 この規則は、平成１９年４月１日から施行する。 

   附 則（平成１９年度九大規則第３３号） 

 この規則は、平成１９年１２月２６日から施行する。 

   附 則（平成１９年度九大規則第６０号） 

 この規則は、平成２０年４月１日から施行する。 

   附 則（平成２０年度九大規則第３９号） 

 この規則は、平成２１年４月１日から施行する。 

   附 則（平成２１年度九大規則第５１号） 

 この規則は、平成２２年４月１日から施行する。 

   附 則（平成２２年度九大規則第８４号） 

 この規則は、平成２３年４月１日から施行する。 

   附 則（平成２３年度九大規則第８２号） 

 この規則は、平成２４年４月１日から施行する。 

   附 則（平成２４年度九大規則第１号） 

 この規則は、平成２４年５月１日から施行し、平成２４年３月１４日から適用する。 

   附 則（平成２４年度九大規則第３０号） 

 この規則は、平成２４年１２月１日から施行する。 

   附 則（平成２４年度九大規則第４８号） 

 この規則は、平成２５年４月１日から施行する。 
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   附 則（平成２５年度九大規則第８５号） 

１ この規則は、平成２６年４月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学大学院通則第５５条第２項の規定は、平成２６年４月１日

に九州大学法務学府実務法学専攻に入学する者から適用し、同年３月３１日に同専攻に在学し、

同年４月１日以降も引き続き在学する者については、なお従前の例による。 

   附 則（平成２６年度九大規則第７９号） 

 この規則は、平成２７年４月１日から施行する。 

   附 則（平成２７年度九大規則第３７号） 

 この規則は、平成２８年４月１日から施行する。 

   附 則（平成２８年度九大規則第４号） 

 この規則は、平成２８年６月１日から施行し、平成２８年４月１日から適用する。 

      附 則（平成２８年度九大規則第８７号） 

 この規則は、平成２９年４月１日から施行する。 

      附 則（平成２９年度九大規則第６９号） 

 この規則は、平成３０年４月１日から施行する。 

   附 則（平成３０年度九大規則第６２号） 

 この規則は、平成３１年４月１日から施行する。 

   附 則（令和元年度九大規則第２６号） 

 この規則は、令和２年４月１日から施行する。 

   附 則（令和２年度九大規則第６号） 

１ この規則は、令和２年１０月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学大学院通則（以下「新規則」という。）第１０条第１項第

２号の規定は、平成３１年４月１日から適用する。 

３ 新規則第２４条、第２５条、第２５条の２、第２９条の２の規定は、令和２年６月３０日か

ら適用する。 

   附 則（令和２年度九大規則第３８号） 

 この規則は、令和３年１月１日から施行する。 

   附 則（令和２年度九大規則第４３号） 

１ この規則は、令和３年４月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学大学院通則第２１条及び第５６条の規定は、令和３年４月

１日に本学に入学する者から適用し、同年３月３１日に本学に在学し、同年４月１日以降も引

き続き在学する者については、なお従前の例による。 
附 則（令和３年度九大規則第５２号） 

この規則は、令和３年１０月１日から施行する。 

附 則（令和３年度九大規則第  号） 

この規則は、令和４年４月１日から施行する。 
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別表第１（第６条関係）（修士課程及び博士後期課程） 

 

 

 

 学 府 名      

 

 

 

 

 専 攻 名         

 

 

 

 

             学生定員 

 

 

 

 収容定員      

 

 

 

修士課程 

 

博士後期課程 

 

１年次    

 

２年次    

 

１年次    

 

２年次    

 

３年次    

 

人文科学府 

 

 

 

 

 

 

 

人文基礎専攻 

 

16 
 

16 
 

7 
 

7 
 

7 
 

187 
うち修士課程 

112 
博士後期課程 

75 
 

 

 

歴史空間論専攻 

 

20 
 

20 
 

9 
 

9 
 

9 
 

言語・文学専攻 

 

20 
 

20 
 

9 
 

9 
 

9 
 

    計      

 

56 
 

56 
 

25 
 

25 
 

25 
 

地球社会統合

科学府 

 

 

 

 

地球社会統合科学専攻 

 

 

 

 

 

60 
 

 

 

 

 

60 
 

 

 

 

 

35 
 

 

 

 

 

35 
 

 

 

 

 

35 
 

 

 

 

 

225 
うち修士課程 

120 
博士後期課程 

105 
 

人間環境学府 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市共生デザイン専攻 

 

20 
 

20 
 

5 
 

5 
 

5 
 

310 
うち修士課程   

190 
博士後期課程 

120 
 

 

 

 

 

 

 

人間共生システム専攻 

 

11 
 

11 
 

9 
 

9 
 

9 
 

行動システム専攻 

 

17 
 

17 
 

10 
 

10 
 

10 
 

教育システム専攻 

 

19 
 

19 
 

9 
 

9 
 

9 
 

空間システム専攻 

 

28 
 

28 
 

7 
 

7 
 

7 
 

    計 

 

95 
 

95 
 

40 
 

40 
 

40 
 

法学府 

 

 

 

 

 

法政理論専攻 

 

 

 

 

 

72 
 

 

 

 

 

62 
 

 

 

 

 

17 
 

 

 

 

 

17 
 

 

 

 

 

17 
 

 

 

 

 

185 
うち修士課程 

134 
博士後期課程 

51 
 

経済学府 

 

 

 

 

 

 

経済工学専攻 

 

20 
【1】

 

20 
 

10 
【1】

 

10 
 

10 
 

166 
【5】

うち修士課程  
94 

【2】
博士後期課程  

72 

 

経済システム専攻 

 

27 
 

27 
 

14 
 

14 
 

14 
 

    計 

 

 

47 
【1】

 

47 
 

 

24 
【1】

 

24 
 

 

24 
 

 
学則-36



- 16 - 

  【3】
 

理学府 

 

 

 

 

 

 

 

物理学専攻 

 

41 
 

41 
 

14 
 

14 
 

14 
 

429 
うち修士課程 

288 
博士後期課程 

141 
 

 

 

化学専攻 

 

62 
 

62 
 

19 
 

19 
 

19 
 

地球惑星科学専攻 

 

41 
 

41 
 

14 
 

14 
 

14 
 

    計 

 

144 
 

144 
 

47 
 

47 
 

47 
 

数理学府 

 

 

 

 

 

数理学専攻 

 

 

54 
【8】

 

 

54 
 

 

 

 

 

20 
【9】

 

 

 

 

 

20 
 

 

 

 

 

20 
 

 

 

 

 

168 
【43】

うち修士課程 

108 
【16】

博士後期課程 

60 
【27】

 

医学系学府 

 

 

 

 

 

医科学専攻 

 

20 
 

20 
 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

124 
うち修士課程 

94 
博士後期課程 

30 

 

保健学専攻 

 

27 
 

27 
 

10 
 

10 
 

10 
 

    計 

 

47 
 

47 
 

10 
 

10 
 

10 
 

薬学府 

 

 

 

 

 

創薬科学専攻 

 

 

 

 

 

55 
 

 

 

 

 

55 
 

 

 

 

 

12 
 

 

 

 

 

12 
 

 

 

 

 

12 
 

 

 

 

 

146 
うち修士課程 

110 
博士後期課程 

36 
 

工学府 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

材料工学専攻 

 

43 
 

43 
 

10 
 

10 
 

－ 

 

※1,193 
1,173 

うち修士課程 

※852 
832 

博士後期課程 

341 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

応用化学専攻 

 

68 
 

68 
 

18 
 

18 
 

－ 

 

化学工学専攻 

 

30 
 

30 
 

8 
 

8 
 

－ 

 

機械工学専攻 

 

73 
 

73 
 

16 
 

16 
 

16 
 

水素エネルギーシステ

ム専攻 

 

35 
 

 

35 
 

 

9 
 

 

9 
 

 

9 
 

 

航空宇宙工学専攻 

 

30 
 

30 
 

10 
 

10 
 

12 
 

量子物理工学専攻 

 

30 
 

30 
 

10 
 

10 
 

－ 

 

船舶海洋工学専攻 

 

25 
 

25 
 

8 
 

8 
 

－ 
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地球資源システム工学

専攻 

 

20 
 

 

20 
 

 

8 
 

 

8 
 

 

8 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共同資源工学専攻 

 

 

※20 
    10 

 

※20 
    10 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

土木工学専攻 

 

52 
 

52 
 

16 
 

16 
 

－ 

 

（物質創造工学専攻） 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

10 
 

（物質プロセス工学専

攻） 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

－ 
 

 

9 
 

 

（材料物性工学専攻） 

 

－ 

 

－ 
 

－ 

 

－ 

 

7 
 

（化学システム工学専

攻） 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

10 
 

 

（建設システム工学専

攻） 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

8 
 

 

（都市環境システム工

学専攻） 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

8 
 

 

（海洋システム工学専

攻） 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

8 
 

 

（エネルギー量子工学

専攻） 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

10 
 

 

    計 

 

 

※426 
   416 

 

※426 
   416 

 

113 
 

 

113 
 

 

115 
 

 

芸術工学府 

 

 

 

 

 

 

芸術工学専攻 120 

 
－ 30 － － 330 

うち修士課程 

240 
博士後期課程 

 90 
 

 

 

 

（芸術工学専攻） 

 
－ 

 

92 
 

－ 

 

25 
 

25 
 

（デザインストラテジ

ー専攻） 

 
－ 

 

 

28 
 

   
  － 

 

 

5 
 

 

5 
 

 

    計 

 

120 
 

120 
 

30 
 

30 
 

30 
 

システム情報

科学府 

 

 

 

情報理工学専攻 

 

105 
【2】

 

105 
 

29 
【3】

 

29 
 

－ 

 

475 
【18】

うち修士課程 

340 
 

電気電子工学専攻 

 

65 
 

65 
 

16 
 

16 
 

－ 
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【1】 【1】  【6】
博士後期課程 

135 
【12】

 

 

（情報学専攻） 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

14 
 

（情報知能工学専攻） 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

15 
 

（電気電子工学専攻） 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

16 
 

    計 

 

170 
【3】

 

170 
 

45 
【4】

 

45 
 

45 

 

総合理工学府 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合理工学専攻 

 

172 
 

172 
 

62 
 

62 
 

－ 

 

528 
うち修士課程 

344 
博士後期課程 

184 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（量子プロセス理工学

専攻） 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

14 
 

 

（物質理工学専攻） 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

14 
 

（先端エネルギー理工

学専攻） 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

12 
 

 

（環境エネルギー工学

専攻） 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

9 
 

 

（大気海洋環境システ

ム学専攻） 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

11 
 

 

    計 

 

172 
 

172 
 

62 
 

62 
 

60 
 

生物資源環境

科学府 

 

 

 

 

 

 

 

 

資源生物科学専攻 

 

66 
 

66 
 

26 
 

26 
 

26 
 

719 
うち修士課程 

488 
博士後期課程 

231 
 

 

 

 

 

環境農学専攻 

 

66 
 

66 
 

21 
 

21 
 

21 
 

農業資源経済学専攻 

 

13 
 

13 
 

5 
 

5 
 

5 
 

生命機能科学専攻 

 

99 
 

99 
 

25 
 

25 
 

25 
 

    計 

 

244 
 

244 
 

77 
 

77 
 

77 
 

統合新領域学

府 

 

 

 

 

 

 

 

ユーザー感性学専攻 

 

30 
 

30 
 

4 
 

4 
 

4 
 

164 
うち修士課程 

122 
博士後期課程 

42 
 

 

 

 

オートモーティブサイ

エンス専攻 

 

21 
 

 

21 
 

 

7 
 

 

7 
 

 

7 
 

 

ライブラリーサイエン

ス専攻 

 

10 
 

 

10 
 

 

3 
 

 

3 
 

 

3 
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     計 61 61 14 14 14  
マス・フォア・

イノベーショ

ン連係学府 

 博士前期課程 博士後期課程  
〈66〉

うち 

博士前期課程 

〈24〉
博士後期課程 

〈42〉

 
〈12〉

 
－ 

 
〈14〉

 
－ 

 
－ 

 

 

       総         計  

 

 

 

 

 

 

 

※1,823 
1,813 

 

 

 

 

 

 

 

※1,813 
1,803 

 

 

 

 

 

 

 

571 
 

 

 

 

 

 

 

 

571 
 

 

 

 

 

 

 

 

571 
 

 

 

 

 

 

 

 

※5,349 
5,329 

うち修士課程 

※3,636 
3,616 

博士後期課程 

1,713 
 

（備考） 

   １ （ ）を付した専攻は、学府の改組により、学生募集を停止したものである。 

  ２ 外国人である学生は、定員外とすることができる。 

    ３ 工学府共同資源工学専攻及び総計の※付きの数字は、本学及び北海道大学の合計数であ

る。                                       
４ 〈 〉を付した数字は連係学府の定員数であり、各連係協力学府の定員数の内数である。 
５ 【 】を付した数字は連係協力学府から連係学府に割り当てる定員数で、かつ、連係協 
力学府の定員数の内数である。  
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別表第２（第６条関係） 

（一貫制博士課程並びに医学系学府医学専攻、歯学府及び薬学府臨床薬学専攻の博士課程） 

 

 

 

学 府 名      

 

 

 

 

 

専 攻 名         

 

 

 

学生定員 

 

 

 

収容定員      

 

 

 

博士課程 

 

１年次 

 

２年次 

 

３年次 

 

４年次 

 

５年次 

 

システム生命科

学府 

 

システム生命科学専

攻 

 

54 
 

 

54 
 

 

54 
 

 

54 
 

 

54 
 

 

270 
 

 

医学系学府 

 

医学専攻 

 

107 
 

107 
 

107 
 

107 
 

－ 

 

428 
 

歯学府 

 

歯学専攻 

 

43 
 

43 
 

43 
 

43 
 

－ 

 

172 
 

薬学府 

 

臨床薬学専攻 

 

5 
 

5 
 

5 
 

5 
 

－ 

 

20 
 

    総         計   

 

 

209 
 

 

209 
 

 

209 
 

 

209 
 

 

54 
 

 

890 
 

（備考） 外国人である学生は、定員外とすることができる。 
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別表第３（第６条関係）（専門職学位課程） 

 

 

 

学 府 名      

 

 

 

 

 

専 攻 名         

 

 

 

学生定員 

 

 

                 
   収容定員      

              

 

 

専門職学位課程 

 

１年次 

 

２年次 

 

３年次 

 

人間環境学府 

 

実践臨床心理学専攻 

 

30 
 

30 
 

－ 

 

60 
 

法務学府 

 

実務法学専攻 

 

45 
 

45 
 

45 
 

135 
 

経済学府 

 

 

産業マネジメント専

攻 

 

45 
 

 

45 
 

 

－ 

 

 

90 
 

 

医学系学府 

 

 

医療経営・管理学専

攻 

 

20 
 

 

20 
 

 

－ 

 

 

40 
 

 

     総         計 

 

 

140 
 

 

140 
 

 

45 
 

 

325 
 

（備考） 外国人である学生は、定員外とすることができる。 
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 九州大学大学院通則の一部を改正する規則（案） 

令 和 ３ 年 度 九 大 規 則 第  号 

制 定：令和 ４年 ３月  日 

 マス・フォア・イノベーション連係学府を設置することに伴い、九州大学大学院通則（平

成１６年度九大規則第３号）の一部を次のように改正する。 

（新） （旧） 

（略） 
（修業年限等） 

第２条 博士課程（医学系学府医学専攻、歯

学府及び薬学府臨床薬学専攻の博士課程を

除く。）の標準修業年限は、５年とする。 
２～５ （略） 
６ 第４項の前期２年及び後期３年の課程並

びに前項の課程は、それぞれ「修士課程」

（連係学府において「博士前期課程」と称

することができる。）及び「博士後期課

程」並びに「一貫制博士課程」という。 

７・８ （略） 
（略） 

 （定員） 
第６条 各学府の学生の定員は、別表第１、

別表第２及び別表第３のとおりとする。 
（略） 

別表第１ （別紙のとおり） 
別表第２・３ （略） 

（略） 
（修業年限等） 

第２条 （同左） 
 
 
２～５ （略） 
６ 第４項の前期２年及び後期３年の課程並

びに前項の課程は、それぞれ「修士課程」

及び「博士後期課程」並びに「一貫制博士

課程」という。 
 
７・８ （略） 

（略） 
（定員） 

第６条 （同左） 
 

（略） 
別表第１ （別紙のとおり） 
別表第２・３ （略） 

   附 則 

 この規則は、令和４年４月１日から施行する。  
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（別紙） 

 

  新 

 
別表第１（第６条関係）（修士課程及び博士後期課程） 

 

 

 

 学 府 名      

 

 

 

 

 専 攻 名         

 

 

 

 

             学生定員 

 

 

 

 収容定員      

 

 

 

修士課程 

 

博士後期課程 

 

１年次    

 

２年次    

 

１年次    

 

２年次    

 

３年次    

（略） 

 

経済学府 

 

 

 

 

 

 

経済工学専攻 

 

20 
【1】

 

20 
 

10 
【1】

 

10 
 

10 
 

166 
【5】

うち修士課程  
94 

【2】
博士後期課程  

72 
【3】

 

経済システム専攻 

 

27 
 

27 
 

14 
 

14 
 

14 
 

    計 

 

 

47 
【1】

 

 

47 
 

 

24 
【1】

 

 

24 
 

 

24 
 

（略） 

 

数理学府 

 

 

 

 

 

数理学専攻 

 

 

54 
【8】

 

 

54 
 

 

 

 

 

20 
【9】

 

 

 

 

 

20 
 

 

 

 

 

20 
 

 

 

 

 

168 
【43】

うち修士課程 

108 
【16】

博士後期課程 

60 
【27】

（略） 

 

工学府 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

材料工学専攻 

 

43 
 

43 
 

10 
 

10 
 

－ 

 

※1,193 
1,173 

うち修士課程 

※852 
832 

博士後期課程 

341 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

応用化学専攻 

 

68 
 

68 
 

18 
 

18 
 

－ 

 

化学工学専攻 

 

30 
 

30 
 

8 
 

8 
 

－ 

 

機械工学専攻 

 

73 
 

73 
 

16 
 

16 
 

16 
 

水素エネルギーシステ

ム専攻 

 

35 
 

 

35 
 

 

9 
 

 

9 
 

 

9 
 

 

航空宇宙工学専攻 

 

30 
 

30 
 

10 
 

10 
 

12 
 

量子物理工学専攻 

 

30 
 

30 
 

10 
 

10 
 

－ 

 

船舶海洋工学専攻 

 

25 
 

25 
 

8 
 

8 
 

－ 
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地球資源システム工学

専攻 

 

20 
 

 

20 
 

 

8 
 

 

8 
 

 

8 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共同資源工学専攻 

 

 

※20 
    10 

 

※20 
    10 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

土木工学専攻 

 

52 
 

52 
 

16 
 

16 
 

－ 

 

（物質創造工学専攻） 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

10 
 

（物質プロセス工学専

攻） 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

－ 
 

 

9 
 

 

（材料物性工学専攻） 

 

－ 

 

－ 
 

－ 

 

－ 

 

7 
 

（化学システム工学専

攻） 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

10 
 

 

（建設システム工学専

攻） 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

8 
 

 

（都市環境システム工

学専攻） 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

8 
 

 

（海洋システム工学専

攻） 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

8 
 

 

（エネルギー量子工学

専攻） 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

10 
 

 

    計 

 

 

※426 
   416 

 

※426 
   416 

 

113 
 

 

113 
 

 

115 
 

 

芸術工学府 

 

 

 

 

 

 

芸術工学専攻 120 

 
－ 30 － － 330 

うち修士課程 

240 
博士後期課程 

 90 
 

 

 

 

（芸術工学専攻） 

 
－ 

 

92 
 

－ 

 

25 
 

25 
 

（デザインストラテジ

ー専攻） 

 
－ 

 

 

28 
 

   
  － 

 

 

5 
 

 

5 
 

 

    計 

 

120 
 

120 
 

30 
 

30 
 

30 
 

システム情報

科学府 

 

 

 

 

 

 

情報理工学専攻 

 

105 
【2】

 

105 
 

29 
【3】

 

29 
 

－ 

 

475 
【18】

うち修士課程 

340 
 【6】

博士後期課程 

135 

 

電気電子工学専攻 

 

65 
【1】

 

65 
 

16 
【1】

 

16 
 

－ 

 

（情報学専攻） 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

14 
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（情報知能工学専攻） 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

15 
【12】

 

 

（電気電子工学専攻） 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

16 
 

    計 

 

170 
【3】

 

170 
 

45 
【4】

 

45 
 

45 

 

総合理工学府 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合理工学専攻 

 

172 
 

172 
 

62 
 

62 
 

－ 

 

528 
うち修士課程 

344 
博士後期課程 

184 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（量子プロセス理工学

専攻） 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

14 
 

 

（物質理工学専攻） 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

14 
 

（先端エネルギー理工

学専攻） 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

12 
 

 

（環境エネルギー工学

専攻） 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

9 
 

 

（大気海洋環境システ

ム学専攻） 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

11 
 

 

    計 

 

172 
 

172 
 

62 
 

62 
 

60 
（略） 

 

統合新領域学

府 

 

（略） 

マス・フォア

・イノベーシ

ョン連係学府 

 博士前期課程 博士後期課程  
〈66〉

うち 

博士前期課程 

〈24〉
博士後期課程 

〈42〉

 
〈12〉

 
－ 

 
〈14〉

 
－ 

 
－ 

 

 

       総         計  

 

 

 

 

 

 

 

※1,823 
1,813 

 

 

 

 

 

 

 

※1,813 
1,803 

 

 

 

 

 

 

 

571 
 

 

 

 

 

 

 

 

571 
 

 

 

 

 

 

 

 

571 
 

 

 

 

 

 

 

 

※5,349 
5,329 

うち修士課程 

※3,636 
3,616 

博士後期課程 

1,713 
 

（備考） 

   １～３ （略）                                       
４ 〈 〉を付した数字は連係学府の定員数であり、各連係協力学府の定員数の内数である。 
５ 【 】を付した数字は連係協力学府から連係学府に割り当てる定員数で、かつ、連係協 
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力学府の定員数の内数である。  
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   旧 

 
別表第１（第６条関係）（修士課程及び博士後期課程） 

 

 

 

 学 府 名      

 

 

 

 

 専 攻 名         

 

 

 

 

             学生定員 

 

 

 

 収容定員      

 

 

 

修士課程 

 

博士後期課程 

 

１年次    

 

２年次    

 

１年次    

 

２年次    

 

３年次    

（略） 

 

経済学府 

 

 

 

 

 

 

経済工学専攻 

 
20 

 
20 

 
10 

 
10 

 
10 

 

166 
うち修士課程  

94 
博士後期課程  

72 

 

経済システム専攻 

 
27 

 
27 

 
14 

 
14 

 
14 

 

    計 

 

 
47 

 
47 

 

 
24 

 
24 

 

 
24 

 
（略） 

 

数理学府 

 

 

 

 

 

数理学専攻 

 

 
54 

 
54 

 
 
 
 

 
20 

 
 
 
 

 
20 

 
 
 
 

 
20 

 
 
 
 

 

168 
うち修士課程 

108 
博士後期課程 

60 

（略） 

 

工学府 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

材料工学専攻 

 
43 

 
－ 

 
10 

 
－ 

 
－ 

 

※1,168 
1,148 

うち修士課程 

※825 
805 

博士後期課程 

343 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

応用化学専攻 

 
68 

 
－ 

 
18 

 
－ 

 
－ 

 

化学工学専攻 

 
30 

 
－ 

 
8 

 
－ 

 
－ 

 

機械工学専攻 

 
73 

 
62 

 
16 

 
16 

 
16 

 

水素エネルギーシステ

ム専攻 

 
35 

 

 
    30 

 
9 

 

 
9 

 

 
9 

 
 

航空宇宙工学専攻 

 
30 

 
30 

 
10 

 
12 

 
12 

 

量子物理工学専攻 

 
30 

 
－ 

 
10 

 
－ 

 
－ 

 

船舶海洋工学専攻 

 
25 

 
－ 

 
8 

 
－ 

 
－ 

 

地球資源システム工学

専攻 

 
20 

 

 
20 

 

 
8 

 

 
8 

 

 
8 
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共同資源工学専攻 

 

※20 
    10 

※20 
    10 

－ 
 

－ 
 

－ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土木工学専攻 

 
52 

 
－ 

 
16 

 
－ 

 
－ 

 

（物質創造工学専攻） 

 
－ 

 
38 

 
－ 

 
10 

 
10 

 

（物質プロセス工学専

攻） 

 
－ 

 

 
30 

 
－ 

 

 
9 
 

 
9 
 

 

（材料物性工学専攻） 

 
－ 

 
33 

 
－ 

 
7 

 
7 

 

（化学システム工学専

攻） 

 
－ 

 

 
35 

 

 
－ 

 

 
10 

 

 
10 

 
 

（建設システム工学専

攻） 

 
－ 

 

 
24 

 
－ 

 

 
8 

 
8 
 

 

（都市環境システム工

学専攻） 

 
－ 

 

 
28 

 
－ 

 

 
8 

 
8 
 

 

（海洋システム工学専

攻） 

 
－ 

 

 
21 

 
－ 

 

 
8 

 
8 
 

 

（エネルギー量子工学

専攻） 

 
－ 

 

 
28 

 
－ 

 

 
10 

 
10 

 
 

    計 

 

 
※426 

   416 

 
※399 

   389 

 
113 

 

 
115 

 

 
115 

 
 

芸術工学府 

 

 

 

 

 

 

 

 

芸術工学専攻 92 
 

92 25 25 25 

 
 
 

330 
うち修士課程 

240 
博士後期課程 

 90 
 

 

 

デザインストラテジー

専攻 

 
28 

 
28 

 
5 

 
5 

 
5 

 

    計 

 

120 
 

120 
 

30 
 

30 
 

30 

 

システム情報

科学府 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報理工学専攻 

 
105 

 
－ 

 
29 

 
－ 

 
－ 

 

445 
うち修士課程 

310 
博士後期課程 

135 

 

電気電子工学専攻 

 
65 

 
－ 

 
16 

 
－ 

 
－ 

 

（情報学専攻） 

 
－ 

 
40 

 
－ 

 
14 

 
14 

 

（情報知能工学専攻） 

 
－ 

 
45 

 
－ 

 
15 

 
15 
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（電気電子工学専攻） 

 
－ 

 
55 

 
－ 

 
16 

 
16 

 

    計 

 
170 

 
140 

 
45 

 
45 

 
45 

 

総合理工学府 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合理工学専攻 

 
172 

 
－ 

 
62 

 
－ 

 
－ 

 

518 
うち修士課程 

336 
博士後期課程 

182 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（量子プロセス理工学

専攻） 

 
－ 

 

 
37 

 

 
－ 

 

 
14 

 

 
14 

 
 

（物質理工学専攻） 

 
－ 

 
37 

 
－ 

 
14 

 
14 

 

（先端エネルギー理工

学専攻） 

 
－ 

 

 
34 

 

 
－ 

 

 
12 

 

 
12 

 
 

（環境エネルギー工学

専攻） 

 
－ 

 

 
26 

 

 
－ 

 

 
9 
 

 
9 
 

 

（大気海洋環境システ

ム学専攻） 

 
－ 

 

 
30 

 

 
－ 

 

 
11 

 

 
11 

 
 

    計 

 
172 

 
164 

 
62 

 
60 

 
60 

（略） 

 

統合新領域学

府 

 

（略） 

 

 

       総         計  

 

 

 

 

 

 

 

※1,823 
1,813 

 

 

 

 

 

 

 

※1,748 
1,738 

 

 

 

 

 

 

 

571 
 

 

 

 

 

 

 

 

571 
 

 

 

 

 

 

 

 

571 
 

 

 

 

 

 

 

 

※5,284 
5,264 

うち修士課程 

※3,571 
3,551 

博士後期課程 

1,713 
 

（備考） 

   １～３ （略）                                       
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九州大学学位規則（案）

平成１６年度九大規則第８６号

施 行：平成１６年 ４月 １日

最終改正：令和 ４年 ３月 日

（令和３年度九大規則第 号）

（趣旨）

第１条 この規則は、学位規則（昭和２８年文部省令第９号）により定めるように規定されてい

る事項その他九州大学（以下「本学」という。）が授与する学位について必要な事項を定める

ものとする。

（学位）

第２条 本学が授与する学位は、学士、修士及び博士とする。

２ 本学が授与する専門職学位は、修士（専門職）及び法務博士（専門職）とする。

（学士の学位授与の要件）

第３条 学士の学位授与は、本学の課程を修了し、卒業を認定された者に対し行うものとする。

（修士の学位授与の要件）

第４条 修士の学位授与は、本学大学院の学府の修士課程を修了した者に対し行うものとする。

２ 前項に定めるもののほか、修士の学位は、九州大学大学院通則（平成１６年度九大規則第３

号。以下「大学院通則」という。）第２条第５項に定める一貫制博士課程（以下「一貫制博士

課程」という。）において、大学院通則第２７条及び第２７条の２に規定する修了要件を満た

した者に対し授与することができる。

（博士の学位授与の要件）

第５条 博士の学位授与は、本学大学院の学府の博士課程を修了した者に対し行うものとする。

（専門職学位の授与の要件）

第６条 専門職学位の授与は、本学大学院の学府の専門職大学院の課程を修了した者に対し行う

ものとする。

（修士の学位授与）

第７条 修士の学位授与に関して必要な事項は、各学府規則で定める。

（博士論文の提出）

第８条 博士論文（以下「論文」という。）は、博士後期課程にあっては２年以上（法科大学院

の課程を修了した者が博士後期課程に入学した場合にあっては１年以上）、医学系学府医学専

攻、歯学府及び薬学府臨床薬学専攻の博士課程（以下「医学系、歯学及び薬学の博士課程」と

いう。）にあっては３年以上、一貫制博士課程にあっては４年以上在学し、各学府規則に定め

る所要の授業科目の単位を修得し、かつ、必要な研究指導を受けなければ、提出することがで

きない。

２ 前項の規定にかかわらず、優れた研究業績を上げた者については、在学期間が博士後期課程

にあっては２年、医学系、歯学及び薬学の博士課程にあっては３年、一貫制博士課程にあって

は４年に満たなくても論文を提出させることができる。

３ 論文は、在学期間中に提出するものとし、その期日は、各学府規則で定める。ただし、博士

後期課程、医学系、歯学及び薬学の博士課程又は一貫制博士課程に所定の年限在学し、各学府

規則に定める所要の授業科目の単位を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた者は、退学の上、

別に定める期間内に論文を提出することができる。

４ 論文は、論文審査願に、論文目録、論文要旨及び履歴書各１通を添え、当該学府長を経て総

長に提出するものとする。

第９条 論文は、１編とし、２通を提出するものとする。ただし、参考として、他の論文を添付

することができる。

２ 総長は、審査のため必要があるときは、論文の副本又は訳文、模型、標本等の提出を求める

ことがある。

３ 受理した論文は、返還しない。

（論文の審査）

第１０条 総長は、論文を受理したときは、学府教授会にその審査を付託するものとする。

２ 前項の審査は、論文を受理した後１年以内に終了するものとする。

 
学則-51



- 2 -

第１１条 学府教授会は、前条第１項により付託された論文を審査するため、論文調査委員（以

下「調査委員」という。）を定めて、その論文の調査及び最終試験を行わせる。

２ 調査委員は、３名以上とし、必要に応じ、他の大学院又は研究所等の教員等を加えることが

できる。

第１２条 最終試験は、論文を中心とし、これに関連のある授業科目について、口頭又は筆答に

より行うものとする。

第１３条 調査委員は、論文調査及び最終試験を終了したときは、調査及び最終試験の結果の要

旨を、文書をもって、学府教授会に報告しなければならない。

第１４条 学府教授会は、前条の報告に基づき、学位を授与すべきか否かを審査する。

２ 前項の審査は、構成員の３分の２以上が出席し、出席者の３分の２以上の賛成があることを

必要とする。

（審査結果の報告）

第１５条 学府教授会は、前条の審査の結果を文書をもって、総長に報告しなければならない。

（論文提出による博士）

第１６条 第５条に定めるもののほか、博士の学位授与は、本学大学院の学府の行う論文の審査

に合格し、かつ、本学大学院の学府の博士課程を修了した者と同等以上の学力を有することの

確認（以下「学力の確認」という。）をされた者に対し行うことができる。

２ 第８条第３項ただし書に規定する者が、退学の上、同項ただし書に定める期間を経過した後

に論文を提出した場合も、前項の例による。

３ 前２項により博士の学位を請求しようとする者は、学位申請書に、学位論文２通、同目録、

論文要旨及び履歴書各１通並びに総長が定める審査手数料を添え、関係学府を経て、総長に提

出しなければならない。

４ 既納の審査手数料は、返還しない。

５ 第９条の規定は、第３項の規定による学位の請求に準用する。

第１７条 総長は、前条による論文を受理したときは、学府教授会にその審査を付託するものと

する。

２ 学府教授会は、調査委員を定めて、その論文の調査及び学力の確認を行わせる。

３ 第１０条第２項及び第１１条第２項の規定は、前２項の場合に準用する。

第１８条 論文の調査にあたっては、原則として試験を行う。

２ 試験は、論文を中心とし、これに関連のある授業科目について、口頭又は筆答により行うも

のとする。

第１９条 学力の確認は、試問による。

２ 試問は、口頭又は筆答によるものとし、専攻分野に関し本学大学院の学府の博士課程を修了

した者と同等以上の学力を有し、かつ、研究者として自立して研究活動を行うに必要な高度の

研究能力を有するか否かについて行う。この場合、外国語を課すものとし、その種類は、各学

府教授会において定める。

３ 第１項の規定にかかわらず、充分な研究歴と顕著な研究業績を有する者については、試問以

外の方法により学力の確認を行うことができる。

第２０条 前２条の規定による論文の調査及び学力の確認の結果の取扱いについては、第１３条

から第１５条までの規定を準用する。

（専門職学位の授与）

第２１条 専門職学位の授与に関して必要な事項は、専門職大学院の課程を置く学府の各学府規

則で定める。

（学位記の授与）

第２２条 総長は、第１５条（第２０条において準用する場合を含む。）の報告を踏まえ、学位

を授与すべきか否かを決定し、博士の学位を授与すべき者に学位記を授与し、学位を授与でき

ない者にはその旨を通知する。

２ 総長は、卒業並びに修士課程及び専門職大学院の課程修了の審査結果の報告を踏まえ、学位

を授与すべきか否かを決定し、学士若しくは修士の学位又は専門職学位を授与すべき者に学位

記を授与する。

（学位授与の報告等）
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第２３条 総長は、前条第１項により博士の学位を授与したときは、当該学位を授与した日から

３月以内に、所定の様式による学位授与報告書を文部科学大臣に提出するとともに、その論文

の内容の要旨及び論文審査の結果の要旨をインターネットの利用により公表するものとする。

（学位論文の公表）

第２４条 博士の学位を授与された者は、当該博士の学位を授与された日から１年以内に、当該

博士の学位の授与に係る論文の全文を公表しなければならない。ただし、当該博士の学位を授

与される前に既に公表したときは、この限りでない。

２ 前項の規定にかかわらず、博士の学位を授与された者は、やむを得ない事由がある場合には、

学府の承認を得て、当該博士の学位の授与に係る論文の全文に代えて、その内容を要約したも

のを公表することができる。この場合において、当該学府は、その論文の全文を求めに応じて

閲覧に供するものとする。

３ 博士の学位を授与された者が行う前２項の規定による公表は、インターネットの利用により

行うものとする。

４ 第１項及び第２項により論文を公表する場合には、本学において審査を受けた学位論文であ

ることを、明記しなければならない。

第２５条 本学の学位を授与された者が、学位の名称を用いるときは、「九州大学」と付記しな

ければならない。ただし、共同教育課程に係る学位にあっては、本学に加え、当該共同教育課

程を編成する他の大学の名称を付記しなければならない。

（学位の名称）

第２６条 第２条の学位（法務博士（専門職）を除く。）を授与するに当たっては、専攻分野の

名称を付記するものとし、学位の名称は、学士にあっては別表第１のとおりとし、修士の学位

及び博士の学位にあっては別表第２のとおりとし、専門職学位にあっては、別表第３のとおり

とする。

（学位授与の取消）

第２７条 本学において学位を授与された者が不正な方法により学位の授与を受けた事実が判明

したとき、又は学位の栄誉を汚辱する行為があったときは、総長は、教育研究評議会の議を経

て、既に与えた学位を取り消し、学位記を返納させ、かつ、その旨を公表するものとする。

２ 教育研究評議会において前項の決定を行うには、構成員の３分の２以上が出席し、出席者の

４分の３以上の賛成があることを必要とする。

（学位記等の様式）

第２８条 学位記及び学位申請関係書類の様式は、別記様式のとおりとする。

附 則

１ この規則は、平成１６年４月１日から施行する。

２ 平成１６年３月３１日に本学に在学し、平成１６年４月１日以降も引き続き在学する者

（２１世紀プログラムの教育を受ける学生を除く。）については、九州大学学位規則（昭和

３２年１１月１９日施行）の規定によるものとする。

３ 九州大学学則（平成１６年度九大規則第１号）附則第４項に規定する者に授与する学位記に

ついては、第２８条の規定にかかわらず、次の様式によるものとする。

(1) 九州芸術工科大学芸術工学部の課程を修めて卒業した者に授与する学位記の様式

学 位 記

学 部 印 氏 名

年 月 日 生

本 学 に お い て 九 州 芸 術 工 科 大 学 芸 術 工 学 部 ○ ○ 学 科 所 定 の 課 程 を 修 め た こ と を 認 め

る

年 月 日
九 州 芸 術 工 科 大 学 教 育 課 程 担 当

九 州 大 学 芸 術 工 学 部 長 印
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本 学 芸 術 工 学 部 長 の 認 定 に よ り 学 士 （ 芸 術 工 学 ） の 学 位 を 授 与 す る

大 学 印 九 州 大 学 総 長 印

第 号

(2) 九州芸術工科大学大学院の博士前期課程を修めて修士課程を修了した者に授与する学位

記の様式
学 位 記

学 府 印 氏 名

年 月 日 生

本 学 に お い て 九 州 芸 術 工 科 大 学 大 学 院 芸 術 工 学 研 究 科 芸 術 工 学 専 攻 の 博 士 前 期 課 程

を 修 め た こ と を 認 め る

年 月 日

九 州 芸 術 工 科 大 学 大 学 院 教 育 課 程 担 当

九 州 大 学 大 学 院 芸 術 工 学 府 長 印

本 学 大 学 院 芸 術 工 学 府 長 の 認 定 に よ り 修 士 （ 芸 術 工 学 ） の 学 位 を 授 与 す る

大 学 印 九 州 大 学 総 長 印

芸 修 第 号

(3) 九州芸術工科大学大学院の博士課程を修めて博士課程を修了した者に授与する学位記の

様式

学 位 記

学 府 印 氏 名

年 月 日 生

本 学 に お い て 九 州 芸 術 工 科 大 学 大 学 院 芸 術 工 学 研 究 科 芸 術 工 学 専 攻 の 博 士 課 程 に お

い て 所 定 の 単 位 を 修 得 し 学 位 論 文 の 審 査 及 び 最 終 試 験 に 合 格 し た こ と を 認 め る

年 月 日

九 州 芸 術 工 科 大 学 大 学 院 教 育 課 程 担 当

九 州 大 学 大 学 院 芸 術 工 学 府 長 印

本 学 大 学 院 芸 術 工 学 府 長 の 認 定 に よ り 博 士 （○○） の 学 位 を 授 与 す る

大 学 印 九 州 大 学 総 長 印

芸 博 甲 第 号

４ ２１世紀プログラムの課程を修了した者に授与する学位の名称は、第２６条の規定にかかわ

らず、学士（学術）とし、学位記については、第２８条の規定にかかわらず、次の様式による

ものとする。
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第 号

学 位 記

氏 名

年 月 日 生

大学印

本学所定の２１世紀プログラムの

課程を修めたので本学の卒業を認め

学士（学術）の学位を授与する

年 月 日

九州大学総長

印

No.
KYUSHU UNIVERSITY

hereby confers upon
Name

Date of Birth:○○

the Degree of
Bachelor of Arts and Science

having completed the prescribed program
of the 21st Century Program

(○○)

Date

Name
大学印 President

５ 博士課程（博士課程教育リーディングプログラム）を修了した者に授与する学位の名称は、

第２８条の規定にかかわらず、次の様式によるものとする。

△博甲第 号

学 位 記

氏 名

年 月 日 生
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本学大学院◯◯学府◯◯専攻の博士課程（□□□□□□□

□）において所定の単位を修得し、学位論文の審査及び最終

試験に合格したので博士（○○）の学位を授与する

年 月 日

九 州 大 学 大学印

No.
KYUSHU UNIVERSITY

hereby confers upon
Name

Date of Birth: ◯◯

the Degree of
Doctor of ◯◯

having passed the prescribed final examination
and completed a doctoral dissertation

in the Graduate School of ◯
(◯◯)

with additional completion of □□□□

Date

Name
大学印 President

備考 △印の箇所は学府名の略号を記入し、□印の箇所は博士課程教育リーディングプログラム

の名称を記入する。

附 則（平成１６年度九大規則２０３号）

この規則は、平成１７年４月１日から施行する。

附 則（平成１７年度九大規則第５５号）

この規則は、平成１８年４月１日から施行する。

附 則（平成１８年度九大規則第１９号）

この規則は、平成１８年６月１日から施行する。

附 則（平成１８年度九大規則第１１８号）

この規則は、平成１９年４月１日から施行する。

附 則（平成２０年度九大規則第７４号）

この規則は、平成２１年４月１日から施行する。

附 則（平成２２年度九大規則第１１号）

１ この規則は、平成２２年６月１５日から施行し、平成２２年４月１日から適用する。

２ 平成２２年３月３１日に九州大学大学院薬学府の修士課程に在学し、同年４月１日以降も引

き続き在学する者に授与する学位の名称については、この規則による改正後の九州大学学位規

則別表第２の規定にかかわらず、なお従前の例による。

附 則（平成２２年度九大規則第１５１号）
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この規則は、平成２３年４月１日から施行する。

附 則（平成２３年度九大規則第１１３号）

この規則は、平成２４年４月１日から施行する。

附 則（平成２４年度九大規則第４号）

この規則は、平成２４年５月１日から施行し、平成２４年３月１４日から適用する。

附 則（平成２４年度九大規則第３５号）

この規則は、平成２４年１２月１日から施行する。

附 則（平成２４年度九大規則第９２号）

１ この規則は、平成２５年４月１日（以下「施行日」という。）から施行する。

２ この規則による改正後の九州大学学位規則（以下「新規則」という。）第２３条の規定は、

施行日以後に博士の学位を授与した場合について適用し、同日前に博士の学位を授与した場

合については、なお従前の例による。

３ 新規則第２４条の規定は、施行日以後に博士の学位を授与された者について適用し、同日

前に博士の学位を授与された者については、なお従前の例による。

４ 新規則別記様式の規定は、施行日以後に授与する学位記について適用し、同日前に授与す

る学位記については、なお従前の例による。

附 則（平成２５年度九大規則第１１６号）

１ この規則は、平成２６年４月１日から施行する。

２ 平成２６年３月３１日までに九州大学大学院比較社会文化学府に入学した者に授与する学

位の名称については、この規則による改正後の九州大学学位規則別表第２の規定にかかわらず、

なお従前の例による。

附 則（平成２６年度九大規則第１４１号）

この規則は、平成２７年４月１日から施行する。

附 則（平成２８年度九大規則第５４号）

この規則は、平成２８年１０月１日から施行する。

附 則（平成２８年度九大規則第１０６号）

この規則は、平成２９年４月１日から施行する。

附 則（平成２９年度九大規則第１０１号）

１ この規則は、平成３０年４月１日から施行する。

２ 平成３０年３月３１日に九州大学に在学し、同年４月１日以降も引き続き在学する者に授与

する学位の名称については、この規則による改正後の九州大学学位規則別表第１の規定にかか

わらず、なお従前の例による。

附 則（平成３０年度九大規則第５３号）

この規則は、平成３１年１月１５日から施行する。

附 則（平成３０年度九大規則第８７号）

この規則は、平成３１年４月１日から施行する。

附 則（令和元年度九大規則第３３号）

この規則は、令和２年４月１日から施行する。

附 則（令和２年度九大規則第３７号）

この規則は、令和２年１２月１日から施行する。

附 則（令和２年度九大規則第６１号）

１ この規則は、令和３年４月１日から施行する。

２ この規則による改正後の九州大学学位規則の第５条により博士課程を修了した者に授与する

学位記の様式は、令和３年４月１日に本学大学院博士課程に入学する者から適用し、令和３年

３月３１日に本学大学院博士課程に在学し、同年４月１日以降も引き続き在学する者について

は、なお従前の例による。

附 則（令和３年度九大規則第 号）

この規則は、令和４年４月１日から施行する。
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別表第１（学士の学位）

学 部 学 位 の 名 称

共創学部 学士（学術）

文学部 学士（文学）

教育学部 学士（教育学）

法学部 学士（法学）

経済学部 学士（経済学）

理学部 学士（理学）

医学部 学士（医学）

学士（生命医科学）

学士（看護学）

学士（保健学）

歯学部 学士（歯学）

薬学部 学士（創薬科学）

学士（薬学）

工学部 学士（工学）

芸術工学部 学士（芸術工学）

農学部 学士（農学）

別表第２（修士の学位及び博士の学位）

学 位 の 名 称

学 府

修 士 博 士

人文科学府 修士（文学） 博士（文学）

地球社会統合科学府 修士（学術） 博士（学術）

修士（理学） 博士（理学）

人間環境学府（臨床実 修士（人間環境学） 博士（人間環境学）

践心理学専攻を除く。） 修士（文学） 博士（文学）

修士（教育学） 博士（教育学）

修士（心理学） 博士（心理学）

修士（工学） 博士（工学）

法学府 修士（法学） 博士（法学）
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経済学府（産業マネジ 修士（経済学） 博士（経済学）

メント専攻を除く。）

理学府 修士（理学） 博士（理学）

数理学府 修士（数理学） 博士（数理学）

修士（技術数理学） 博士（機能数理学）

システム生命科学府 修士（システム生命科学） 博士（システム生命科学）

修士（理学） 博士（理学）

修士（工学） 博士（工学）

修士（情報科学） 博士（情報科学）

医学系学府（医療経営 修士（医科学） 博士（医学）

・管理学専攻を除く。） 修士（看護学） 博士（看護学）

修士（保健学） 博士（保健学）

歯学府 博士（歯学）

博士（臨床歯学）

博士（学術）

薬学府 修士（創薬科学） 博士（創薬科学）

博士（臨床薬学）

工学府 修士（工学） 博士（工学）

芸術工学府 修士（芸術工学） 博士（芸術工学）

修士（デザインストラテジー） 博士（工学）

システム情報科学府 修士（情報科学） 博士（情報科学）

修士（理学） 博士（理学）

修士（工学） 博士（工学）

修士（学術） 博士（学術）

総合理工学府 修士（理学） 博士（理学）

修士（工学） 博士（工学）

修士（学術） 博士（学術）

生物資源環境科学府 修士（農学） 博士（農学）

統合新領域学府 修士（感性学） 博士（感性学）

修士（芸術工学） 博士（芸術工学）

修士（工学） 博士（工学）

修士（オートモーティブサイエンス） 博士（オートモーティブサイエンス）

修士（ライブラリーサイエンス） 博士（ライブラリーサイエンス）

修士（学術） 博士（学術）

マス・フォア・イノベ 修士（数理学） 博士（数理学）

ーション連係学府 修士（技術数理学） 博士（機能数理学）

修士（情報科学） 博士（情報科学）
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修士（理学） 博士（理学）

修士（工学） 博士（工学）

修士（学術） 博士（学術）

修士（経済学） 博士（経済学）

別表第３（専門職学位）

専 門 職 大 学 院 学 位 の 名 称

人間環境学府実践臨床心理学専攻 臨床心理修士（専門職）

経済学府産業マネジメント専攻 経営修士（専門職）

医学系学府医療経営・管理学専攻 医療経営・管理学修士（専門職）

法科大学院 法務博士（専門職）

（法務学府実務法学専攻）

別記様式

(1) 第３条により本学を卒業した者に授与する学位記の様式

第 号

学 位 記

氏 名

年 月 日 生

大学印

本学◯◯学部◯◯学科所定の課程を修めたことを認める

九州大学◯◯学部長

印

本学◯◯学部長の認定により本学を卒業したことを認め

学士（◯◯）の学位を授与する

年 月 日

九州大学総長

印

No.
KYUSHU UNIVERSITY

hereby confers upon
Name

Date of Birth: ◯◯
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the Degree of
Bachelor of ◯◯

having completed the prescribed program
of the School of ◯◯

(◯◯)
Date

Name
大学印 Dean of the School of ◯◯

Name
President

(2) 第４条１項により修士課程（共同教育課程を除く。）を修了した者に授与する学位記の

様式

△修第 号

学 位 記

氏 名

年 月 日 生

本学大学院◯◯学府◯◯専攻の修士課程を修了したので修

士（○○）の学位を授与する

年 月 日

九 州 大 学 大学印

No.
KYUSHU UNIVERSITY

hereby confers upon
Name

Date of Birth: ◯◯

the Degree of
Master of ◯◯

having completed the Master's Program
in the Graduate School of ◯○

(◯◯)
Date

Name
大学印 President

 
学則-61



- 12 -

備考 △印の箇所は学府名の略号を記入する。

(3) 第４条１項により修士課程（共同教育課程）を修了した者に授与する学位記の様式

△修第 号

学 位 記

氏 名

年 月 日 生

九州大学大学院◯◯学府及び□□大学大学院◇◇研究科の

◎◎専攻の修士課程を修了したので修士（○○）の学位を授

与する

年 月 日

九 州 大 学 大学印

□ □ 大 学 大学印

No.
KYUSHU UNIVERSITY

hereby confers upon
Name

Date of Birth: ◯◯

the Degree of
Master of ◯◯

having completed the Master's Program
in the Graduate School of ◯○,Kyushu University

and the Graduate School of △△,□□

(◎◎)
Date

Name
大学印 President of Kyushu University

Name
大学印 President of □□ University

備考１ △印の箇所は学府名の略号を記入する。

２ □印の箇所は共同教育課程を構成する大学（本学を除く。）、◇印の箇所は構成大学の

共同教育課程を編成する研究科の名称を記入する。

３ ◎印の箇所は共同教育課程おける専攻の名称を記入する。

(4) 第４条２項により修士課程の修了に相当する要件を満たした者に授与する学位記の様式

△修第 号

学 位 記

氏 名
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年 月 日 生

本学大学院◯◯学府◯◯専攻において修士課程の修了に相

当する要件を満たしたので修士（○○）の学位を授与する

年 月 日

九 州 大 学 大学印

No.
KYUSHU UNIVERSITY

hereby confers upon
Name

Date of Birth: ◯◯

the Degree of
Master of ◯◯

having completed the requirement
for a Master's Qualification

in the Graduate School of ◯
(◯◯)
Date

Name
大学印 President

備考 △印の箇所は学府名の略号を記入する。

(5) 第５条により博士課程（卓越大学院プログラム及び未来共創リーダー育成プログラムを

除く。）を修了した者に授与する学位記の様式

△博甲第 号

学 位 記

氏 名

年 月 日 生

本学大学院◯◯学府◯◯専攻の博士課程において所定の単

位を修得し学位論文の審査及び最終試験に合格をしたので博

士（○○）の学位を授与する

年 月 日
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九 州 大 学 大学印

No.
KYUSHU UNIVERSITY

hereby confers upon
Name

Date of Birth: ◯◯

the Degree of
Doctor of ◯◯

having passed the prescribed final examination
and completed a doctoral dissertation

in the Graduate School of ◯
(◯◯)
Date

Name
大学印 President

備考 △印の箇所は学府名の略号を記入する。

(6) 第５条により博士課程（卓越大学院プログラム）を修了した者に授与する学位記の様式

△博甲第 号

学 位 記

氏 名

年 月 日 生

本学大学院◯◯学府◯◯専攻の博士課程（□□□□□□□

□）において所定の単位を修得し、学位論文の審査及び最終

試験に合格したので博士（○○）の学位を授与する

年 月 日

九 州 大 学

大学印

No.
KYUSHU UNIVERSITY

hereby confers upon
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Name
Date of Birth: ◯◯

the Degree of
Doctor of ◯◯

having passed the prescribed final examination
and completed a doctoral dissertation

in the Graduate School of ◯◯

(◯◯)
with additional completion of □□□□(◯◯)

Date

Name
大学印 President

備考 △印の箇所は学府名の略号を記入し、□印の箇所は卓越大学院プログラムの名称を記入す

る。

(7) 第５条により博士課程（未来共創リーダー育成プログラム）を修了した者に授与する学

位記の様式

△博甲第 号

学 位 記

氏 名

年 月 日 生

本学大学院◯◯学府◯◯専攻の博士課程（□□□□□□□

□）において所定の単位を修得し、学位論文の審査及び最終

試験に合格したので博士（○○）の学位を授与する

年 月 日

九 州 大 学

大学印

No.
KYUSHU UNIVERSITY

hereby confers upon
Name

Date of Birth: ◯◯

the Degree of
Doctor of ◯◯

having passed the prescribed final examination
and completed a doctoral dissertation

in the Graduate School of ◯◯
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(◯◯)
with additional completion of □□□□

Date

Name
大学印 President

備考 △印の箇所は学府名の略号を記入し、□印の箇所は未来共創リーダー育成プログラムの名

称を記入する。

(8) 第６条により専門職学位課程を修了した者（法科大学院（法務学府実務法学専攻）の専

門職学位課程を修了した者を除く。）に授与する学位記の様式

△専第 号

学 位 記

氏 名

年 月 日 生

本学大学院◯◯学府◯◯専攻の専門職学位課程を修了した

ので修士（専門職）の学位を授与する

年 月 日

九 州 大 学

大学印

No.
KYUSHU UNIVERSITY

hereby confers upon
Name

Date of Birth: ◯◯

the Degree of
Master of ◯◯

having completed the Professional Degree Program
in the Graduate School of ◯

(◯◯)
Date

Name
大学印 President

備考 △印の箇所は学府名の略号を記入する。
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(9) 第６条により法科大学院（法務学府実務法学専攻）の専門職学位課程を修了した者に授

与する学位記の様式

法専第 号

学 位 記

氏 名

年 月 日 生

本学法科大学院（法務学府実務法学専攻）の専門職学位課

程を修了したので法務博士（専門職）の学位を授与する

年 月 日

九 州 大 学

大学印

No.
KYUSHU UNIVERSITY

hereby confers upon
Name

Date of Birth: ◯◯

the Degree of
Juris Doctor

having completed the Professional Degree Program
in the Law School
(Legal Practice)

Date

Name
大学印 President

(10) 第１６条により博士課程を修了した者と同等以上の学力を有することの確認をされた者

に授与する学位記の様式

△博乙第 号

学 位 記

氏 名

年 月 日 生

本学に学位論文を提出し所定の審査及び試験に合格したの
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で博士（○○）の学位を授与する

年 月 日

九 州 大 学 大学印

No.
KYUSHU UNIVERSITY

hereby confers upon
Name

Date of Birth: ◯◯

the Degree of
Doctor of ◯◯

having submitted a doctoral dissertation and
successfully fulfilled all the requirements

Date

Name
大学印 President

備考 △印の箇所は学府名の略号を記入する。

(11) 学位申請関係書類の様式

ア 第８条第４項による学位論文審査願様式

年 月 日

九州大学総長殿

○○学府○○学専攻

○○年入学

氏名

学位論文審査願

このたび博士の学位を受けたいので、九州大学学位規則第８条により、下記のとお

り関係書類を添え、学位論文を提出いたしますから御審査ください。

記
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1 主論文 １編 冊 ２通

2 参考論文 編 冊 １通

3 論文目録

4 論文要旨

5 履歴書

イ 第１６条第３項による学位申請書様式

年 月 日

九州大学総長殿

本籍：

氏名：

学位申請書

貴学学位規則第１６条により、博士の学位を受けたいので、下記のとおり関係

書類を添え、学位論文を提出いたします。

なお所定の手数料を納入いたします。

記

1 主論文 １編 冊 ２通

2 参考論文 編 冊 １通

3 論文目録

4 論文要旨

5 履歴書

ウ 添付書類の様式

① 論文目録様式

論 文 目 録 区分 甲乙

氏 名

主論文１編○冊

題 名

（印刷公表の方法及びその時期（未公開の場合は予定を記入））

参考論文 ○編○冊

題 名

１
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２ （同上）

３

備考

１ 論文題名が外国語の場合は、訳を付すること。

２ 未公表の論文の場合は、原稿の枚数を記入すること。

３ 参考論文が 2 以上ある場合は、その題名を列記すること。

② 履歴書様式

履 歴 書 区分 甲乙

（ふりがな） 男

氏 名 年 月 日生

生 年 月 日 女

本 籍 都 道

（都道府県名） 府 県

現 住 所 都道 区市 町 番地

府県 郡 村

学 歴

年 月 日

年 月 日

職 歴

年 月 日

年 月 日

研究歴

年 月 日

年 月 日

上記のとおり相違ありません。

年 月 日

氏 名

備考

１ 学歴は、新制大学卒業以後又は最終学歴を記載すること。

２ 研究歴には研究した事項とその期間を明記すること。なお、学歴又は職歴に

記載した期間中に研究歴に当たるものがある場合は、それについても記入する

こと。
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   九州大学学位規則の一部を改正する規則 

令 和３年度 九大規則 第   号 

制  定：令和 ４年 ３月  日 

 マス・フォア・イノベーション連係学府の設置に伴い、授与する学位について定めるため、九

州大学学位規則（平成１６年度九大規則第８６号）の一部を次のように改正する。 

   附 則 

この規則は、令和４年４月１日から施行する。 

  

（新） （旧） 

（略） 

（学位） 

第２条 本学が授与する学位は、学士、修士

及び博士とする。 

２ （略） 

（略） 

（学位の名称） 

第２６条 第２条の学位（法務博士（専門職）

を除く。）を授与するに当たっては、専攻分

野の名称を付記するものとし、学位の名称

は、学士にあっては別表第１のとおりとし、

修士の学位及び博士の学位にあっては別表

第２のとおりとし、専門職学位にあっては、

別表第３のとおりとする。 

（略） 

別表第２ （別紙のとおり） 

（略） 

（略） 

（学位） 

第２条 （同左） 

 

２ （略） 

（略） 

（学位の名称） 

第２６条 （同左） 

 

 

 

 

 

 

（略） 

別表第２ （別紙のとおり） 

（略） 
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（別紙） 

新 

 

別表第２（修士の学位及び博士の学位） 

学  府 
学  位  の  名  称 

修  士 博  士 

（略） 

統合新領域学府 （略） （略） 

マス・フォア・イノベ

ーション連係学府 

 

 

 

 

 

修士（数理学） 

修士（技術数理学） 

修士（情報科学） 

修士（理学） 

修士（工学） 

修士（学術） 

修士（経済学） 

博士（数理学） 

博士（機能数理学） 

博士（情報科学） 

博士（理学） 

博士（工学） 

博士（学術） 

博士（経済学） 

 

 

旧 

 

別表第２（修士の学位及び博士の学位） 

学  府 
学  位  の  名  称 

修  士 博  士 

（略） 

統合新領域学府 （略） （略） 
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九州大学教授会通則

平 成 １ ６ 年 度 九 大 規 則 第 ８ 号

制 定：平成１６年 ４月 １日

最終改正：令和 ３年 ４月２７日

（令和３年度九大規則第３号）

（趣旨）

第１条 この規則は、九州大学学則（平成１６年度九大規則第１号）第３１条第２項の規定に基

づき、教授会の組織、審議事項、議事の手続その他必要な事項を定めるものとする。

（構成員）

第２条 各学部の教授会の構成員は、次に掲げる者とする。

(1) 研究院の所属で当該学部の教育研究又は附属教育研究施設を担当する教授

(2) 病院の所属で学部の教育研究を担当する教授

２ 各学府の教授会の構成員は、当該学府の教育研究を担当する教授とする。

３ 各研究院の教授会の構成員は、当該研究院所属の教授とする。

４ 基幹教育院の教授会の構成員は、基幹教育院所属の教授とする。

５ 各附置研究所の教授会の構成員は、当該附置研究所所属の教授とする。

６ カーボンニュートラル・エネルギー国際研究所（以下「国際研究所」という。）の教授会の

構成員は、国際研究所所属の教授とする。

７ 情報基盤研究開発センター（以下「センター」という。）の教授会の構成員は、センター所

属の教授とする。

８ 教授会には、准教授その他の職員を加えることができる。

（教授会の審議事項等）

第３条 教授会は、総長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり意見を述べるものとする。

(1) 学生の入学、卒業及び課程の修了

(2) 学位の授与

(3) 前２号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、教授会の意見を聴くことが

必要なものとして総長が定めるもの

２ 教授会は、前項に規定するもののほか、総長及び教授会が置かれる部局の長（以下この項に

おいて「総長等」という。）がつかさどる教育研究に関する事項について審議し、及び総長等

の求めに応じ、意見を述べることができる。

（議長）

第４条 教授会に議長を置き、当該部局の長をもって充てる。

２ 議長は、教授会を主宰する。

（議事）

第５条 教授会は、構成員の２分の１以上が出席しなければ、議事を開き、議決することができ

ない。

２ 教授会の議事は、出席した構成員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決する

ところによる。

３ 前２項の規定にかかわらず、特に重要な事項の審議については、別段の定めをすることがで

きる。

（構成員以外の者の出席）

第６条 教授会が必要であると認めた場合は、構成員以外の者の出席を求め、意見を聞くことが

できる。

（代議員会等）

第７条 教授会は、その定めるところにより、教授会の構成員のうちの一部の者をもって構成さ

れる代議員会、専門委員会等（次項において「代議員会等」という。）を置くことができる。

２ 教授会は、その定めるところにより、代議員会等の議決をもって、教授会の議決とすること

ができる。

（補則）
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第８条 この規則に定めるもののほか、教授会の議事の手続その他その運営に関し必要な事項は、

各教授会の議を経て当該部局長が定める。

附 則

この規則は、平成１６年４月１日から施行する。

附 則（平成１６年度九大規則第２４６号）

この規則は、平成１７年４月１日から施行する。

附 則（平成１８年度九大規則第４０号）

この規則は、平成１９年４月１日から施行する。

附 則（平成２３年度九大規則第１４号）

この規則は、平成２３年１０月１日から施行する。

附 則（平成２４年度九大規則第３２号）

この規則は、平成２５年４月１日から施行する。

附 則（平成２４年度九大規則第５０号）

この規則は、平成２５年４月１日から施行する。

附 則（平成２５年度九大規則第４１号）

この規則は、平成２５年１１月１日から施行する。

附 則（平成２６年度九大規則第１４号）

この規則は、平成２６年１０月１日から施行する。

附 則（平成２６年度九大規則第８３号）

この規則は、平成２７年４月１日から施行する。

附 則（令和３年度九大規則第３号）

この規則は、令和３年５月１日から施行する。
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   九州大学大学院マス・フォア・イノベーション連係学府規則（案） 

令和３年度九大規則第  号 

制 定：令和 ４年 ３月  日 

 （趣旨） 

第１条 この規則は、九州大学大学院通則（平成１６年度九大規則第３号。以下「通則」と

いう。）及び九州大学学位規則（平成１６年度九大規則第８６号）により各学府規則にお

いて定めるように規定されている事項その他マス・フォア・イノベーション連係学府（以

下「本学府」という。）の教育に関し必要と認める事項について定めるものとする。 

 （教育研究上の目的） 

第２条 国際的に優れた数学力・統計力を基盤に、数学モデリングを通して組織や分野の垣

根を越えて各分野で共創し、イノベーションを創発する卓越した数学モデリング人材を

育成することを目的とする。 

 （連係学府） 

第３条 本学府は、九州大学学則（平成１６年度九大規則第１号）第５条に規定する連係学

府として、数理学府、システム情報科学府及び経済学府経済工学専攻（以下、「連係協力

学府等」という。）との緊密な連携及び協力の下、連係協力学府等が有する教員組織及び

施設設備等の一部を用いて異分野融合型の教育課程を実施するものとする。 

 （入学の考査） 

第４条 入学を志願する者に対する考査は、学力検査、出身大学の成績証明書その他本学府

の定める資料により行うものとする。 

 （転学及び転学府） 

第５条 連係学府への転学又は転学府を希望する者について、本学府教授会の議を経て選

考の上、許可することができる。 

２ 前項により許可された者の単位修得の方法等については、本学府教授会の議を経て、マ

ス・フォア・イノベーション連係学府長（以下「本学府長」という。）が定める。 

 （学期） 

第６条 学年を分けて次の２学期とする。 

 前期 ４月１日から９月３０日まで 

 後期 １０月１日から翌年３月３１日まで 

２ 前項に定める各学期の授業期間は、別に定める。 

 （授業及び研究指導） 

第７条 本学府の教育は、授業科目の授業及び学位論文の作成等に対する指導（以下「研究

指導」という。）によって行うものとする。 

 （授業科目、単位、履修方法等） 

第８条 本学府の授業科目、単位及び履修方法は、別表のとおりとする。 

２ 前項の規定にかかわらず、本学府長は、本学府教授会の議を経て、臨時に授業科目を開

 
学則-75



- 2 - 
 

設することができる。 

３ 本学府で開講する科目の単位計算の基準は、講義及び演習については１５時間をもっ

て１単位、実験については３０時間をもって１単位とする。 

第９条 学生は、各学期の始めに、履修しようとする授業科目を本学府長に届け出なければ

ならない。 

２ 本学府において、教育上有益と認めるときは、大学院基幹教育若しくは学府又は学部の

課程による授業科目及び単位を指定して履修させることができる。 

３ 前項の規定により修得した単位は、本学府教授会の議を経て、本学府長が特に必要があ

ると認めるときは、課程修了の要件となる単位として認定することができる。 

 （他の大学院における授業科目の履修等） 

第１０条 本学府長は、指導教員が教育上有益と認めるときは、学生が本学府の指定する他

の大学の大学院の授業科目を履修することを認めることができる。 

２ 前項の規定により修得した単位は、本学府教授会の議を経て、本学府長が、１５単位を

限度として課程修了の要件となる単位として認定することができる。 

３ 本学府長は、指導教員が教育上有益と認めるときは、学生が他の大学の大学院又は研究

所等において必要な研究指導を受けることを認めることができる。ただし、博士前期課程

の学生についてこれを認める場合には、当該研究指導を受ける期間は、１年を超えないも

のとする。 

第１１条 外国の大学の大学院に留学した期間は、第１４条又は第１５条の課程修了の要

件となる在学期間として取り扱うことができる。 

２ 前項の外国の大学の大学院において修得した単位は、本学府教授会の議を経て、１５単

位を限度として課程修了の要件となる単位として認定することができる。 

 （長期にわたる教育課程の履修） 

第１２条 本学府の学生が、通則第２６条の規定に基づき、標準修業年限を超えて一定の期

間にわたり計画的に教育課程を履修し課程を修了することを希望する旨を本学府長に申

し出たときは、本学府教授会の議を経て本学府長が定めるところにより、その計画的な履

修を認めることができる。 

 （他の大学院における授業科目の履修により修得した単位の上限） 

第１３条 第１０条第２項及び第１１条第２項の規定により課程修了の要件となる単位と

して認定することができる単位数は、通則第１５条、第１７条及び第１７条の２に規定す

る転学等の場合を除き、合わせて１５単位を限度とする。 

 （博士前期課程の修了要件） 

第１４条 本学府の博士前期課程の修了要件は、博士前期課程に２年以上在学し、第８条に

規定する履修方法に基づき３０単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、本

学府教授会の行う修士論文の審査及び最終試験に合格することとする。 

２ 前項に規定する修士論文の審査及び最終試験に関し必要な事項は、別に定める。 
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 （博士課程の修了要件） 

第１５条 本学府の博士課程の修了要件は、博士課程に５年（博士前期課程に２年以上在学

し、当該課程を修了した者にあっては、当該課程における２年の在学期間を含む。）以上

在学し、第８条に規定する履修方法に基づき４６単位以上を修得し、かつ、必要な研究指

導を受けた上、本学府教授会の行う博士論文の審査及び最終試験に合格することとする。

ただし、総長が認めるときは、在学期間に関しては、優れた研究業績を上げた者について

は、博士課程に４年（博士前期課程に２年以上在学し、当該課程を修了した者にあっては、

当該課程における２年の在学期間を含む。）以上在学すれば足りるものとする。 

２ 大学院設置基準（昭和４９年文部省令第２８号）第３条第３項の規定により標準修業年

限を１年以上２年未満とした修士課程を修了した者の博士課程の修了要件については、

前項中「５年（博士前期課程に２年以上在学し、当該課程を修了した者にあっては、当該

課程における２年の在学期間を含む。）」とあるのは「修士課程における在学期間に３年を

加えた期間」と、「４年（博士前期課程に２年以上在学し、当該課程を修了した者にあっ

ては、当該課程における２年の在学期間を含む。）」とあるのは「４年（修士課程における

在学期間を含む。）」と読み替えて、前項の規定を適用する。 

３ 前２項の規定にかかわらず、学校教育法施行規則（昭和２２年文部省令第１１号）第１

５６条の規定により大学院への入学資格に関し修士の学位若しくは専門職学位を有する

者と同等以上の学力があると認められた者又は専門職学位課程を修了した者が、博士後

期課程に入学した場合の博士課程の修了要件は、博士後期課程に３年（法科大学院の課程

を修了した者にあっては、２年）以上在学し、１６単位以上修得し、かつ、必要な研究指

導を受けた上、博士論文の審査及び最終試験に合格することとする。ただし、在学期間に

関しては、総長が認めるときは、特に優れた研究業績を上げた者については、博士後期課

程に２年（標準修業年限が１年以上２年未満の専門職学位課程を修了した者にあっては、

４年から当該１年以上２年未満の期間を減じた期間）以上在学すれば足りるものとする。 

２ 前３項に規定する博士論文の審査及び最終試験に関し必要な事項は、別に定める。 

 （修士論文の提出） 

第１６条 本学府の修士論文は、博士前期課程に１年以上在学し、必要な研究指導を受けた

上で提出するものとする。 

 （博士論文の提出） 

第１７条 本学府の博士論文は、博士後期課程に２年以上在学し、必要な研究指導を受けた

上で提出するものとする。ただし、本学府教授会の議を経て、博士後期課程に在学する者

で特に優れた研究業績を上げたと本学府長が認めたものは、博士後期課程における在学

期間が２年に満たなくても博士論文を提出することができる。 

 （科目等履修生） 

第１８条 科目等履修生として入学を志願できる者は、九州大学科目等履修生等規則（平成

１６年度九大規則第９１号）第２条第２項に定めるところによる。 
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第１９条 科目等履修生として入学を志願する者は、所定の願書に履修しようとする授業

科目名を記載し、履歴書及び検定料を添えて、本学府長に願い出なければならない。 

２ 本学府長は、学生の授業に支障がないときは、前項の願い出があった者について選考の

上、学年又は学期の始めに入学を許可することができる。 

第２０条 科目等履修生の履修した授業科目については、成績評価を行い、合格とされたも

のについて所定の単位を与える。 

第２１条 本学府長は、科目等履修生の修得した単位について、所要の証明書を交付するこ

とができる。 

 （聴講生） 

第２２条 別表の授業科目について聴講を志願する者があるときは、聴講生として聴講を

許可することがある。 

第２３条 聴講を志願できる者は、大学を卒業した者又はこれと同等以上の学力を有する

者とする。 

第２４条 聴講を志願する者は、所定の願書に履歴書及び検定料を添えて本学府長に提出

しなければならない。 

第２５条 聴講を志願する者に対する選考方法については、本学府教授会の議を経て、本学

府長が定める。 

 （雑則） 

第２６条 この規則その他の規則等に定めるもののほか、本学府の校務について必要な事

項は、本学府教授会の議を経て、本学府長が定める。 

   附 則 

１ この規則は、令和４年４月１日から施行する。 

２ この規則施行の際、現に数理学府、システム情報科学府及び経済学府のマス・フォア・

イノベーション卓越大学院コースに 1 年以上在籍している者が、令和４年度に本学府に

転学府した場合は、この規則を適用し、本学府の在学期間には当該コースの在学期間を含

むものとする。  
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別表 

一 履修方法 

（１）博士前期課程 

本学府に係る授業について、次の要件を満たす３０単位以上を修得しなければなら

ない。 

(1) 科目区分「基礎科目」のうち、「数学共創基礎Ⅰ～ⅩⅩ」から４単位以上 

(2) 科目区分「インターンシップ科目」について４単位以上 

(3) 科目区分「講究科目」について１０単位 

(4) 各連係協力学府専攻教育科目１２単位以上 

（以下の科目も「各連係協力学府専攻教育科目（１２単位）」に含めることができる） 

① 科目区分「トランジション科目」（システム情報科学府及び経済学府経済工学

専攻に係る入学者選抜に合格した者に限る。） 

② 科目区分「基礎科目」のうち４単位を超えて履修する科目 

③ 指導教員が必要と判断する他学府（連係協力学府を除く）の授業科目 

 

（２）博士後期課程 

本学府に係る授業について、次の要件を満たす１６単位以上を修得しなければなら

ない。 

(1) 科目区分「インターンシップ科目」について６単位以上（「数学創発モデリング」

の２単位を含む） 

(2) 科目区分「プレゼンテーション科目」について２単位 

(3) 科目区分「講究科目」について８単位 

 

二 授業科目等 

（１）博士前期課程 

科目群 科目区分 授業科目 単位 選択・必修の別 

トランジショ

ン基礎科目群 

基礎科目 数学共創基礎Ⅰ １ 選択 

数学共創基礎Ⅱ １ 選択 

数学共創基礎Ⅲ １ 選択 

数学共創基礎Ⅳ １ 選択 

数学共創基礎Ⅴ １ 選択 

数学共創基礎Ⅵ １ 選択 

数学共創基礎Ⅶ １ 選択 

数学共創基礎Ⅷ １ 選択 

数学共創基礎Ⅸ １ 選択 

数学共創基礎Ⅹ １ 選択 
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数学共創基礎ⅩⅠ １ 選択 

数学共創基礎ⅩⅡ １ 選択 

数学共創基礎ⅩⅢ １ 選択 

数学共創基礎ⅩⅣ １ 選択 

数学共創基礎ⅩⅤ １ 選択 

数学共創基礎ⅩⅥ １ 選択 

数学共創基礎ⅩⅦ １ 選択 

数学共創基礎ⅩⅧ １ 選択 

数学共創基礎ⅩⅨ １ 選択 

数学共創基礎ⅩⅩ １ 選択 

数学共創概論Ⅰ ２ 選択 

数学共創概論Ⅱ ２ 選択 

数学共創概論Ⅲ ２ 選択 

数学共創概論Ⅳ ２ 選択 

数学共創概論Ⅴ ２ 選択 

数学共創概論Ⅵ ２ 選択 

数学共創概論Ⅶ ２ 選択 

数学共創概論Ⅷ ２ 選択 

数学共創概論Ⅸ ２ 選択 

数学共創概論Ⅹ ２ 選択 

トランジション科目

（システム情報科学

府及び経済学府経済

工学専攻に係る入学

者選抜に合格した者

が対象） 

数学トランジショ

ン基礎Ⅰ 

２ 選択 

数学トランジショ

ン基礎Ⅱ 

２ 選択 

数学トランジショ

ン基礎Ⅲ 

２ 選択 

数学トランジショ

ン基礎Ⅳ 

２ 選択 

数学トランジショ

ン基礎Ⅴ 

１ 選択 

数学トランジショ

ン基礎Ⅵ 

１ 選択 

数学共創実践

科目群 

インターンシップ科

目 

数学共創モデリン

グ 

４ 必修 

 
学則-80



- 7 - 
 

創発力養成科

目群 

講究科目 卓越基礎講究 １０ 必修 

専攻教育科目

群 

専攻教育科目 専攻教育科目 － 選択 

 

（２）博士後期課程 

科目群 科目区分 授業科目 単位 選択・必修の別 

数学共創実践

科目群 

インターンシップ科

目 

国際共創力強化イ

ンターンシップ 

４ 選択 

異分野共創力強化

インターンシップ 

４ 選択 

産学共創力強化イ

ンターンシップ 

４ 選択 

創発力養成科

目群 

数学創発モデリン

グ 

２ 必修 

プレゼンテーション

科目 

卓越論報 ２ 必修 

講究科目 卓越講究 ８ 必修 
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1年次 項目 指導内容 プログラム実施委員会

4月 履修ガイダンス 履修登録
指導教員申請

履修ガイダンス
指導教員の決定

履修計画検討 指導教員、ヤングメンターによる履修指導

研究テーマの検討 研究計画指導

7月 共創研究テーマの検討 研究計画指導 共創メンターの決定

10月 共創研究開始 共創研究のテーマに基づいた研究指導

10月 履修計画検討 指導教員、ヤングメンターによる履修指導

2年次 項目 指導内容 プログラム実施委員会

4月 修士論文の研究開始 各自の研究テーマに基づいた研究指導

4月 履修計画検討 指導教員、ヤングメンターによる履修指導

10月 履修計画検討 指導教員、ヤングメンターによる履修指導

10月 修士論文作成 論文執筆指導

1月 修士論文提出

2月 修士論文発表会 論文審査 MFF評価委員会

2月 合否判定
Prelims

MFF審査委員会(Prelims)によ
る合否判定
修士号の学位名称の決定
修士学位授与の判定

3月 博士前期課程修了
学位取得

入学から修了までのスケジュール
（マス・フォア・イノベーション連係学府・博士前期課程）

資料１
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1年次 項目 指導内容 プログラム実施委員会

4月 履修ガイダンス 履修登録
指導教員申請

履修ガイダンス
指導教員の決定

4月 研究テーマの検討 研究計画指導

4月 創発研究テーマの検討 研究計画指導

4月 履修計画検討 指導教員、ヤングメンターによる履修指導

4月 博士論文の研究開始 各自の研究テーマに基づいた研究指導

10月 創発研究開始 創発研究のテーマに基づいた研究指導

2年次 項目 指導内容 プログラム実施委員会

4月 研究継続 研究指導

4月 履修計画検討 履修指導

2月 2年次中間報告(Preliminary Thesis
Exam)

研究発表の指導 MFF審査委員会(Preliminary
Thesis Exam)による合否判定

3年次 項目 指導内容 プログラム実施委員会

4月 研究継続 研究指導

10月 博士学位論文審査願の提出 博士学位論文審査願書の受理
MFF審査委員会（博士号）設置

11月 予備審査用の学位論文等提出

12月 予備審査会 予備審査
審査結果報告

予備審査による論文受理の可
否判定（MFF評価委員会）

1月 学位論文等提出

1月 学位論文審査会（公開） 論文審査
審査結果報告

MFF審査委員会（博士号）

3月 合否判定 MFF審査委員会（博士号）によ
る合否判定
博士号の学位名称の決定
修士学位授与の判定

3月 博士後期課程修了
学位取得

入学から修了までのスケジュール
（マス・フォア・イノベーション連係学府・博士後期課程）
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マス・フォア・イノベーション連係学府　履修モデル

基礎科目
ﾄﾗﾝｼﾞｼｮﾝ科目

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ科目 講究科目 専攻教育科目

前期
①・②

数学共創基礎Ⅰ(1)
数学共創基礎Ⅱ(1)
数学共創基礎Ⅲ(1)
数学共創基礎Ⅳ(1)
数学共創概論Ⅰ(2)*

関数解析大意(2)
アクチュアリ数理(2)

後期
③・④

数学共創基礎Ⅴ(1)*
数学共創基礎Ⅵ(1)*
数学共創概論Ⅱ(2)*

確率論大意(2)
確率論基礎・演習(4)

前期
①・②

表現論大意(2)

後期
③・④

4
数学共創基礎Ⅰ～ⅩⅩ含む

10 12
基礎科目（4単位を超えて履修する科目*）含む

4 10 18

前期
①・②

後期
③・④

前期
①・②

後期
③・④

卓越論報(2)

前期
①・②

後期
③・④

― 2 8 ―

― 2 8 ―

学位：修士（数理学）/ 博士（数理学）

博
士
後
期
課
程

6

6

博士後期修了要件
単位数【16】

修得単位【16】

1
年
次

卓越講究(8)
2
年
次

3
年
次

数学創発モデリング(2)

共創力強化
インターンシップ

（国際/異分野/産学）
(4)

卓越基礎講究(10)

2
年
次

4

1
年
次

博士前期修了要件
単位数【30】

修得単位【36】

博
士
前
期
課
程

数学共創モデリング(4)

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ科目

4

設置等の趣旨等を記載した書類（資料）－4
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マス・フォア・イノベーション連係学府　履修モデル

基礎科目
ﾄﾗﾝｼﾞｼｮﾝ科目

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ科目 講究科目 専攻教育科目

前期
①・②

数学共創基礎Ⅰ(1)
数学共創基礎Ⅱ(1)
数学共創基礎Ⅲ(1)
数学共創基礎Ⅳ(1)
数学共創概論Ⅰ(2)*

数理科学Ⅰ(2)
最適化理論基礎・演習(4)

計算数理学I(2)

後期
③・④

数学共創基礎Ⅴ(1)*
数学共創基礎Ⅵ(1)*
数学共創概論Ⅱ(2)*

統計数理学大意(2)

前期
①・②

機能数理学概論II(2)

後期
③・④

4
数学共創基礎Ⅰ～ⅩⅩ含む

10 12
基礎科目（4単位を超えて履修する科目*）含む

4 10 18

前期
①・②

後期
③・④

前期
①・②

後期
③・④

卓越論報(2)

前期
①・②

後期
③・④

― 2 8 ―

― 2 8 ―

学位：修士（技術数理学）/ 博士（機能数理学）

6

6

3
年
次

卓越基礎講究(10)

卓越講究(8)

4

共創力強化
インターンシップ

（国際/異分野/産学）
(4)

数学創発モデリング(2)

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ科目

数学共創モデリング(4)

4

1
年
次

2
年
次

1
年
次

2
年
次

博
士
前
期
課
程

博士前期修了要件
単位数【30】

修得単位【36】

博
士
後
期
課
程

博士後期修了要件
単位数【16】

修得単位【16】

設置等の趣旨等を記載した書類（資料）－5



マス・フォア・イノベーション連係学府　履修モデル

基礎科目
ﾄﾗﾝｼﾞｼｮﾝ科目

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ科目 講究科目 専攻教育科目

前期
①・②

数学共創基礎Ⅰ(1)
数学共創基礎Ⅱ(1)
数学共創概論Ⅰ(2)*

数学トランジション基礎I(2)**

コンピュータシステム・
アーキテクチャ特論(2)

プログラム設計論特論(2)

後期
③・④

数学共創基礎Ⅴ(1)
数学共創基礎Ⅵ(1)

情報ネットワーク特論(2)
量子計算機科学技術特論I(1)
量子計算機科学技術特論II(1)

前期
①・②

後期
③・④

4
数学共創基礎Ⅰ～ⅩⅩ含む

10
12

基礎科目（4単位を超えて履修する科目*）、
ﾄﾗﾝｼﾞｼｮﾝ科目**含む

4 10 12

前期
①・②

後期
③・④

前期
①・②

後期
③・④

卓越論報(2)

前期
①・②

後期
③・④

― 2 8 ―

― 2 8 ―

卓越講究(8)
2
年
次

3
年
次

1
年
次

卓越基礎講究(10)

2
年
次

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ科目

数学共創モデリング(4)

4

学位：修士（情報科学）/ 博士（情報科学）

情報アーキテクチャ・セキュリティコースを想定

1
年
次

博
士
前
期
課
程

博士前期修了要件
単位数【30】

修得単位【30】

博
士
後
期
課
程

博士後期修了要件
単位数【16】

修得単位【16】

6

6

4

産学共創力強化
インターンシップ

(4)

数学創発モデリング(2)

設置等の趣旨等を記載した書類（資料）－6



マス・フォア・イノベーション連係学府　履修モデル

基礎科目
ﾄﾗﾝｼﾞｼｮﾝ科目

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ科目 講究科目 専攻教育科目

前期
①・②

数学共創基礎Ⅰ(1)
数学共創基礎Ⅱ(1)
数学共創概論Ⅰ(2)*

数学トランジション基礎I(2)**

情報論的学習理論I(1)
情報論的学習理論II(1)

後期
③・④

グラフ理論・組み合わせ論I(1)
グラフ理論・組み合わせ論II(1)

機械学習特論I(1)
機械学習特論II(1)

前期
①・②

数学共創基礎Ⅲ(1)
数学共創基礎Ⅳ(1)

計算論I(1)
計算論II(1)

後期
③・④

4
数学共創基礎Ⅰ～ⅩⅩ含む

10
12

基礎科目（4単位を超えて履修する科目*）、
ﾄﾗﾝｼﾞｼｮﾝ科目**含む

4 10 12

前期
①・②

後期
③・④

前期
①・②

後期
③・④

卓越論報(2)

前期
①・②

後期
③・④

― 2 8 ―

― 2 8 ―

卓越講究(8)
2
年
次

3
年
次

1
年
次

卓越基礎講究(10)

2
年
次

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ科目

数学共創モデリング(4)

4

学位：修士（理学）/ 博士（理学）

データサイエンスコースを想定

1
年
次

博
士
前
期
課
程

博士前期修了要
件

単位数【30】

修得単位【30】

博
士
後
期
課
程

博士後期修了要
件

単位数【16】

修得単位【16】

6

6

4

国際共創力強化
インターンシップ

(4)

数学創発モデリング(2)

設置等の趣旨等を記載した書類（資料）－7



マス・フォア・イノベーション連係学府　履修モデル

基礎科目
ﾄﾗﾝｼﾞｼｮﾝ科目

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ科目 講究科目 専攻教育科目

前期
①・②

数学共創基礎Ⅰ(1)
数学共創基礎Ⅱ(1)
数学共創概論Ⅰ(2)*

数学トランジション基礎I(2)*

バイオ電子工学特論I(1)
バイオ電子工学特論II(1)
ナノプロセス工学特論I(1)
ナノプロセス工学特論II(1)
光・量子デバイス基礎論I(1)
光・量子デバイス基礎論II(1)

後期
③・④

数学共創基礎Ⅴ(1)
数学共創基礎Ⅵ(1)

LSIデバイス物理特論I(1)
LSIデバイス物理特論II(1)

前期
①・②

後期
③・④

4
数学共創基礎Ⅰ～ⅩⅩ含む

10
12

基礎科目（4単位を超えて履修する科目*）、
ﾄﾗﾝｼﾞｼｮﾝ科目**含む

4 10 12

前期
①・②

後期
③・④

前期
①・②

後期
③・④

卓越論報(2)

前期
①・②

後期
③・④

― 2 8 ―

― 2 8 ―

卓越講究(8)
2
年
次

3
年
次

1
年
次

卓越基礎講究(10)

2
年
次

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ科目

数学共創モデリング(4)

4

学位：修士（工学）/ 博士（工学）

情報デバイス・システムコースを想定

1
年
次

博
士
前
期
課
程

博士前期修了要件
単位数【30】

修得単位【30】

博
士
後
期
課
程

博士後期修了要件
単位数【16】

修得単位【16】

6

6

4

産学共創力強化
インターンシップ

(4)

数学創発モデリング(2)

設置等の趣旨等を記載した書類（資料）－8



マス・フォア・イノベーション連係学府　履修モデル

基礎科目
ﾄﾗﾝｼﾞｼｮﾝ科目

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ科目 講究科目 専攻教育科目

前期
①・②

数学共創基礎Ⅰ(1)
数学共創基礎Ⅱ(1)
数学共創概論Ⅰ(2)*

数学トランジション基礎I(2)**

ロバスト制御系設計特論I(1)
ロバスト制御系設計特論II(1)

マルチエージェントシステム基礎I(1)
マルチエージェントシステム基礎II(1)

後期
③・④

数学共創基礎Ⅴ(1)
数学共創基礎Ⅵ(1)

凸最適化に基づく制御系設計理論I(1）
凸最適化に基づく制御系設計理論II(1)

前期
①・②

超伝導工学特論I(1)
超伝導工学特論II(1)

後期
③・④

4
数学共創基礎Ⅰ～ⅩⅩ含む

10

12

基礎科目（4単位を超えて履修する科目*
）、

ﾄﾗﾝｼﾞｼｮﾝ科目
**
含む

4 10 12

前期
①・②

後期
③・④

前期
①・②

後期
③・④

卓越論報(2)

前期
①・②

後期
③・④

― 2 8 ―

― 2 8 ―

卓越講究(8)
2
年
次

3
年
次

1
年
次

卓越基礎講究(10)

2
年
次

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ科目

数学共創モデリング(4)

4

学位：修士（学術）/ 博士（学術）

エネルギーデバイス・システムコースを想定

1
年
次

博
士
前
期
課
程

博士前期修了要件
単位数【30】

修得単位【30】

博
士
後
期
課
程

博士後期修了要件
単位数【16】

修得単位【16】

6

6

4

異分野共創力強化
インターンシップ

(4)

数学創発モデリング(2)

設置等の趣旨等を記載した書類（資料）－9



マス・フォア・イノベーション連係学府　履修モデル

基礎科目
ﾄﾗﾝｼﾞｼｮﾝ科目

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ科目 講究科目 専攻教育科目

前期
①・②

数学共創基礎Ⅰ(1)
数学共創基礎Ⅱ(1)
数学共創概論Ⅰ(2)*

数学トランジション基礎I(2)**

経済理論Ⅱ(2)
経済数学特研Ⅰ(2)

後期
③・④

数学共創基礎Ⅴ(1)
数学共創基礎Ⅵ(1)

計量分析Ⅰ(2)
計量分析Ⅱ(2)
経済理論Ⅰ(2)

前期
①・②

数学共創基礎Ⅲ(1)*
数学共創基礎Ⅳ(1)*

計量分析Ⅲ(2)
経済理論Ⅲ(2)

マクロ数量分析特研Ⅰ(2)

後期
③・④

4
数学共創基礎Ⅰ～ⅩⅩ含む

10
12

基礎科目（4単位を超えて履修する科目*）、
ﾄﾗﾝｼﾞｼｮﾝ科目**含む

4 10 22

前期
①・②

後期
③・④

前期
①・②

後期
③・④

卓越論報(2)

前期
①・②

後期
③・④

― 2 8 ―

― 2 8 ―

学位：修士（経済）/ 博士（経済）

博
士
後
期
課
程

博士後期修了要件
単位数【16】

修得単位【16】

リサーチ・
ワークショップ

1
年
次

卓越講究(8)
2
年
次

3
年
次

6

6

共創力強化
インターンシップ

（国際/異分野/産学）
(4)

数学創発モデリング(2)

卓越基礎講究(10)

2
年
次

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ科目

数学共創モデリング(4)
博
士
前
期
課
程

博士前期修了要件
単位数【30】

修得単位【40】

4

4

1
年
次

設置等の趣旨等を記載した書類（資料）－10



九州大学人を対象とする生命科学・医学系研究に関する規程 

令 和３年度 九大規程 第４８号 

制  定：令和 ３年 ６月３０日 

 （趣旨） 

第１条 九州大学（以下「本学」という。）において実施する人を対象とする生命科学・医学系研

究（以下「生命・医学系研究」という。）に関する取扱いは、関係法令、人を対象とする生命科

学・医学系研究に関する倫理指針（令和３年文部科学省・厚生労働省・経済産業省告示第１号。

以下「指針」という。）その他別に定めのあるもののほか、この規程の定めるところによる。 

（定義） 

第２条 この規程における用語の意義は、指針において定めるところによる。 

（基本方針） 

第３条 本学において生命・医学系研究を実施する者は、次に掲げる事項を基本方針として、研

究を進めなければならない。 

(1) 社会的及び学術的意義を有する研究を実施すること。 

(2) 研究分野の特性に応じた科学的合理性を確保すること。 

(3) 研究により得られる利益及び研究対象者への負担その他の不利益を比較考量すること。 

(4) 独立した公正な立場にある倫理審査委員会の審査を受けること。 

(5) 研究対象者への事前の十分な説明を行うとともに、自由な意思に基づく同意を得ること。 

(6) 社会的に弱い立場にある者への特別な配慮をすること。 

(7) 研究に利用する個人情報等を適切に管理すること。 

(8) 研究の質及び透明性を確保すること。 

（総長の責務及び権限等の委任） 

第４条 総長は、本学における生命・医学系研究が適正に実施されるよう、必要な監督を行うこ

とについての責任を有する。 

２ 総長は、生命・医学系研究の円滑かつ機動的な実施のため、指針に定める「研究機関の長」

の権限及び事務について、次に掲げる事項を除き、当該生命・医学系研究を実施する部局の長

（九州大学病院の患者を対象とする生命・医学系研究にあっては、病院長。以下「部局長」と

いう。）に委任するものとする。ただし、総長が自らその権限及び事務を行うことを妨げない。 

(1) 指針第５の２の（７） 

(2) 指針第６の３の（３） 

(3) 指針第１８及び１９ 

(4) 指針第２０の２の（１）から（５）、（８）及び（９） 

（部局長の責務） 

第５条 部局長は、当該部局における生命・医学系研究の実施に関する統括的な責任を有し、実施

を許可した研究が適正に実施されるよう監督しなければならない。 

２ 部局長は、当該研究がこの指針及び研究計画書に従い、適正に実施されていることを必要に

応じて確認するとともに、研究の適正な実施を確保するために必要な措置をとらなければなら

ない。 

３ 部局長は、研究の実施に携わる関係者に、研究対象者の生命、健康及び人権を尊重して研究

を実施することを周知徹底しなければならない。 

４ 部局長は、実施している又は過去に実施した生命・医学系研究について、指針に適合してい

ないことを知った場合には、速やかに倫理審査委員会の意見を聴き、必要な対応を行うととも

に、不適合の程度が重大であるときは、その対応の状況・結果を総長に報告しなければならな

い。 

（研究者等の基本的責務） 

設置等の趣旨等を記載した書類（資料）－11
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第６条 研究者等は、法令、指針等を遵守し、当該研究の実施について倫理審査委員会の審査及

び研究機関の長の許可を受けた研究計画書に従って、適正に研究を実施しなければならない。 

２ 研究者等は、研究の実施に先立ち、研究に関する倫理並びに当該研究の実施に必要な知識及

び技術に関する教育・研修を受けなければならない。また、研究期間中も適宜継続して、教

育・研修を受けなければならない。 

（研究の適正な実施） 

第７条 生命・医学系研究を実施しようとする場合には、その業務を統括する者として、研究責

任者を定めなければならない。 

２ 研究責任者は、生命・医学系研究の実施に当たり、あらかじめ研究計画書を作成しなければ

ならない。また、研究計画書の内容と異なる研究を実施しようとするときは、あらかじめ研究

計画書を変更しなければならない。 

３ 研究責任者は、研究の実施の適否について、倫理審査委員会の意見を聴いた後に、その結果

及び当該倫理審査委員会に提出した書類、その他部局長が求める書類を部局長に提出し、当該

研究の実施について、許可を受けなければならない。 

４ 研究責任者は、指針及びこの規程に基づき、生命・医学系研究を統括し、研究者等に必要な

指導を行う等、第１３条により定められた手順書等に従って、生命・医学系研究の適正な管理

に当たらなければならない。 

５ 総長は、研究の実施の適正性若しくは研究結果の信頼を損なう若しくはそのおそれのある事

実を知り、又は情報を得た場合には、国立大学法人九州大学の適正な研究活動に関する規程（平

成２１年度九大就規第１４号）に基づき取り扱うものとする。 

 （多機関共同研究） 

第８条 多機関共同研究を実施する研究責任者は、当該多機関共同研究として実施する研究に係

る業務を代表するため、当該研究責任者の中から、研究代表者を選任しなければならない。 

２ 本学に所属する研究代表者は、多機関共同研究を実施しようとする場合には、各共同研究機

関の研究責任者の役割及び責任を明確にした上で一の研究計画書を作成又は変更しなければな

らない。 

３ 前項で規定する研究代表者は、原則として、多機関共同研究に係る研究計画書について、一の

倫理審査委員会による一括した審査を求めるものとする。 

（研究結果の説明） 

第９条 研究者等は、研究対象者等からインフォームド・コンセントを受ける際には、研究によ

り得られた結果等の説明に関する方針を説明し、理解を得なければならない。その上で、研究

対象者等が当該研究により得られた結果等の説明を希望しない場合には、その意思を尊重しな

ければならない。 

２ 研究者等は、研究対象者の同意がない場合には、研究対象者の研究により得られた結果等を

研究対象者以外の人に対し、説明してはならない。 

３ 前２項の規定に関わらず、研究責任者が、第１３条により定められた手順書等に従って必要

と判断したときは、その結果等を研究対象者等に説明することができる。 

（倫理審査委員会） 

第１０条 部局長は、生命・医学系研究実施の可否等を審査するため、その諮問機関として、倫

理審査委員会を設置しなければならない。ただし、当該部局において倫理審査委員会を設置す

ることが困難な場合には、他の部局に設置された倫理審査委員会をもってこれに代えることが

できる。 

２ 倫理審査委員会は、部局長が合同で設置することができる。 

３ 部局長は、倫理審査委員会を設置した場合、速やかに総長へ報告するとともに、指針で定め
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るところにより倫理審査委員会報告システム （以下「システム」という。）で公表しなければ

ならない。 

４ 倫理審査委員会は、学際的かつ多元的な視点から、様々な立場からの委員によって、公正か

つ中立的な審査を行えるよう、適切に構成され、かつ、運営されなければならない。 

５ 研究責任者は、第１項の規定にかかわらず、指針第１７の４の（１）に基づいて設置された

学外の倫理審査委員会に審査を依頼することができる。 

６ 倫理審査委員会は、他の研究機関が実施する生命・医学系研究について審査を行うことがで

きる。 

７ 部局長は、指針で定めるところにより、倫理審査委員会の開催状況及び審査の概要について

システムで公表した場合は、速やかに公表事項を総長に報告するものとする。 

（個人情報の保護及び権限等の委任） 

第１１条 総長は、指針第１８及び第１９に定める個人情報の保護に関する措置についての権限

及び事務を九州大学個人情報管理規程（平成１６年度九大規程第１６０号。以下「個人情報管

理規程」という。）に規定する個人情報保護管理者に委任するものとする。 

２ 前項の規定により委任を受けた者は、指針及び個人情報管理規程に基づき、その取り扱う個

人情報の適切な管理のために必要な措置を講じなければならない。 

３ 第１項の規定により委任を受けた者は、指針に基づき、死者について特定の個人を識別する

ことができる情報についても前項と同様、適切な管理のために必要な措置を講じなければなら

ない。 

（保有個人情報の開示等に係る請求の取扱い） 

第１２条 総長は、研究対象者等から、保有する個人情報の開示、訂正及び利用停止等に係る請

求があった場合は、指針及び九州大学個人情報開示等取扱規程（平成１６年度九大規程第１６

１号）に基づき取り扱うものとする。 

（手順書） 

第１３条 部局長は指針に従い、次に掲げる事項について手順書を定めるものとする。 

(1) 人体から取得された試料及び情報等の保管に関すること。 

(2) 侵襲を伴う研究を実施しようとする場合において、重篤な有害事象が発生した際に研究者

等が実施すべき事項に関すること。 

(3) その他必要な事項に関すること。 

（指針及びこの規程の遵守） 

第１４条 生命・医学系研究に従事するすべての者は、指針及びこの規程を遵守しなければなら

ない。 

（雑則） 

第１５条 この規程に定めるもののほか、この規程の実施に関し必要な事項は、部局長が別に定

める。 

附 則 

１ この規程は、令和３年６月３０日から施行する。 

２ 九州大学人を対象とする医学系研究に関する規程（平成２６年度九大規程第１１２号）及び

九州大学ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する規程（平成１６年度九大規程第１６２号）は、

廃止する。 

３ この規程の施行の際、現に廃止前の九州大学人を対象とする医学系研究に関する規程又は九

州大学ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する規程により実施中の生命・医学系研究については、

指針において定められた範囲において、なお従前の例によることができる。 
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研究倫理教育の実施に関する要項 

 

実施：平成２７年４月１日 

 最終改正：平成３１年１月１８日 

 

１ 趣旨 

この要項は、国立大学法人九州大学の適正な研究活動に関する規程（平成

２１年度九大就規第１４号。以下｢適正な研究活動規程｣という。）第７条第

４項に基づき、本学の研究倫理教育の内容及び実施方法等について必要な事

項を定めるものとする。 

 

２ 研究倫理教育 

（１）研究者を対象とした研究倫理教育 

① 研究に従事する研究者等に対し、全学的に共通の教材による研究倫理

教育（以下｢研究者共通教育｣という。）を実施する。 

② 各部局において、研究分野等の特性に応じた研究倫理教育（以下｢分野

別教育｣という。）を実施する。 

（２）学生を対象とした研究倫理教育 

①学部学生には、学年等に応じた必要な研究倫理教育を実施する。 

②大学院生には、学年等に応じた必要な研究倫理教育を実施するととも

に、研究者共通教育を実施する。 

 

３ 研究者共通教育 

（１）受講対象者 

① 受講義務者 受講を必須とし、受講管理が必要な者。 

ア 教員（特定有期教員等を含む。） 

イ 研究推進職 

ウ 技術職員・医療職員のうち研究活動を行う者 

エ 学術研究員 

オ 研究補助者（テクニカルスタッフ、研究補助者として雇用する学 

生、技術補佐員等） 

カ ア、ウ及びエ以外の身分で、本学において科学研究費助成事業へ申 

請する者 

キ 日本学術研究振興会特別研究員のうち SPD、PD、RPD及び外国人特 

別研究員の身分の者 

ク 大学院生 

ケ その他、研究担当理事又は研究倫理教育責任者が必要と認める者 
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② 受講推奨者 受講を推奨するが、受講管理の必要のない者。 

 ア 共同研究等により本学において一定期間研究活動を行う学外者 

イ 学部学生（特に研究室配属後の学部学生） 

ウ 不正行為に係る申立窓口責任者 

エ 研究支援関係部署の事務職員 

オ その他、研究担当理事又は研究倫理教育責任者が必要と認める者 

 

（２）教育内容等 

① 教育内容は、研究者等に求められる倫理規範を十分に修得させるもの

であり、かつ、研究分野によらない共通のものとする。 

② 教材は、一般財団法人公正研究推進協会（APRIN）（以下「APRIN」と

いう）が作成している「責任ある研究行為ダイジェスト」を使用する。

ただし、今後、文部科学省の通知等を踏まえ、必要に応じ見直す。 

 

（３）受講方法等 

① 受講対象者は、APRINの e-learningシステム（eAPRIN）により受講す

る。 

② 受講義務者は、当該教材を受講後にテストを実施し、一定の点数を超

えた場合に受講を修了したとみなす。一定の点数は、当分の間８０点以

上とする。 

③ 受講義務者は、受講を修了した場合、同システムから発行される受講

修了証を所属部局の研究倫理教育責任者に提出する。 

④ 各部局の研究倫理教育責任者は、受講義務者から提出された受講修了

証に基づき受講管理を行うものとし、受講状況を定期的に研究担当理事

に報告する。 

 

（４）受講時期 

① 受講義務者は、原則３年度ごとに受講する。教材等の見直しを行った場

合や文部科学省等からの通知等により、受講時期を変更する場合がある。

ただし、平成２７年度については、受講義務者は全員受講するものとする。 

② 年度途中で採用された教員や昇任した教員等については、着任及び昇任

後速やかに受講する。ただし、昇任した教員で昇任した年度に既に受講し

た者は受講を免除できる。 

 

（５）他機関からの採用者等に係る研究倫理教育の取扱いについて 

  本学採用前に在籍していた研究機関等（以下「研究機関等」という。）に

おいて、以下の研究倫理教育を採用年度を含め３年度以内に受講した者につ

いては、本学における研究者共通教育を受けたこととみなす。 
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ただし、決定に当たっては、教材から出力される受講修了証又は研究機関

等が発行する受講証明書を提出させ確認するものとする。 

また、当該採用者についての次の受講年度は、修了証等に記載の受講年度

後３年度目とする。 

  （対象教材等） 

①  eAPRIN の次の教材 

ア「責任ある研究行為ダイジェスト」 

イ「責任ある研究行為：基盤編」の基本コースである次の単元を全て受講 

した場合 

 ・責任ある研究行為について・研究における不正行為 ・データの扱い 

・オーサーシップ ・盗用 ・公的研究資金の取り扱い 

  ②  「科学の健全な発展のために－誠実な科学者の心得―」（日本学術振興

会テキスト） 

本教材については、研究機関等が教材として導入していること、かつ、

受講後の理解度を測るテスト等の結果をもって研究機関等が受講を証明

できることを条件とする。 

 

４ 分野別教育 

（１）研究倫理教育責任者は、研究者共通教育に加え、当該部局の研究分野の

特性に応じた教育を実施する。受講対象者、教育内容、実施方法等につい

ては、各部局で決定する。 

（２）研究倫理教育責任者は、部局において実施した分野別教育について、定

期的に研究担当理事に報告する。 

 

５ 学生を対象とした研究倫理教育 

  学生を対象とした研究倫理教育の実施等については、この要項に定めるも

ののほか、教育担当理事が必要に応じて別途定める。 

 

 

６ 実施 

  この要項は、平成２７年４月１日から実施する。 

 

   附 記 

 この要項は、平成２８年４月１日から実施する。 

 

   附 記 

 この要項は、平成２９年４月１日から実施する。 
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   附 記 

 この要項は、平成３１年１月１８日から実施する。 
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国立大学法人九州大学教員の定年に関する規程

平成１６年度九大就規第１２号

施 行：平成１６年 ４月 １日

最終改正：平成２７年 ３月３０日

（平成２６年度九大就規第１３号）

第１条 この規程は、国立大学法人九州大学就業通則（平成１６年度九大就規第１号）第１５条

第１項の規定に基づき、国立大学法人九州大学に勤務する教員の定年について定めるものとす

る。

第２条 教員の定年は、６５歳とする。

２ 定年による退職の日は、定年に達した日以後における最初の３月３１日とする。

第３条 前条第１項の規定にかかわらず、次の各号のいずれかに該当する者の定年は、７０歳と

する。

(1) 文化勲章又はノーベル賞を授与された者

(2) 総長が前号に掲げる賞に相当すると認める賞を授与された者

附 則

１ この規程は、平成１６年４月１日から施行する。

２ 第２条第１項の規定にかかわらず、生年月日が次表の左欄に掲げる年月日に該当する教員の

定年は、同表右欄に掲げる年齢とする。

生年月日 定年年齢

昭和１６年４月２日～昭和２２年４月１日 ６３歳

昭和２２年４月２日～昭和２４年４月１日 ６４歳

附 則（平成２６年度九大就規第１３号）

この規程は、平成２７年４月１日から施行する。
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学生の確保の見通し等を記載した書類 
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（１）学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

① 学生の確保の見通し 

ア．定員充足の見込み 

 AI 技術の爆発的発展により、データサイエンスは学術・技術やビジネス・生活のあり方

などを激変させている。しかし、AI 技術には、信頼できる精度や理論的基盤の不確実性な

ど、未知の要素が多い。そうした中、AI の弱点を克服しうるものとして、数学の汎用性と

厳密性が脚光を浴びている。数学はモデリングやシミュレーションを通じて多様な分野で

活かされ、データがないところでも威力を発揮し、それが社会に大きなインパクトを与えつ

つある。数学の活用の成否が今後の社会のあり方に直接影響するが、それを担う体系的人材

育成システムは確立していない。 

 こうした状況は、文部科学省・経済産業省「理数系人材の産業界での活躍に向けた意見交

換会報告書」(2019.3.26)においても『数理資本主義の時代～数学パワーが世界を変える～』

として大きく指摘されているところであり、九州大学『マス・フォア・イノベーション卓越

大学院プログラム』で育成するような数学博士人材には社会からの強い要請がある【資料

１】。 

 こうした中、新たに設置する「マス・フォア・イノベーション連係学府」における学位プ

ログラム（以下、「プログラム」という。）では、そうした社会的要請に応えるべく、博士一

貫のカリキュラムで、数学を横串に、様々な分野を横断して社会に貢献できる数学モデリン

グ人材の育成を組織的に行っていく。 

本プログラムは、既存の数理学府数理学専攻（定員：修士課程 54 名、博士後期課程 20 名）、

システム情報科学府情報理工学専攻（定員：修士課程 105 名、博士後期課程 29 名）、同学府

電気電子工学専攻（定員：修士課程 65 名、博士後期課程 16 名）、経済学府経済工学専攻（定

員：修士課程 20 名、博士後期課程 10 名）の連携・協働によるものである。博士前期課程の

定員は 12 名とし、概ね数学系７名、情報系３名、経済系１名、他分野１名の入学を想定し

ている。これは、少数精鋭により卓越した人材を育成する観点、および担当教員の数を踏ま

えて教育の質を担保する観点から 12 名と設定した。博士後期課程においては、加えてハイ

レベルの企業研究者や留学生を受け入れ予定であるため、博士後期課程の定員は博士前期

課程定員から２名増の 14 名と設定した。 

 

イ．定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 

 

 近年の数理学府、システム情報科学府、経済学府経済工学専攻における修士課程修了者の

求人倍率は、【表１】のとおり、全体として７倍を超えており、令和２年度においては、修

了者 249 名に対して７倍となる 1,746 名の求人が企業等から寄せられた。実際には、博士

後期課程進学者や教職に就く学生もおり、実質的な倍率はより高いものとなっている。 

 

表１ 修士課程修了者に対する求人倍率（令和２年度） 

 修了者数 求人数 求人倍率 

数理学府 56 104 1.857 

システム情報科学府 171 1,640 9.590 

経済学府（経済工学専攻） 22 2（注） 0.091 

計 249 1,746 7.012 

※求人数は、各学府に直接届いた求人数を表す。本学宛てに届いた求人数は含まれていない。 
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 （注）経済学府（経済工学専攻）の求人数「２」については、本学文系学府の場合、大学

本部に部局を指定しないものとして届くことが多く、昨年度に大学本部に届いた求

人で経済学府と関係が深いと思われる「金融・証券・保険」関係の求人数は「790」、

また、「IT・通信・マスコミ・出版」関係の求人数は「2,110」である。 

 

このように、３学府の学生への社会からの期待は大きく、こうした流れが博士後期課程修

了者に対する期待の高まりにつながっている。また、修士課程への志願者は【表２】のとお

り、３学府とも入学定員を大きく上回っている状況が続いており、これまでの各学府の志願

状況と実際の入学者数を踏まえ、博士前期課程において定員 12 名を確保できる見込みが十

分にある。 

 

表２ 修士課程の志願者・入学者の実績 

  H29 入学 H30 入学 R1 入学 

 入学

定員 

志願

者数 

倍率 入学

者数 

倍率 志願

者数 

倍率 入学

者数 

倍率 志願

者数 

倍率 入学

者数 

倍率 

数理学府 54 82 1.52 63 1.17 77 1.43 48 0.89 81 1.50 54 1.00 

システム 

情報科学府 

140 250 1.79 187 1.34 288 2.06 198 1.41 281 2.01 183 1.31 

経済学府 

（経済工学

専攻） 

20 109 5.45 26 1.30 100 5.00 21 1.05 93 4.65 20 1.00 

 

 

  R2 入学 R3 入学 

 入学定員 志願

者数 

倍率 入学

者数 

倍率 志願

者数 

倍率 入学

者数 

倍率 

数理学府 54 82 1.52 57 1.06 80 1.48 58 1.07 

システム 

情報科学府 

140 

R3 年度 

から 170 

413 2.95 220 1.57 335 1.97 197 1.16 

経済学府 

（経済工学

専攻） 

20 104 5.20 20 1.00 58 2.90 18 0.90 

 ※R3 入学については、秋入学分は含まれていない。 

 

 一方、博士後期課程入学定員に対する志願倍率は【表３】に示すとおり、いずれの学府に

おいても必ずしも高くない。 

 

表３ 博士後期課程の志願者・入学者の実績 

  H29 入学 H30 入学 R1 入学 

 入学

定員 

志願

者数 

倍率 入学

者数 

倍率 志願

者数 

倍率 入学

者数 

倍率 志願

者数 

倍率 入学

者数 

倍率 

数理学府 20 15 0.75 12 0.6 15 0.75 12 0.6 8 0.4 7 0.35 

システム 45 36 0.80 34 0.76 23 0.51 22 0.49 34 0.76 29 0.64 
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情報科学府 

経済学府 

（経済工学

専攻） 

10 9 0.9 6 0.6 11 1.1 6 0.6 12 1.2 4 0.4 

 

  R2 入学 R3 入学 

 入学

定員 

志願

者数 

倍率 入学

者数 

倍率 志願

者数 

倍率 入学

者数 

倍率 

数理学府 20 13 0.65 13 0.65 15 0.75 14 0.70 

システム 

情報科学府 

45 35 0.78 31 0.69 26 0.58 24 0.53 

経済学府 

（経済工学

専攻） 

10 13 1.30 5 0.5 4 0.40 2 0.20 

 ※R3 入学については、秋入学分は含まれていない。 

 

しかし、今後の日本および国際社会における動向を考えると、数学分野の博士輩出は不可

欠であり、本プログラムにおいては社会人を対象とする教育や、留学生の確保に従来以上に

注力してゆくこととしている。 

 また、本プログラムは、九州大学の大学院改革を先導する位置づけとしており、プログラ

ムの博士後期課程の学生に対して手厚い経済的支援を大学としても予定している。授業料

支援に加え、奨学金的支援を優秀な学生に対して行う。加えて、企業との共同研究等に参画

する際の RA、あるいは本プログラムでリバースメンターとして活動する際の TA としての給

与などである。さらに本プログラムでは多様なキャリアパスを提示し、産学連携担当の教員

や学術研究員などによる日常的なサポートなどの適切な支援を行うことで、学生のキャリ

アパスの安定的な構築も行ってゆく。これらの方策により、これまで博士後期課程への進学

を経済的側面やキャリアパスの側面から躊躇していた博士前期課程修了者にも、これまで

以上に博士後期課程に進学するためのモチベーションを与えることができる。結果として、

本プログラムの博士前期課程及び博士後期課程どちらにおいても学生を確保できる見込み

である。 

 

【学生アンケートの結果】【資料５、７】 

 理学部物理学科情報理学コース、理学部数学科、工学部電気情報工学科、経済学部経済工

学科の学部生および、数理学府、システム情報科学府情報学専攻、システム情報科学府情報

知能工学専攻、システム情報科学府電気電子工学専攻、経済学府経済工学専攻の修士課程大

学院生に対する本プログラムに関するアンケートでは、各学年 12 名以上の合計 102 名が回

答しており、そのうち半数以上の 56名が本学の博士課程への進学を希望している（回答１、

２、３）。 

 大学院を選ぶ基準として特に重視している点は、研究分野、大学・大学院の知名度、大学

院の所在地に次いで、修了後の進路、経済支援、学生サポート体制が挙げられており（回答

４）、本プログラムは後者３項目をカバーしている。 

 本プログラムの特色について、マス・ファイブ・フォース養成のための体系的カリキュラ

ム、社会が必要とする数学博士人材の育成の２点が、学生が特に期待している点として回答

されており、学生の 94％以上が本プログラムは社会のニーズに合っていると感じると回答
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している（回答５、７）。これらに次いで卓越社会人博士課程制度（企業と連携し、博士前

期課程修了時点で当該企業に就職・籍を置きながら、同時に博士後期課程に進学する先駆的

取組みで、我が国において初めて組織的に実施し、これにより学生の経済的支援・キャリア

形成といった日本の博士課程進学者の減少の主な原因の解決を図るために、まずは、社内の

関連制度が整っている富士通研究所と開始し、年間３名程度の受入れを目指す。）が期待さ

れる点として挙げられている。実際、89 名が本プログラムに魅力を感じると回答し、61 名

が本プログラムが設置された場合に入学したいと回答している（回答６、８）。 

 以上のアンケート結果より、本プログラムにおいて優秀な学生の長期的確保が見込める

と十分に考えられる。 

 

なお、国際的な企業活動を展開する際、海外企業からは博士の学位を有していないと協議

や交渉の対象者として認知されないことが多い。近年、社会人博士課程学生として入学を希

望する者で、このことを志望理由とする者が増えてきている。そこで、このような国際的な

活動を行う企業等で仕事を始めてこのことに気が付いた修士課程修了者も対象として、博

士後期課程の学生として受入れ、教育を提供する。また、海外を含めても、本プログラムの

ような数学を基盤として他分野や産業界との連携を主軸に据えたプログラムはあまりなく、

経済的支援もあることから、海外からの優秀な学生の獲得にも力を入れて取り組む。本学が

戦略的パートナーシップ協定を結んでいる米国のイリノイ大学アーバナ-シャンペーン校

や、本学マス・フォア・インダストリ研究所が分室を置くオーストラリアのラ・トローブ大

学などとの連携を通して、優秀な留学生の獲得を目指す。 

 また、システム情報科学府では、「修士（理学）」の学位を取得して修了した者が過去５年

間に 19 名、「博士（理学）」の学位を得た修了者が同じく 2名いる。これらの修了者の修士

論文・博士学位論文には数学に密接に関連したものも多い【資料２】。このことは、本プロ

グラムへの適性を持つ学生が同学府に既に入学・修了していることを示唆しており、今後同

様の学生が本プログラムに入学することが見込まれる。 

 

ウ．学生納付金の設定の考え方 

 本学の学生納付金は 817,800 円（入学料 282,000 円、授業料年額 535,800 円）であり、

「国立大学等の授業料その他の費用に関する省令」第二条に定める標準額と同額に設定し

ている。 

 

 

② 学生確保に向けた具体的な取組状況 

本プログラム及び連係する３学府の認知度の向上を図り、学生の確保につなげるため、様々

な取組を行っている。 

 

本プログラムが単独で行う取組は次のとおりである。 

 

1.プログラム説明会 

本プログラムへの参画に興味を持つ志願者となる可能性のある者を対象に、本プログ

ラムの概要について説明を行う取り組みである。対面での説明会の様子をオンラインで

配信し、遠隔地からの参加も可能とする。特に、社会からの要請、プログラムの特長、

学生にとってのメリット、経済的支援、キャリアパス支援について説明するとともに、

学内外の様々なプログラム担当教員やメンターからのメッセージを伝え、学生のモチベ
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ーションを高める説明を行う。また、状況に応じて、本プログラムの説明会を東京や関

西地区など複数個所で実施することも検討している。 

2.各種セミナー等を活用した説明と個別相談 

本プログラムの特徴的取組として「マス・フォア・イノベーションカフェ」を実施する。

これは、学生企画による講演・ポスター発表・交流会を参加者全員の顔が見える規模で定期

的に行うものである。数学科学部生に加え、共創メンターとヤングメンターの協力のもと、

他分野の学部生等の参画を得て、直接的なリクルートメントの機会とする。また、スタディ

グループやマス・フォア・イノベーションセミナー、さらには本学オープンキャンパスや公

開講座もリクルートメントの場としてフル活用する。またそうした機会を用いて、志願予定

者への個別相談に応じる機会とする。 

3.ウェブサイト等による広報 

ウェブページを有効に活用して、本プログラムの周知を行う。特に、動画を利用する

ことで、本プログラムの周知を図る。また、プロモーションビデオの作成、SNSの活用

により、高校生から社会人までを対象に積極的・恒常的なリクルートメント活動の推進

を図る。 

4.アドミッション 

東京圏や関西圏等の遠隔地からの志願者の便宜を図るために、オンラインでの面接も併

用し、学生の便宜を図ることで志願者の増加につなげる。数学以外の分野が専攻の志願者も

含め、多様な学生にも配慮して数学の幅広い分野から選択できる形で試験問題を作成する。 

5.海外・企業の協力機関との連携 

イリノイ大学アーバナ-シャンペーン校(UIUC)、ラ・トローブ大学、アジア太平洋産

業数学コンソーシアム(APCMfI)加盟校に加え、インド工科大学、復旦大学、カリフォル

ニア大学サンディエゴ校を重点校と位置付け、これらの大学からの留学生に優先的に奨

学金等を充当する。これにより重点校から特に優秀な留学生を継続的に呼び込む。 

さらに、連携先機関となっている企業と連携して、卓越社会人博士課程制度を用いて学

生確保に資するほか、企業からの社会人学生受入れを促進する。 

 

上記の他、連係する３学府においても本プログラム学生確保のため次の取組を行う。 

 

6.数理学府、システム情報科学府、経済学府における取組 

各学府における入試説明会において、本プログラムの説明を行い、志願者の増加につな

げる。また、学部学生に対する日常的な指導の中で、本プログラムのコンセプトや社会か

らの強い要請について学生に説明することで、学生の本プログラムに対するモチベーショ

ン向上につなげる。より具体的な取組みは以下の通りである。 

 

本学や他大学の学部生や社会人を対象とした数理学府数理学専攻修士課程の入試説明会

において、博士前期課程の紹介を行っている。また、本学や他大学の大学院修士課程の学生

や社会人を対象とした数理学府数理学専攻博士後期課程の入試説明会においては、社会に

おける数学博士人材の必要性を説明するとともに、博士後期課程の紹介を行っているほか、

本プログラムにおける経済的支援も含めた概要について紹介を行っている。さらに、本学や

他大学の学部生、大学院生などを対象として、プログラム説明会を実施し、本プログラムの

詳細や入試などについての詳しい紹介も行っているほか、ホームページを作成し、そこに本

プログラムの紹介動画を置くなど、周知活動に努めている。 
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システム情報科学府においては、工学部電気情報工学科および理学部物理学科情報理学

コースの３年生を対象とした合同の進路説明会において、博士前期課程の紹介を行ってい

る。また、九州・沖縄・中国地方の高等専門学校を担当教員が訪問し、学生と教員を対象と

して、学府の説明会を実施している。これらのすべての機会において本プログラムについて

の説明を行う。 

同学府では、入学試験の外国人特別選抜を実施しているほか、一般選抜においても入学試

験問題を日英両言語で作成するなど、外国人学生を留学生として受け入れる体制を整えて

いる。また、学部３年次学生特別選抜（飛び級）も実施し、優秀な学生を入学させる仕組み

を整備している。 

さらに、修士１年生ならびに関連の深い工学部電気情報工学科および理学部物理学科情

報理学コースの３年生を対象とした進路説明会において、博士後期課程の在学生あるいは

同課程を修了して間もない修了生を講師として、博士後期課程での学びとその後の就職に

ついて体験を交えて説明する博士進学ガイダンスを開催している。 

また、工学部が開催している在学生保護者を対象としたオープンキャンパスにおける電

気情報工学科企画の中で、保護者に対して博士後期課程進学の重要性や経済的支援につい

て説明を行っている。さらに、入学が期待される修士既修了者や共同研究先の企業研究者を

対象として教員個人が社会人学生入学勧誘を行っているほか、「九州コンソーシアムによる

副専攻型高度データサイエンス教育プログラム」など当該学府等と企業との教育に関する

組織対組織の連携への参加者や本学府 ADS（Advanced Data Scientist）育成室が実施して

いる社会人向け「データサイエンスプロ短期集中コース」の受講者を対象として、社会人学

生に関するガイダンスと勧誘を行っている。加えて、英語で学位を取得できる国際コースと

してのグローバルコースを設置しており、国費外国人留学生特別プログラムへの参画と合

わせて、優秀な外国人留学生の勧誘を行っている。これらのすべてにおいて本プログラムに

ついての説明を行う。 

 

経済学府経済工学専攻においては、修士課程及び博士課程に進学したいと考えている社

会人、本学や他大学の学生などを対象とした進学個別相談会において、本プログラムの概要、

経済的支援及び育成する人材像、民間企業や海外拠点との連携も紹介し、本プログラムの特

徴について説明を行っている。 
また、本プログラムについて、経済学部に多くの学生を輩出している高等学校、高等専門

学校に対して広報しているほか、同窓会報を通じて卒業生にも広く周知している。  
  さらに、注目を集めるため、本プログラムの概要に関するポスターを経済学部や経済学府

内に掲示している。また、学生募集やイベントなどの情報は同学府のホームページに掲載し

ているほか、本プログラムのバナーを設置し、訪問者の注意を引くように設定している。 
特に内部進学を促すために、学部新入生の入学時、2 年生の進級時および 3 年次編入生の

編入時におけるオリエンテーションにおいて、本プログラムを紹介するとともにリーフレ

ットを配付して周知を図っている。また、3・4 年次の少人数セミナーにおいて、大学院進

学を希望する優秀な学生に本プログラムに参加するメリットを説明している。 
また、経済学部経済工学科および経済学府経済工学専攻に所属する学生に配布する履修

ガイドにおいて、本プログラムの周知をしている。 
  そのほか、経済学府経済工学専攻修士課程に出願予定の経済学部外国人研究生や経済学

府経済工学専攻国際プログラム出願者をはじめとする留学生の本プログラムへの入学をサ

ポートするため、同学府の本プログラム支援室にて、詳細についての質問に対して日本語、

英語および中国語の 3 カ国語で対応している。 
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（２）人材需要の動向等社会の要請 

① 人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

 本プログラムでは、国際的に優れた数学力を基盤にして、組織や分野の垣根を越え、数学

モデリング力を活かして各分野で共創し、イノベーションを創発する卓越した数学モデリ

ング人材である「マス・フォア・イノベーション プロフェッショナル（MFI プロフェッシ

ョナル）」を育成する。MFI プロフェッショナルは多様な分野で数学のニーズに応え、「数理

資本主義」なる新しい産業・社会構造の中核で研究を通じ社会を牽引して、中・長期的に日

本の国力を飛躍的に強化することが期待される。 

このような人材に求められる次の５つの力＝「マス・ファイブ・フォース（MFF）」を養成

する。 

1.広範な数学分野に深く習熟し、高く柔軟な「数学力」 

伝統的訓練を、時間をかけて粘り強く行い、基礎を徹底的に鍛える 

2.データハンドリングに必須の「統計力」 

統計理論とプログラミングをバランスよく実践的に身につけさせる 

3.複雑な課題の本質を見抜き、数学モデルを構築する「モデリング力」 

他分野の課題を理解し数学・統計から適切な手法を抽出してモデル化 

4.数学と他分野の知識を持ちこれらの分野の研究者と協働し創造する「共創力」 

数学と他分野の言葉、文化を理解しチームワークを作る 

5.以上の 4つの力を統合してイノベーションを創出する「創発力」 

4 つの力を統合し局面や場合に応じて必要な力を発揮する 

 

②上記①が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠 

〇政府の動向 

 近年、データサイエンスや AI などの情報関連技術や、それをさらに飛躍させるための数

学的知識基盤やその活用が社会で果たす貢献に大きな期待が寄せられている。一方、これら

の知識基盤や技術を開発し、活用する研究者・技術者の不足が叫ばれ、その育成が急務とさ

れている。たとえば、総合科学技術・イノベーション会議は、Society 5.0 の実現を通じて

世界規模の課題の解決に貢献するためには、AI エキスパート人材を年に 2,000 名育成する

必要があると指摘している【資料３、４】（図１参照）。このように、情報系の高度技術者に

対する社会からの人材需要は極めて大きい。 

Industry 4.0 や Society 5.0 の実現に向け、日本政府が打ち出しているグローバルトッ

プの AI 人材育成やデジタル・ニッポンの方向性は、国家戦略の中心に位置する。AI 技術の

今後の発展のためには、その弱みの克服（深層学習のホワイトボックス化等）や量子コンピ

ューティング等の革新的技術の開発が急務であり、そのために根幹部分で数学が必要とさ

れている。実際、イノベーションを起こした世界的企業 GAFA 等の基幹技術には最先端の数

学が用いられている。こうした数理技術は社会の基層で産業や社会のあり方に確実に大き

な変革を迫りつつあり、「金融資本主義」、「データ資本主義」の次に「数理資本主義」の時

代が到来したという指摘がある【資料１】。この状況下、日本の弱点は伝統的に情報技術が

数学と乖離している点であり、そのギャップの克服が強く求められている。 
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図１ 総合科学技術・イノベーション会議、AI 戦略（人材育成関連）（平成 31 年４月 18 日内閣府特命担当

大臣（科学技術政策）平井卓也）（【資料４】から抜粋） 

 

〇産業界の動向 

世界的企業 GAFA 等は、基幹技術として最先端の数学を用いることでイノベーションを起

こし、社会に大きなインパクトを与えてきている。典型的な例として、Google 検索の基幹

技術 Page Rank のベースは確率論やランダム行列理論などの数学である。少ない観測デー

タから元のデータを復元できる圧縮センシングは数学による画期的技術であり、医療画像、

天文学、画像処理等、幅広い用途に不可欠な手法となっている。 

また、産業界の意見によると、いわゆる情報技術では日本は世界的にもレベルが高いが、

数学が必要で需要の高い AI、CG や物理プログラミングで弱い。また、プログラミング技術

は年間 3,000 時間程度の訓練でレベルアップできるが、数学は基礎が身についていなけれ

ば、いくら時間をかけてもスキルが上がらないとも指摘される【資料１】（図２参照）。 

我が国の産業界は、「第三次 AI ブーム」の到来もあり、数学が企業の競争力の勝敗を決す

る時代になりつつあることに気づき始めており、数学・数理科学人材の積極的な獲得に向け

て動く企業も増えている。この潮流をより拡大し、さらに確かなものにしていかなければな

らない、といった報告もされている。また、以下のようなコメントも産業界から出ているこ

とも報告されている【資料１、46 頁】。 

『我々は…社会が求める「大きな目的」の実現に向け、必要なことは何でも行う…だから、

数理的な能力が必要…。問題を抽象化し…本質を分類を超えて的確に捉える力です。…社会

が、日本が求めているのは、このような人材…。これからの数理的な人材には、もう一つ重

要なことが必要…。自らの数理的な力を使い、周りの人たちと「協創」する能力が必要…。

学生の確保の見通し等を記載した書類（本文）－9



 
 

この新しい「数理資本」をもった人材の育成に成功している国はありません。だからこそ、

日本にチャンスがあります。』 

 

 

〇企業アンケート【資料６、７】 

日本各地の企業に対して本プログラムに関するアンケートを行い、製造業 15 社を中心と

した合計 18 社の回答を得た（回答５、６）。採用にあたり学生に求める能力に関するアンケ

ートでは、主体性（61％）と専門分野の高度な知識（44％）が最も重視されており、次いで

コミュニケーション能力（39％）と課題設定・課題解決能力（39％）が重視されている（回

答２）。本プログラムは、数学の専門知識を軸に異分野研究者とコミュニケーションをとっ

て課題を設定し解決する人材に必要なマス・ファイブ・フォース（MFF）を養成するプログ

ラムであり、上述のニーズに合致している。実際、本プログラムの特色で特に期待されてい

る点は、社会が必要としている数学博士人材の育成（83％）と MFF 養成のための体系的プロ

グラム（50％）が上位に挙げられており（回答１）、さらに 67％の企業が本プログラムの学

生を採用したいと回答している（回答３）。 

以上のアンケート結果より、本プログラムが育成する学生は産業界のニーズに合致して

いると考える。 

 

〇国際的状況・動向 

図３の円グラフは日米の数学博士号取得者の進路を示す。日米の人口比約３倍に比して、

米国では数学博士の数は約 12 倍、民間企業への就職数は実に約 30 倍である。 

また、図３中の下の表はカリフォルニア大学サンディエゴ校における数学主専攻の学部

学生数の推移を示す（卓越大学院プログラム担当者 Ni 教授提供データによる）。数学をベー

…限界すら超えて先に進むためにどうしても欠かせない科学がある。

それは第一に数学、第二に数学、第三に数学である！ 

図２ H.31.1.31 経済産業省、文部科学省 理数系人材の産業界における活躍に

向けた意見交換会資料 6（【資料１】より抜粋） 
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スとした数理・データサイエンスへの人気が顕著な伸びを示している。これは、米国で GAFA

を産みだす素地となった、数学が社会のリーダーとして生きていくための重要な要素であ

るという考え方が、ますます浸透してきていることを反映している。 

これに対して日本は明らかに大きな後れを取っており、そのようなマインドを持ち、数学

を社会で目に見える形で活かし、イノベーションを創出できる卓越人材を育成することは

急務である。内閣府は、毎年 100 名程度のグローバルトップ AI 人材を育成することを国家

戦略に打ち出している【資料３、４】が、この課題を解決するためには、そのうち相当数を、

数学を基盤とする卓越人材とする必要がある。 

 

 

 

 

図３ 数学系博士修了者の日米進路比較と、米国における数学への人気の上昇 
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フリガナ

氏名
＜就任（予定）年月＞

- 学長
ｲｼﾊﾞｼ　ﾀﾂﾛｳ
石橋　達朗

＜令和2年10月＞
医学博士

九州大学学長
（令和2.10～令和8.9）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第３号（その１）

教 員 名 簿

年齢
調書
番号

役職名
現　職

（就任年月）

学 長 の 氏 名 等

保有
学位等

月額基本給
（千円）



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

1 専 教授
ｱﾍﾞ ﾀｸﾛｳ
阿部 拓郎

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

数学共創基礎Ⅷ
数学共創モデリング
卓越基礎講究

1後④
1後③～2前②
1～2通

1
4
10

1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（平成28年3月）

5日

2 専 教授
ｲｼｲ ﾕﾀｶ
石井 豊

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

数学トランジション基礎Ⅳ
数学共創モデリング
卓越基礎講究

1後③～④
1後③～2前②
1～2通

2
4
10

1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成10年1月）

5日

3 専
教授

(学府長)

ｵｻﾀﾞ ﾋﾛﾌﾐ
長田 博文

〈令和4年4月〉
理学博士

数学共創モデリング
卓越基礎講究

1後③～2前②
1～2通

4
10

1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成16年4月）

5日

4 専 教授
ｵﾁｱｲ ﾋﾛﾕｷ
落合 啓之

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

数学共創基礎Ⅴ
数学共創モデリング
卓越基礎講究

1後③
1後③～2前②
1～2通

1
4
10

1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（平成21年10月）

5日

5 専 教授
ｶｼﾞ ｼｽﾞｵ
鍛冶 静雄

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

数学共創基礎Ⅵ
数学共創モデリング
卓越基礎講究

1後④
1後③～2前②
1～2通

1
4
10

1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（平成30年4月）

5日

6 専 教授
ｶｼﾞﾜﾗ ｹﾝｼﾞ
梶原 健司

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

数学共創基礎Ⅸ
数学共創モデリング
卓越基礎講究

2前①
1後③～2前②
1～2通

1
4
10

1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（平成13年10月）

5日

7 専 教授
ｶﾐﾔﾏ ﾅｵﾕｷ
神山 直之

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

数学共創基礎Ⅲ
数学共創モデリング
卓越基礎講究

1前①
1後③～2前②
1～2通

1
4
10

1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（平成23年10月）

5日

8 専 教授
ｶﾜﾊﾗ ﾖｼﾉﾌﾞ
河原 吉伸

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

数学共創基礎Ⅱ
数学共創モデリング
卓越基礎講究

1前②
1後③～2前②
1～2通

1
4
10

1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（平成31年4月）

5日

9 専 教授
ｻｴｷ ｵｻﾑ
佐伯 修

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

数学共創概論Ⅵ
数学共創モデリング
卓越基礎講究

1後③～④
1後③～2前②
1～2通

2
4
10

1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（平成14年4月）

5日

10 専 教授
ｼﾗｲ ﾄﾓﾕｷ
白井 朋之

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

数学共創基礎Ⅹ
数学共創概論Ⅰ
数学共創モデリング
卓越基礎講究

2前②
1前①～②
1後③～2前②
1～2通

1
2
4
10

1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（平成16年4月）

5日

11 専 教授
ﾂｼﾞｲ ﾏｻﾄ
辻井 正人

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

数学トランジション基礎Ⅰ
数学共創モデリング
卓越基礎講究

1前①～②
1後③～2前②
1～2通

2
4
10

1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成19年2月）

5日

12 専 教授
ﾇｲﾀﾞ ｺｳｼﾞ
縫田 光司

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

数学共創基礎Ⅺ
数学共創モデリング
卓越基礎講究

2前①
1後③～2前②
1～2通

1
4
10

1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（令和3年4月）

5日

13 専 教授
ﾊﾗ ﾀｶｼ
原 隆

〈令和4年4月〉
理学博士

数学トランジション基礎Ⅱ
数学共創モデリング
卓越基礎講究

1前①～②
1後③～2前②
1～2通

2
4
10

1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成16年4月）

5日

14 専 教授
ﾋﾛｼﾏ ﾌﾐｵ
廣島 文生

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

数学トランジション基礎Ⅲ
数学共創モデリング
卓越基礎講究

1後③～④
1後③～2前②
1～2通

2
4
10

1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成17年4月）

5日

15 専 教授
ﾌｸﾓﾄ ﾔｽﾋﾃﾞ
福本 康秀

〈令和4年4月〉
理学博士

数学共創概論Ⅱ※
数学共創概論Ⅷ
数学共創モデリング
卓越基礎講究

1後③～④
1後③～④
1後③～2前②
1～2通

0.5
2
4
10

1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（平成7年10月）

5日

16 専 教授
ﾏｽﾀﾞ ﾋﾛｷ
増田 弘毅

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

数学トランジション基礎Ⅴ
数学共創モデリング
卓越基礎講究

1前①
1後③～2前②
1～2通

1
4
10

1
1
1

九州大学
大学院数理学研究院

教授
（平成16年4月）

5日

17 専 教授
ﾐｿﾞｸﾞﾁ ﾖｼﾋﾛ
溝口 佳寛

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

数学共創概論Ⅶ
数学共創モデリング
卓越基礎講究

1前①～②
1後③～2前②
1～2通

2
4
10

1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（平成12年10月）

5日

18 専 准教授
ｶﾞｲﾅ ﾀﾞﾆｴﾙ ﾐﾙﾁｬ

GAINA DANIEL MIRCEA
〈令和4年4月〉

博士
（情報科学）

数学共創概論Ⅴ
数学共創モデリング
卓越基礎講究

1前①～②
1後③～2前②
1～2通

2
4
10

1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

准教授
（平成29年4月）

5日

19 専 准教授
ｸﾞｴﾝ ﾃﾞｨﾝ ﾎｱ

NGUYEN DINH HOA
〈令和4年4月〉

博士
（情報理工学）

数学共創概論Ⅱ※
数学共創概論Ⅳ
数学共創モデリング
卓越基礎講究

1後③～④
1後③～④
1後③～2前②
1～2通

0.5
2
4
10

1
1
1
1

九州大学
カーボンニュートラル・
エネルギー国際研究所

准教授
（平成28年12月）

5日

20 専 准教授
ｻｲﾄｳ ｼﾝｺﾞ
斎藤 新悟

〈令和4年4月〉

博士
（数学）

数学共創概論Ⅲ
数学共創モデリング
卓越基礎講究

1前①～②
1後③～2前②
1～2通

2
4
10

1
1
1

九州大学
基幹教育院

准教授
（平成25年4月）

5日

21 専 准教授
ｻｸﾗｲ ﾀﾞｲｽｹ
櫻井 大督

〈令和4年4月〉

博士
（科学）

数学共創基礎Ⅶ
数学共創概論Ⅱ※
数学共創モデリング
卓越基礎講究

1後③
1後③～④
1後③～2前②
1～2通

1
0.5
4
10

1
1
1
1

九州大学
情報基盤研究開発センター

准教授
(令和1年5月)

5日

別記様式第３号（その２の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 員 の 氏 名 等

（マス・フォア・イノベーション連係学府（博士前期課程））

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢 担当授業科目の名称
配 当
年 次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

申請に係る大学等の職
務 に 従 事 す る
週 当 た り 平 均 日 数

保有
学位等

月額
基本給

（千円）

マス・フォア・イノベーション連係学府（博士前期課程）-1



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

教 員 の 氏 名 等

（マス・フォア・イノベーション連係学府（博士前期課程））

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢 担当授業科目の名称
配 当
年 次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

申請に係る大学等の職
務 に 従 事 す る
週 当 た り 平 均 日 数

保有
学位等

月額
基本給

（千円）

22 専 准教授
ﾀｶﾞﾐ ﾀﾞｲｽｹ
田上 大助

〈令和4年4月〉

博士
（数理学）

数学共創基礎ⅩⅢ
数学共創モデリング
卓越基礎講究

1前①
1後③～2前②
1～2通

1
4
10

1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

准教授
（平成10年10月）

5日

23 専 准教授
ﾁｪｻﾞﾅ ﾋﾟｴﾙｲｼﾞ

CESANA PIERLUIGI
〈令和4年4月〉

博士
（応用数学）

数学共創基礎ⅩⅥ
数学共創モデリング
卓越基礎講究

1後④
1後③～2前②
1～2通

1
4
10

1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

准教授
（平成27年9月）

5日

24 専 准教授
ﾃﾛｳ ｱﾂｼ

手老 篤史
〈令和4年4月〉

博士
（理学）

数学共創概論Ⅱ※
数学共創基礎ⅩⅦ
数学共創モデリング
卓越基礎講究

1 後③～④
1通
1後③～2前②
1～2通

0.5
1
4
10

1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

准教授
（平成23年2月）

5日

25 専 准教授
ﾄﾐﾔｽ ﾘｮｳｺ
富安 亮子

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

数学共創基礎ⅩⅣ
数学共創モデリング
卓越基礎講究

1前②
1後③～2前②
1～2通

1
4
10

1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

准教授
（平成31年1月）

5日

26 専 准教授
ﾆｲ ｼｭﾝｻｸ
新居 俊作

〈令和4年4月〉
理学博士

数学トランジション基礎Ⅵ
数学共創モデリング
卓越基礎講究

1後③
1後③～2前②
1～2通

1
4
10

1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（平14.10）

5日

27 専 准教授
ﾋﾛｾ ｹｲ
廣瀨 慧

〈令和4年4月〉

博士
（機能数理学）

数学共創基礎Ⅰ
数学共創モデリング
卓越基礎講究

1前①
1後③～2前②
1～2通

1
4
10

1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

准教授
（平成28年4月）

5日

28 専 准教授
ﾜｷ ﾊﾔﾄ
脇 隼人

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

数学共創基礎ⅩⅤ
数学共創モデリング
卓越基礎講究

1後③
1後③～2前②
1～2通

1
4
10

1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

准教授
（平成24年5月）

5日

29 専 助教
ｲｼﾂｶ ﾔｽﾋﾛ
石塚 裕大

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

数学共創概論Ⅸ
 数学共創モデリング

1通
1後③～2前②

2
4

1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

助教
（令和3年3月）

5日

30 専 助教
ｳﾗﾓﾄ ﾀｹｵ
浦本 武雄

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

数学共創概論Ⅹ
 数学共創モデリング

1通
1後③～2前②

2
4

1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

助教
（令和3年3月）

5日

31 専 助教
ﾋﾛｾ ﾏｻﾖ

廣瀬 雅代
〈令和4年4月〉

博士
（工学）

 数学共創基礎ⅩⅩ
数学共創モデリング

1通
1後③～2前②

1
4

1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

助教
（平成31年4月）

5日

32 専 助教
ﾓﾘﾔﾏ ﾃﾂﾋﾛ
森山 哲裕

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

数学共創モデリング 1後③～2前② 4 1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

助教
（令和2年6月）

5日

33 専 教授
ｱﾗｶﾜ ﾕﾀｶ
荒川 豊

〈令和4年4月〉

博士
(工学)

数学共創モデリング
卓越基礎講究

1後③～2前②
1～2通

4
10

1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成21年3月)

5日

34 専 教授
ｳﾁﾀﾞ ｾｲｲﾁ
内田 誠一

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

数学共創モデリング
卓越基礎講究

1後③～2前②
1～2通

4
10

1
1

九州大学大学院
　システム情報科学研究院

教授
（平成11年4月）

5日

35 専 教授
ｵﾉ　ｹﾝｼﾞ
小野 謙二

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

数学共創モデリング
卓越基礎講究

1後③～2前②
1～2通

4
10

1
1

九州大学
情報基盤研究開発センター

教授
　（平成28年4月）

5日

36 専 教授
ﾀｹｳﾁ ｼﾞｭﾝｲﾁ
竹内 純一

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

数学共創モデリング
卓越基礎講究

1後③～2前②
1～2通

4
10

1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成18年4月）

5日

37 専 教授
ﾋﾛｶﾜ ﾏｻｵ
廣川 真男

〈令和4年4月〉

博士
(理学)

数学共創モデリング
卓越基礎講究

1後③～2前②
1～2通

4
10

1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成30年12月)

5日

38 専 准教授
ｷｼﾞﾏ ｼｭｳｼﾞ
来嶋 秀治

〈令和4年4月〉

博士
（情報工学）

数学共創モデリング
卓越基礎講究

1後③～2前②
1～2通

4
10

1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
（平成22年4月）

5日

39 専 教授
ｼﾗﾀﾆ ﾏｻﾊﾙ
白谷 正治

〈令和4年4月〉
工学博士

数学共創モデリング
卓越基礎講究

1後③～2前②
1～2通

4
10

1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(昭和63年4月)

5日

40 専 教授
ﾑﾗﾀ ｼﾞｭﾝｲﾁ
村田 純一

〈令和4年4月〉
工学博士

数学共創モデリング
卓越基礎講究

1後③～2前②
1～2通

4
10

1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(昭和61年4月)

5日

41 専 准教授
ﾔﾏﾓﾄ ｶｵﾙ
山本　薫

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

数学共創モデリング
卓越基礎講究

1後③～2前②
1～2通

4
10

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成30年8月)

5日

42 専 教授
ｵｵﾆｼ ﾄｼｵ
大西 俊郎

〈令和4年4月〉

博士
（学術）

数学共創モデリング
卓越基礎講究

1後③～2前②
1～2通

4
10

1
1

九州大学大学院
経済学研究院

教授
(平成22年4月)

5日

43 専 教授
ﾀｷﾓﾄ ﾀﾛｳ
瀧本 太郎

〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

数学共創モデリング
卓越基礎講究

1後③～2前②
1～2通

4
10

1
1

九州大学大学院
経済学研究院

教授
(平成17年4月)

5日
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（千円）

44 専 准教授
ｷﾀﾊﾗ ﾄﾓﾅﾘ
北原 知就

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

数学共創モデリング
卓越基礎講究

1後③～2前②
1～2通

4
10

1
1

九州大学大学院
経済学研究院

准教授
(平成30年4月)

5日

45 専 准教授
ｺﾑﾛ ﾘｴ

小室 理恵
〈令和4年4月〉

Ph.D.
(応用数学）

（ｱﾒﾘｶ)

数学共創モデリング
卓越基礎講究

1後③～2前②
1～2通

4
10

1
1

九州大学大学院
経済学研究院

准教授
(平成26年4月)

5日

46 専 講師
ｲｽﾞﾅｶﾞ　ﾖｳｲﾁ
伊豆永 洋一

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

数学共創モデリング
卓越基礎講究

1後③～2前②
1～2通

4
10

1
1

九州大学大学院
経済学研究院

講師
（令和3年4月）

5日

47 兼担 教授
ｱﾘﾑﾗ ﾋﾃﾞﾀｶ
有村 秀孝

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

数学共創モデリング 1後③～2前② 4 1

九州大学大学院
医学研究院

教授
(平成16年4月)

48 兼担 教授
ｸﾎﾞﾀ ﾋﾛﾕｷ

久保田 浩行
〈令和4年4月〉

博士
(理学)

数学共創モデリング 1後③～2前② 4 1

九州大学
生体防御医学研究所

教授
(平成26年4月)

49 兼担 教授
ｻﾀｹ（ｾｷ） ｱｷｺ

佐竹（関） 暁子
〈令和4年4月〉

博士
(理学)

数学共創モデリング 1後③～2前② 4 1

九州大学大学院
理学研究院

教授
（平成27年4月）

50 兼担 教授
ﾀｹﾑﾗ ﾄｼﾋｺ
竹村 俊彦

〈令和4年4月〉

博士
(理学)

数学共創モデリング 1後③～2前② 4 1

九州大学
応用力学研究所

教授
(平成13年10月)

51 兼担 教授
ﾂｼﾞ ﾀｹｼ
辻 健

〈令和4年4月〉

博士
(理学)

数学共創モデリング 1後③～2前② 4 1

九州大学大学院
工学研究院

教授
(平成24年4月)

52 兼担 教授
ﾃﾗﾓﾄ ｼﾝﾄｳ
寺本 振透

〈令和4年4月〉
法学士 数学共創モデリング 1後③～2前② 4 1

九州大学大学院
法学研究院

教授
（平成19年4月)

53 兼担 教授
ﾅｶｼﾏ ﾅｵｷ
中島 直樹

〈令和4年4月〉

博士
（医学）

数学共創モデリング 1後③～2前② 4 1
九州大学病院

教授
(平成12年8月）

54 兼担 准教授
ｲﾄｳ ﾋﾛｼ

伊藤 浩史
〈令和4年4月〉

博士
(理学)

数学共創モデリング 1後③～2前② 4 1

九州大学大学院
芸術工学研究院

准教授
(平成23年10月）

55 兼担 准教授
ｳﾀﾞ ｼﾝｽｹ
宇田 新介

〈令和4年4月〉

博士
(理学)

数学共創モデリング 1後③～2前② 4 1

九州大学
生体防御医学研究所

准教授
(平成26年4月)

56 兼担 准教授
ｵｶﾓﾄ ﾂﾖｼ
岡本 剛

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

数学共創モデリング 1後③～2前② 4 1

九州大学
基幹教育院

准教授
(平成18年2月)

57 兼担 准教授
ｵｶﾔｽ ﾀｶｼ
岡安 崇史

〈令和4年4月〉

博士
（農学）

数学共創モデリング 1後③～2前② 4 1

九州大学大学院
農学研究院

准教授
(平成14年1月)

58 兼担 准教授
ﾀ ﾋﾞｨｴ ﾄﾝ

TA VIET TON
〈令和4年4月〉

博士
（工学）

数学共創モデリング 1後③～2前② 4 1

九州大学大学院
農学研究院

准教授
(平成30年7月)

59 兼担 准教授
ﾅﾘﾊﾗ ｻﾄｼ
成原 慧

〈令和4年4月〉

修士
（社会情報学）

数学共創モデリング 1後③～2前② 4 1

九州大学大学院
法学研究院

准教授
(平成30年3月)

60 兼担 准教授
ﾊﾞﾝﾄﾞｳ（ｷﾀﾉ） ﾏｲ
坂東（北野） 麻衣
〈令和4年4月〉

博士
（工学）

数学共創モデリング 1後③～2前② 4 1

九州大学大学院
工学研究院

教授
(平成24年11月）

61 兼担 准教授
ﾏﾙﾔﾏ ｵｻﾑ
丸山 修

〈令和4年4月〉

博士
(理学)

数学共創モデリング 1後③～2前② 4 1

九州大学大学院
芸術工学研究院

准教授
(平成12年5月）

62 兼担 助教
ﾉｼﾀ ｺｳｼﾞ
野下 浩司

〈令和4年4月〉

博士
(理学)

数学共創モデリング 1後③～2前② 4 1

九州大学大学院
理学研究院

助教
(平成30年4月)

63 兼担 教授
ｲﾅﾊﾏ ﾕｽﾞﾙ
稲濱 譲

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成27年10月）

64 兼担 教授
ｲﾜｾ ﾉﾘｵ

岩瀨 則夫
〈令和4年4月〉

理学博士 卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成4年4月）

65 兼担 教授
ｳｪﾝ ﾘﾝ

WENG LIN
〈令和4年4月〉

理学博士 卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成14年4月）
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（千円）

66 兼担 教授
ｶﾂﾀﾞ ｱﾂｼ
勝田　篤

〈令和4年4月〉
理学博士 卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成22年10月）

67 兼担 教授
ｶﾈｺ ﾏｻﾉﾌﾞ
金子 昌信

〈令和4年4月〉
理学博士 卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成8年4月）

68 兼担 教授
ｺﾊﾞﾔｼ ｼﾝｲﾁ
小林 真一

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成28年4月）

69 兼担 教授
ｽﾐ ﾄｼｵ
角 俊雄

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学
基幹教育院

教授
（平成15年10月）

70 兼担 教授
ｾｶﾞﾀ ｼﾞｭﾝｲﾁ
瀬片 純市

〈令和4年4月〉

博士
（数理学）

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成31年4月）

71 兼担 教授
ﾀﾆｸﾞﾁ ｾﾂｵ
谷口 説男

〈令和4年4月〉
理学博士 卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学
基幹教育院

教授
（昭和57年6月）

72 兼担 教授
ﾂｶﾓﾄ ﾏｻｷ
塚本 真輝

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成31年4月）

73 兼担 教授
ﾌｼﾞｻﾜ ｶﾂｷ
藤澤 克樹

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

数学共創基礎ⅩⅡ
卓越基礎講究

2前②
1～2通

1
10

1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（平成26年4月）

74 兼担 教授
ﾏｽﾀﾞ ﾄｼﾋｺ
増田 俊彦

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成16年4月）

75 兼担 教授
ﾏﾂｲ ﾀｸ
松井 卓

〈令和4年4月〉
理学博士 卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成9年4月）

76 兼担 教授
ﾓﾘｼﾀ ﾏｻﾉﾘ
森下 昌紀

〈令和4年4月〉

Ph.D
(アメリカ)

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成17年4月）

77 兼担 准教授
ｵｵﾂ ﾕｷｵ

大津 幸男
〈令和4年4月〉

博士
（理学）

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（平成13年4月）

78 兼担 准教授
ｶﾐﾓﾄ ｼﾞｮｳ
神本 丈

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（平成12年10月）

79 兼担 准教授
ｺﾝﾉ ﾀｸﾔ

今野 拓也
〈令和4年4月〉

数理科学博士 卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（平成7年7月）

80 兼担 准教授
ｺﾞﾝ ﾔｽﾛ
権 寧魯

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（平成15年10月）

81 兼担 准教授
ｻｻﾋﾗ ﾋﾛﾌﾐ
笹平 裕史

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（平成28年12月）

82 兼担 准教授
ｻﾄｳ ﾔｽﾋｺ
佐藤 康彦

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（令和2年4月）

83 兼担 准教授
ﾀｶﾀﾞ ﾘｮｳ
髙田 了

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（平成29年4月）

84 兼担 准教授
ﾀｹﾀﾞ ﾕｳｲﾁﾛｳ
竹田 雄一郎

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（平成14年4月）

85 兼担 准教授
ﾂｸﾀﾞ ｺｳｼﾞ
佃 康司

〈令和4年4月〉

博士
（統計科学）

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（令和2年4月）

86 兼担 准教授
ﾂﾀﾔ ﾐﾂﾉﾌﾞ
蔦谷 充伸

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（平成28年5月）

87 兼担 准教授
ﾋｶﾐ ｶｽﾞﾋﾛ
樋上 和弘

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（平成23年4月）
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（千円）

88 兼担 准教授
ﾌﾞﾚｼﾞﾅ ﾔﾝ

BREZINA JAN
〈令和4年4月〉

博士
（数理学）

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学
基幹教育院

准教授
（平成30年10月）

89 兼担 准教授
ﾏﾂｴ ｶﾅﾒ
松江 要

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

数学共創基礎Ⅳ
 卓越基礎講究

1前②
1～2通

1
10

1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

准教授
（平成28年10月）

90 兼担 准教授
ﾖｼﾀﾞ ﾋﾛｼ
吉田 寛

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（平成23年4月）

91 兼担 助教
ｲｹﾏﾂ ﾔｽﾋｺ
池松 泰彦

〈令和4年4月〉

博士
（数理学）

 数学共創基礎ⅩⅨ 1通 1 1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

助教
（平成31年1月）

92 兼担 助教
ｶｶﾞﾔ ﾀｶｼ
可香谷 隆

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

数学共創基礎ⅩⅧ 1通 1 1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

助教
（平成30年2月）

93 兼担 教授
ｲﾉｳｴ ｺｳｼﾞ
井上 弘士

〈令和4年4月〉

博士
(工学)

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成16年9月)

94 兼担 教授
ｳﾊﾞﾔｼ ﾅｵﾔｽ
鵜林 尚靖

〈令和4年4月〉

博士
（学術）

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成22年3月)

95 兼担 教授
ｵｶﾀﾞ ﾖｼﾋﾛ
岡田 義広

〈令和4年4月〉

博士
(工学)

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学附属図書館
付設教材開発センター

　教授
（平成11年1月）

96 兼担 教授
ｵｶﾑﾗ ｺｳｼﾞ
岡村 耕二

〈令和4年4月〉

博士
(工学)

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学
情報基盤研究開発センター

 教授
(平成10年3月)

97 兼担 教授
ｶﾜｻｷ ﾋﾛｼ
川﨑 洋

〈令和4年4月〉

博士
(工学)

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成29年4月）

98 兼担 教授
ｸﾗﾂﾞﾒ ﾘｮｳ
倉爪 亮

〈令和4年4月〉

博士
(工学)

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成14年4月）

99 兼担 教授
ｺｲﾃﾞ ﾋﾛｼ
小出 洋

〈令和4年4月〉

博士
(工学)

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学
情報基盤研究開発センター

教授
(平成29年4月)

100 兼担 教授
ｺﾉﾐ ｼﾝｲﾁ
木實 新一

〈令和4年4月〉

博士
(工学)

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学
基幹教育院

教授
（平成29年4月）

101 兼担 教授
ｻｸﾗｲ ｺｳｲﾁ
櫻井 幸一

〈令和4年4月〉

博士
(工学)

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成6年3月)

102 兼担 教授
ｼﾄﾞｳｼﾞ ｶｽﾞﾉﾘ
志堂寺 和則

〈令和4年4月〉

博士
（文学）

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成8年4月）

103 兼担 教授
ｼﾏﾀﾞ ｱﾂｼ
島田 敬士

〈令和4年4月〉

博士
(工学)

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成19年4月）

104 兼担 教授
ｽｽﾞｷ ｴｲﾉｼﾝ
鈴木 英之進

〈令和4年4月〉

博士
(工学)

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成18年4月）

105 兼担 教授
ﾀｷﾓﾄ ｴｲｼﾞ
瀧本 英二

〈令和4年4月〉
工学博士 卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成20年4月）

106 兼担 教授
ﾀｹﾀﾞ ﾏｻﾕｷ
竹田 正幸

〈令和4年4月〉

博士
(工学)

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成1年4月）

107 兼担 教授
ﾁｮｳ ｹﾝｸﾞﾝ

ZHAO JIANJUN
〈令和4年4月〉

博士
(情報科学）

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成28年4月)

108 兼担 教授
ﾄﾐｳﾗ ﾖｳｲﾁ
冨浦 洋一

〈令和4年4月〉

博士
(工学)

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成1年4月）

109 兼担 教授
ﾓﾘ ｼｭｳｼﾞ
森 周司

〈令和4年4月〉

Ph.D in
Psychology

(ｶﾅﾀﾞ)
卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成18年4月）
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110 兼担 教授
ﾖｺｵ ﾏｺﾄ
横尾 真

〈令和4年4月〉

博士
(工学)

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成16年4月）

111 兼担 准教授
ｱﾊﾒｯﾄﾞ ｱｼﾙ
AHMED ASHIR

〈令和4年4月〉

博士
（情報科学）

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成23年4月)

112 兼担 准教授
ｱﾏﾉ ﾋﾛﾌﾐ
天野 浩文

〈令和4年4月〉
工学博士 卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学
情報基盤研究開発センター

准教授
(平成3年4月)

113 兼担 准教授
ｱﾝ ﾁ
AN QI

〈令和4年4月〉

博士
(工学)

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
（令和2年4月）

114 兼担 准教授
ｲｹﾀﾞ ﾀﾞｲｽｹ
池田 大輔

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
（平成9年4月）

115 兼担 准教授
ｲﾄｳ ｴｲｽｹ
伊東 栄典

〈令和4年4月〉

博士
（情報科学）

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学
情報基盤研究開発センター

准教授
（平成9年4月)

116 兼担 准教授
ｲﾈﾅｶﾞ ｼｭﾝｽｹ
稲永 俊介

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
（平成23年4月）

117 兼担 准教授
ｲﾜﾅ ﾌﾞﾗｲｱﾝ ｹﾝｼﾞ

IWANA BRIAN KENJI
〈令和4年4月〉

博士（学術） 卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
（令和2年4月）

118 兼担 准教授

ｳﾞｧｽｺﾝｾﾛｽ
ｳﾞｧﾙｶﾞｽ ﾀﾞ ﾆﾛ

VASCONCELLOS VARGAS
DANILO

〈令和4年4月〉

博士
(学術)

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
（平成28年10月）

119 兼担 准教授
ｵｵｸﾎﾞ ﾌﾐﾔ

大久保 文哉
〈令和4年4月〉

博士
（理学）

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
（令和3年4月）

120 兼担 准教授
ｵｶﾀﾞ ﾏｻﾔ
岡田 昌也

〈令和4年4月〉

博士
(情報学)

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学
共創学部
准教授

（平成30年10月）

121 兼担 准教授
ｶﾒｲ ﾔｽﾀｶ
亀井 靖高

〈令和4年4月〉

博士
(工学)

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成23年4月)

122 兼担 准教授
ｷﾑﾗ ｹｲ
木村 慧

〈令和4年4月〉

博士
（情報理工学）

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(令和3年10月)

123 兼担 准教授
ｻｲｺﾞｳ ﾋﾛﾄ
西郷 浩人

〈令和4年4月〉

博士
(情報学)

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
（平成28年4月）

124 兼担 准教授
ﾄｳﾄﾞｳ ﾀｲｷ
東藤 大樹

〈令和4年4月〉

博士
(情報科学)

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(令和3年7月)

125 兼担 准教授
ﾊﾀﾉ ｺｳﾍｲ
畑埜 晃平

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学
基幹教育院

准教授
（平成22年4月）

126 兼担 准教授
ﾋﾞｾ ﾘｮｳﾏ
備瀬 竜馬

〈令和4年4月〉

博士
（学際情報学）

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
（平成29年4月）

127 兼担 准教授
ﾏﾂﾅｶﾞ ﾕｳｽｹ
松永 裕介

〈令和4年4月〉

博士
(工学)

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成13年4月)

128 兼担 准教授
ﾐﾈ ﾂﾈﾉﾘ
峯 恒憲

〈令和4年4月〉

博士
(工学)

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成4年4月)

129 兼担 准教授
ﾑﾀ ｵｻﾑ
牟田 修

〈令和4年4月〉

博士
(工学)

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学
日本エジプト科学技術連携

センター
 准教授

(平成22年8月)

130 兼担 准教授
ﾔﾏｳﾁ(ｷｼﾞﾏ) ﾕｷｺ

山内(来嶋) 由紀子
〈令和4年4月〉

博士
（情報科学）

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
（平成23年4月）

131 兼担 教授
ｲｹﾉｳｴ ﾋﾛｼ
池上 浩

〈令和4年4月〉

博士
(工学)

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成23年9月)
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132 兼担 教授
ｲﾀｶﾞｷ(ﾌｸﾀﾞ) ﾅﾎ
板垣(福田) 奈穂
〈令和4年4月〉

博士
（理学）

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成22年3月）

133 兼担 教授
ｲﾜｸﾏ ﾏｻﾀｶ
岩熊 成卓

〈令和4年4月〉
工学博士 卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(昭和60年4月)

134 兼担 教授
ｴﾋﾞﾊﾗ ﾖｼｵ
蛯原 義雄

〈令和4年4月〉

博士
(工学)

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(令和1年12月)

135 兼担 教授
ｵｷ ﾕｳｼﾞ
興　雄司

〈令和4年4月〉

博士
(工学)

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成4年4月）

136 兼担 教授
ｶﾄｳ ｶｽﾞﾄｼ
加藤 和利

〈令和4年4月〉

博士
(工学)

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成24年4月）

137 兼担 教授
ｶﾅﾔ ﾊﾙｲﾁ
金谷 晴一

〈令和4年4月〉

博士
(工学)

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成11年4月)

138 兼担 教授
ｶﾜﾍﾞ ﾀｹﾄｼ
川邊 武俊

〈令和4年4月〉

博士
(工学)

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成17年4月)

139 兼担 教授
ｷｽ　ﾀｶﾉﾌﾞ
木須 隆暢

〈令和4年4月〉
工学博士 卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成3年4月)

140 兼担 教授
ｷﾑﾗ ｼｭﾝｼﾞ
木村 俊二

〈令和4年4月〉

博士
(工学)

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（令和1年7月）

141 兼担 教授
ｺｶﾞ ｶｽﾞﾉﾘ
古閑 一憲

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成11年4月）

大学共同利用機関法人
自然科学研究機構

教授
（平成31年1月）

142 兼担 教授
ｼｮｳﾔﾏ ﾏｻﾋﾄ
庄山 正仁

〈令和4年4月〉
工学博士 卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(昭和61年4月)

143 兼担 教授
ｽｴﾋﾛ ｼﾞｭﾝﾔ
末廣 純也

〈令和4年4月〉

博士
(工学)

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(昭和63年4月)

144 兼担 教授
ﾊﾔｼ ｹﾝｼ
林 健司

〈令和4年4月〉

博士
(工学)

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成10年4月)

145 兼担 教授

ﾎﾟｶﾚﾙ ﾗﾒｼｭ ｸﾏｰﾙ
POKHAREL RAMESH

KUMAR
〈令和4年4月〉

博士
(工学)

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成17年4月)

146 兼担 教授
ﾐﾔｻﾞｷ　ﾋﾛｼ
宮﨑 寛史

〈令和4年4月〉

博士
(工学)

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(令和3年4月)

147 兼担 教授
ﾕｱｻ(ﾌｸｻﾞﾜ) ﾋﾛﾐ
湯浅(福澤) 裕美
〈令和4年4月〉

博士
（理学）

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成27年4月)

148 兼担 教授
ﾖｼﾀﾞ ﾀｶｼ
吉田 敬

〈令和4年4月〉

博士
(工学)

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成16年4月)

149 兼担 准教授
ｵｵｼﾏ（ｻｺﾀ） ﾀﾐｺ

大島（迫田）多美子
〈令和4年4月〉

博士
(工学)

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(令和2年12月)

150 兼担 准教授
ｵﾉﾃﾞﾗ ﾀｹｼ
小野寺 武

〈令和4年4月〉

博士
(工学)

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成26年1月)

151 兼担 准教授
ｻｻﾔﾏ ﾃﾙﾖｼ
笹山 瑛由

〈令和4年4月〉

博士
(工学)

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成26年4月)

152 兼担 准教授
ｻﾄﾞｳ ﾀｲｿﾞｳ
佐道 泰造

〈令和4年4月〉

博士
(工学)

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成7年4月)
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153 兼担 准教授
ﾀｷｶﾞﾜ ﾘｮｳ
多喜川 良

〈令和4年4月〉

博士
(工学)

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成25年4月)

154 兼担 准教授
ﾀﾃ ﾅｵﾔ

 竪 直也
〈令和4年4月〉

博士
（情報科学）

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成26年10月)

155 兼担 准教授
ﾀﾅｶ ﾃﾙﾐﾂ
田中 輝光

〈令和4年4月〉

博士
(工学)

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成20年9月)

156 兼担 准教授
ﾅｶﾉ ﾐﾁﾋｺ
中野 道彦

〈令和4年4月〉

博士
(工学)

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成22年4月)

157 兼担 准教授
ﾅｶﾑﾗ ﾀﾞｲｽｹ
中村 大輔

〈令和4年4月〉

博士
(工学)

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成18年7月)

158 兼担 准教授
ﾋｶﾞｼｶﾜ ｺｳﾍｲ
東川 甲平

〈令和4年4月〉

博士
(工学)

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成24年8月)

159 兼担 准教授
ﾎﾘ ﾏｲﾔ

堀 磨伊也
〈令和4年4月〉

博士
(工学)

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学
エネルギー研究教育機構

准教授
(平成29年10月)

160 兼担 准教授
ﾔｼﾞﾏ ﾀｹｱｷ
矢嶋 赳彬

〈令和4年4月〉

博士
(科学)

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学
システム情報科学研究院

准教授
(令和2年10月)

161 兼担 准教授
ﾔﾀﾍﾞ ﾙｲ

矢田部 塁
〈令和4年4月〉

博士
(工学)

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学
システム情報科学研究院

准教授
(平成26年4月)

162 兼担 教授
ｳﾁﾀﾞ ｺｳﾅﾘ
内田 交謹

〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
経済学研究院

教授
(平成20年4月)

163 兼担 教授
ｳﾗｶﾜ ｸﾆｵ
浦川 邦夫

〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
経済学研究院

教授
(平成20年4月)

164 兼担 教授
ﾌｼﾞﾀ ﾄｼﾕｷ
藤田 敏之

〈令和4年4月〉

博士
(工学)

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
経済学研究院

教授
(平成11年4月)

165 兼担 教授
ﾌﾙｶﾜ ﾃﾂﾔ
古川 哲也

〈令和4年4月〉
工学博士 卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
経済学研究院

教授
(昭和63年4月)

166 兼担 教授
ﾏﾂﾓﾄ ｺｳｲﾁ
松本　浩一

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
経済学研究院

教授
(平成16年4月)

167 兼担 教授
ﾐｳﾗ ｲｻｵ
三浦 功

〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
経済学研究院

教授
(平成10年4月)

168 兼担 教授
ﾐﾔｻﾞｷ ﾀｹｼ
宮﨑 毅

〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
経済学研究院

教授
(平成25年4月)

169 兼担 教授
ﾖ ｿｳﾒｲ

葉　聰明
〈令和4年4月〉

博士
（経営学）

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
経済学研究院

教授
(平成29年4月)

170 兼担 准教授
ｲｹｼﾀ ｹﾝｲﾁﾛｳ
池下 研一郎

〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
経済学研究院

准教授
(平成28年4月)

171 兼担 准教授
ﾎﾘ ﾉﾌﾞｱｷ
堀 宣昭

〈令和4年4月〉

修士
（経済学）

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
経済学研究院

准教授
(平成10年4月)

172 兼担 准教授
ﾐﾔｻﾞﾜ ｹﾝｽｹ
宮澤　健介

〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
経済学研究院

准教授
（平成23年4月）

173 兼担 准教授
ﾐﾜ ｺｳﾀﾛｳ

三輪 宏太郎
〈令和4年4月〉

博士
（学術）

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
経済学研究院

准教授
(令和2年10月）

174 兼担 准教授
ﾑﾗｵ ﾃﾂｼ

村尾 徹士
〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
経済学研究院

准教授
（平成24年9月）
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175 兼担 准教授
ﾔﾏｻｷ ﾀﾞｲｽｹ
山崎 大輔

〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
経済学研究院

准教授
（平成29年4月）

176 兼担 講師
ﾑﾛｶﾞ（ﾏｷ） ｷﾎ

室賀（牧） 貴穂
〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

卓越基礎講究 1～2通 10 1

九州大学大学院
経済学研究院

講師
（令和2年4月）
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

1 専 教授
ｱﾍﾞ ﾀｸﾛｳ
阿部 拓郎

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

国際共創力強化インターンシップ
異分野共創力強化インターンシップ
産学共創力強化インターンシップ
数学創発モデリング
卓越講究

1～2通
1～2通
1～2通
2通
1～3通

4
4
4
2
8

1
1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（平成28年3月）

5日

2 専 教授
ｲｼｲ ﾕﾀｶ
石井 豊

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

数学創発モデリング
卓越講究

2通
1～3通

2
8

1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成10年1月）

5日

3 専
教授

(学府長)

ｵｻﾀﾞ ﾋﾛﾌﾐ
長田 博文

〈令和4年4月〉
理学博士

数学創発モデリング
卓越講究

2通
1～3通

2
8

1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成16年4月）

5日

4 専 教授
ｵﾁｱｲ ﾋﾛﾕｷ
落合 啓之

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

数学創発モデリング
卓越講究

2通
1～3通

2
8

1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（平成21年10月）

5日

5 専 教授
ｶｼﾞ ｼｽﾞｵ
鍛冶 静雄

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

数学創発モデリング
卓越講究

2通
1～3通

2
8

1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（平成30年4月）

5日

6 専 教授
ｶｼﾞﾜﾗ ｹﾝｼﾞ
梶原 健司

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

数学創発モデリング
卓越講究

2通
1～3通

2
8

1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（平成13年10月）

5日

7 専 教授
ｶﾐﾔﾏ ﾅｵﾕｷ
神山 直之

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

数学創発モデリング
卓越講究

2通
1～3通

2
8

1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（平成23年10月）

5日

8 専 教授
ｶﾜﾊﾗ ﾖｼﾉﾌﾞ
河原 吉伸

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

数学創発モデリング
卓越講究

2通
1～3通

2
8

1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（平成31年4月）

5日

9 専 教授
ｻｴｷ ｵｻﾑ
佐伯 修

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

数学創発モデリング
卓越講究

2通
1～3通

2
8

1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（平成14年4月）

5日

10 専 教授
ｼﾗｲ ﾄﾓﾕｷ
白井 朋之

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

卓越論報
数学創発モデリング
卓越講究

2後③～④
2通
1～3通

2
2
8

1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（平成16年4月）

5日

11 専 教授
ﾂｼﾞｲ ﾏｻﾄ
辻井 正人

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

数学創発モデリング
卓越講究

2通
1～3通

2
8

1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成19年2月）

5日

12 専 教授
ﾇｲﾀﾞ ｺｳｼﾞ
縫田 光司

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

数学創発モデリング
卓越講究

2通
1～3通

2
8

1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（令和3年4月）

5日

13 専 教授
ﾊﾗ ﾀｶｼ
原 隆

〈令和4年4月〉
理学博士

数学創発モデリング
卓越講究

2通
1～3通

2
8

1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成16年4月）

5日

14 専 教授
ﾋﾛｼﾏ ﾌﾐｵ
廣島 文生

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

数学創発モデリング
卓越講究

2通
1～3通

2
8

1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成17年4月）

5日

15 専 教授
ﾌｸﾓﾄ ﾔｽﾋﾃﾞ
福本 康秀

〈令和4年4月〉
理学博士

数学創発モデリング
卓越講究

2通
1～3通

2
8

1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（平成7年10月）

5日

16 専 教授
ﾏｽﾀﾞ ﾋﾛｷ
増田 弘毅

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

数学創発モデリング
卓越講究

2通
1～3通

2
8

1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成16年4月）

5日

17 専 教授
ﾐｿﾞｸﾞﾁ ﾖｼﾋﾛ
溝口 佳寛

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

数学創発モデリング
卓越講究

2通
1～3通

2
8

1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（平成12年10月）

5日

18 専 准教授
ｶﾞｲﾅ ﾀﾞﾆｴﾙ ﾐﾙﾁｬ

GAINA DANIEL MIRCEA
〈令和4年4月〉

博士
（情報科学）

数学創発モデリング
卓越講究

2通
1～3通

2
8

1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

准教授
（平成29年4月）

5日

19 専 准教授
ｸﾞｴﾝ ﾃﾞｨﾝ ﾎｱ

NGUYEN DINH HOA
〈令和4年4月〉

博士
（情報理工

学）

数学創発モデリング
卓越講究

2通
1～3通

2
8

1
1

九州大学
カーボンニュートラル・
エネルギー国際研究所

准教授
（平成28年12月）

5日

20 専 准教授
ｻｲﾄｳ ｼﾝｺﾞ
斎藤 新悟

〈令和4年4月〉

博士
（数学）

数学創発モデリング
卓越講究

2通
1～3通

2
8

1
1

九州大学
基幹教育院

准教授
（平成25年4月）

5日

21 専 准教授
ｻｸﾗｲ ﾀﾞｲｽｹ
櫻井 大督

〈令和4年4月〉

博士
（科学）

数学創発モデリング
卓越講究

2通
1～3通

2
8

1
1

九州大学
情報基盤研究開発センター

准教授
(令和1年5月)

5日

別記様式第３号（その２の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 員 の 氏 名 等

（マス・フォア・イノベーション連係学府（博士後期課程））

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称

配 当
年 次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

申請に係る大学等の職
務 に 従 事 す る
週 当 た り 平 均 日 数
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

教 員 の 氏 名 等

（マス・フォア・イノベーション連係学府（博士後期課程））

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称

配 当
年 次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

申請に係る大学等の職
務 に 従 事 す る
週 当 た り 平 均 日 数

22 専 准教授
ﾀｶﾞﾐ ﾀﾞｲｽｹ
田上 大助

〈令和4年4月〉

博士
（数理学）

数学創発モデリング
卓越講究

2通
1～3通

2
8

1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

准教授
（平成10年10月）

5日

23 専 准教授
ﾁｪｻﾞﾅ ﾋﾟｴﾙｲｼﾞ

CESANA PIERLUIGI
〈令和4年4月〉

博士
（応用数学）

数学創発モデリング
卓越講究

2通
1～3通

2
8

1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

准教授
（平成27年9月）

5日

24 専 准教授
ﾃﾛｳ ｱﾂｼ

手老 篤史
〈令和4年4月〉

博士
（理学）

数学創発モデリング
卓越講究

2通
1～3通

2
8

1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

准教授
（平成23年2月）

5日

25 専 准教授
ﾄﾐﾔｽ ﾘｮｳｺ
富安 亮子

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

数学創発モデリング
卓越講究

2通
1～3通

2
8

1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

准教授
（平成31年1月）

5日

26 専 准教授
ﾆｲ ｼｭﾝｻｸ
新居 俊作

〈令和4年4月〉
理学博士

数学創発モデリング
卓越講究

2通
1～3通

2
8

1
1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（平成14年10月）

5日

27 専 准教授
ﾋﾛｾ ｹｲ
廣瀨 慧

〈令和4年4月〉

博士
（機能数理

学）

数学創発モデリング
卓越講究

2通
1～3通

2
8

1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

准教授
（平成28年4月）

5日

28 専 准教授
ﾜｷ ﾊﾔﾄ
脇 隼人

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

数学創発モデリング
卓越講究

2通
1～3通

2
8

1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

准教授
（平成24年5月）

5日

29 専 助教
ｲｼﾂｶ ﾔｽﾋﾛ
石塚裕大

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

数学創発モデリング 2通 2 1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

助教
（令和3年3月）

5日

30 専 助教
ｳﾗﾓﾄ ﾀｹｵ
浦本 武雄

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

数学創発モデリング 2通 2 1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

助教
（令和3年3月）

5日

31 専 助教
ﾋﾛｾ ﾏｻﾖ

廣瀬 雅代
〈令和4年4月〉

博士
（工学）

数学創発モデリング 2通 2 1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

助教
（平成31年4月）

5日

32 専 助教
ﾓﾘﾔﾏ ﾃﾂﾋﾛ
森山 哲裕

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

数学創発モデリング 2通 2 1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

助教
（令和2年6月）

5日

33 専 教授
ｱﾗｶﾜ ﾕﾀｶ
荒川 豊

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

数学創発モデリング
卓越講究

2通
1～3通

2
8

１
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成21年3月)

5日

34 専 教授
ｵﾉ　ｹﾝｼﾞ
小野 謙二

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

数学創発モデリング
卓越講究

2通
1～3通

2
8

1
1

九州大学
情報基盤研究開発センター

教授
　（平成28年4月）

5日

35 専 教授
ﾀｹｳﾁ ｼﾞｭﾝｲﾁ
竹内 純一

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

数学創発モデリング
卓越講究

2通
1～3通

2
8

1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成18年4月）

5日

36 専 教授
ﾋﾛｶﾜ ﾏｻｵ
廣川 真男

〈令和4年4月〉

博士
(理学)

数学創発モデリング
卓越講究

2通
1～3通

2
8

1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成30年12月)

5日

37 専 准教授
ｷｼﾞﾏ ｼｭｳｼﾞ
来嶋 秀治

〈令和4年4月〉

博士
（情報工学）

数学創発モデリング
卓越講究

2通
1～3通

2
8

1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
（平成22年4月）

5日

38 専 教授
ｼﾗﾀﾆ ﾏｻﾊﾙ
白谷 正治

〈令和4年4月〉
工学博士

数学創発モデリング
卓越講究

2通
1～3通

2
8

1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(昭和63年4月)

5日

39 専 教授
ﾑﾗﾀ ｼﾞｭﾝｲﾁ
村田 純一

〈令和4年4月〉
工学博士

数学創発モデリング
卓越講究

2通
1～3通

2
8

1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(昭和61年4月)

5日

40 専 准教授
ﾔﾏﾓﾄ ｶｵﾙ
山本 薫

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

数学創発モデリング 2通 2 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成30年8月)

5日

41 専 教授
ｵｵﾆｼ ﾄｼｵ
大西 俊郎

〈令和4年4月〉

博士
（学術）

数学創発モデリング
卓越講究

2通
1～3通

2
8

1
1

九州大学大学院
経済学研究院

教授
(平成22年4月)

5日

42 専 教授
ﾀｷﾓﾄ ﾀﾛｳ
瀧本 太郎

〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

数学創発モデリング
卓越講究

2通
1～3通

2
8

1
1

九州大学大学院
経済学研究院

教授
(平成17年4月)

5日

43 専 准教授
ｷﾀﾊﾗ ﾄﾓﾅﾘ
北原 知就

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

数学創発モデリング
卓越講究

2通
1～3通

2
8

1
1

九州大学大学院
経済学研究院

准教授
(平成30年4月)

5日

マス・フォア・イノベーション連係学府（博士後期課程）-2



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

教 員 の 氏 名 等

（マス・フォア・イノベーション連係学府（博士後期課程））

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称

配 当
年 次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

申請に係る大学等の職
務 に 従 事 す る
週 当 た り 平 均 日 数

44 専 准教授
ｺﾑﾛ ﾘｴ

小室 理恵
〈令和4年4月〉

Ph.D.
(応用数学）

（ｱﾒﾘｶ)

数学創発モデリング
卓越講究

2通
1～3通

2
8

1
1

九州大学大学院
経済学研究院

准教授
(平成26年4月)

5日

45 専 講師
ｲｽﾞﾅｶﾞ　ﾖｳｲﾁ
伊豆永 洋一

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

数学創発モデリング
卓越講究

2通
1～3通

2
8

１
1

九州大学大学院
経済学研究院

講師
（令和3年4月）

5日

46 兼担 教授
ｱﾘﾑﾗ ﾋﾃﾞﾀｶ
有村 秀孝

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

数学創発モデリング 2通 2 1

九州大学大学院
医学研究院

教授
(平成16年4月)

47 兼担 教授
ｳﾁﾀﾞ ｾｲｲﾁ
内田 誠一

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

数学創発モデリング
卓越講究

2通
1～3通

2
8

1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成11年4月）

48 兼担 教授
ｸﾎﾞﾀ ﾋﾛﾕｷ

久保田 浩行
〈令和4年4月〉

博士
(理学)

数学創発モデリング 2通 2 1

九州大学
生体防御医学研究所

教授
(平成26年4月)

49 兼担 教授
ｻﾀｹ（ｾｷ） ｱｷｺ

佐竹（関） 暁子
〈令和4年4月〉

博士
(理学)

数学創発モデリング 2通 2 1

九州大学大学院
理学研究院

教授
（平成27年4月）

50 兼担 教授
ﾀｹﾑﾗ ﾄｼﾋｺ
竹村 俊彦

〈令和4年4月〉

博士
(理学)

数学創発モデリング 2通 2 1

九州大学
応用力学研究所

教授
(平成13年10月)

51 兼担 教授
ﾂｼﾞ ﾀｹｼ
辻 健

〈令和4年4月〉

博士
(理学)

数学創発モデリング 2通 2 1

九州大学大学院
工学研究院

教授
(平成24年4月)

52 兼担 教授
ﾃﾗﾓﾄ ｼﾝﾄｳ
寺本 振透

〈令和4年4月〉
法学士 数学創発モデリング 2通 2 1

九州大学大学院
法学研究院

教授
(平成19年4月)

53 兼担 教授
ﾅｶｼﾏ ﾅｵｷ
中島 直樹

〈令和4年4月〉

博士
（医学）

数学創発モデリング 2通 2 1
九州大学病院

教授
(平成12年8月）

54 兼担 准教授
ｲﾄｳ ﾋﾛｼ

伊藤 浩史
〈令和4年4月〉

博士
(理学)

数学創発モデリング 2通 2 1

九州大学大学院
芸術工学研究院

准教授
(平成23年10月）

55 兼担 准教授
ｳﾀﾞ ｼﾝｽｹ
宇田 新介

〈令和4年4月〉

博士
(理学)

数学創発モデリング 2通 2 1

九州大学
生体防御医学研究所

准教授
(平成26年4月)

56 兼担 准教授
ｵｶﾓﾄ ﾂﾖｼ
岡本 剛

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

数学創発モデリング 2通 2 1

九州大学
基幹教育院

准教授
(平成18年2月)

57 兼担 准教授
ｵｶﾔｽ ﾀｶｼ
岡安 崇史

〈令和4年4月〉

博士
（農学）

数学創発モデリング 2通 2 1

九州大学大学院
農学研究院

准教授
(平成14年1月)

58 兼担 准教授
ﾀ ﾋﾞｨｴ ﾄﾝ

TA VIET TON
〈令和4年4月〉

博士
（工学）

数学創発モデリング 2通 2 1

九州大学大学院
農学研究院

准教授
(平成30年7月)

59 兼担 准教授
ﾅﾘﾊﾗ ｻﾄｼ
成原 慧

〈令和4年4月〉

修士
（社会情報

学）
数学創発モデリング 2通 2 1

九州大学大学院
法学研究院

准教授
(平成30年3月)

60 兼担 准教授
ﾊﾞﾝﾄﾞｳ（ｷﾀﾉ） ﾏｲ
坂東（北野） 麻衣
〈令和4年4月〉

博士
（工学）

数学創発モデリング 2通 2 1

九州大学大学院
工学研究院

教授
(平成24年11月）

61 兼担 准教授
ﾏﾙﾔﾏ ｵｻﾑ
丸山 修

〈令和4年4月〉

博士
(理学)

数学創発モデリング 2通 2 1

九州大学大学院
芸術工学研究院

准教授
(平成12年5月）

62 兼担 助教
ﾉｼﾀ ｺｳｼﾞ
野下 浩司

〈令和4年4月〉

博士
(理学)

数学創発モデリング 2通 2 1

九州大学大学院
理学研究院

助教
(平成30年4月)

63 兼担 教授
ｲﾅﾊﾏ ﾕｽﾞﾙ
稲濱 譲

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成27年10月）

64 兼担 教授
ｲﾜｾ ﾉﾘｵ

岩瀨 則夫
〈令和4年4月〉

理学博士 卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成4年4月）

65 兼担 教授
ｳｪﾝ ﾘﾝ

WENG LIN
〈令和4年4月〉

理学博士 卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成14年4月）
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66 兼担 教授
ｶﾂﾀﾞ ｱﾂｼ
勝田 篤

〈令和4年4月〉
理学博士 卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成22年10月）

67 兼担 教授
ｶﾈｺ ﾏｻﾉﾌﾞ
金子 昌信

〈令和4年4月〉
理学博士 卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成8年4月）

68 兼担 教授
ｺﾊﾞﾔｼ ｼﾝｲﾁ
小林 真一

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成28年4月）

69 兼担 教授
ｽﾐ ﾄｼｵ
角 俊雄

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学
基幹教育院

教授
（平成15年10月）

70 兼担 教授
ｾｶﾞﾀ ｼﾞｭﾝｲﾁ
瀬片 純市

〈令和4年4月〉

博士
（数理学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成31年4月）

71 兼担 教授
ﾀﾆｸﾞﾁ ｾﾂｵ
谷口 説男

〈令和4年4月〉
理学博士 卓越講究 1～3通 8 1

九州大学
基幹教育院

教授
（昭和57年6月）

72 兼担 教授
ﾂｶﾓﾄ ﾏｻｷ
塚本 真輝

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成31年4月）

73 兼担 教授
ﾌｼﾞｻﾜ ｶﾂｷ
藤澤 克樹

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（平成26年4月）

74 兼担 教授
ﾏｽﾀﾞ ﾄｼﾋｺ
増田 俊彦

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成16年4月）

75 兼担 教授
ﾏﾂｲ ﾀｸ
松井 卓

〈令和4年4月〉
理学博士 卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成9年4月）

76 兼担 教授
ﾓﾘｼﾀ ﾏｻﾉﾘ
森下 昌紀

〈令和4年4月〉

Ph.D
(アメリカ)

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成17年4月）

77 兼担 准教授
ｵｵﾂ ﾕｷｵ

大津 幸男
〈令和4年4月〉

博士
（理学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（平成13年4月）

78 兼担 准教授
ｶﾐﾓﾄ ｼﾞｮｳ
神本 丈

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（平成12年10月）

79 兼担 准教授
ｺﾝﾉ ﾀｸﾔ

今野 拓也
〈令和4年4月〉

数理科学博士 卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（平成7年7月）

80 兼担 准教授
ｺﾞﾝ ﾔｽﾛ
権 寧魯

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（平成15年10月）

81 兼担 准教授
ｻｻﾋﾗ ﾋﾛﾌﾐ
笹平 裕史

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（平成28年12月）

82 兼担 准教授
ｻﾄｳ ﾔｽﾋｺ
佐藤 康彦

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（令和2年4月）

83 兼担 准教授
ﾀｶﾀﾞ ﾘｮｳ
髙田 了

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（平成29年4月）

84 兼担 准教授
ﾀｹﾀﾞ ﾕｳｲﾁﾛｳ
竹田 雄一郎

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（平成14年4月）

85 兼担 准教授
ﾂｸﾀﾞ ｺｳｼﾞ
佃 康司

〈令和4年4月〉

博士
（統計科学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（令和2年4月）

86 兼担 助教
ﾂﾀﾔ ﾐﾂﾉﾌﾞ
蔦谷 充伸

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
数理学研究院

助教
（平成28年5月）

87 兼担 准教授
ﾋｶﾐ ｶｽﾞﾋﾛ
樋上 和弘

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（平成23年4月）
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88 兼担 准教授
ﾌﾞﾚｼﾞﾅ ﾔﾝ

BREZINA JAN
〈令和4年4月〉

博士
（数理学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学
基幹教育院

准教授
（平成30年10月）

89 兼担 准教授
ﾏﾂｴ ｶﾅﾒ
松江 要

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

准教授
（平成28年10月）

90 兼担 准教授
ﾖｼﾀﾞ ﾋﾛｼ
吉田 寛

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（平成23年4月）

91 兼担 教授
ｲﾉｳｴ ｺｳｼﾞ
井上 弘士

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成16年9月)

92 兼担 教授
ｳﾊﾞﾔｼ ﾅｵﾔｽ
鵜林 尚靖

〈令和4年4月〉

博士
（学術）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成22年3月)

93 兼担 教授
ｵｶﾀﾞ ﾖｼﾋﾛ
岡田 義広

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学附属図書館
付設教材開発センター

　教授
（平成11年1月）

94 兼担 教授
ｵｶﾑﾗ ｺｳｼﾞ
岡村 耕二

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学
情報基盤研究開発センター

 教授
(平成10年3月)

95 兼担 教授
ｶﾜｻｷ ﾋﾛｼ
川﨑 洋

〈令和4年4月〉

博士
(工学)

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成29年4月）

96 兼担 教授
ｸﾗﾂﾞﾒ ﾘｮｳ
倉爪 亮

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成14年4月）

97 兼担 教授
ｺｲﾃﾞ ﾋﾛｼ
小出 洋

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学
情報基盤研究開発センター

教授
(平成29年4月)

98 兼担 教授
ｺﾉﾐ ｼﾝｲﾁ
木實 新一

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学
基幹教育院

教授
（平成29年4月）

99 兼担 教授
ｻｸﾗｲ ｺｳｲﾁ
櫻井 幸一

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成6年3月)

100 兼担 教授
ｼﾄﾞｳｼﾞ ｶｽﾞﾉﾘ
志堂寺 和則

〈令和4年4月〉

博士
（文学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成8年4月）

101 兼担 教授
ｼﾏﾀﾞ ｱﾂｼ
島田 敬士

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成19年4月）

102 兼担 教授
ｽｽﾞｷ ｴｲﾉｼﾝ
鈴木 英之進

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成18年4月）

103 兼担 教授
ﾀｷﾓﾄ ｴｲｼﾞ
瀧本 英二

〈令和4年4月〉
工学博士 卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成20年4月）

104 兼担 教授
ﾀｹﾀﾞ ﾏｻﾕｷ
竹田 正幸

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成1年4月）

105 兼担 教授
ﾁｮｳ ｹﾝｸﾞﾝ

ZHAO JIANJUN
〈令和4年4月〉

博士
(情報科学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成28年4月)

106 兼担 教授
ﾄﾐｳﾗ ﾖｳｲﾁ
冨浦 洋一

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成1年4月）

107 兼担 教授
ﾓﾘ ｼｭｳｼﾞ
森 周司

〈令和4年4月〉

Ph.D in
Psychology

(ｶﾅﾀﾞ)
卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成18年4月）

108 兼担 教授
ﾖｺｵ ﾏｺﾄ
横尾 真

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成16年4月）

109 兼担 准教授
ｱﾊﾒｯﾄﾞ ｱｼﾙ
AHMED ASHIR

〈令和4年4月〉

博士
（情報科学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成23年4月)
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110 兼担 准教授
ｱﾏﾉ ﾋﾛﾌﾐ
天野 浩文

〈令和4年4月〉
工学博士 卓越講究 1～3通 8 1

九州大学
情報基盤研究開発センター

准教授
(平成3年4月)

111 兼担 准教授
ｲｹﾀﾞ ﾀﾞｲｽｹ
池田 大輔

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
（平成9年4月）

112 兼担 准教授
ｲﾈﾅｶﾞ ｼｭﾝｽｹ
稲永 俊介

〈令和4年4月〉

博士
(理学)

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
（平成23年4月）

113 兼担 准教授
ｶﾒｲ ﾔｽﾀｶ
亀井 靖高

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成23年4月)

114 兼担 准教授
ｻｲｺﾞｳ ﾋﾛﾄ
西郷 浩人

〈令和4年4月〉

博士
(情報学)

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
（平成28年4月）

115 兼担 准教授
ﾋﾞｾ ﾘｮｳﾏ
備瀬 竜馬

〈令和4年4月〉

博士
（学際情報

学）
卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
（平成29年4月）

116 兼担 准教授
ﾏﾂﾅｶﾞ ﾕｳｽｹ
松永 裕介

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成13年4月)

117 兼担 准教授
ﾐﾈ ﾂﾈﾉﾘ
峯 恒憲

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成4年4月)

118 兼担 准教授
ﾑﾀ ｵｻﾑ
牟田 修

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学
日本エジプト科学技術

連携センター
 准教授

(平成22年8月)

119 兼担 教授
ｲｹﾉｳｴ ﾋﾛｼ
池上 浩

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成23年9月)

120 兼担 教授
ｲﾀｶﾞｷ(ﾌｸﾀﾞ) ﾅﾎ
板垣(福田) 奈穂
〈令和4年4月〉

博士
（理学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成22年3月）

121 兼担 教授
ｲﾜｸﾏ ﾏｻﾀｶ
岩熊 成卓

〈令和4年4月〉
工学博士 卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(昭和60年4月)

122 兼担 教授
ｴﾋﾞﾊﾗ ﾖｼｵ
蛯原 義雄

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(令和1年12月)

123 兼担 教授
ｵｷ ﾕｳｼﾞ
興　雄司

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成4年4月）

124 兼担 教授
ｶﾄｳ ｶｽﾞﾄｼ
加藤 和利

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成24年4月）

125 兼担 教授
ｶﾅﾔ ﾊﾙｲﾁ
金谷 晴一

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成11年4月)

126 兼担 教授
ｶﾜﾍﾞ ﾀｹﾄｼ
川邊 武俊

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成17年4月)

127 兼担 教授
ｷｽ　ﾀｶﾉﾌﾞ
木須 隆暢

〈令和4年4月〉
工学博士 卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成3年4月)

128 兼担 教授
ｷﾑﾗ ｼｭﾝｼﾞ
木村 俊二

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（令和1年7月）

129 兼担 教授
ｺｶﾞ ｶｽﾞﾉﾘ
古閑 一憲

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成11年4月）

大学共同利用機関法人
自然科学研究機構

教授
（平成31年1月）

130 兼担 教授
ｼｮｳﾔﾏ ﾏｻﾋﾄ
庄山 正仁

〈令和4年4月〉
工学博士 卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(昭和61年4月)
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131 兼担 教授
ｽｴﾋﾛ ｼﾞｭﾝﾔ
末廣 純也

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(昭和63年4月)

132 兼担 教授
ﾊﾔｼ ｹﾝｼ
林 健司

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成10年4月)

133 兼担 教授
ﾎﾟｶﾚﾙ ﾗﾒｼｭ ｸﾏｰﾙ

POKHAREL RAMESH KUMAR
〈令和4年4月〉

博士
（工学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成17年4月)

134 兼担 教授
ﾕｱｻ(ﾌｸｻﾞﾜ) ﾋﾛﾐ
湯浅(福澤) 裕美
〈令和4年4月〉

博士
（理学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成27年4月)

135 兼担 教授
ﾖｼﾀﾞ ﾀｶｼ
吉田 敬

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成16年4月)

136 兼担 准教授
ｵﾉﾃﾞﾗ ﾀｹｼ
小野寺 武

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成26年1月)

137 兼担 准教授
ｻｻﾔﾏ ﾃﾙﾖｼ
笹山 瑛由

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成26年4月)

138 兼担 准教授
ｻﾄﾞｳ ﾀｲｿﾞｳ
佐道 泰造

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成7年4月)

139 兼担 准教授
ﾀｷｶﾞﾜ ﾘｮｳ
多喜川 良

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成25年4月)

140 兼担 准教授
ﾀﾃ ﾅｵﾔ

 竪 直也
〈令和4年4月〉

博士（情報科
学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成26年10月)

141 兼担 准教授
ﾅｶﾑﾗ ﾀﾞｲｽｹ
中村 大輔

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成18年7月)

142 兼担 准教授
ﾔｼﾞﾏ ﾀｹｱｷ
矢嶋 赳彬

〈令和4年4月〉

博士
(科学)

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学
システム情報科学研究院

准教授
(令和2年10月)

143 兼担 教授
ｳﾁﾀﾞ ｺｳﾅﾘ
内田 交謹

〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
経済学研究院

教授
(平成20年4月)

144 兼担 教授
ｳﾗｶﾜ ｸﾆｵ
浦川 邦夫

〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
経済学研究院

教授
(平成20年4月)

145 兼担 教授
ﾌｼﾞﾀ ﾄｼﾕｷ
藤田 敏之

〈令和4年4月〉

博士
(工学)

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
経済学研究院

教授
(平成11年4月)

146 兼担 教授
ﾌﾙｶﾜ ﾃﾂﾔ
古川 哲也

〈令和4年4月〉
工学博士 卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
経済学研究院

教授
(昭和63年4月)

147 兼担 教授
ﾏﾂﾓﾄ ｺｳｲﾁ
松本　浩一

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
経済学研究院

教授
(平成16年4月)

148 兼担 教授
ﾐｳﾗ ｲｻｵ
三浦 功

〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
経済学研究院

教授
(平成10年4月)

149 兼担 教授
ﾐﾔｻﾞｷ ﾀｹｼ
宮﨑 毅

〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
経済学研究院

教授
(平成25年4月)

150 兼担 教授
ﾖ ｿｳﾒｲ

葉　聰明
〈令和4年4月〉

博士
（経営学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
経済学研究院

教授
(平成29年4月)

151 兼担 准教授
ｲｹｼﾀ ｹﾝｲﾁﾛｳ
池下 研一郎

〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
経済学研究院

准教授
(平成28年4月)

152 兼担 准教授
ﾎﾘ ﾉﾌﾞｱｷ
堀 宣昭

〈令和4年4月〉

修士
（経済学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
経済学研究院

准教授
(平成10年4月)
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153 兼担 准教授
ﾐﾔｻﾞﾜ ｹﾝｽｹ
宮澤　健介

〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
経済学研究院

准教授
（平成23年4月）

154 兼担 准教授
ﾐﾜ ｺｳﾀﾛｳ

三輪 宏太郎
〈令和4年4月〉

博士
（学術）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
経済学研究院

准教授
(令和2年10月）

155 兼担 准教授
ﾑﾗｵ ﾃﾂｼ

村尾 徹士
〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
経済学研究院

准教授
（平成24年9月）

156 兼担 准教授
ﾔﾏｻｷ ﾀﾞｲｽｹ
山崎 大輔

〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
経済学研究院

准教授
（平成29年4月）

157 兼担 講師
ﾑﾛｶﾞ（ﾏｷ） ｷﾎ

室賀（牧） 貴穂
〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

卓越講究 1～3通 8 1

九州大学大学院
経済学研究院

講師
（令和2年4月）
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

1 専 教授
ｱﾍﾞ ﾀｸﾛｳ
阿部 拓郎

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

代数幾何学Ⅱ
数理科学特別講義Ⅰ
数理学基礎講究Ⅰ
数理学基礎講究Ⅱ
数理学基礎論究

1・2後③～④
1・2前①～②
1～2通
1～2通
1～2通

2
1
6
6
4

1
1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（平成28年3月）

5日

2 専 教授
ｲｼｲ ﾕﾀｶ
石井 豊

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

複素解析学Ⅱ
数理科学特別講義Ⅱ
数理学基礎講究Ⅰ
数理学基礎講究Ⅱ
数理学基礎論究

1・2後③～④
1・2前①～②
1～2通
1～2通
1～2通

2
1
6
6
4

1
1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成10年1月）

5日

3 専 教授
ｲﾅﾊﾏ ﾕｽﾞﾙ
稲濱 譲

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

確率論大意
確率論Ⅰ
数理科学特別講義Ⅲ
数理学基礎講究Ⅰ
数理学基礎講究Ⅱ
数理学基礎論究

1・2後③～④
1・2前①～②
1・2前①～②
1～2通
1～2通
1～2通

2
2
1
6
6
4

1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成27年10月）

5日

4 専 教授
ｲﾜｾ ﾉﾘｵ
岩瀨 則夫

〈令和4年4月〉
理学博士

数理科学特別講義Ⅳ
数理学基礎講究Ⅰ
数理学基礎講究Ⅱ
数理学基礎論究

1・2前①～②
1～2通
1～2通
1～2通

1
6
6
4

1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成4年4月）

5日

5 専 教授
ｳｪﾝ ﾘﾝ
WENG LIN

〈令和4年4月〉
理学博士

数理科学特別講義Ⅴ
数理学基礎講究Ⅰ
数理学基礎講究Ⅱ
数理学基礎論究

1・2前①～②
1～2通
1～2通
1～2通

1
6
6
4

1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成14年4月）

5日

6 専 教授
（学府長）

ｵｻﾀﾞ ﾋﾛﾌﾐ
長田 博文

〈令和4年4月〉
理学博士

確率論基礎・演習
数理学基礎講究Ⅰ
数理学基礎講究Ⅱ
数理学基礎論究

1・2後③～④
1～2通
1～2通
1～2通

4
6
6
4

1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成16年4月）

5日

7 専 教授
ｵﾁｱｲ ﾋﾛﾕｷ
落合 啓之

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

代数幾何学大意
表現論基礎・演習
表現論Ⅰ
数理科学特別講義Ⅵ
数理学基礎講究Ⅰ
数理学基礎講究Ⅱ
数理学基礎論究

1・2後③～④
1・2後③～④
1・2前①～②
1・2前①～②
1～2通
1～2通
1～2通

2
4
2
1
6
6
4

1
1
1
1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（平成21年10月）

5日

8 専 教授
ｶｼﾞ ｼｽﾞｵ
鍛冶 静雄

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

位相幾何学大意
組合せ論Ⅱ
数理科学特別講義Ⅶ
数理学基礎講究Ⅰ
数理学基礎講究Ⅱ
数理学基礎論究

1・2後③～④
1・2後③～④
1・2前①～②
1～2通
1～2通
1～2通

2
2
1
6
6
4

1
1
1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（平成30年4月）

5日

9 専 教授
ｶｼﾞﾜﾗ ｹﾝｼﾞ
梶原 健司

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

微分方程式大意
微分方程式Ⅰ
数理学基礎講究Ⅰ
数理学基礎講究Ⅱ
数理学基礎論究

1・2後③～④
1・2前①～②
1～2通
1～2通
1～2通

2
2
6
6
4

1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（平成13年10月）

5日

10 専 教授
ｶﾂﾀﾞ ｱﾂｼ
勝田　篤

〈令和4年4月〉
理学博士

微分幾何学大意
数理学基礎講究Ⅰ
数理学基礎講究Ⅱ
数理学基礎論究

1・2前①～②
1～2通
1～2通
1～2通

2
6
6
4

1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成22年10月）

5日

11 専 教授
ｶﾈｺ ﾏｻﾉﾌﾞ
金子 昌信

〈令和4年4月〉
理学博士

数論大意
数理学基礎講究Ⅰ
数理学基礎講究Ⅱ
数理学基礎論究

1・2前①～②
1～2通
1～2通
1～2通

2
6
6
4

1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成8年4月）

5日

12 専 教授
ｶﾐﾔﾏ ﾅｵﾕｷ
神山 直之

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

最適化理論Ⅰ
数理学基礎講究Ⅰ
数理学基礎講究Ⅱ
数理学基礎論究

1・2前①～②
1～2通
1～2通
1～2通

2
6
6
4

1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（平成23年10月）

5日

13 専 教授
ｶﾜﾊﾗ ﾖｼﾉﾌﾞ
河原 吉伸

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

数理科学Ⅰ
数理学基礎講究Ⅰ
数理学基礎講究Ⅱ
数理学基礎論究

1・2前①～②
1～2通
1～2通
1～2通

2
6
6
4

1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（平成31年4月）

5日

14 専 教授
ｺﾊﾞﾔｼ ｼﾝｲﾁ
小林 真一

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

数論基礎・演習
数論Ⅰ
数理学基礎講究Ⅰ
数理学基礎講究Ⅱ
数理学基礎論究

1・2前①～②
1・2前①～②
1～2通
1～2通
1～2通

4
2
6
6
4

１
1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成28年4月）

5日

15 専 教授
ｻｴｷ ｵｻﾑ
佐伯 修

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

位相幾何学Ⅰ
数理学基礎講究Ⅰ
数理学基礎講究Ⅱ
数理学基礎論究

1・2前①～②
1～2通
1～2通
1～2通

2
6
6
4

1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（平成14年4月）

5日

16 専 教授
ｼﾗｲ ﾄﾓﾕｷ
白井 朋之

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

確率論Ⅱ
数理学基礎講究Ⅰ
数理学基礎講究Ⅱ
数理学基礎論究

1・2後③～④
1～2通
1～2通
1～2通

2
6
6
4

1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（平成16年4月）

5日

17 専 教授
ｽﾐ ﾄｼｵ
角 俊雄

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

数理学基礎講究Ⅰ
数理学基礎講究Ⅱ
数理学基礎論究

1～2通
1～2通
1～2通

6
6
4

1
1
1

九州大学
基幹教育院

教授
（平成15年10月）

5日

申請に係る大学等の職
務 に 従 事 す る
週 当 た り 平 均 日 数

別記様式第３号（その２の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 員 の 氏 名 等

（数理学府　数理学専攻　数理学コース　修士課程）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称

配 当
年 次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

【連係協力学府】数理学府　数理学専攻　数理学コース　修士課程-1



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

申請に係る大学等の職
務 に 従 事 す る
週 当 た り 平 均 日 数

教 員 の 氏 名 等

（数理学府　数理学専攻　数理学コース　修士課程）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称

配 当
年 次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

18 専 教授
ｾｶﾞﾀ ｼﾞｭﾝｲﾁ
瀬片 純市

〈令和4年4月〉

博士
（数理学）

非線形解析大意
非線形解析Ⅰ
数理科学特別講義Ⅷ
数理学基礎講究Ⅰ
数理学基礎講究Ⅱ
数理学基礎論究

1・2前①～②
1・2前①～②
1・2前①～②
1～2通
1～2通
1～2通

2
2
1
6
6
4

1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成31年4月）

5日

19 専 教授
ﾀﾆｸﾞﾁ ｾﾂｵ
谷口 説男

〈令和4年4月〉
理学博士

数理学基礎講究Ⅰ
数理学基礎講究Ⅱ
数理学基礎論究

1～2通
1～2通
1～2通

6
6
4

1
1
1

九州大学
基幹教育院

教授
（昭和57年6月）

5日

20 専 教授
ﾂｶﾓﾄ ﾏｻｷ
塚本 真輝

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

力学系大意
力学系Ⅱ
数理科学特別講義Ⅸ
数理学基礎講究Ⅰ
数理学基礎講究Ⅱ
数理学基礎論究

1・2後③～④
1・2後③～④
1・2前①～②
1～2通
1～2通
1～2通

2
2
1
6
6
4

1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成31年4月）

5日

21 専 教授
ﾂｼﾞｲ ﾏｻﾄ
辻井 正人

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

力学系Ⅰ
数理学基礎講究Ⅰ
数理学基礎講究Ⅱ
数理学基礎論究

1・2前①～②
1～2通
1～2通
1～2通

2
6
6
4

1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成19年2月）

5日

22 専 教授
ﾇｲﾀﾞ ｺｳｼﾞ
縫田 光司

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

組合せ論大意
組合せ論基礎・演習
組合せ論Ⅰ
数理科学特別講義Ⅹ
数理学基礎講究Ⅰ
数理学基礎講究Ⅱ
数理学基礎論究

1・2前①～②
1・2後③～④
1・2前①～②
1・2前①～②
1～2通
1～2通
1～2通

2
4
2
1
6
6
4

1
1
1
1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（令和3年4月）

5日

23 専 教授
ﾊﾗ ﾀｶｼ
原 隆

〈令和4年4月〉
理学博士

数理科学特別講義ⅩⅠ
数理学基礎講究Ⅰ
数理学基礎講究Ⅱ
数理学基礎論究

1・2後③～④
1～2通
1～2通
1～2通

1
6
6
4

1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成16年4月）

5日

24 専 教授
ﾋﾛｼﾏ ﾌﾐｵ
廣島 文生

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

無限解析大意
無限解析基礎・演習
無限解析Ⅰ
数理学基礎講究Ⅰ
数理学基礎講究Ⅱ
数理学基礎論究

1・2前①～②
1・2後③～④
1・2前①～②
1～2通
1～2通
1～2通

2
4
2
6
6
4

1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成17年4月）

5日

25 専 教授
ﾌｸﾓﾄ ﾔｽﾋﾃﾞ
福本 康秀

〈令和4年4月〉
理学博士

数理学基礎講究Ⅰ
数理学基礎講究Ⅱ
数理学基礎論究

1～2通
1～2通
1～2通

6
6
4

1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（平成7年10月）

5日

26 専 教授
ﾌｼﾞｻﾜ ｶﾂｷ
藤澤 克樹

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

数理科学Ⅱ
数理学基礎講究Ⅰ
数理学基礎講究Ⅱ
数理学基礎論究

1・2前①～②
1～2通
1～2通
1～2通

2
6
6
4

1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（平成26年4月）

5日

27 専 教授
ﾏｽﾀﾞ ﾄｼﾋｺ
増田 俊彦

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

作用素環論基礎・演習
作用素環論Ⅰ
数理学基礎講究Ⅰ
数理学基礎講究Ⅱ
数理学基礎論究

1・2後③～④
1・2前①～②
1～2通
1～2通
1～2通

4
2
6
6
4

1
1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成16年4月）

5日

28 専 教授
ﾏｽﾀﾞ ﾋﾛｷ
増田 弘毅

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

統計数理学Ⅰ
数理学基礎講究Ⅰ
数理学基礎講究Ⅱ
数理学基礎論究

1・2前①～②
1～2通
1～2通
1～2通

2
6
6
4

1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成16年4月）

5日

29 専 教授
ﾏﾂｲ ﾀｸ
松井 卓

〈令和4年4月〉
理学博士

無限解析Ⅱ
数理学基礎講究Ⅰ
数理学基礎講究Ⅱ
数理学基礎論究

1・2後③～④
1～2通
1～2通
1～2通

2
6
6
4

1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成9年4月）

5日

30 専 教授
ﾐｿﾞｸﾞﾁ ﾖｼﾋﾛ
溝口 佳寛

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

数理学基礎講究Ⅰ
数理学基礎講究Ⅱ
数理学基礎論究

1～2通
1～2通
1～2通

6
6
4

1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（平成12年10月）

5日

31 専 教授
ﾓﾘｼﾀ ﾏｻﾉﾘ
森下 昌紀

〈令和4年4月〉

Ph.D
(アメリカ)

代数幾何学基礎・演習
代数幾何学Ⅰ
数理科学特別講義ⅩⅡ
数理学基礎講究Ⅰ
数理学基礎講究Ⅱ
数理学基礎論究

1・2前①～②
1・2前①～②
1・2後③～④
1～2通
1～2通
1～2通

4
2
1
6
6
4

1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成17年4月）

5日

32 専 准教授
ｵｵﾂ ﾕｷｵ
大津 幸男

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

微分幾何学Ⅰ
数理科学特別講義ⅩⅣ
数理学基礎講究Ⅰ
数理学基礎講究Ⅱ
数理学基礎論究

1・2前①～②
1・2後③～④
1～2通
1～2通
1～2通

2
1
6
6
4

1
1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（平成13年4月）

5日

33 専 准教授

ｶﾞｲﾅ ﾀﾞﾆｴﾙ ﾐﾙﾁｬ
GAINA DANIEL

MIRCEA
〈令和4年4月〉

博士
（情報科学）

数理学基礎講究Ⅰ
数理学基礎講究Ⅱ
数理学基礎論究

1～2通
1～2通
1～2通

6
6
4

1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

助教
（平成29年4月）

5日

【連係協力学府】数理学府　数理学専攻　数理学コース　修士課程-2



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

申請に係る大学等の職
務 に 従 事 す る
週 当 た り 平 均 日 数

教 員 の 氏 名 等

（数理学府　数理学専攻　数理学コース　修士課程）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称

配 当
年 次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

34 専 准教授
ｸﾞｴﾝ ﾃﾞｨﾝ ﾎｱ

NGUYEN DINH HOA
〈令和4年4月〉

博士
（情報理工学）

数理学基礎講究Ⅰ
数理学基礎講究Ⅱ
数理学基礎論究

1～2通
1～2通
1～2通

6
6
4

1
1
1

九州大学
カーボンニュートラル・
エネルギー国際研究所

准教授
（平成28年12月）

5日

35 専 准教授
ｶﾐﾓﾄ ｼﾞｮｳ
神本 丈

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

複素解析学基礎・演習
複素解析学Ⅰ
数理科学特別講義ⅩⅤ
数理学基礎講究Ⅰ
数理学基礎講究Ⅱ
数理学基礎論究

1・2後③～④
1・2前①～②
1・2後③～④
1～2通
1～2通
1～2通

4
2
1
6
6
4

1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（平成12年10月）

5日

36 専 准教授
ｺﾝﾉ ﾀｸﾔ
今野 拓也

〈令和4年4月〉
数理科学博士

表現論大意
表現論Ⅱ
数理科学特別講義ⅩⅥ
数理学基礎講究Ⅰ
数理学基礎講究Ⅱ
数理学基礎論究

1・2前①～②
1・2後③～④
1・2後③～④
1～2通
1～2通
1～2通

2
2
1
6
6
4

1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（平成7年7月）

5日

37 専 准教授
ｺﾞﾝ ﾔｽﾛ
権 寧魯

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

数理科学特別講義ⅩⅦ
数理学基礎講究Ⅰ
数理学基礎講究Ⅱ
数理学基礎論究

1・2後③～④
1～2通
1～2通
1～2通

1
6
6
4

1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（平成15年10月）

5日

38 専 准教授
ｻｲﾄｳ ｼﾝｺﾞ
斎藤 新悟

〈令和4年4月〉

博士
（数学）

数理学基礎講究Ⅰ
数理学基礎講究Ⅱ
数理学基礎論究

1～2通
1～2通
1～2通

6
6
4

1
1
1

九州大学
基幹教育院

准教授
（平成25年4月）

5日

39 専 准教授
ｻｸﾗｲ ﾀﾞｲｽｹ
櫻井 大督

〈令和4年4月〉

博士
（科学）

数理学基礎講究Ⅰ
数理学基礎講究Ⅱ
数理学基礎論究

1～2通
1～2通
1～2通

6
6
4

1
1
1

九州大学
情報基盤研究開発セン

ター
准教授

(令和1年5月)

5日

40 専 准教授
ｻｻﾋﾗ ﾋﾛﾌﾐ
笹平 裕史

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

微分幾何学基礎・演習
微分幾何学Ⅱ
数理科学特別講義ⅩⅧ
数理学基礎講究Ⅰ
数理学基礎講究Ⅱ
数理学基礎論究

1・2後③～④
1・2後③～④
1・2後③～④
1～2通
1～2通
1～2通

4
2
1
6
6
4

1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（平成28年12月）

5日

41 専 准教授
ｻﾄｳ ﾔｽﾋｺ
佐藤 康彦

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

関数解析大意
作用素環論Ⅱ
数理科学特別講義ⅩⅨ
数理学基礎講究Ⅰ
数理学基礎講究Ⅱ
数理学基礎論究

1・2前①～②
1・2後③～④
1・2後③～④
1～2通
1～2通
1～2通

2
2
1
6
6
4

1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（令和2年4月）

5日

42 専 准教授
ﾀｶﾀﾞ ﾘｮｳ
髙田 了

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

非線形解析基礎・演習
非線形解析Ⅱ
数理学基礎講究Ⅰ
数理学基礎講究Ⅱ
数理学基礎論究

1・2後③～④
1・2後③～④
1～2通
1～2通
1～2通

4
2
6
6
4

1
1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（平成29年4月）

5日

43 専 准教授
ﾀｶﾞﾐ ﾀﾞｲｽｹ
田上 大助

〈令和4年4月〉

博士
（数理学）

計算数理学Ⅱ【隔年】
応用数学Ⅰ
数理学基礎講究Ⅰ
数理学基礎講究Ⅱ
数理学基礎論究

1・2前①～②
1・2前①
1～2通
1～2通
1～2通

2
1
6
6
4

1
1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

准教授
（平成10年10月）

5日

44 専 准教授
ﾀｹﾀﾞ ﾕｳｲﾁﾛｳ
竹田 雄一郎

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

数論Ⅱ
数理学基礎講究Ⅰ
数理学基礎講究Ⅱ
数理学基礎論究

1・2後③～④
1～2通
1～2通
1～2通

2
6
6
4

1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（平成14年4月）

5日

45 専 准教授
ﾁｪｻﾞﾅ ﾋﾟｴﾙｲｼﾞ

CESANA PIERLUIGI
〈令和4年4月〉

博士
（応用数学）

計算数理学大意
応用数学Ⅱ
数理学基礎講究Ⅰ
数理学基礎講究Ⅱ
数理学基礎論究

1・2後③～④
1・2前①～②
1～2通
1～2通
1～2通

2
2
6
6
4

1
1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

准教授
（平成27年9月）

5日

46 専 准教授
ﾂｸﾀﾞ ｺｳｼﾞ
佃 康司

〈令和4年4月〉

博士
（統計科学）

統計数理学大意
統計数理学Ⅱ
数理科学特別講義ⅩⅩ
数理学基礎講究Ⅰ
数理学基礎講究Ⅱ
数理学基礎論究

1・2後③～④
1・2後③～④
1・2後③～④
1～2通
1～2通
1～2通

2
2
1
6
6
4

1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（令和2年4月）

5日

47 専 准教授
ﾂﾀﾔ ﾐﾂﾉﾌﾞ
蔦谷 充伸

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

位相幾何学基礎・演習
位相幾何学Ⅱ
数理学基礎講究Ⅰ
数理学基礎講究Ⅱ
数理学基礎論究

1・2前①～②
1・2後③～④
1～2通
1～2通
1～2通

4
2
6
6
4

1
1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

助教
（平成28年5月）

5日

48 専 准教授
ﾃﾛｳ ｱﾂｼ
手老 篤史

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

複雑システム大意
複雑システムⅠ
応用数学Ⅲ
数理学基礎講究Ⅰ
数理学基礎講究Ⅱ
数理学基礎論究

1・2前①～②
1・2前①～②
1・2後③～④
1～2通
1～2通
1～2通

2
2
2
6
6
4

1
1
1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

准教授
（平成23年2月）

5日

49 専 准教授
ﾄﾐﾔｽ ﾘｮｳｺ
富安 亮子

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

計算数理学Ⅰ【隔年】
数理学基礎講究Ⅰ
数理学基礎講究Ⅱ
数理学基礎論究

1・2前①～②
1～2通
1～2通
1～2通

2
6
6
4

1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

准教授
（平成31年1月）

5日

【連係協力学府】数理学府　数理学専攻　数理学コース　修士課程-3



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

申請に係る大学等の職
務 に 従 事 す る
週 当 た り 平 均 日 数

教 員 の 氏 名 等

（数理学府　数理学専攻　数理学コース　修士課程）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称

配 当
年 次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

50 専 准教授
ﾆｲ ｼｭﾝｻｸ
新居 俊作

〈令和4年4月〉
理学博士

微分方程式基礎・演習
微分方程式Ⅱ
数理学基礎講究Ⅰ
数理学基礎講究Ⅱ
数理学基礎論究

1・2前①～②
1・2後③～④
1～2通
1～2通
1～2通

4
2
6
6
4

1
1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（平成14年10月）

5日

51 専 准教授
ﾋｶﾐ ｶｽﾞﾋﾛ
樋上 和弘

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

複素解析学大意
数理科学特別講義ⅩⅢ
数理学基礎講究Ⅰ
数理学基礎講究Ⅱ
数理学基礎論究

1・2前①～②
1・2後③～④
1～2通
1～2通
1～2通

2
1
6
6
4

1
1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（平成23年4月）

5日

52 専 准教授
ﾋﾛｾ ｹｲ
廣瀨 慧

〈令和4年4月〉

博士
（機能数理学）

統計数理学基礎・演習
数理学基礎講究Ⅰ
数理学基礎講究Ⅱ
数理学基礎論究

1・2前①～②
1～2通
1～2通
1～2通

4
6
6
4

1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

准教授
（平成28年4月）

5日

53 専 准教授
ﾌﾞﾚｼﾞﾅ ﾔﾝ
BREZINA JAN

〈令和4年4月〉

博士
（数理学）

数理学基礎講究Ⅰ
数理学基礎講究Ⅱ
数理学基礎論究

1～2通
1～2通
1～2通

6
6
4

1
1
1

九州大学
基幹教育院

准教授
（平成30年10月）

5日

54 専 准教授
ﾏﾂｴ ｶﾅﾒ
松江 要

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

計算数理学基礎・演習
数理学基礎講究Ⅰ
数理学基礎講究Ⅱ
数理学基礎論究

1・2前①～②
1～2通
1～2通
1～2通

4
6
6
4

1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

助教
（平成28年10月）

5日

55 専 准教授
ﾖｼﾀﾞ ﾋﾛｼ
吉田 寛

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

複雑システムⅡ
応用数学Ⅳ
数理学基礎講究Ⅰ
数理学基礎講究Ⅱ
数理学基礎論究

1・2後③～④
1・2後③
1～2通
1～2通
1～2通

2
1
6
6
4

1
1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（平成23年4月）

5日

56 専 准教授
ﾜｷ ﾊﾔﾄ
脇 隼人

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

最適化理論基礎・演習
最適化理論Ⅱ
数理学基礎講究Ⅰ
数理学基礎講究Ⅱ
数理学基礎論究

1・2前①～②
1・2後③～④
1～2通
1～2通
1～2通

4
2
6
6
4

1
1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

准教授
（平成24年5月）

5日

【連係協力学府】数理学府　数理学専攻　数理学コース　修士課程-4



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

1 専 教授
ｱﾍﾞ ﾀｸﾛｳ
阿部 拓郎

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

ＭＭＡ数学入門 1・2前①～② 2 1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（平成28年3月）

5日

2 専 教授
ｶｼﾞ ｼｽﾞｵ
鍛冶 静雄

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

ＭＭＡ講究Ａ 1・2前①～② 3 1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（平成30年4月）

5日

3 専 教授
ｼﾗｲ ﾄﾓﾕｷ
白井 朋之

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

ＭＭＡ講究Ｃ
ＭＭＡ特別実習
ＭＭＡ実務講義
数理モデル概論

1・2前①～②
1・2通
1・2通
1前①～②

3
1
1
2

1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（平成16年4月）

5日

4 専 教授
ﾂｼﾞｲ ﾏｻﾄ
辻井 正人

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

ＭＭＡ講究Ｄ 1・2後③～④ 3 1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成19年2月）

5日

5 専 教授
ﾋﾛｼﾏ ﾌﾐｵ
廣島 文生

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

数学史 1・2前①～② 2 1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成17年4月）

5日

6 専 教授
ﾌｸﾓﾄ ﾔｽﾋﾃﾞ
福本 康秀

〈令和4年4月〉
理学博士

機能数理学概論Ⅰ※
機能数理学概論Ⅱ※

1 後③～④
1・2前①～②

0.5
0.5

1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（平成7年10月）

5日

7 専 准教授
ｶﾐﾓﾄ ｼﾞｮｳ
神本 丈

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

ＭＭＡ講究Ｂ 1・2後③～④ 3 1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（平成12年10月）

5日

8 専 准教授
ｺﾞﾝ ﾔｽﾛ
権 寧魯

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

ＭＭＡ講究Ｂ 1・2前③～④ 3 1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（平成15年10月）

5日

9 専 准教授
ｻｲﾄｳ ｼﾝｺﾞ
斎藤 新悟

〈令和4年4月〉

博士
（数学）

アクチュアリ数理 1・2前① 2 1

九州大学
基幹教育院

准教授
（平成25年4月）

5日

10 専 准教授
ﾀｶﾞﾐ ﾀﾞｲｽｹ
田上 大助

〈令和4年4月〉

博士
（数理学）

計算機数学実習 1・2前①～② 2 1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

准教授
（平成10年10月）

5日

11 専 准教授
ﾄﾐﾔｽ ﾘｮｳｺ
富安 亮子

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

ＭＭＡ講究Ｃ 1・2前①～② 3 1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

准教授
（平成31年1月）

5日

12 専 准教授
ﾜｷ ﾊﾔﾄ
脇 隼人

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

ＭＭＡ講究Ａ 1・2前①～② 3 1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

准教授
（平成24年5月）

5日

13 専 准教授

ｶﾞｲﾅ ﾀﾞﾆｴﾙ ﾐﾙﾁｬ
GAINA DANIEL

MIRCEA
〈令和4年4月〉

博士
（情報科学）

ＭＭＡ数学特論Ⅱ 1・2後③～④ 2 1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

助教
（平成29年4月）

5日

14 専 准教授
ｸﾞｴﾝ ﾃﾞｨﾝ ﾎｱ

Nguyen Dinh Hoa
〈令和4年4月〉

博士
（情報理工

学）

ＭＭＡ数学特論Ⅰ
機能数理学概論Ⅰ※
機能数理学概論Ⅱ※

1・2前①～②
1 後③～④
1・2前①～②

2
0.5
0.5

1
1
1

九州大学
カーボンニュートラル・
エネルギー国際研究所

准教授
（平成28年12月）

5日

15 専 准教授
ｻｸﾗｲ ﾀﾞｲｽｹ
櫻井 大督

〈令和4年4月〉

博士
（科学）

機能数理学概論Ⅰ※
機能数理学概論Ⅱ※

1 後③～④
1・2前①～②

0.5
0.5

1
1

九州大学
情報基盤研究開発センター

准教授
(令和1年5月)

5日

16 専 准教授
ﾃﾛｳ ｱﾂｼ

手老 篤史
〈令和4年4月〉

博士
（理学）

機能数理学概論Ⅰ※
機能数理学概論Ⅱ※

1 後③～④
1・2前①～②

0.5
0.5

1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

准教授
（平成23年2月）

5日

申請に係る大学等の職
務 に 従 事 す る
週 当 た り 平 均 日 数

別記様式第３号（その２の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 員 の 氏 名 等

（数理学府　数理学専攻　ＭＭＡコース　修士課程）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称

配 当
年 次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

【連係協力学府】数理学府　数理学専攻　ＭＭＡコース　修士課程-1



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

1 専 教授
ｱﾍﾞ ﾀｸﾛｳ
阿部 拓郎

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

数理学講究Ⅰ
数理学講究Ⅱ
数理学講究Ⅲ
数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

6
6
6
4

1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（平成28年3月）

5日

2 専 教授
ｲｼｲ ﾕﾀｶ
石井 豊

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

数理学講究Ⅰ
数理学講究Ⅱ
数理学講究Ⅲ
数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

6
6
6
4

1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成10年1月）

5日

3 専 教授
ｲﾅﾊﾏ ﾕｽﾞﾙ
稲濱 譲

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

数理学講究Ⅰ
数理学講究Ⅱ
数理学講究Ⅲ
数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

6
6
6
4

1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成27年10月）

5日

4 専 教授
ｲﾜｾ ﾉﾘｵ
岩瀨 則夫

〈令和4年4月〉
理学博士

数理学講究Ⅰ
数理学講究Ⅱ
数理学講究Ⅲ
数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

6
6
6
4

1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成4年4月）

5日

5 専 教授
ｳｪﾝ ﾘﾝ
WENG LIN

〈令和4年4月〉
理学博士

数理学講究Ⅰ
数理学講究Ⅱ
数理学講究Ⅲ
数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

6
6
6
4

1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成14年4月）

5日

6 専 教授
（学府長）

ｵｻﾀﾞ ﾋﾛﾌﾐ
長田 博文

〈令和4年4月〉
理学博士

数理学講究Ⅰ
数理学講究Ⅱ
数理学講究Ⅲ
数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

6
6
6
4

1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成16年4月）

5日

7 専 教授
ｵﾁｱｲ ﾋﾛﾕｷ
落合 啓之

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

数理学講究Ⅰ
数理学講究Ⅱ
数理学講究Ⅲ
数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

6
6
6
4

1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（平成21年10月）

5日

8 専 教授
ｶｼﾞ ｼｽﾞｵ
鍛冶 静雄

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

数理学講究Ⅰ
数理学講究Ⅱ
数理学講究Ⅲ
数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

6
6
6
4

1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（平成30年4月）

5日

9 専 教授
ｶｼﾞﾜﾗ ｹﾝｼﾞ
梶原 健司

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

数理学講究Ⅰ
数理学講究Ⅱ
数理学講究Ⅲ
数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

6
6
6
4

1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（平成13年10月）

5日

10 専 教授
ｶﾂﾀﾞ ｱﾂｼ
勝田　篤

〈令和4年4月〉
理学博士

数理学講究Ⅰ
数理学講究Ⅱ
数理学講究Ⅲ
数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

6
6
6
4

1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成22年10月）

5日

11 専 教授
ｶﾈｺ ﾏｻﾉﾌﾞ
金子 昌信

〈令和4年4月〉
理学博士

数理学講究Ⅰ
数理学講究Ⅱ
数理学講究Ⅲ
数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

6
6
6
4

1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成8年4月）

5日

12 専 教授
ｶﾐﾔﾏ ﾅｵﾕｷ
神山 直之

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

数理学講究Ⅰ
数理学講究Ⅱ
数理学講究Ⅲ
数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

6
6
6
4

1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（平成23年10月）

5日

13 専 教授
ｶﾜﾊﾗ ﾖｼﾉﾌﾞ
河原 吉伸

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

数理学講究Ⅰ
数理学講究Ⅱ
数理学講究Ⅲ
数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

6
6
6
4

1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（平成31年4月）

5日

14 専 教授
ｺﾊﾞﾔｼ ｼﾝｲﾁ
小林 真一

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

数理学講究Ⅰ
数理学講究Ⅱ
数理学講究Ⅲ
数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

6
6
6
4

1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成28年4月）

5日

15 専 教授
ｻｴｷ ｵｻﾑ
佐伯 修

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

数理学講究Ⅰ
数理学講究Ⅱ
数理学講究Ⅲ
数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

6
6
6
4

1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（平成14年4月）

5日

16 専 教授
ｼﾗｲ ﾄﾓﾕｷ
白井 朋之

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

数理学講究Ⅰ
数理学講究Ⅱ
数理学講究Ⅲ
数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

6
6
6
4

1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（平成16年4月）

5日

17 専 教授
ｽﾐ ﾄｼｵ
角 俊雄

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

数理学講究Ⅰ
数理学講究Ⅱ
数理学講究Ⅲ
数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

6
6
6
4

1
1
1
1

九州大学
基幹教育院

教授
（平成15年10月）

5日

18 専 教授
ｾｶﾞﾀ ｼﾞｭﾝｲﾁ
瀬片 純市

〈令和4年4月〉

博士
（数理学）

数理学講究Ⅰ
数理学講究Ⅱ
数理学講究Ⅲ
数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

6
6
6
4

1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成31年4月）

5日

19 専 教授
ﾀﾆｸﾞﾁ ｾﾂｵ
谷口 説男

〈令和4年4月〉
理学博士

数理学講究Ⅰ
数理学講究Ⅱ
数理学講究Ⅲ
数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

6
6
6
4

1
1
1
1

九州大学
基幹教育院

教授
（昭和57年6月）

5日

申請に係る大学等の職
務 に 従 事 す る
週 当 た り 平 均 日 数

別記様式第３号（その２の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 員 の 氏 名 等

（数理学府　数理学専攻　数理学コース　博士後期課程）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称

配 当
年 次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

申請に係る大学等の職
務 に 従 事 す る
週 当 た り 平 均 日 数

教 員 の 氏 名 等

（数理学府　数理学専攻　数理学コース　博士後期課程）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称

配 当
年 次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

20 専 教授
ﾂｶﾓﾄ ﾏｻｷ
塚本 真輝

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

数理学講究Ⅰ
数理学講究Ⅱ
数理学講究Ⅲ
数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

6
6
6
4

1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成31年4月）

5日

21 専 教授
ﾂｼﾞｲ ﾏｻﾄ
辻井 正人

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

数理学講究Ⅰ
数理学講究Ⅱ
数理学講究Ⅲ
数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

6
6
6
4

1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成19年2月）

5日

22 専 教授
ﾇｲﾀﾞ ｺｳｼﾞ
縫田 光司

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

数理学講究Ⅰ
数理学講究Ⅱ
数理学講究Ⅲ
数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

6
6
6
4

1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（令和3年4月）

5日

23 専 教授
ﾊﾗ ﾀｶｼ
原 隆

〈令和4年4月〉
理学博士

数理学講究Ⅰ
数理学講究Ⅱ
数理学講究Ⅲ
数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

6
6
6
4

1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成16年4月）

5日

24 専 教授
ﾋﾛｼﾏ ﾌﾐｵ
廣島 文生

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

数理学講究Ⅰ
数理学講究Ⅱ
数理学講究Ⅲ
数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

6
6
6
4

1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成17年4月）

5日

25 専 教授
ﾌｸﾓﾄ ﾔｽﾋﾃﾞ
福本 康秀

〈令和4年4月〉
理学博士

数理学講究Ⅰ
数理学講究Ⅱ
数理学講究Ⅲ
数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

6
6
6
4

1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（平成7年10月）

5日

26 専 教授
ﾌｼﾞｻﾜ ｶﾂｷ
藤澤 克樹

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

数理学講究Ⅰ
数理学講究Ⅱ
数理学講究Ⅲ
数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

6
6
6
4

1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（平成26年4月）

5日

27 専 教授
ﾏｽﾀﾞ ﾄｼﾋｺ
増田 俊彦

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

数理学講究Ⅰ
数理学講究Ⅱ
数理学講究Ⅲ
数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

6
6
6
4

1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成16年4月）

5日

28 専 教授
ﾏｽﾀﾞ ﾋﾛｷ
増田 弘毅

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

数理学講究Ⅰ
数理学講究Ⅱ
数理学講究Ⅲ
数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

6
6
6
4

1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成16年4月）

5日

29 専 教授
ﾏﾂｲ ﾀｸ
松井 卓

〈令和4年4月〉
理学博士

数理学講究Ⅰ
数理学講究Ⅱ
数理学講究Ⅲ
数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

6
6
6
4

1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成9年4月）

5日

30 専 教授
ﾐｿﾞｸﾞﾁ ﾖｼﾋﾛ
溝口 佳寛

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

数理学講究Ⅰ
数理学講究Ⅱ
数理学講究Ⅲ
数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

6
6
6
4

1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（平成12年10月）

5日

31 専 教授
ﾓﾘｼﾀ ﾏｻﾉﾘ
森下 昌紀

〈令和4年4月〉

Ph.D
(アメリカ)

数理学講究Ⅰ
数理学講究Ⅱ
数理学講究Ⅲ
数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

6
6
6
4

1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成17年4月）

5日

32 専 准教授
ｵｵﾂ ﾕｷｵ
大津 幸男

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

数理学講究Ⅰ
数理学講究Ⅱ
数理学講究Ⅲ
数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

6
6
6
4

1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（平成13年4月）

5日

33 専 准教授
ｶﾐﾓﾄ ｼﾞｮｳ
神本 丈

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

数理学講究Ⅰ
数理学講究Ⅱ
数理学講究Ⅲ
数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

6
6
6
4

1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（平成12年10月）

5日

34 専 准教授

ｶﾞｲﾅ ﾀﾞﾆｴﾙ ﾐﾙﾁｬ
GAINA DANIEL

MIRCEA
〈令和4年4月〉

博士
（情報科学）

数理学講究Ⅰ
数理学講究Ⅱ
数理学講究Ⅲ
数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

6
6
6
4

1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

助教
（平成29年4月）

5日

35 専 准教授
ｸﾞｴﾝ ﾃﾞｨﾝ ﾎｱ

NGUYEN DINH HOA
〈令和4年4月〉

博士
（情報理工

学）

数理学講究Ⅰ
数理学講究Ⅱ
数理学講究Ⅲ
数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

6
6
6
4

1
1
1
1

九州大学
カーボンニュートラル・
エネルギー国際研究所

准教授
（平成28年12月）

5日

36 専 准教授
ｺﾝﾉ ﾀｸﾔ
今野 拓也

〈令和4年4月〉
数理科学博士

数理学講究Ⅰ
数理学講究Ⅱ
数理学講究Ⅲ
数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

6
6
6
4

1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（平成7年7月）

5日

37 専 准教授
ｺﾞﾝ ﾔｽﾛ
権 寧魯

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

数理学講究Ⅰ
数理学講究Ⅱ
数理学講究Ⅲ
数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

6
6
6
4

1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（平成15年10月）

5日

38 専 准教授
ｻｲﾄｳ ｼﾝｺﾞ
斎藤 新悟

〈令和4年4月〉

博士
（数学）

数理学講究Ⅰ
数理学講究Ⅱ
数理学講究Ⅲ
数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

6
6
6
4

1
1
1
1

九州大学
基幹教育院

准教授
（平成25年4月）

5日

【連係協力学府】数理学府　数理学専攻　数理学コース　博士後期課程-2



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

申請に係る大学等の職
務 に 従 事 す る
週 当 た り 平 均 日 数

教 員 の 氏 名 等

（数理学府　数理学専攻　数理学コース　博士後期課程）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称

配 当
年 次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

39 専 准教授
ｻｸﾗｲ ﾀﾞｲｽｹ
櫻井 大督

〈令和4年4月〉

博士
（科学）

数理学講究Ⅰ
数理学講究Ⅱ
数理学講究Ⅲ
数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

6
6
6
4

1
1
1
1

九州大学
情報基盤研究開発セン

ター
准教授

(令和1年5月)

5日

40 専 准教授
ｻｻﾋﾗ ﾋﾛﾌﾐ
笹平 裕史

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

数理学講究Ⅰ
数理学講究Ⅱ
数理学講究Ⅲ
数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

6
6
6
4

1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（平成28年12月）

5日

41 専 准教授
ｻﾄｳ ﾔｽﾋｺ
佐藤 康彦

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

数理学講究Ⅰ
数理学講究Ⅱ
数理学講究Ⅲ
数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

6
6
6
4

1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（令和2年4月）

5日

42 専 准教授
ﾀｶﾀﾞ ﾘｮｳ
髙田 了

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

数理学講究Ⅰ
数理学講究Ⅱ
数理学講究Ⅲ
数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

6
6
6
4

1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（平成29年4月）

5日

43 専 准教授
ﾀｶﾞﾐ ﾀﾞｲｽｹ
田上 大助

〈令和4年4月〉

博士
（数理学）

数理学講究Ⅰ
数理学講究Ⅱ
数理学講究Ⅲ
数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

6
6
6
4

1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

准教授
（平成10年10月）

5日

44 専 准教授
ﾀｹﾀﾞ ﾕｳｲﾁﾛｳ
竹田 雄一郎

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

数理学講究Ⅰ
数理学講究Ⅱ
数理学講究Ⅲ
数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

6
6
6
4

1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（平成14年4月）

5日

45 専 准教授
ﾁｪｻﾞﾅ ﾋﾟｴﾙｲｼﾞ

CESANA PIERLUIGI
〈令和4年4月〉

博士
（応用数学）

数理学講究Ⅰ
数理学講究Ⅱ
数理学講究Ⅲ
数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

6
6
6
4

1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

准教授
（平成27年9月）

5日

46 専 准教授
ﾂｸﾀﾞ ｺｳｼﾞ
佃 康司

〈令和4年4月〉

博士
（統計科学）

数理学講究Ⅰ
数理学講究Ⅱ
数理学講究Ⅲ
数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

6
6
6
4

1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（令和2年4月）

5日

47 専 准教授
ﾂﾀﾔ ﾐﾂﾉﾌﾞ
蔦谷 充伸

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

数理学講究Ⅰ
数理学講究Ⅱ
数理学講究Ⅲ
数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

6
6
6
4

1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

助教
（平成28年5月）

5日

48 専 准教授
ﾃﾛｳ ｱﾂｼ
手老 篤史

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

数理学講究Ⅰ
数理学講究Ⅱ
数理学講究Ⅲ
数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

6
6
6
4

1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

准教授
（平成23年2月）

5日

49 専 准教授
ﾄﾐﾔｽ ﾘｮｳｺ
富安 亮子

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

数理学講究Ⅰ
数理学講究Ⅱ
数理学講究Ⅲ
数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

6
6
6
4

1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

准教授
（平成31年1月）

5日

50 専 准教授
ﾆｲ ｼｭﾝｻｸ
新居 俊作

〈令和4年4月〉
理学博士

数理学講究Ⅰ
数理学講究Ⅱ
数理学講究Ⅲ
数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

6
6
6
4

1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（平成14年10月）

5日

51 専 准教授
ﾋｶﾐ ｶｽﾞﾋﾛ
樋上 和弘

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

数理学講究Ⅰ
数理学講究Ⅱ
数理学講究Ⅲ
数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

6
6
6
4

1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（平成23年4月）

5日

52 専 准教授
ﾋﾛｾ ｹｲ
廣瀨 慧

〈令和4年4月〉

博士
（機能数理

学）

数理学講究Ⅰ
数理学講究Ⅱ
数理学講究Ⅲ
数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

6
6
6
4

1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

准教授
（平成28年4月）

5日

53 専 准教授
ﾌﾞﾚｼﾞﾅ ﾔﾝ
BREZINA JAN

〈令和4年4月〉

博士
（数理学）

数理学講究Ⅰ
数理学講究Ⅱ
数理学講究Ⅲ
数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

6
6
6
4

1
1
1
1

九州大学
基幹教育院

准教授
（平成30年10月）

5日

54 専 准教授
ﾏﾂｴ ｶﾅﾒ
松江 要

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

数理学講究Ⅰ
数理学講究Ⅱ
数理学講究Ⅲ
数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

6
6
6
4

1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

助教
（平成28年10月）

5日

55 専 准教授
ﾖｼﾀﾞ ﾋﾛｼ
吉田 寛

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

数理学講究Ⅰ
数理学講究Ⅱ
数理学講究Ⅲ
数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

6
6
6
4

1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（平成23年4月）

5日

56 専 准教授
ﾜｷ ﾊﾔﾄ
脇 隼人

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

数理学講究Ⅰ
数理学講究Ⅱ
数理学講究Ⅲ
数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

6
6
6
4

1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

准教授
（平成24年5月）

5日

【連係協力学府】数理学府　数理学専攻　数理学コース　博士後期課程-3



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

1 専 教授
ｱﾍﾞ ﾀｸﾛｳ
阿部 拓郎

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

機能数理学講究Ⅰ
機能数理学講究Ⅱ
機能数理学講究Ⅲ
機能数理学基礎論報
機能数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

4
4
4
2
4

1
1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（平成28年3月）

5日

2 専 教授
ｲｼｲ ﾕﾀｶ
石井 豊

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

機能数理学講究Ⅰ
機能数理学講究Ⅱ
機能数理学講究Ⅲ
機能数理学特別講義Ⅰ
機能数理学特別講義Ⅱ
機能数理学特別講義Ⅲ
機能数理学特別講義Ⅳ
機能数理学基礎論報
機能数理学論究
機能数理学特別実習

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通
1・2・3通

4
4
4
2
2
1
1
2
4
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成10年1月）

5日

3 専 教授
ｲﾅﾊﾏ ﾕｽﾞﾙ
稲濱 譲

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

機能数理学講究Ⅰ
機能数理学講究Ⅱ
機能数理学講究Ⅲ
機能数理学基礎論報
機能数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

4
4
4
2
4

1
1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成27年10月）

5日

4 専 教授
ｲﾜｾ ﾉﾘｵ

岩瀨 則夫
〈令和4年4月〉

理学博士

機能数理学講究Ⅰ
機能数理学講究Ⅱ
機能数理学講究Ⅲ
機能数理学基礎論報
機能数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

4
4
4
2
4

1
1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成4年4月）

5日

5 専 教授
ｳｪﾝ ﾘﾝ

WENG LIN
〈令和4年4月〉

理学博士

機能数理学講究Ⅰ
機能数理学講究Ⅱ
機能数理学講究Ⅲ
機能数理学基礎論報
機能数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

4
4
4
2
4

1
1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成14年4月）

5日

6 専 教授
（学府長）

ｵｻﾀﾞ ﾋﾛﾌﾐ
長田 博文

〈令和4年4月〉
理学博士

機能数理学講究Ⅰ
機能数理学講究Ⅱ
機能数理学講究Ⅲ
機能数理学基礎論報
機能数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

4
4
4
2
4

1
1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成16年4月）

5日

7 専 教授
ｵﾁｱｲ ﾋﾛﾕｷ
落合 啓之

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

機能数理学講究Ⅰ
機能数理学講究Ⅱ
機能数理学講究Ⅲ
機能数理学基礎論報
機能数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

4
4
4
2
4

1
1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（平成21年10月）

5日

8 専 教授
ｶｼﾞ ｼｽﾞｵ
鍛冶 静雄

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

機能数理学講究Ⅰ
機能数理学講究Ⅱ
機能数理学講究Ⅲ
機能数理学基礎論報
機能数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

4
4
4
2
4

1
1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（平成30年4月）

5日

9 専 教授
ｶｼﾞﾜﾗ ｹﾝｼﾞ
梶原 健司

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

機能数理学講究Ⅰ
機能数理学講究Ⅱ
機能数理学講究Ⅲ
機能数理学基礎論報
機能数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

4
4
4
2
4

1
1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（平成13年10月）

5日

10 専 教授
ｶﾂﾀﾞ ｱﾂｼ
勝田　篤

〈令和4年4月〉
理学博士

機能数理学講究Ⅰ
機能数理学講究Ⅱ
機能数理学講究Ⅲ
機能数理学基礎論報
機能数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

4
4
4
2
4

1
1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成22年10月）

5日

11 専 教授
ｶﾈｺ ﾏｻﾉﾌﾞ
金子 昌信

〈令和4年4月〉
理学博士

機能数理学講究Ⅰ
機能数理学講究Ⅱ
機能数理学講究Ⅲ
機能数理学基礎論報
機能数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

4
4
4
2
4

1
1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成8年4月）

5日

12 専 教授
ｶﾐﾔﾏ ﾅｵﾕｷ
神山 直之

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

機能数理学講究Ⅰ
機能数理学講究Ⅱ
機能数理学講究Ⅲ
機能数理学基礎論報
機能数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

4
4
4
2
4

1
1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（平成23年10月）

5日

13 専 教授
ｶﾜﾊﾗ ﾖｼﾉﾌﾞ
河原 吉伸

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

機能数理学講究Ⅰ
機能数理学講究Ⅱ
機能数理学講究Ⅲ
機能数理学基礎論報
機能数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

4
4
4
2
4

1
1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（平成31年4月）

5日

14 専 教授
ｺﾊﾞﾔｼ ｼﾝｲﾁ
小林 真一

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

機能数理学講究Ⅰ
機能数理学講究Ⅱ
機能数理学講究Ⅲ
機能数理学基礎論報
機能数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

4
4
4
2
4

1
1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成28年4月）

5日

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

申請に係る大学等の職
務 に 従 事 す る
週 当 た り 平 均 日 数

別記様式第３号（その２の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 員 の 氏 名 等

（数理学府　数理学専攻　機能数理学コース　博士後期課程）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称

配 当
年 次

担 当
単 位 数

【連係協力学府】数理学府　数理学専攻　機能数理学コース　博士後期課程1



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

申請に係る大学等の職
務 に 従 事 す る
週 当 た り 平 均 日 数

教 員 の 氏 名 等

（数理学府　数理学専攻　機能数理学コース　博士後期課程）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称

配 当
年 次

担 当
単 位 数

15 専 教授
ｻｴｷ ｵｻﾑ
佐伯 修

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

機能数理学講究Ⅰ
機能数理学講究Ⅱ
機能数理学講究Ⅲ
機能数理学基礎論報
機能数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

4
4
4
2
4

1
1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（平成14年4月）

5日

16 専 教授
ｼﾗｲ ﾄﾓﾕｷ
白井 朋之

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

機能数理学講究Ⅰ
機能数理学講究Ⅱ
機能数理学講究Ⅲ
機能数理学基礎論報
機能数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

4
4
4
2
4

1
1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（平成16年4月）

5日

17 専 教授
ｽﾐ ﾄｼｵ
角 俊雄

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

機能数理学講究Ⅰ
機能数理学講究Ⅱ
機能数理学講究Ⅲ
機能数理学基礎論報
機能数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

4
4
4
2
4

1
1
1
1
1

九州大学
基幹教育院

教授
（平成15年10月）

5日

18 専 教授
ｾｶﾞﾀ ｼﾞｭﾝｲﾁ
瀬片 純市

〈令和4年4月〉

博士
（数理学）

機能数理学講究Ⅰ
機能数理学講究Ⅱ
機能数理学講究Ⅲ
機能数理学基礎論報
機能数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

4
4
4
2
4

1
1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成31年4月）

5日

19 専 教授
ﾀﾆｸﾞﾁ ｾﾂｵ
谷口 説男

〈令和4年4月〉
理学博士

機能数理学講究Ⅰ
機能数理学講究Ⅱ
機能数理学講究Ⅲ
機能数理学基礎論報
機能数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

4
4
4
2
4

1
1
1
1
1

九州大学
基幹教育院

教授
（昭和57年6月）

5日

20 専 教授
ﾂｶﾓﾄ ﾏｻｷ
塚本 真輝

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

機能数理学講究Ⅰ
機能数理学講究Ⅱ
機能数理学講究Ⅲ
機能数理学基礎論報
機能数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

4
4
4
2
4

1
1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成31年4月）

5日

21 専 教授
ﾂｼﾞｲ ﾏｻﾄ
辻井 正人

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

機能数理学講究Ⅰ
機能数理学講究Ⅱ
機能数理学講究Ⅲ
機能数理学基礎論報
機能数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

4
4
4
2
4

1
1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成19年2月）

5日

22 専 教授
ﾇｲﾀﾞ ｺｳｼﾞ
縫田 光司

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

機能数理学講究Ⅰ
機能数理学講究Ⅱ
機能数理学講究Ⅲ
機能数理学基礎論報
機能数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

4
4
4
2
4

1
1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（令和3年4月）

5日

23 専 教授
ﾊﾗ ﾀｶｼ
原 隆

〈令和4年4月〉
理学博士

機能数理学講究Ⅰ
機能数理学講究Ⅱ
機能数理学講究Ⅲ
機能数理学基礎論報
機能数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

4
4
4
2
4

1
1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成16年4月）

5日

24 専 教授
ﾋﾛｼﾏ ﾌﾐｵ
廣島 文生

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

機能数理学講究Ⅰ
機能数理学講究Ⅱ
機能数理学講究Ⅲ
機能数理学基礎論報
機能数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

4
4
4
2
4

1
1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成17年4月）

5日

25 専 教授
ﾌｸﾓﾄ ﾔｽﾋﾃﾞ
福本 康秀

〈令和4年4月〉
理学博士

機能数理学講究Ⅰ
機能数理学講究Ⅱ
機能数理学講究Ⅲ
機能数理学基礎論報
機能数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

4
4
4
2
4

1
1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（平成7年10月）

5日

26 専 教授
ﾌｼﾞｻﾜ ｶﾂｷ
藤澤 克樹

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

機能数理学講究Ⅰ
機能数理学講究Ⅱ
機能数理学講究Ⅲ
機能数理学基礎論報
機能数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

4
4
4
2
4

1
1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（平成26年4月）

5日

27 専 教授
ﾏｽﾀﾞ ﾄｼﾋｺ
増田 俊彦

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

機能数理学講究Ⅰ
機能数理学講究Ⅱ
機能数理学講究Ⅲ
機能数理学基礎論報
機能数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

4
4
4
2
4

1
1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成16年4月）

5日

28 専 教授
ﾏｽﾀﾞ ﾋﾛｷ
増田 弘毅

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

機能数理学講究Ⅰ
機能数理学講究Ⅱ
機能数理学講究Ⅲ
機能数理学基礎論報
機能数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

4
4
4
2
4

1
1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成16年4月）

5日

29 専 教授
ﾏﾂｲ ﾀｸ
松井 卓

〈令和4年4月〉
理学博士

機能数理学講究Ⅰ
機能数理学講究Ⅱ
機能数理学講究Ⅲ
機能数理学基礎論報
機能数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

4
4
4
2
4

1
1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成9年4月）

5日

【連係協力学府】数理学府　数理学専攻　機能数理学コース　博士後期課程2



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

申請に係る大学等の職
務 に 従 事 す る
週 当 た り 平 均 日 数

教 員 の 氏 名 等

（数理学府　数理学専攻　機能数理学コース　博士後期課程）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称

配 当
年 次

担 当
単 位 数

30 専 教授
ﾐｿﾞｸﾞﾁ ﾖｼﾋﾛ
溝口 佳寛

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

機能数理学講究Ⅰ
機能数理学講究Ⅱ
機能数理学講究Ⅲ
機能数理学基礎論報
機能数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

4
4
4
2
4

1
1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

教授
（平成12年10月）

5日

31 専 教授
ﾓﾘｼﾀ ﾏｻﾉﾘ
森下 昌紀

〈令和4年4月〉

Ph.D
(アメリカ)

機能数理学講究Ⅰ
機能数理学講究Ⅱ
機能数理学講究Ⅲ
機能数理学基礎論報
機能数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

4
4
4
2
4

1
1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

教授
（平成17年4月）

5日

32 専 准教授
ｵｵﾂ ﾕｷｵ

大津 幸男
〈令和4年4月〉

博士
（理学）

機能数理学講究Ⅰ
機能数理学講究Ⅱ
機能数理学講究Ⅲ
機能数理学基礎論報
機能数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

4
4
4
2
4

1
1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（平成13年4月）

5日

33 専 准教授

ｶﾞｲﾅ ﾀﾞﾆｴﾙ ﾐﾙﾁｬ
GAINA DANIEL

MIRCEA
〈令和4年4月〉

博士
（情報科学）

機能数理学講究Ⅰ
機能数理学講究Ⅱ
機能数理学講究Ⅲ
機能数理学基礎論報
機能数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

4
4
4
2
4

1
1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

助教
（平成29年4月）

5日

34 専 准教授
ｶﾐﾓﾄ ｼﾞｮｳ
神本 丈

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

機能数理学講究Ⅰ
機能数理学講究Ⅱ
機能数理学講究Ⅲ
機能数理学基礎論報
機能数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

4
4
4
2
4

1
1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（平成12年10月）

5日

35 専 准教授
ｸﾞｴﾝ ﾃﾞｨﾝ ﾎｱ

NGUYEN DINH HOA
〈令和4年4月〉

博士
（情報理工

学）

機能数理学講究Ⅰ
機能数理学講究Ⅱ
機能数理学講究Ⅲ
機能数理学基礎論報
機能数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

4
4
4
2
4

1
1
1
1
1

九州大学
カーボンニュートラル・
エネルギー国際研究所

准教授
（平成28年12月）

5日

36 専 准教授
ｺﾝﾉ ﾀｸﾔ

今野 拓也
〈令和4年4月〉

数理科学博士

機能数理学講究Ⅰ
機能数理学講究Ⅱ
機能数理学講究Ⅲ
機能数理学基礎論報
機能数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

4
4
4
2
4

1
1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（平成7年7月）

5日

37 専 准教授
ｺﾞﾝ ﾔｽﾛ
権 寧魯

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

機能数理学講究Ⅰ
機能数理学講究Ⅱ
機能数理学講究Ⅲ
機能数理学基礎論報
機能数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

4
4
4
2
4

1
1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（平成15年10月）

5日

38 専 准教授
ｻｲﾄｳ ｼﾝｺﾞ
斎藤 新悟

〈令和4年4月〉

博士
（数学）

機能数理学講究Ⅰ
機能数理学講究Ⅱ
機能数理学講究Ⅲ
機能数理学基礎論報
機能数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

4
4
4
2
4

1
1
1
1
1

九州大学
基幹教育院

准教授
（平成25年4月）

5日

39 専 准教授
ｻｸﾗｲ ﾀﾞｲｽｹ
櫻井 大督

〈令和4年4月〉

博士
（科学）

数理学講究Ⅰ
数理学講究Ⅱ
数理学講究Ⅲ
数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

6
6
6
4

1
1
1
1

九州大学
情報基盤研究開発セン

ター
准教授

(令和1年5月)

5 日

40 専 准教授
ｻｻﾋﾗ ﾋﾛﾌﾐ
笹平 裕史

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

機能数理学講究Ⅰ
機能数理学講究Ⅱ
機能数理学講究Ⅲ
機能数理学基礎論報
機能数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

4
4
4
2
4

1
1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（平成28年12月）

5日

41 専 准教授
ｻﾄｳ ﾔｽﾋｺ
佐藤 康彦

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

機能数理学講究Ⅰ
機能数理学講究Ⅱ
機能数理学講究Ⅲ
機能数理学基礎論報
機能数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

4
4
4
2
4

1
1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（令和2年4月）

5日

42 専 准教授
ﾀｶﾀﾞ ﾘｮｳ
髙田 了

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

機能数理学講究Ⅰ
機能数理学講究Ⅱ
機能数理学講究Ⅲ
機能数理学基礎論報
機能数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

4
4
4
2
4

1
1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（平成29年4月）

5日

43 専 准教授
ﾀｶﾞﾐ ﾀﾞｲｽｹ
田上 大助

〈令和4年4月〉

博士
（数理学）

機能数理学講究Ⅰ
機能数理学講究Ⅱ
機能数理学講究Ⅲ
機能数理学基礎論報
機能数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

4
4
4
2
4

1
1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

准教授
（平成10年10月）

5日

44 専 准教授
ﾀｹﾀﾞ ﾕｳｲﾁﾛｳ
竹田 雄一郎

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

機能数理学講究Ⅰ
機能数理学講究Ⅱ
機能数理学講究Ⅲ
機能数理学基礎論報
機能数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

4
4
4
2
4

1
1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（平成14年4月）

5日

【連係協力学府】数理学府　数理学専攻　機能数理学コース　博士後期課程3



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

申請に係る大学等の職
務 に 従 事 す る
週 当 た り 平 均 日 数

教 員 の 氏 名 等

（数理学府　数理学専攻　機能数理学コース　博士後期課程）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称

配 当
年 次

担 当
単 位 数

45 専 准教授
ﾁｪｻﾞﾅ ﾋﾟｴﾙｲｼﾞ

CESANA PIERLUIGI
〈令和4年4月〉

博士
（応用数学）

機能数理学講究Ⅰ
機能数理学講究Ⅱ
機能数理学講究Ⅲ
機能数理学基礎論報
機能数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

4
4
4
2
4

1
1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

准教授
（平成27年9月）

5日

46 専 准教授
ﾂｸﾀﾞ ｺｳｼﾞ
佃 康司

〈令和4年4月〉

博士
（統計科学）

機能数理学講究Ⅰ
機能数理学講究Ⅱ
機能数理学講究Ⅲ
機能数理学基礎論報
機能数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

4
4
4
2
4

1
1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（令和2年4月）

5日

47 専 准教授
ﾂﾀﾔ ﾐﾂﾉﾌﾞ
蔦谷 充伸

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

機能数理学講究Ⅰ
機能数理学講究Ⅱ
機能数理学講究Ⅲ
機能数理学基礎論報
機能数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

4
4
4
2
4

1
1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（平成28年5月）

5日

48 専 准教授
ﾃﾛｳ ｱﾂｼ

手老 篤史
〈令和4年4月〉

博士
（理学）

機能数理学講究Ⅰ
機能数理学講究Ⅱ
機能数理学講究Ⅲ
機能数理学基礎論報
機能数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

4
4
4
2
4

1
1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

准教授
（平成23年2月）

5日

49 専 准教授
ﾄﾐﾔｽ ﾘｮｳｺ
富安 亮子

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

機能数理学講究Ⅰ
機能数理学講究Ⅱ
機能数理学講究Ⅲ
機能数理学基礎論報
機能数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

4
4
4
2
4

1
1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

准教授
（平成31年1月）

5日

50 専 准教授
ﾆｲ ｼｭﾝｻｸ
新居 俊作

〈令和4年4月〉
理学博士

機能数理学講究Ⅰ
機能数理学講究Ⅱ
機能数理学講究Ⅲ
機能数理学基礎論報
機能数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

4
4
4
2
4

1
1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（平成14年10月）

5日

51 専 准教授
ﾋｶﾐ ｶｽﾞﾋﾛ
樋上 和弘

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

機能数理学講究Ⅰ
機能数理学講究Ⅱ
機能数理学講究Ⅲ
機能数理学基礎論報
機能数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

4
4
4
2
4

1
1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（平成23年4月）

5日

52 専 准教授
ﾋﾛｾ ｹｲ
廣瀨 慧

〈令和4年4月〉

博士
（機能数理

学）

機能数理学講究Ⅰ
機能数理学講究Ⅱ
機能数理学講究Ⅲ
機能数理学基礎論報
機能数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

4
4
4
2
4

1
1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

准教授
（平成28年4月）

5日

53 専 准教授
ﾌﾞﾚｼﾞﾅ ﾔﾝ

BREZINA JAN
〈令和4年4月〉

博士
（数理学）

機能数理学講究Ⅰ
機能数理学講究Ⅱ
機能数理学講究Ⅲ
機能数理学基礎論報
機能数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

4
4
4
2
4

1
1
1
1
1

九州大学
基幹教育院

准教授
（平成30年10月）

5日

54 専 准教授
ﾏﾂｴ ｶﾅﾒ
松江 要

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

機能数理学講究Ⅰ
機能数理学講究Ⅱ
機能数理学講究Ⅲ
機能数理学基礎論報
機能数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

4
4
4
2
4

1
1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

助教
（平成28年10月）

5日

55 専 准教授
ﾖｼﾀﾞ ﾋﾛｼ
吉田 寛

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

機能数理学講究Ⅰ
機能数理学講究Ⅱ
機能数理学講究Ⅲ
機能数理学基礎論報
機能数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

4
4
4
2
4

1
1
1
1
1

九州大学大学院
数理学研究院

准教授
（平成23年4月）

5日

56 専 准教授
ﾜｷ ﾊﾔﾄ
脇 隼人

〈令和4年4月〉

博士
（理学）

機能数理学講究Ⅰ
機能数理学講究Ⅱ
機能数理学講究Ⅲ
機能数理学基礎論報
機能数理学論究

1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通
1～3通

4
4
4
2
4

1
1
1
1
1

九州大学
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

准教授
（平成24年5月）

5日
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フリガナ

氏名

＜就任(予定)年月＞

1 専 教授
ｱﾗｶﾜ ﾕﾀｶ
荒川 豊

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

ICT社会基盤デザイン特論※
情報理工学研究Ⅰ
情報理工学研究Ⅱ
情報理工学演習
情報理工学講究
情報理工学読解
情報理工学演示
情報理工学論述Ⅰ
情報理工学論述Ⅱ
情報理工学論議Ⅰ
情報理工学論議Ⅱ

1前①
1通
2通
1通
2通
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
2前①～②
2後③～④

1.2
4
4
4
4
4
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成21年3月)

5日

2 専 教授
ｲﾉｳｴ ｺｳｼﾞ
井上 弘士

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

コンピュータシステム・アーキテク
チャ特論
情報理工学研究Ⅰ
情報理工学研究Ⅱ
情報理工学演習
情報理工学講究
情報理工学読解
情報理工学演示
情報理工学論述Ⅰ
情報理工学論述Ⅱ
情報理工学論議Ⅰ
情報理工学論議Ⅱ
組込みシステム特論※
組込みシステム演習※

1前①
1通
2通
1通
2通
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
2前①～②
2後③～④
1前②
1前①

2
4
4
4
4
4
2
2
2
2
2

1.5
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成16年9月)

5日

3 専 教授
ｳﾁﾀﾞ ｾｲｲﾁ
内田 誠一

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

情報理工学研究Ⅰ
情報理工学研究Ⅱ
情報理工学演習
情報理工学講究
情報理工学読解
情報理工学演示
情報理工学論述Ⅰ
情報理工学論述Ⅱ
情報理工学論議Ⅰ
情報理工学論議Ⅱ

1通
2通
1通
2通
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
2前①～②
2後③～④

4
4
4
4
4
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成11年4月）

5日

4 専 教授
ｳﾊﾞﾔｼ ﾅｵﾔｽ
鵜林 尚靖

＜令和4年4月＞

博士
（学術）

プロジェクトマネジメント特論
情報理工学研究Ⅰ
情報理工学研究Ⅱ
情報理工学演習
情報理工学講究
情報理工学読解
情報理工学演示
情報理工学論述Ⅰ
情報理工学論述Ⅱ
情報理工学論議Ⅰ
情報理工学論議Ⅱ

1後④
1通
2通
1通
2通
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
2前①～②
2後③～④

2
4
4
4
4
4
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成22年3月)

5日

5 専 教授
ｵｶﾀﾞ ﾖｼﾋﾛ
岡田 義広

＜令和4年4月＞

博士
(工学)

3次元コンピュータグラフィックス論Ⅰ
3次元コンピュータグラフィックス論Ⅱ
情報理工学研究Ⅰ
情報理工学研究Ⅱ
情報理工学演習
情報理工学講究
情報理工学読解
情報理工学演示
情報理工学論述Ⅰ
情報理工学論述Ⅱ
情報理工学論議Ⅰ
情報理工学論議Ⅱ

1・2後③
1・2後④
1通
2通
1通
2通
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
2前①～②
2後③～④

1
1
4
4
4
4
4
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学附属図書館
付設教材開発センター

　教授
（平成11年1月）

5日

6 専 教授
ｵｶﾑﾗ ｺｳｼﾞ
岡村 耕二

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

情報ネットワーク特論※
セキュリティエンジニアリング演習※
情報理工学研究Ⅰ
情報理工学研究Ⅱ
情報理工学演習
情報理工学講究
情報理工学読解
情報理工学演示
情報理工学論述Ⅰ
情報理工学論述Ⅱ
情報理工学論議Ⅰ
情報理工学論議Ⅱ

1後④
1前②
1通
2通
1通
2通
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
2前①～②
2後③～④

1.1
0.7
4
4
4
4
4
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学
情報基盤研究開発センター

 教授
(平成10年3月)

5日

7 専 教授
ｵﾉｹﾝｼﾞ

小野 謙二
＜令和4年4月＞

博士
(工学)

高性能並列計算法特論Ⅰ
高性能並列計算法特論Ⅱ
情報理工学研究Ⅰ
情報理工学研究Ⅱ
情報理工学演習
情報理工学講究
情報理工学読解
情報理工学演示
情報理工学論述Ⅰ
情報理工学論述Ⅱ
情報理工学論議Ⅰ
情報理工学論議Ⅱ

1・2前①
1・2前②
1通
2通
1通
2通
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
2前①～②
2後③～④

1
1
4
4
4
4
4
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学
情報基盤研究開発センター

教授
　（平成28年4月）

5日

8 専 教授
ｶﾜｻｷ ﾋﾛｼ
川﨑 洋

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

コンピュータビジョン
情報理工学研究Ⅰ
情報理工学研究Ⅱ
情報理工学演習
情報理工学講究
情報理工学読解
情報理工学演示
情報理工学論述Ⅰ
情報理工学論述Ⅱ
情報理工学論議Ⅰ
情報理工学論議Ⅱ

1前①
1通
2通
1通
2通
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
2前①～②
2後③～④

2
4
4
4
4
4
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成29年4月）

5日

9 専 教授
ｸﾗﾂﾞﾒ ﾘｮｳ
倉爪 亮

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

ロボティクスⅠ
ロボティクスⅡ
情報理工学研究Ⅰ
情報理工学研究Ⅱ
情報理工学演習
情報理工学講究
情報理工学読解
情報理工学演示
情報理工学論述Ⅰ
情報理工学論述Ⅱ
情報理工学論議Ⅰ
情報理工学論議Ⅱ

1後③
1後④
1通
2通
1通
2通
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
2前①～②
2後③～④

1
1
4
4
4
4
4
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成14年4月）

5日

申請に係る大学等
の職務に従事する
週当たり平均日数

別記様式第３号（その２の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 員 の 氏 名 等

（システム情報科学府　情報理工学専攻　修士課程）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称

配当
年次

担当
単位数

年間
開講数

現　職
（就任年月）

【連係協力学府】システム情報科学府　情報理工学専攻　修士課程-1



フリガナ

氏名

＜就任(予定)年月＞

申請に係る大学等
の職務に従事する
週当たり平均日数

教 員 の 氏 名 等

（システム情報科学府　情報理工学専攻　修士課程）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称

配当
年次

担当
単位数

年間
開講数

現　職
（就任年月）

10 専 教授
ｺｲﾃﾞ ﾋﾛｼ
小出 洋

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

暗号と情報セキュリティ特論※
情報システムセキュリティ演習Ⅰ
情報システムセキュリティ演習Ⅱ
セキュリティエンジニアリング演習※
情報理工学研究Ⅰ
情報理工学研究Ⅱ
情報理工学演習
情報理工学講究
情報理工学読解
情報理工学演示
情報理工学論述Ⅰ
情報理工学論述Ⅱ
情報理工学論議Ⅰ
情報理工学論議Ⅱ

1前①
1前①
1後③
1前②
1通
2通
1通
2通
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
2前①～②
2後③～④

0.9
1
1

0.7
4
4
4
4
4
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学
情報基盤研究開発センター

教授
(平成29年4月)

5日

11 専 教授
ｺﾉﾐ ｼﾝｲﾁ
木實 新一

＜令和4年4月＞

博士
(工学)

ソーシャルコンピューティング論Ⅰ
ソーシャルコンピューティング論Ⅱ
情報理工学研究Ⅰ
情報理工学研究Ⅱ
情報理工学演習
情報理工学講究
情報理工学読解
情報理工学演示
情報理工学論述Ⅰ
情報理工学論述Ⅱ
情報理工学論議Ⅰ
情報理工学論議Ⅱ

1・2後③
1・2後④
1通
2通
1通
2通
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
2前①～②
2後③～④

1
1
4
4
4
4
4
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学
基幹教育院

教授
（平成29年4月）

5日

12 専 教授
ｻｸﾗｲ ｺｳｲﾁ
櫻井 幸一

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

暗号と情報セキュリティ特論※
情報理工学研究Ⅰ
情報理工学研究Ⅱ
情報理工学演習
情報理工学講究
情報理工学読解
情報理工学演示
情報理工学論述Ⅰ
情報理工学論述Ⅱ
情報理工学論議Ⅰ
情報理工学論議Ⅱ
先端情報社会学特論

1前①
1通
2通
1通
2通
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
2前①～②
2後③～④
1前①～②

1.1
4
4
4
4
4
2
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成6年3月)

5日

13 専 教授
ｼﾏﾀﾞ ｱﾂｼ
島田 敬士

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

パターン認識
情報理工学研究Ⅰ
情報理工学研究Ⅱ
情報理工学演習
情報理工学講究
情報理工学読解
情報理工学演示
情報理工学論述Ⅰ
情報理工学論述Ⅱ
情報理工学論議Ⅰ
情報理工学論議Ⅱ

1前②
1通
2通
1通
2通
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
2前①～②
2後③～④

2
4
4
4
4
4
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成19年4月）

5日

14 専 教授
ｽｽﾞｷ ｴｲﾉｼﾝ
鈴木 英之進

＜令和4年4月＞

博士
(工学)

データマイニング特論Ⅰ
データマイニング特論Ⅱ
情報理工学研究Ⅰ
情報理工学研究Ⅱ
情報理工学演習
情報理工学講究
情報理工学読解
情報理工学演示
情報理工学論述Ⅰ
情報理工学論述Ⅱ
情報理工学論議Ⅰ
情報理工学論議Ⅱ

1・2前①
1・2前②
1通
2通
1通
2通
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
2前①～②
2後③～④

1
1
4
4
4
4
4
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成18年4月）

5日

15 専 教授
ﾀｷﾓﾄ ｴｲｼﾞ
瀧本 英二

＜令和4年4月＞
工学博士

グラフ理論・組み合わせ論Ⅰ
グラフ理論・組み合わせ論Ⅱ
情報理工学研究Ⅰ
情報理工学研究Ⅱ
情報理工学演習
情報理工学講究
情報理工学読解
情報理工学演示
情報理工学論述Ⅰ
情報理工学論述Ⅱ
情報理工学論議Ⅰ
情報理工学論議Ⅱ
システム情報科学実習
データサイエンス技法演習
データサイエンス実習

1・2後③
1・2後④
1通
2通
1通
2通
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
2前①～②
2後③～④
1・2通
1・2通
1・2通

1
1
4
4
4
4
4
2
2
2
2
2
2
2
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成20年4月）

5日

16 専 教授
ﾀｹﾉｳﾁ ｼﾞｭﾝｲﾁ
竹内　純一

＜令和4年4月＞

博士
(工学)

情報論的学習理論Ⅰ
情報論的学習理論Ⅱ
情報理工学研究Ⅰ
情報理工学研究Ⅱ
情報理工学演習
情報理工学講究
情報理工学読解
情報理工学演示
情報理工学論述Ⅰ
情報理工学論述Ⅱ
情報理工学論議Ⅰ
情報理工学論議Ⅱ

1・2前①
1・2前②
1通
2通
1通
2通
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
2前①～②
2後③～④

1
1
4
4
4
4
4
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成18年4月）

5日

17 専 教授
ﾀｹﾀﾞ ﾏｻﾕｷ
竹田 正幸

＜令和4年4月＞

博士
(工学)

計算論Ⅰ
計算論Ⅱ
情報理工学研究Ⅰ
情報理工学研究Ⅱ
情報理工学演習
情報理工学講究
情報理工学読解
情報理工学演示
情報理工学論述Ⅰ
情報理工学論述Ⅱ
情報理工学論議Ⅰ
情報理工学論議Ⅱ
先端情報社会学特論

1・2前①
1・2前②
1通
2通
1通
2通
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
2前①～②
2後③～④
1前①～②

1
1
4
4
4
4
4
2
2
2
2
2
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成1年4月）

5日

18 専 教授
ﾁｮｳ ｹﾝｸﾞﾝ

ZHAO JIANJUN
〈令和4年4月〉

博士
(情報科学）

機械学習工学特論
情報理工学研究Ⅰ
情報理工学研究Ⅱ
情報理工学演習
情報理工学講究
情報理工学読解
情報理工学演示
情報理工学論述Ⅰ
情報理工学論述Ⅱ
情報理工学論議Ⅰ
情報理工学論議Ⅱ

1前②
1通
2通
1通
2通
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
2前①～②
2後③～④

2
4
4
4
4
4
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成28年4月)

5日

【連係協力学府】システム情報科学府　情報理工学専攻　修士課程-2



フリガナ

氏名

＜就任(予定)年月＞

申請に係る大学等
の職務に従事する
週当たり平均日数

教 員 の 氏 名 等

（システム情報科学府　情報理工学専攻　修士課程）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称

配当
年次

担当
単位数

年間
開講数

現　職
（就任年月）

19 専 教授
ﾋﾛｶﾜ ﾏｻｵ
廣川 真男

＜令和4年4月＞

博士
(理学)

量子計算機科学技術特論I
量子計算機科学技術特論Ⅱ
情報理工学研究Ⅰ
情報理工学研究Ⅱ
情報理工学演習
情報理工学講究
情報理工学読解
情報理工学演示
情報理工学論述Ⅰ
情報理工学論述Ⅱ
情報理工学論議Ⅰ
情報理工学論議Ⅱ

1後③
1後④
1通
2通
1通
2通
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
2前①～②
2後③～④

1
1
4
4
4
4
4
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成30年12月)

5日

20 専 教授
ﾖｺｵ ﾏｺﾄ
横尾 真

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

ゲーム理論Ⅰ
ゲーム理論Ⅱ
情報理工学研究Ⅰ
情報理工学研究Ⅱ
情報理工学演習
情報理工学講究
情報理工学読解
情報理工学演示
情報理工学論述Ⅰ
情報理工学論述Ⅱ
情報理工学論議Ⅰ
情報理工学論議Ⅱ

1前①
1前②
1通
2通
1通
2通
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
2前①～②
2後③～④

1
1
4
4
4
4
4
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成16年4月）

5日

21 専 准教授
ｱﾊﾒｯﾄﾞ ｱｼﾙ
AHMED ASHIR

＜令和4年4月＞

博士
（情報科学）

グローバル情報通信技術特論Ⅰ
グローバル情報通信技術特論Ⅱ
情報理工学研究Ⅰ
情報理工学研究Ⅱ
情報理工学演習
情報理工学講究
情報理工学読解
情報理工学演示
情報理工学論述Ⅰ
情報理工学論述Ⅱ
情報理工学論議Ⅰ
情報理工学論議Ⅱ

１後③
１後④
1通
2通
1通
2通
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
2前①～②
2後③～④

1
1
4
4
4
4
4
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成23年4月)

5日

22 専 准教授
ｱﾏﾉ ﾋﾛﾌﾐ
天野 浩文

＜令和4年4月＞
工学博士

プログラム設計論特論※
情報理工学研究Ⅰ
情報理工学研究Ⅱ
情報理工学演習
情報理工学講究
情報理工学読解
情報理工学演示
情報理工学論述Ⅰ
情報理工学論述Ⅱ
情報理工学論議Ⅰ
情報理工学論議Ⅱ

1前②
1通
2通
1通
2通
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
2前①～②
2後③～④

0.7
4
4
4
4
4
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学
情報基盤研究開発センター

准教授
(平成3年4月)

5日

23 専 准教授
ｱﾝ ﾁ
AN QI

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

情報理工学研究Ⅰ
情報理工学研究Ⅱ
情報理工学演習
情報理工学講究
情報理工学読解
情報理工学演示
情報理工学論述Ⅰ
情報理工学論述Ⅱ
情報理工学論議Ⅰ
情報理工学論議Ⅱ

1通
2通
1通
2通
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
2前①～②
2後③～④

4
4
4
4
4
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
（令和2年4月）

5日

24 専 准教授
ｲｹﾀﾞ ﾀﾞｲｽｹ
池田 大輔

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

情報普及学特論Ⅰ
情報普及学特論Ⅱ
情報理工学研究Ⅰ
情報理工学研究Ⅱ
情報理工学演習
情報理工学講究
情報理工学読解
情報理工学演示
情報理工学論述Ⅰ
情報理工学論述Ⅱ
情報理工学論議Ⅰ
情報理工学論議Ⅱ

1・2後③
1・2後④
1通
2通
1通
2通
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
2前①～②
2後③～④

1
1
4
4
4
4
4
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
（平成9年4月）

5日

25 専 准教授
ｲﾄｳ ｴｲｽｹ

伊東　栄典
＜令和4年4月＞

博士
（情報科学）

プログラム設計論特論※
情報理工学研究Ⅰ
情報理工学研究Ⅱ
情報理工学演習
情報理工学講究
情報理工学読解
情報理工学演示
情報理工学論述Ⅰ
情報理工学論述Ⅱ
情報理工学論議Ⅰ
情報理工学論議Ⅱ

1前②
1通
2通
1通
2通
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
2前①～②
2後③～④

0.7
4
4
4
4
4
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学
情報基盤研究開発センター

准教授
（平成9年4月)

5日

26 専 准教授
ｲﾈﾅｶﾞ ｼｭﾝｽｹ
稲永 俊介

＜令和4年4月＞

博士
(理学)

アルゴリズムとデータ構造Ⅰ
アルゴリズムとデータ構造Ⅱ
情報理工学研究Ⅰ
情報理工学研究Ⅱ
情報理工学演習
情報理工学講究
情報理工学読解
情報理工学演示
情報理工学論述Ⅰ
情報理工学論述Ⅱ
情報理工学論議Ⅰ
情報理工学論議Ⅱ

1・2前①
1・2前②
1通
2通
1通
2通
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
2前①～②
2後③～④

1
1
4
4
4
4
4
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
（平成23年4月）

5日

27 専 准教授
ｲﾜﾅ ﾌﾞﾗｲｱﾝ ｹﾝｼﾞ

IWANA BRIAN KENJI
＜令和4年4月＞

博士
（学術）

情報理工学研究Ⅰ
情報理工学研究Ⅱ
情報理工学演習
情報理工学講究
情報理工学読解
情報理工学演示
情報理工学論述Ⅰ
情報理工学論述Ⅱ
情報理工学論議Ⅰ
情報理工学論議Ⅱ

1通
2通
1通
2通
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
2前①～②
2後③～④

4
4
4
4
4
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
（令和2年4月）

5日

28 専 准教授

ｳﾞｧｽｺﾝｾﾛｽ ｳﾞｧﾙｶﾞｽ ﾀﾞ
ﾆﾛ

VASCONCELLOS VARGAS
DANILO

＜令和4年4月＞

博士
(学術)

情報理工学研究Ⅰ
情報理工学研究Ⅱ
情報理工学演習
情報理工学講究
情報理工学読解
情報理工学演示
情報理工学論述Ⅰ
情報理工学論述Ⅱ
情報理工学論議Ⅰ
情報理工学論議Ⅱ

1通
2通
1通
2通
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
2前①～②
2後③～④

4
4
4
4
4
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
（平成28年10月）

5日

【連係協力学府】システム情報科学府　情報理工学専攻　修士課程-3



フリガナ

氏名

＜就任(予定)年月＞

申請に係る大学等
の職務に従事する
週当たり平均日数

教 員 の 氏 名 等

（システム情報科学府　情報理工学専攻　修士課程）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称

配当
年次

担当
単位数

年間
開講数

現　職
（就任年月）

29 専 准教授
ｵｵｸﾎﾞ ﾌﾐﾔ

大久保 文哉
＜令和4年4月＞

博士
（理学）

情報理工学研究Ⅰ
情報理工学研究Ⅱ
情報理工学演習
情報理工学講究
情報理工学読解
情報理工学演示
情報理工学論述Ⅰ
情報理工学論述Ⅱ
情報理工学論議Ⅰ
情報理工学論議Ⅱ

1通
2通
1通
2通
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
2前①～②
2後③～④

4
4
4
4
4
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
（令和3年4月）

5日

30 専 准教授
ｵｶﾀﾞ ﾏｻﾔ
岡田 昌也

＜令和4年4月＞

博士
(情報学)

ソーシャルコンピューティング論Ⅰ
ソーシャルコンピューティング論Ⅱ
情報理工学研究Ⅰ
情報理工学研究Ⅱ
情報理工学演習
情報理工学講究
情報理工学読解
情報理工学演示
情報理工学論述Ⅰ
情報理工学論述Ⅱ
情報理工学論議Ⅰ
情報理工学論議Ⅱ

1・2後③
1・2後④
1通
2通
1通
2通
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
2前①～②
2後③～④

1
1
4
4
4
4
4
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学
共創学部
准教授

（平成30年10月）

5日

31 専 准教授
ｶﾈｺ ｺｳｽｹ
金子 晃介

＜令和4年4月＞

博士
（情報科学）

セキュリティエンジニアリング演習※
情報理工学研究Ⅰ
情報理工学研究Ⅱ
情報理工学演習
情報理工学講究
情報理工学読解
情報理工学演示
情報理工学論述Ⅰ
情報理工学論述Ⅱ
情報理工学論議Ⅰ
情報理工学論議Ⅱ

1前②
1通
2通
1通
2通
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
2前①～②
2後③～④

0.7
4
4
4
4
4
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学
サイバーセキュリティ

センター
准教授

（平成26年4月）

5日

32 専 准教授
ｶﾒｲ ﾔｽﾀｶ
亀井 靖高

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

プログラム設計論特論※
情報理工学研究Ⅰ
情報理工学研究Ⅱ
情報理工学演習
情報理工学講究
情報理工学読解
情報理工学演示
情報理工学論述Ⅰ
情報理工学論述Ⅱ
情報理工学論議Ⅰ
情報理工学論議Ⅱ

1前②
1通
2通
1通
2通
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
2前①～②
2後③～④

0.7
4
4
4
4
4
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成23年4月)

5日

33 専 准教授
ｷｼﾞﾏ ｼｭｳｼﾞ
来嶋 秀治

＜令和4年4月＞

博士
（情報工学）

確率・統計特論Ⅰ
確率・統計特論Ⅱ
情報理工学研究Ⅰ
情報理工学研究Ⅱ
情報理工学演習
情報理工学講究
情報理工学読解
情報理工学演示
情報理工学論述Ⅰ
情報理工学論述Ⅱ
情報理工学論議Ⅰ
情報理工学論議Ⅱ

1前①
1前②
1通
2通
1通
2通
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
2前①～②
2後③～④

1
1
4
4
4
4
4
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
（平成22年4月）

5日

34 兼担 准教授
ｷﾑﾗ ｹｲ

木村　慧
＜令和4年4月＞

博士
（情報理工学）

情報理工学研究Ⅰ
情報理工学研究Ⅱ
情報理工学演習
情報理工学講究
情報理工学読解
情報理工学演示
情報理工学論述Ⅰ
情報理工学論述Ⅱ
情報理工学論議Ⅰ
情報理工学論議Ⅱ

1通
2通
1通
2通
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
2前①～②
2後③～④

4
4
4
4
4
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(令和3年10月)

5日

35 専 准教授
ｻｲｺﾞｳ ﾋﾛﾄ
西郷 浩人

＜令和4年4月＞

博士
(情報学)

機械学習特論Ⅰ
機械学習特論Ⅱ
情報理工学研究Ⅰ
情報理工学研究Ⅱ
情報理工学演習
情報理工学講究
情報理工学読解
情報理工学演示
情報理工学論述Ⅰ
情報理工学論述Ⅱ
情報理工学論議Ⅰ
情報理工学論議Ⅱ

1・2後③
1・2後④
1通
2通
1通
2通
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
2前①～②
2後③～④

1
1
4
4
4
4
4
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
（平成28年4月）

5日

36 専 准教授
ｼﾏﾖｼ ﾀｶｵ

嶋吉　隆夫
＜令和4年4月＞

博士
(情報学)

計算機シミュレーション特論Ⅰ
計算機シミュレーション特論Ⅱ
情報理工学研究Ⅰ
情報理工学研究Ⅱ
情報理工学演習
情報理工学講究
情報理工学読解
情報理工学演示
情報理工学論述Ⅰ
情報理工学論述Ⅱ
情報理工学論議Ⅰ
情報理工学論議Ⅱ

１後③
１後④
1通
2通
1通
2通
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
2前①～②
2後③～④

1
1
4
4
4
4
4
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学
情報基盤研究開発センター

准教授
(平成27年11月)

5日

37 専 准教授
ｽｽﾞｷ ﾀｶﾋｺ
鈴木 孝彦

＜令和4年4月＞

博士
(工学)

プログラミング言語特論Ⅰ
プログラミング言語特論Ⅱ
情報理工学研究Ⅰ
情報理工学研究Ⅱ
情報理工学演習
情報理工学講究
情報理工学読解
情報理工学演示
情報理工学論述Ⅰ
情報理工学論述Ⅱ
情報理工学論議Ⅰ
情報理工学論議Ⅱ

１後③
１後④
1通
2通
1通
2通
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
2前①～②
2後③～④

1
1
4
4
4
4
4
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学
情報基盤研究開発センター

准教授
（平成6年1月)

5日

38 兼担 准教授
ﾄｳﾄﾞｳ ﾀｲｷ
東藤　大樹

＜令和4年4月＞

博士
(情報科学)

情報理工学研究Ⅰ
情報理工学研究Ⅱ
情報理工学演習
情報理工学講究
情報理工学読解
情報理工学演示
情報理工学論述Ⅰ
情報理工学論述Ⅱ
情報理工学論議Ⅰ
情報理工学論議Ⅱ

1通
2通
1通
2通
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
2前①～②
2後③～④

4
4
4
4
4
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(令和3年7月)

5日

【連係協力学府】システム情報科学府　情報理工学専攻　修士課程-4



フリガナ

氏名

＜就任(予定)年月＞

申請に係る大学等
の職務に従事する
週当たり平均日数

教 員 の 氏 名 等

（システム情報科学府　情報理工学専攻　修士課程）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称

配当
年次

担当
単位数

年間
開講数

現　職
（就任年月）

39 専 准教授
ﾅﾝﾘ ﾀｹｼ

南里 豪志
＜令和4年4月＞

博士
（情報科学）

情報ネットワーク特論※
情報理工学研究Ⅰ
情報理工学研究Ⅱ
情報理工学演習
情報理工学講究
情報理工学読解
情報理工学演示
情報理工学論述Ⅰ
情報理工学論述Ⅱ
情報理工学論議Ⅰ
情報理工学論議Ⅱ

1後④
1通
2通
1通
2通
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
2前①～②
2後③～④

0.9
4
4
4
4
4
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学
情報基盤研究開発センター

准教授
(平成8年7月)

5日

40 専 准教授
ﾊﾀﾉ ｺｳﾍｲ
畑埜 晃平

＜令和4年4月＞

博士
(理学)

情報理工学研究Ⅰ
情報理工学研究Ⅱ
情報理工学演習
情報理工学講究
情報理工学読解
情報理工学演示
情報理工学論述Ⅰ
情報理工学論述Ⅱ
情報理工学論議Ⅰ
情報理工学論議Ⅱ

1通
2通
1通
2通
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
2前①～②
2後③～④

4
4
4
4
4
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学
基幹教育院

准教授
（平成22年4月）

5日

41 専 准教授
ﾋﾞｾ ﾘｮｳﾏ
備瀬 竜馬

＜令和4年4月＞

博士
（学際情報学）

情報理工学研究Ⅰ
情報理工学研究Ⅱ
情報理工学演習
情報理工学講究
情報理工学読解
情報理工学演示
情報理工学論述Ⅰ
情報理工学論述Ⅱ
情報理工学論議Ⅰ
情報理工学論議Ⅱ

1通
2通
1通
2通
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
2前①～②
2後③～④

4
4
4
4
4
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
（平成29年4月）

5日

42 専 准教授
ﾏﾂﾅｶﾞ ﾕｳｽｹ
松永 裕介

＜令和4年4月＞
博士（工学）

システムLSI設計支援特論Ⅰ
システムLSI設計支援特論Ⅱ
情報理工学研究Ⅰ
情報理工学研究Ⅱ
情報理工学演習
情報理工学講究
情報理工学読解
情報理工学演示
情報理工学論述Ⅰ
情報理工学論述Ⅱ
情報理工学論議Ⅰ
情報理工学論議Ⅱ

１後③
１後④
1通
2通
1通
2通
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
2前①～②
2後③～④

1
1
4
4
4
4
4
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成13年4月)

5日

43 専 准教授
ﾐﾈ ﾂﾈﾉﾘ
峯 恒憲

＜令和4年4月＞
博士（工学）

ソフトウェアプロセス特論※
情報理工学研究Ⅰ
情報理工学研究Ⅱ
情報理工学演習
情報理工学講究
情報理工学読解
情報理工学演示
情報理工学論述Ⅰ
情報理工学論述Ⅱ
情報理工学論議Ⅰ
情報理工学論議Ⅱ

1前①
1通
2通
1通
2通
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
2前①～②
2後③～④

1.6
4
4
4
4
4
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成4年4月)

5日

44 専 准教授
ﾑﾀ ｵｻﾑ
牟田 修

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

ネットワーク工学Ⅰ
ネットワーク工学Ⅱ
デジタル通信特論
情報理工学研究Ⅰ
情報理工学研究Ⅱ
情報理工学演習
情報理工学講究
情報理工学読解
情報理工学演示
情報理工学論述Ⅰ
情報理工学論述Ⅱ
情報理工学論議Ⅰ
情報理工学論議Ⅱ

1・2後③
1・2後④
１後③
1通
2通
1通
2通
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
2前①～②
2後③～④

1
1
2
4
4
4
4
4
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学
日本エジプト科学技術連携セ

ンター
 准教授

(平成22年8月)

5日

45 専 准教授
ﾔﾏｳﾁ(ｷｼﾞﾏ) ﾕｷｺ

山内(来嶋) 由紀子
＜令和4年4月＞

博士
（情報科学）

アルゴリズム設計論Ⅰ
アルゴリズム設計論Ⅱ
情報理工学研究Ⅰ
情報理工学研究Ⅱ
情報理工学演習
情報理工学講究
情報理工学読解
情報理工学演示
情報理工学論述Ⅰ
情報理工学論述Ⅱ
情報理工学論議Ⅰ
情報理工学論議Ⅱ

1前①
1前②
1通
2通
1通
2通
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
2前①～②
2後③～④

1
1
4
4
4
4
4
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
（平成23年4月）

5日

46 兼担 教授
ｲｹﾉｳｴ ﾋﾛｼ
池上　浩

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

電磁エネルギー工学特論Ⅰ
電磁エネルギー工学特論Ⅱ

1前①
1前②

1
1

1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成23年9月)

47 兼担 教授
ｲﾀｶﾞｷ(ﾌｸﾀﾞ) ﾅﾎ
板垣(福田) 奈穂
＜令和4年4月＞

博士
（理学）

ナノプロセス工学特論Ⅰ
ナノプロセス工学特論Ⅱ

1前①
1前②

1
1

1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成22年3月）

48 兼担 教授
ｲﾜｸﾏ ﾏｻﾀｶ
岩熊　成卓

＜令和4年4月＞
工学博士

超伝導工学特論Ⅰ
超伝導工学特論Ⅱ

1前①
1前②

1
1

1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(昭和60年4月)

49 兼担 教授
ｴﾋﾞﾊﾗ ﾖｼｵ
蛯原　義雄

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

凸最適化に基づく制御系設計理論Ⅰ
凸最適化に基づく制御系設計理論Ⅱ

1後③
1後④

1
1

1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(令和1年12月)

50 兼担 教授
ｵｷ ﾕｳｼﾞ
興　雄司

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

光・量子デバイス基礎論Ⅰ
光・量子デバイス基礎論Ⅱ

1前①
1前②

1
1

1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成4年4月）

51 兼担 教授
ｶﾄｳ ｶｽﾞﾄｼ
加藤　和利

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

高周波デバイス工学特論Ⅰ
高周波デバイス工学特論Ⅱ

1前①
1前②

1
1

1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成24年4月）

52 兼担 教授
ｶﾅﾔ ﾊﾙｲﾁ

金谷　晴一
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

集積回路設計基礎特論Ⅰ
集積回路設計基礎特論Ⅱ
電気電子工学特別講義

1前①
1前②
1・2後③～④

1
1
2

1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成11年4月)

53 兼担 教授
ｶﾜﾍﾞ ﾀｹﾄｼ
川邊　武俊

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

ロバスト制御系設計特論Ⅰ
ロバスト制御系設計特論Ⅱ

1前①
1前②

1
1

1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成17年4月)

【連係協力学府】システム情報科学府　情報理工学専攻　修士課程-5



フリガナ

氏名

＜就任(予定)年月＞

申請に係る大学等
の職務に従事する
週当たり平均日数

教 員 の 氏 名 等

（システム情報科学府　情報理工学専攻　修士課程）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
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年間
開講数

現　職
（就任年月）

54 兼担 教授
ｷｽ ﾀｶﾉﾌﾞ

木須　隆暢
＜令和4年4月＞

工学博士
計測工学特論Ⅰ
計測工学特論Ⅱ

1前①
1前②

1
1

1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成3年4月)

55 兼担 教授
ｷﾑﾗ ｼｭﾝｼﾞ
木村　俊二

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

光送受信工学特論Ⅰ
光送受信工学特論Ⅱ

1前①
1前②

1
1

1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（令和1年7月）

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成11年4月）

大学共同利用機関法人
自然科学研究機構

教授
（平成31年1月）

57 兼担 教授
ｼﾄﾞｳｼﾞ ｶｽﾞﾉﾘ
志堂寺 和則

＜令和4年4月＞

博士
（文学）

ヒューマンインタフェースⅠ
ヒューマンインタフェースⅡ
情報理工学研究Ⅰ
情報理工学研究Ⅱ
情報理工学演習
情報理工学講究
情報理工学読解
情報理工学演示
情報理工学論述Ⅰ
情報理工学論述Ⅱ
情報理工学論議Ⅰ
情報理工学論議Ⅱ

1後③
1後④
1通
2通
1通
2通
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
2前①～②
2後③～④

1
1
4
4
4
4
4
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成8年4月）

58 兼担 教授
ｼｮｳﾔﾏ ﾏｻﾋﾄ
庄山　正仁

＜令和4年4月＞
工学博士

電子回路工学特論Ⅰ
電子回路工学特論Ⅱ
回路解析・設計演習

1前①
1前②
1後③～④

1
1
1

1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(昭和61年4月)

59 兼担 教授
ｼﾗﾀﾆ ﾏｻﾊﾙ
白谷　正治

＜令和4年4月＞
工学博士

ナノプロセス工学特論Ⅰ
ナノプロセス工学特論Ⅱ

1前①
1前②

1
1

1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(昭和63年4月)

60 兼担 教授
ｽｴﾋﾛ ｼﾞｭﾝﾔ
末廣　純也

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

電気エネルギー工学特論Ⅰ
電気エネルギー工学特論Ⅱ

1前①
1前②

1
1

1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(昭和63年4月)

61 兼担 教授
ﾄﾐｳﾗ ﾖｳｲﾁ
冨浦 洋一

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

自然言語処理Ⅰ
自然言語処理Ⅱ
情報理工学研究Ⅰ
情報理工学研究Ⅱ
情報理工学演習
情報理工学講究
情報理工学読解
情報理工学演示
情報理工学論述Ⅰ
情報理工学論述Ⅱ
情報理工学論議Ⅰ
情報理工学論議Ⅱ

1前①
1前②
1通
2通
1通
2通
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
2前①～②
2後③～④

1
1
4
4
4
4
4
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成1年4月）

62 兼担 教授
ﾊﾔｼ ｹﾝｼ
林　健司

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

有機エレクトロニクス特論Ⅰ
有機エレクトロニクス特論Ⅱ

1後③
1後④

1
1

1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成10年4月)

63 兼担 教授

ﾎﾟｶﾚﾙ ﾗﾒｼｭ ｸﾏｰﾙ
POKHAREL RAMESH

KUMAR
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

ワイヤレス通信特論Ⅰ
ワイヤレス通信特論Ⅱ

1前①
1前②

1
1

1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成17年4月)

64 兼担 教授
ﾑﾗﾀ ｼﾞｭﾝｲﾁ
村田　純一

＜令和4年4月＞
工学博士

スマートシステム工学特論Ⅰ※
スマートシステム工学特論Ⅱ※
線形代数応用特論Ⅰ
線形代数応用特論Ⅱ

1後③
1後④
1前①
1前②

0.3
0.5
1
1

1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(昭和61年4月)

65 兼担 教授
ﾓﾘ ｼｭｳｼﾞ
森 周司

＜令和4年4月＞

Ph.D in
Psychology

(ｶﾅﾀﾞ)

心理物理学Ⅰ
心理物理学Ⅱ
情報理工学研究Ⅰ
情報理工学研究Ⅱ
情報理工学演習
情報理工学講究
情報理工学読解
情報理工学演示
情報理工学論述Ⅰ
情報理工学論述Ⅱ
情報理工学論議Ⅰ
情報理工学論議Ⅱ

1後③
1後④
1通
2通
1通
2通
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
2前①～②
2後③～④

1
1
4
4
4
4
4
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成18年4月）

66 兼担 教授
ﾕｱｻ(ﾌｸｻﾞﾜ) ﾋﾛﾐ
湯浅(福澤) 裕美
＜令和4年4月＞

博士
（理学）

スピントロニクス工学特論Ⅰ
スピントロニクス工学特論Ⅱ

1前①
1前②

1
1

1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成27年4月)

67 兼担 教授
ﾖｼﾀﾞ ﾀｶｼ
吉田　敬

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

電磁エネルギー変換特論Ⅰ
電磁エネルギー変換特論Ⅱ

1後③
1後④

1
1

1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成16年4月)

68 兼担 准教授
ｵﾉﾃﾞﾗ ﾀｹｼ
小野寺　武

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

バイオ電子工学特論Ⅰ
バイオ電子工学特論Ⅱ

1後③
1後④

1
1

1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成26年1月)

69 兼担 准教授
ｻｻﾔﾏ ﾃﾙﾖｼ
笹山　瑛由

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

計測システム工学I
計測システム工学II

1前①
1前②

1
1

1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成26年4月)

70 兼担 准教授
ｻﾄﾞｳ ﾀｲｿﾞｳ
佐道　泰造

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

LSIデバイス物理特論Ⅰ
LSIデバイス物理特論Ⅱ

1前①
1前②

1
1

1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成7年4月)

71 兼担 准教授
ﾀｷｶﾞﾜ ﾘｮｳ
多喜川　良

＜令和4年4月＞

博士
(工学)

実装工学特論Ⅰ
実装工学特論Ⅱ

1後③
1後④

1
1

1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成25年4月)

72 兼担 准教授
ﾀﾃ ﾅｵﾔ

竪　直也
＜令和4年4月＞

博士
（情報科学）

ナノ光情報デバイス工学特論Ⅰ
ナノ光情報デバイス工学特論Ⅱ

1前①
1前②

1
1

1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成26年10月)

73 兼担 准教授
ﾀﾅｶ ﾃﾙﾐﾂ

田中　輝光
＜令和4年4月＞

博士
(工学)

磁性電子工学特論Ⅰ
磁性電子工学特論Ⅱ

1前①
1前②

1
1

1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成20年9月)

75 兼担 准教授
ﾅｶﾉ ﾐﾁﾋｺ

中野　道彦
＜令和4年4月＞

博士
(工学)

電気エネルギー応用特論Ⅰ
電気エネルギー応用特論Ⅱ

1後③
1後④

1
1

1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成22年4月)

56 兼担 教授
ｺｶﾞ ｶｽﾞﾉﾘ
古閑　一憲

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

ナノプロセス工学特論Ⅰ
ナノプロセス工学特論Ⅱ

1前①
1前②

1
1

1
1
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フリガナ

氏名

＜就任(予定)年月＞

申請に係る大学等
の職務に従事する
週当たり平均日数

教 員 の 氏 名 等

（システム情報科学府　情報理工学専攻　修士課程）

調書
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保有
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基本給

（千円）
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年間
開講数

現　職
（就任年月）

76 兼担 准教授
ﾅｶﾑﾗ ﾀﾞｲｽｹ
中村　大輔

＜令和4年4月＞

博士
(工学)

電磁エネルギー応用特論Ⅰ
電磁エネルギー応用特論Ⅱ

1後③
1後④

1
1

1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成18年7月)

77 兼担 准教授
ﾋｶﾞｼｶﾜ ｺｳﾍｲ
東川　甲平

＜令和4年4月＞

博士
(工学)

電気エネルギー環境基礎特論Ⅰ
電気エネルギー環境基礎特論Ⅱ

1前①
1前②

1
1

1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成24年8月)

78 兼担 准教授
ﾎﾘ ﾏｲﾔ

堀　磨伊也
＜令和4年4月＞

博士
(工学)

スマートシステム工学特論Ⅰ※
スマートシステム工学特論Ⅱ※

1後③
1後④

0.7
0.5

1
1

九州大学
エネルギー研究教育機構

准教授
(平成29年10月)

79 兼担 准教授
ﾔｼﾞﾏ ﾀｹｱｷ
矢嶋 赳彬

＜令和4年4月＞

博士
（科学）

ニューロモルフィックハードウェア特
論Ⅰ
ニューロモルフィックハードウェア特
論Ⅱ

1前①
1前②

1
1

1
1

九州大学
システム情報科学研究院

准教授
(令和2年10月)

80 兼担 准教授
ﾔﾀﾍﾞ ﾙｲ

矢田部 塁
＜令和4年4月＞

博士
(工学)

バイオ電子工学特論Ⅰ
バイオ電子工学特論Ⅱ

1前①
1前②

1
1

1
1

九州大学
システム情報科学研究院

准教授
(平成26年4月)

81 兼担 准教授
ﾔﾏﾓﾄ ｶｵﾙ
山本　薫

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

マルチエージェントシステム基礎Ⅰ
マルチエージェントシステム基礎Ⅱ

1前①
1前②

1
1

1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成30年8月)

82 兼担 准教授
ﾜｷ ﾊﾔﾄ

脇　隼人
＜令和4年4月＞

博士
(理学)

最適化理論基礎・演習 1・2前①～② 4 1

九州大学
マス・フォア・インダストリ

研究所
准教授

（平成24年5月）

83 兼担 准教授
ﾜﾀﾅﾍﾞ ﾖｼﾀｶ
渡部 善隆

＜令和4年4月＞

博士
（数理学）

情報数値解析Ⅰ
情報数値解析Ⅱ
情報理工学研究Ⅰ
情報理工学研究Ⅱ
情報理工学演習
情報理工学講究
情報理工学読解
情報理工学演示
情報理工学論述Ⅰ
情報理工学論述Ⅱ
情報理工学論議Ⅰ
情報理工学論議Ⅱ

１後③
１後④
1通
2通
1通
2通
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
2前①～②
2後③～④

1
1
4
4
4
4
4
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学
情報基盤研究開発センター

准教授
(平成4年3月)

84 兼任 講師
 ｱｸﾂ ﾀﾂﾔ

阿久津 達也
＜令和4年4月＞

工学博士 情報理工学特別講義※ 1・2後③～④ 0.4 1
京都大学化学研究所

教授
（平成13年4月）

85 兼任 講師
ｱﾗﾏｷ ｹｲｼﾞ
荒牧 敬次

＜令和4年4月＞
学士 情報理工学特別講義※ 1・2後③～④ 0.2 1

公益財団法人
九州先端科学技術研究所

専務理事・副所長
（平成29年4月）

86 兼任 講師
ｲﾜｼﾀ ﾕﾐ

岩下 友美
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

情報理工学特別講義※ 1・2後③～④ 0.2 1

NASA Jet Propulsion
Laboratory, Research

Tecnologist III
（平成28年4月）

87 兼任 講師
ｳｴﾀﾞ ﾕｳﾀ

上田　悠太
＜令和4年4月＞

博士
(工学)

光送受信工学特論Ⅱ 1前② 1 1

日本電信電話株式会社
NTTデバイスイノベーション

センタ
主任研究員

（令和2年6月）

88 兼任 講師
ｳﾁﾀﾞ ｷﾞｲﾁﾛｳ
内田　儀一郎

＜令和4年4月＞

博士
(工学)

ナノプロセス工学特論Ⅰ
ナノプロセス工学特論Ⅱ

1前①
1前②

1
1

1
1

名城大学
理工学部電気電子工学科

教授
（平成29年4月）

89 兼任 講師
 ｳﾗﾓﾄ ﾅｵﾋｺ
浦本 直彦

＜令和4年4月＞

博士
(工学)

情報理工学特別講義※ 1・2後③～④ 0.3 1

三菱ケミカル
ホールディングス
 Chief Digital

Technology Scientist
 (平成29年6月)

90 兼任 講師
ｶﾀﾋﾗ ﾏｻﾌﾐ
片平真史

＜令和4年4月＞

Master's in
Computer

Information
Systems

組込みシステム特論※ 1前② 0.1 1

宇宙航空研究開発機構
（JAXA）

研究領域総括
(平成29年10月)

91 兼任 講師
ｶﾐﾔﾏ ﾀｹｼ
神山　剛

＜令和4年4月＞

博士
(工学)

組込みシステム特論※ 1前② 0.1 1

長崎大学
情報データ科学部

准教授
（平成30年5月）

92 兼任 講師
ｶﾜｻｷ ﾄｼﾕｷ
川崎　敏之

＜令和4年4月＞

博士
(工学)

ナノプロセス工学特論Ⅰ
ナノプロセス工学特論Ⅱ

1前①
1前②

1
1

1
1

西日本工業大学
工学部
教授

（平成29年4月）

93 兼任 講師
ｶﾜﾀｶ ﾐﾕｷ

川高　美由紀
＜令和4年4月＞

技術経営修士
（専門職）

ICT社会基盤デザイン特論※ 1前① 0.7 1

富士通株式会社
総務・人事本部

人材開発部
FUJITSUユニバーシティ室

(平成31年4月)

94 兼任 講師
ｷﾄﾞ ｼｹﾞﾕｷ
城戸滋之

＜令和4年4月＞
工学修士 組込みシステム特論※ 1前② 0.1 1

トヨタ・リサーチ・
インスティテュート・

アドバンスト・
デベロップメント
Staff Engineer
(平成30年10月)

95 兼任 講師
ｸｻｶﾍﾞ ｼｹﾞﾙ
日下部　茂

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

ソフトウェアプロセス特論※ 1前① 0.4 1
長崎県立大学

教授
(平成28年4月)

96 兼任 講師
ｻｶｸﾞﾁ ｶｽﾞﾄｼ
坂口 和敏

＜令和4年4月＞

修士
（芸術工学）

ICT社会基盤デザイン特論※ 1前① 0.1 1

富士通デザイン株式会社
フロントインテグレーショ

ン・デザイングループ
デザインディレクター

(平成28年4月)

97 兼任 講師
ｻｶﾓﾄ ﾖｼﾌﾐ
坂本 佳史

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

情報理工学特別講義※ 1・2後③～④ 0.2 1
日本IBM
統括部長

（平成26年2月）

98 兼任 講師
ｽｴﾖｼ ﾄｼﾉﾘ
末吉　敏則

＜令和4年4月＞

博士
(工学)

組込みシステム特論※ 1前② 0.1 1
熊本大学
特任教授

（平成19年4月）

99 兼任 講師
ｾｶﾞﾜ ﾄｵﾙ
瀬川　徹

＜令和4年4月＞

博士
(工学)

高周波デバイス工学特論Ⅰ
高周波デバイス工学特論Ⅱ

1前①
1前②

1
1

1
1

日本電信電話株式会社
先端集積デバイス研究所

主幹研究員グループリーダ
（令和2年4月）

100 兼任 講師
ﾄｺｳ  ｷﾖｼ
都甲　潔

＜令和4年4月＞
工学博士

先端電子物性Ⅰ
先端電子物性Ⅱ

1前①
1前②

1
1

1
1

九州大学
五感応用デバイス研究

開発センター
特任教授

（昭和55年4月）

【連係協力学府】システム情報科学府　情報理工学専攻　修士課程-7



フリガナ

氏名

＜就任(予定)年月＞

申請に係る大学等
の職務に従事する
週当たり平均日数

教 員 の 氏 名 等

（システム情報科学府　情報理工学専攻　修士課程）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称

配当
年次

担当
単位数

年間
開講数

現　職
（就任年月）

101 兼任 講師
 ﾅｶﾞｵｶ ﾋﾛｼ
長岡　浩司

＜令和4年4月＞
工学博士 情報理工学特別講義※ 1・2後③～④ 0.3 1

電気通信大学
名誉教授

（平成30年4月）

102 兼任 講師
ﾆｼﾑﾗ ﾊﾙﾐﾁ
西村　治道

＜令和4年4月＞

博士
(学術)

情報理工学特別講義※ 1・2後③～④ 0.4 1

名古屋大学大学院
情報学研究科

教授
（平成30年9月）

103 兼任 講師
ﾇﾉﾑﾗ　ｼｮｳﾀ
布村　正太

＜令和4年4月＞

博士
(工学)

ナノプロセス工学特論Ⅰ
ナノプロセス工学特論Ⅱ

1前①
1前②

1
1

1
1

産業技術総合研究所
電子光基礎技術研究部門

上級主任研究員
（平成29年7月）

104 兼任 講師
ﾎｿｱｲ　ｼﾝﾀﾛｳ
細合　晋太郎

＜令和4年4月＞

博士
(情報科学)

組込みシステム演習※ 1前① 1 1
株式会社チェンジビジョン

正社員
（平成29年4月）

105 兼任 講師
ﾏﾂｻﾞｷ ﾋﾃﾞｱｷ
松崎　秀昭

＜令和4年4月＞

博士
(工学)

高周波デバイス工学特論Ⅰ
高周波デバイス工学特論Ⅱ

1前①
1前②

1
1

1
1

日本電信電話株式会社
先端集積デバイス研究所

機能材料研究部
主幹研究員／グループリーダ

（平成31年4月）

106 兼任 講師
ﾐﾔﾓﾄ　ﾕﾀｶ
宮本　裕

＜令和4年4月＞

博士
(工学)

光送受信工学特論Ⅰ 1前② 1 1

日本電信電話株式会社
NTT未来ねっと研究所

ＮＴＴフェロー
（令和2年6月）

107 兼任 講師
ﾔﾌﾞﾀ　ﾋｻﾄ
薮田　久人

＜令和4年4月＞

博士
(理学)

ナノプロセス工学特論Ⅰ
ナノプロセス工学特論Ⅱ

1前①
1前②

1
1

1
1

キヤノン株式会社
R&D本部製品技術132開発室

研究員
（令和3年4月）

108 兼任 講師
ﾕｱｻ　ﾊﾙﾐﾁ
湯淺　墾道

＜令和4年4月＞

修士
(法学)

先端情報社会学特論 1前①～② 2 1

明治大学公共政策大学院
ガバナンス研究科

教授
（平成19年4月）

109 兼任 講師
ﾜｶﾊﾞﾔｼ ﾀｹｼ
若林　毅

＜令和4年4月＞

修士
(法学)

先端情報社会学特論 1前①～② 2 1

富士通株式会社
ソーシャルデザイン事業本部
サステナブルシティ事業部

エキスパート
（令和31年4月）

110 兼任 講師
 ﾜﾀﾞ ﾖｳｲﾁﾛｳ
和田 陽一郎

＜令和4年4月＞

博士
(工学)

データサイエンス技法演習
データサイエンス実習

1･2通
1･2通

2
4

1
1

株式会社Ｄ４ｃアカデミー
取締役社長

（平成30年9月）

111 兼任 講師
ﾜﾀﾅﾍﾞ ｹｲ
渡邉　啓

＜令和4年4月＞

博士
(工学)

高周波デバイス工学特論Ⅰ
高周波デバイス工学特論Ⅱ

1前①
1前②

1
1

1
1

NTT先端集積デバイス研究所
機能材料研究部

グループリーダー/主幹研究員

（平成29年4月）

112 兼任 講師
ﾜﾀﾅﾍﾞ ﾏｻﾋｺ
渡辺　政彦

＜令和4年4月＞

博士
(工学)

組込みシステム特論※ 1前② 0.1 1

キャッツ株式会社
取締役副社長

最高技術責任者
先端研究所所長
(平成30年4月)

【連係協力学府】システム情報科学府　情報理工学専攻　修士課程-8



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

1 専 教授
ｱﾗｶﾜ ﾕﾀｶ
荒川 豊

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法Ⅱ
知的財産技法Ⅰ
知的財産技法Ⅱ
ティーチング演習Ⅰ
ティーチング演習Ⅱ
先端プロジェクト管理技法Ⅰ
先端プロジェクト管理技法Ⅱ
情報理工学特別研究Ⅰ
情報理工学特別研究Ⅱ
情報理工学特別演習
先進ソフトウェア特別講究

1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1通
1・2通
1・2・3通
1・2・3通

1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
4
6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成21年3月)

5日

2 専 教授
ｲﾉｳｴ ｺｳｼﾞ
井上 弘士

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法Ⅱ
知的財産技法Ⅰ
知的財産技法Ⅱ
ティーチング演習Ⅰ
ティーチング演習Ⅱ
先端プロジェクト管理技法Ⅰ
先端プロジェクト管理技法Ⅱ
情報理工学特別研究Ⅰ
情報理工学特別研究Ⅱ
情報理工学特別演習
計算機構特別講究

1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1通
1・2通
1・2・3通
1・2・3通

1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
4
6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成16年9月)

5日

3 専 教授
ｳﾊﾞﾔｼ ﾅｵﾔｽ
鵜林 尚靖

＜令和4年4月＞

博士
（学術）

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法Ⅱ
知的財産技法Ⅰ
知的財産技法Ⅱ
ティーチング演習Ⅰ
ティーチング演習Ⅱ
先端プロジェクト管理技法Ⅰ
先端プロジェクト管理技法Ⅱ
情報理工学特別研究Ⅰ
情報理工学特別研究Ⅱ
情報理工学特別演習
システム開発方法論特別講究

1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1通
1・2通
1・2・3通
1・2・3通

1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
4
6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成22年3月)

5日

4 専 教授
ｵｶﾀﾞ ﾖｼﾋﾛ
岡田 義広

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法Ⅱ
知的財産技法Ⅰ
知的財産技法Ⅱ
ティーチング演習Ⅰ
ティーチング演習Ⅱ
先端プロジェクト管理技法Ⅰ
先端プロジェクト管理技法Ⅱ
情報理工学特別研究Ⅰ
情報理工学特別研究Ⅱ
情報理工学特別演習
発見化学特別講究

1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1通
1・2通
1・2・3通
1・2・3通

1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
4
6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学附属図書館
付設教材開発センター

　教授
（平成11年1月）

5日

5 専 教授
ｵｶﾑﾗ ｺｳｼﾞ
岡村 耕二

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法Ⅱ
知的財産技法Ⅰ
知的財産技法Ⅱ
ティーチング演習Ⅰ
ティーチング演習Ⅱ
先端プロジェクト管理技法Ⅰ
先端プロジェクト管理技法Ⅱ
情報理工学特別研究Ⅰ
情報理工学特別研究Ⅱ
情報理工学特別演習
情報ネットワーク特別講究

1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1通
1・2通
1・2・3通
1・2・3通

1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
4
6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学
情報基盤研究開発センター

 教授
(平成10年3月)

5日

6 専 教授
ｵﾉ ｹﾝｼﾞ

小野 謙二
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法Ⅱ
知的財産技法Ⅰ
知的財産技法Ⅱ
ティーチング演習Ⅰ
ティーチング演習Ⅱ
先端プロジェクト管理技法Ⅰ
先端プロジェクト管理技法Ⅱ
情報理工学特別研究Ⅰ
情報理工学特別研究Ⅱ
情報理工学特別演習
基礎情報学特別講究

1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1通
1・2通
1・2・3通
1・2・3通

1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
4
6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学
情報基盤研究開発センター

教授
　（平成28年4月）

5日

7 専 教授
ｶﾜｻｷ ﾋﾛｼ
川﨑 洋

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法Ⅱ
知的財産技法Ⅰ
知的財産技法Ⅱ
ティーチング演習Ⅰ
ティーチング演習Ⅱ
先端プロジェクト管理技法Ⅰ
先端プロジェクト管理技法Ⅱ
情報理工学特別研究Ⅰ
情報理工学特別研究Ⅱ
情報理工学特別演習
実世界情報処理機構特別講究

1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1通
1・2通
1・2・3通
1・2・3通

1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
4
6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成29年4月）

5日

8 専 教授
ｸﾗﾂﾞﾒ ﾘｮｳ
倉爪 亮

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法Ⅱ
知的財産技法Ⅰ
知的財産技法Ⅱ
ティーチング演習Ⅰ
ティーチング演習Ⅱ
先端プロジェクト管理技法Ⅰ
先端プロジェクト管理技法Ⅱ
情報理工学特別研究Ⅰ
情報理工学特別研究Ⅱ
情報理工学特別演習
実世界情報処理機構特別講究

1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1通
1・2通
1・2・3通
1・2・3通

1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
4
6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成14年4月）

5日

9 専 教授
ｺｲﾃﾞ ﾋﾛｼ
小出 洋

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法Ⅱ
知的財産技法Ⅰ
知的財産技法Ⅱ
ティーチング演習Ⅰ
ティーチング演習Ⅱ
先端プロジェクト管理技法Ⅰ
先端プロジェクト管理技法Ⅱ
情報理工学特別研究Ⅰ
情報理工学特別研究Ⅱ
情報理工学特別演習
情報ネットワーク特別講究

1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1通
1・2通
1・2・3通
1・2・3通

1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
4
6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学
情報基盤研究開発センター

教授
(平成29年4月)

5日

10 専 教授
ｺﾉﾐ ｼﾝｲﾁ
木實 新一

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法Ⅱ
知的財産技法Ⅰ
知的財産技法Ⅱ
ティーチング演習Ⅰ
ティーチング演習Ⅱ
先端プロジェクト管理技法Ⅰ
先端プロジェクト管理技法Ⅱ
情報理工学特別研究Ⅰ
情報理工学特別研究Ⅱ
情報理工学特別演習
システム開発方法論特別講究

1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1通
1・2通
1・2・3通
1・2・3通

1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
4
6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学
基幹教育院

教授
（平成29年4月）

5日

申請に係る大学等
の職務に従事する
週当たり平均日数

別記様式第３号（その２の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 員 の 氏 名 等

（システム情報科学府　情報理工学専攻　博士後期課程）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称

配当
年次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

【連係協力学府】システム情報科学府　情報理工学専攻　博士後期課程-1



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

申請に係る大学等
の職務に従事する
週当たり平均日数

教 員 の 氏 名 等

（システム情報科学府　情報理工学専攻　博士後期課程）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称

配当
年次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

11 専 教授
ｻｸﾗｲ ｺｳｲﾁ
櫻井 幸一

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法Ⅱ
知的財産技法Ⅰ
知的財産技法Ⅱ
ティーチング演習Ⅰ
ティーチング演習Ⅱ
先端プロジェクト管理技法Ⅰ
先端プロジェクト管理技法Ⅱ
情報理工学特別研究Ⅰ
情報理工学特別研究Ⅱ
情報理工学特別演習
計算機科学基礎特別講究

1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1通
1・2通
1・2・3通
1・2・3通

1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
4
6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成6年3月)

5日

12 専 教授
ｼﾏﾀﾞ ｱﾂｼ
島田 敬士

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法Ⅱ
知的財産技法Ⅰ
知的財産技法Ⅱ
ティーチング演習Ⅰ
ティーチング演習Ⅱ
先端プロジェクト管理技法Ⅰ
先端プロジェクト管理技法Ⅱ
情報理工学特別研究Ⅰ
情報理工学特別研究Ⅱ
情報理工学特別演習
実世界メディア処理論特別講究

1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1通
1・2通
1・2・3通
1・2・3通

1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
4
6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成19年4月）

5日

13 専 教授
ﾀｷﾓﾄ ｴｲｼﾞ
瀧本 英二

＜令和4年4月＞
工学博士

国際インターンシップ
国際演示技法Ⅰ
国際演示技法Ⅱ
知的財産技法Ⅰ
知的財産技法Ⅱ
ティーチング演習Ⅰ
ティーチング演習Ⅱ
先端プロジェクト管理技法Ⅰ
先端プロジェクト管理技法Ⅱ
情報理工学特別研究Ⅰ
情報理工学特別研究Ⅱ
情報理工学短期インターンシップ
情報理工学長期インターンシップ
情報理工学特別演習
発見科学特別講究

1・2・3通
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1通
1・2通
1・2・3・通
1・2・3・通
1・2・3通
1・2・3通

4
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
4
4
6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成20年4月）

5日

14 専 教授
ﾀｹｳﾁ ｼﾞｭﾝｲﾁ
竹内　純一

＜令和4年4月＞
博士(工学)

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法Ⅱ
知的財産技法Ⅰ
知的財産技法Ⅱ
ティーチング演習Ⅰ
ティーチング演習Ⅱ
先端プロジェクト管理技法Ⅰ
先端プロジェクト管理技法Ⅱ
情報理工学特別研究Ⅰ
情報理工学特別研究Ⅱ
情報理工学特別演習
情報回路特別講究
情報系統特別講究

1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1通
1・2通
1・2・3通
1・2・3通
1・2・3通

1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
4
6
6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成18年4月）

5日

15 専 教授
ﾀｹﾀﾞ ﾏｻﾕｷ
竹田 正幸

＜令和4年4月＞

博士
(工学)

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法Ⅱ
知的財産技法Ⅰ
知的財産技法Ⅱ
ティーチング演習Ⅰ
ティーチング演習Ⅱ
先端プロジェクト管理技法Ⅰ
先端プロジェクト管理技法Ⅱ
情報理工学特別研究Ⅰ
情報理工学特別研究Ⅱ
情報理工学特別演習
基礎情報学特別講究

1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1通
1・2通
1・2・3通
1・2・3通

1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
4
6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成1年4月）

5日

16 専 教授
ﾁｮｳ ｹﾝｸﾞﾝ

ZHAO JIANJUN
〈令和4年4月〉

博士
(情報科学）

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法Ⅱ
知的財産技法Ⅰ
知的財産技法Ⅱ
ティーチング演習Ⅰ
ティーチング演習Ⅱ
先端プロジェクト管理技法Ⅰ
先端プロジェクト管理技法Ⅱ
情報理工学特別研究Ⅰ
情報理工学特別研究Ⅱ
情報理工学特別演習
システム開発方法論特別講究

1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1通
1・2通
1・2・3通
1・2・3通

1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
4
6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成28年4月)

5日

17 専 教授
ﾋﾛｶﾜ ﾏｻｵ
廣川 真男

＜令和4年4月＞

博士
(理学)

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法Ⅱ
知的財産技法Ⅰ
知的財産技法Ⅱ
ティーチング演習Ⅰ
ティーチング演習Ⅱ
先端プロジェクト管理技法Ⅰ
先端プロジェクト管理技法Ⅱ
情報理工学特別研究Ⅰ
情報理工学特別研究Ⅱ
情報理工学特別演習
量子科学技術特別講究

1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1通
1・2通
1・2・3通
1・2・3通

1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
4
6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成30年12月)

5日

18 専 教授
ﾖｺｵ ﾏｺﾄ
横尾 真

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法Ⅱ
知的財産技法Ⅰ
知的財産技法Ⅱ
ティーチング演習Ⅰ
ティーチング演習Ⅱ
先端プロジェクト管理技法Ⅰ
先端プロジェクト管理技法Ⅱ
情報理工学特別研究Ⅰ
情報理工学特別研究Ⅱ
情報理工学特別演習
情報論理学特別講究

1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1通
1・2通
1・2・3通
1・2・3通

1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
4
6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成16年4月）

5日

19 専 准教授
ｱﾊﾒｯﾄﾞ ｱｼﾙ
AHMED ASHIR

＜令和4年4月＞

博士
（情報科学）

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法Ⅱ
知的財産技法Ⅰ
知的財産技法Ⅱ
ティーチング演習Ⅰ
ティーチング演習Ⅱ
先端プロジェクト管理技法Ⅰ
先端プロジェクト管理技法Ⅱ
情報理工学特別研究Ⅰ
情報理工学特別研究Ⅱ
情報理工学特別演習
先進ソフトウェア特別講究

1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1通
1・2通
1・2・3通
1・2・3通

1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
4
6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成23年4月)

5日

20 専 准教授
ｱﾏﾉ ﾋﾛﾌﾐ
天野 浩文

＜令和4年4月＞
工学博士

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法Ⅱ
知的財産技法Ⅰ
知的財産技法Ⅱ
ティーチング演習Ⅰ
ティーチング演習Ⅱ
先端プロジェクト管理技法Ⅰ
先端プロジェクト管理技法Ⅱ
情報理工学特別研究Ⅰ
情報理工学特別研究Ⅱ
情報理工学特別演習
分散情報処理機構特別講究

1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1通
1・2通
1・2・3通
1・2・3通

1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
4
6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学
情報基盤研究開発センター

准教授
(平成3年4月)

5日

21 専 准教授
ｱﾝ ﾁ
AN QI

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

情報理工学特別研究Ⅰ
情報理工学特別研究Ⅱ

1通
1・2通

2
2

1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
（令和2年4月）

5日
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

申請に係る大学等
の職務に従事する
週当たり平均日数

教 員 の 氏 名 等

（システム情報科学府　情報理工学専攻　博士後期課程）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称

配当
年次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

22 専 准教授
ｲｹﾀﾞ ﾀﾞｲｽｹ
池田 大輔

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法Ⅱ
知的財産技法Ⅰ
知的財産技法Ⅱ
ティーチング演習Ⅰ
ティーチング演習Ⅱ
先端プロジェクト管理技法Ⅰ
先端プロジェクト管理技法Ⅱ
情報理工学特別研究Ⅰ
情報理工学特別研究Ⅱ
情報理工学特別演習
発見科学特別講究

1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1通
1・2通
1・2・3通
1・2・3通

1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
4
6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
（平成9年4月）

5日

23 専 准教授
ｲﾄｳ ｴｲｽｹ

伊東　栄典
＜令和4年4月＞

博士
（情報科学）

情報理工学特別研究Ⅰ
情報理工学特別研究Ⅱ

1通
1・2通

2
2

1
1

九州大学
情報基盤研究開発センター

准教授
（平成9年4月)

5日

24 専 准教授
ｲﾈﾅｶﾞ ｼｭﾝｽｹ
稲永 俊介

＜令和4年4月＞

博士
(理学)

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法Ⅱ
知的財産技法Ⅰ
知的財産技法Ⅱ
ティーチング演習Ⅰ
ティーチング演習Ⅱ
先端プロジェクト管理技法Ⅰ
先端プロジェクト管理技法Ⅱ
情報理工学特別研究Ⅰ
情報理工学特別研究Ⅱ
情報理工学特別演習
基礎情報学特別講究

1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1通
1・2通
1・2・3通
1・2・3通

1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
4
6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
（平成23年4月）

5日

25 専 准教授
ｲﾜﾅ ﾌﾞﾗｲｱﾝ ｹﾝｼﾞ

IWANA BRIAN KENJI
＜令和4年4月＞

博士
（学術）

情報理工学特別研究Ⅰ
情報理工学特別研究Ⅱ

1通
1・2通

2
2

1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
（令和2年4月）

5日

26 専 准教授

ｳﾞｧｽｺﾝｾﾛｽ
ｳﾞｧﾙｶﾞｽ ﾀﾞﾆﾛ
VASCONCELLOS
VARGAS DANILO
＜令和4年4月＞

博士
（学術）

情報理工学特別研究Ⅰ
情報理工学特別研究Ⅱ

1通
1・2通

2
2

1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
（平成28年10月）

5日

27 専 准教授
ｵｵｸﾎﾞ ﾌﾐﾔ

大久保　文哉
＜令和4年4月＞

博士
（理学）

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法Ⅱ
知的財産技法Ⅰ
知的財産技法Ⅱ
ティーチング演習Ⅰ
ティーチング演習Ⅱ
先端プロジェクト管理技法Ⅰ
先端プロジェクト管理技法Ⅱ
情報理工学特別演習

1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3通

1
1
1
1
1
1
1
1
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(令和3年4月)

5日

28 専 准教授
ｵｶﾀﾞ ﾏｻﾔ
岡田 昌也

＜令和4年4月＞

博士
(情報学)

情報理工学特別研究Ⅰ
情報理工学特別研究Ⅱ

1通
1・2通

2
2

1
1

九州大学
共創学部
准教授

（平成30年10月）

5日

29 専 准教授
ｶﾈｺ ｺｳｽｹ

金子　晃介
＜令和4年4月＞

博士
（情報科学）

情報理工学特別研究Ⅰ
情報理工学特別研究Ⅱ

1通
1・2通

2
2

1
1

九州大学
サイバーセキュリティ

センター
准教授

（平成26年4月）

5日

30 専 准教授
ｶﾒｲ ﾔｽﾀｶ
亀井 靖高

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法Ⅱ
知的財産技法Ⅰ
知的財産技法Ⅱ
ティーチング演習Ⅰ
ティーチング演習Ⅱ
先端プロジェクト管理技法Ⅰ
先端プロジェクト管理技法Ⅱ
情報理工学特別研究Ⅰ
情報理工学特別研究Ⅱ
情報理工学特別演習
システム開発方法論特別講究

1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1通
1・2通
1・2・3通
1・2・3通

1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
4
6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成23年4月)

5日

31 専 准教授
ｷｼﾞﾏ ｼｭｳｼﾞ
来嶋 秀治

＜令和4年4月＞

博士
（情報工学）

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法Ⅱ
知的財産技法Ⅰ
知的財産技法Ⅱ
ティーチング演習Ⅰ
ティーチング演習Ⅱ
先端プロジェクト管理技法Ⅰ
先端プロジェクト管理技法Ⅱ
情報理工学特別研究Ⅰ
情報理工学特別研究Ⅱ
情報理工学特別演習
情報処理特別講究

1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1通
1・2通
1・2・3通
1・2・3通

1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
4
6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
（平成22年4月）

5日

32 専 准教授
ｷﾑﾗ ｹｲ
木村 慧

＜令和4年4月＞

博士
（情報理工学）

情報理工学特別研究Ⅰ
情報理工学特別研究Ⅱ

1通
1・2通

2
2

1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
（令和3年10月）

5日

33 専 准教授
ｻｲｺﾞｳ ﾋﾛﾄ
西郷 浩人

＜令和4年4月＞

博士
(情報学)

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法Ⅱ
知的財産技法Ⅰ
知的財産技法Ⅱ
ティーチング演習Ⅰ
ティーチング演習Ⅱ
先端プロジェクト管理技法Ⅰ
先端プロジェクト管理技法Ⅱ
情報理工学特別研究Ⅰ
情報理工学特別研究Ⅱ
情報理工学特別演習
データサイエンス特別講究

1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1通
1・2通
1・2・3通
1・2・3通

1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
4
6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
（平成28年4月）

5日

34 専 准教授
ｼﾏﾖｼ ﾀｶｵ
嶋吉 隆夫

＜令和4年4月＞

博士
(情報学)

情報理工学特別研究Ⅰ
情報理工学特別研究Ⅱ

1通
1・2通

2
2

1
1

九州大学
情報基盤研究開発センター

准教授
(平成27年11月)

5日

35 専 准教授
ｽｽﾞｷ ﾀｶﾋｺ
鈴木 孝彦

＜令和4年4月＞

博士
(工学)

情報理工学特別研究Ⅰ
情報理工学特別研究Ⅱ

1通
1・2通

2
2

1
1

九州大学
情報基盤研究開発センター

准教授
（平成6年4月)

5日

36 専 准教授
ﾄｳﾄﾞｳ ﾀｲｷ
東藤 大樹

＜令和4年4月＞

博士
(情報科学)

情報理工学特別研究Ⅰ
情報理工学特別研究Ⅱ

1通
1・2通

2
2

1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
（令和3年7月）

5日

37 専 准教授
ﾅﾝﾘ ﾀｹｼ

南里 豪志
＜令和4年4月＞

博士
（情報科学）

情報理工学特別研究Ⅰ
情報理工学特別研究Ⅱ

1通
1・2通

2
2

1
1

九州大学
情報基盤研究開発センター

准教授
(平成8年7月)

5日

38 専 准教授
ﾊﾀﾉ ｺｳﾍｲ
畑埜 晃平

＜令和4年4月＞

博士
(理学)

情報理工学特別研究Ⅰ
情報理工学特別研究Ⅱ

1通
1・2通

2
2

1
1

九州大学
基幹教育院

准教授
（平成22年4月）

5日

39 専 准教授
ﾋﾞｾ ﾘｮｳﾏ
備瀬 竜馬

＜令和4年4月＞

博士
（学際情報学）

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法Ⅱ
知的財産技法Ⅰ
知的財産技法Ⅱ
ティーチング演習Ⅰ
ティーチング演習Ⅱ
先端プロジェクト管理技法Ⅰ
先端プロジェクト管理技法Ⅱ
情報理工学特別研究Ⅰ
情報理工学特別研究Ⅱ
情報理工学特別演習
実世界メディア処理論特別講究

1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1通
1・2通
1・2・3通
1・2・3通

1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
4
6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
（平成29年4月）

5日

【連係協力学府】システム情報科学府　情報理工学専攻　博士後期課程-3



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

申請に係る大学等
の職務に従事する
週当たり平均日数

教 員 の 氏 名 等

（システム情報科学府　情報理工学専攻　博士後期課程）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称

配当
年次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

40 専 准教授
ﾏﾂﾅｶﾞ ﾕｳｽｹ
松永 裕介

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法Ⅱ
知的財産技法Ⅰ
知的財産技法Ⅱ
ティーチング演習Ⅰ
ティーチング演習Ⅱ
先端プロジェクト管理技法Ⅰ
先端プロジェクト管理技法Ⅱ
情報理工学特別研究Ⅰ
情報理工学特別研究Ⅱ
情報理工学特別演習
先進LSI特別講究

1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1通
1・2通
1・2・3通
1・2・3通

1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
4
6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成13年4月)

5日

41 専 准教授
ﾐﾈ ﾂﾈﾉﾘ
峯 恒憲

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法Ⅱ
知的財産技法Ⅰ
知的財産技法Ⅱ
ティーチング演習Ⅰ
ティーチング演習Ⅱ
先端プロジェクト管理技法Ⅰ
先端プロジェクト管理技法Ⅱ
情報理工学特別研究Ⅰ
情報理工学特別研究Ⅱ
情報理工学特別演習
分散情報処理機構特別講究

1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1通
1・2通
1・2・3通
1・2・3通

1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
4
6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成4年4月)

5日

42 専 准教授
ﾑﾀ ｵｻﾑ
牟田 修

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法Ⅱ
知的財産技法Ⅰ
知的財産技法Ⅱ
ティーチング演習Ⅰ
ティーチング演習Ⅱ
先端プロジェクト管理技法Ⅰ
先端プロジェクト管理技法Ⅱ
情報理工学特別研究Ⅰ
情報理工学特別研究Ⅱ
情報理工学特別演習
デジタル通信特別講究

1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1通
1・2通
1・2・3通
1・2・3通

1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
4
6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学
日本エジプト科学技術連携セ

ンター
 准教授

(平成22年8月)

5日

43 専 准教授
ﾔﾏｳﾁ(ｷｼﾞﾏ) ﾕｷｺ

山内(来嶋) 由紀子
＜令和4年4月＞

博士
（情報科学）

情報理工学特別研究Ⅰ
情報理工学特別研究Ⅱ

1通
1・2通

2
2

1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
（平成23年4月）

5日

44 専 准教授
ﾜﾀﾅﾍﾞ ﾖｼﾀｶ
渡部 善隆

＜令和4年4月＞

博士
（数理学）

情報理工学特別研究Ⅰ
情報理工学特別研究Ⅱ

1通
1・2通

2
2

1
1

九州大学
情報基盤研究開発センター

准教授
(平成4年3月)

5日

45 兼担 教授
ｳﾁﾀﾞ ｾｲｲﾁ
内田 誠一

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法Ⅱ
知的財産技法Ⅰ
知的財産技法Ⅱ
ティーチング演習Ⅰ
ティーチング演習Ⅱ
先端プロジェクト管理技法Ⅰ
先端プロジェクト管理技法Ⅱ
情報理工学特別研究Ⅰ
情報理工学特別研究Ⅱ
情報理工学特別演習
実世界メディア処理論特別講究

1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1通
1・2通
1・2・3通
1・2・3通

1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
4
6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成11年4月）

46 兼担 教授
ｼﾄﾞｳｼﾞ ｶｽﾞﾉﾘ
志堂寺 和則

＜令和4年4月＞

博士
（文学）

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法Ⅱ
知的財産技法Ⅰ
知的財産技法Ⅱ
ティーチング演習Ⅰ
ティーチング演習Ⅱ
先端プロジェクト管理技法Ⅰ
先端プロジェクト管理技法Ⅱ
情報理工学特別研究Ⅰ
情報理工学特別研究Ⅱ
情報理工学特別演習
認知行動学特別講究

1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1通
1・2通
1・2・3通
1・2・3通

1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
4
6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成8年4月）

47 兼担 教授
ｽｽﾞｷ ｴｲﾉｼﾝ
鈴木 英之進

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法Ⅱ
知的財産技法Ⅰ
知的財産技法Ⅱ
ティーチング演習Ⅰ
ティーチング演習Ⅱ
先端プロジェクト管理技法Ⅰ
先端プロジェクト管理技法Ⅱ
情報理工学特別研究Ⅰ
情報理工学特別研究Ⅱ
情報理工学特別演習
発見科学特別講究

1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1通
1・2通
1・2・3通
1・2・3通

1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
4
6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成18年4月）

48 兼担 教授
ﾄﾐｳﾗ ﾖｳｲﾁ
冨浦 洋一

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法Ⅱ
知的財産技法Ⅰ
知的財産技法Ⅱ
ティーチング演習Ⅰ
ティーチング演習Ⅱ
先端プロジェクト管理技法Ⅰ
先端プロジェクト管理技法Ⅱ
情報理工学特別研究Ⅰ
情報理工学特別研究Ⅱ
情報理工学特別演習
自然言語処理特別講究

1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1通
1・2通
1・2・3通
1・2・3通

1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
4
6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成1年4月）

49 兼担 教授
ﾓﾘ ｼｭｳｼﾞ
森 周司

＜令和4年4月＞

Ph.D in
Psychology

(ｶﾅﾀﾞ)

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法Ⅱ
知的財産技法Ⅰ
知的財産技法Ⅱ
ティーチング演習Ⅰ
ティーチング演習Ⅱ
先端プロジェクト管理技法Ⅰ
先端プロジェクト管理技法Ⅱ
情報理工学特別研究Ⅰ
情報理工学特別研究Ⅱ
情報理工学特別演習
認知行動学特別講究

1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1通
1・2通
1・2・3通
1・2・3通

1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
4
6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成18年4月）

【連係協力学府】システム情報科学府　情報理工学専攻　博士後期課程-4



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

1 専 教授
ｲｹﾉｳｴ ﾋﾛｼ
池上　浩

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

電磁エネルギー工学特論Ⅰ
電磁エネルギー工学特論Ⅱ
電気電子工学読解Ⅰ
電気電子工学読解Ⅱ
電気電子工学演示Ⅰ
電気電子工学演示Ⅱ
電気電子工学研究調査
電気電子工学研究演示
電気電子工学企画演習

1前①
1前②
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
1後③～④
2前①～②
2前①～②

1
1
3
3
3
3
4
4
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成23年9月)

5日

2 専 教授
ｲﾀｶﾞｷ(ﾌｸﾀﾞ) ﾅﾎ
板垣(福田) 奈穂
＜令和4年4月＞

博士
（理学）

ナノプロセス工学特論Ⅰ
ナノプロセス工学特論Ⅱ
電気電子工学読解Ⅰ
電気電子工学読解Ⅱ
電気電子工学演示Ⅰ
電気電子工学演示Ⅱ
電気電子工学研究調査
電気電子工学研究演示
電気電子工学企画演習

1前①
1前②
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
1後③～④
2前①～②
2前①～②

1
1
3
3
3
3
4
4
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成22年3月）

5日

3 専 教授
ｲﾜｸﾏ ﾏｻﾀｶ
岩熊　成卓

＜令和4年4月＞
工学博士

超伝導工学特論Ⅰ
超伝導工学特論Ⅱ
電気電子工学読解Ⅰ
電気電子工学読解Ⅱ
電気電子工学演示Ⅰ
電気電子工学演示Ⅱ
電気電子工学研究調査
電気電子工学研究演示
電気電子工学企画演習

1前①
1前②
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
1後③～④
2前①～②
2前①～②

1
1
3
3
3
3
4
4
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(昭和60年4月)

5日

4 専 教授
ｴﾋﾞﾊﾗ ﾖｼｵ
蛯原　義雄

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

凸最適化に基づく制御系設計理論Ⅰ
凸最適化に基づく制御系設計理論Ⅱ
電気電子工学読解Ⅰ
電気電子工学読解Ⅱ
電気電子工学演示Ⅰ
電気電子工学演示Ⅱ
電気電子工学研究調査
電気電子工学研究演示
電気電子工学企画演習

1後③
1後④
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
1後③～④
2前①～②
2前①～②

1
1
3
3
3
3
4
4
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(令和1年12月)

5日

5 専 教授
ｵｷ ﾕｳｼﾞ
興　雄司

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

光・量子デバイス基礎論Ⅰ
光・量子デバイス基礎論Ⅱ
電気電子工学読解Ⅰ
電気電子工学読解Ⅱ
電気電子工学演示Ⅰ
電気電子工学演示Ⅱ
電気電子工学研究調査
電気電子工学研究演示
電気電子工学企画演習

1前①
1前②
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
1後③～④
2前①～②
2前①～②

1
1
3
3
3
3
4
4
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成4年4月）

5日

6 専 教授
ｶﾄｳ ｶｽﾞﾄｼ
加藤　和利

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

高周波デバイス工学特論Ⅰ
高周波デバイス工学特論Ⅱ
電気電子工学読解Ⅰ
電気電子工学読解Ⅱ
電気電子工学演示Ⅰ
電気電子工学演示Ⅱ
電気電子工学研究調査
電気電子工学研究演示
電気電子工学企画演習

1前①
1前②
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
1後③～④
2前①～②
2前①～②

1
1
3
3
3
3
4
4
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成24年4月）

5日

7 専 教授
ｶﾅﾔ ﾊﾙｲﾁ

金谷　晴一
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

集積回路設計基礎特論Ⅰ
集積回路設計基礎特論Ⅱ
電気電子工学読解Ⅰ
電気電子工学読解Ⅱ
電気電子工学演示Ⅰ
電気電子工学演示Ⅱ
電気電子工学研究調査
電気電子工学研究演示
電気電子工学研究論議
電気電子工学特別講義
電気電子工学企画演習
システム情報科学実習

1前①
1前②
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
1後③～④
2前①～②
2後③～④
1・2後③～④
2前①～②
1・2通

1
1
3
3
3
3
4
4
6
2
4
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成11年4月)

5日

8 専 教授
ｷｽ ﾀｶﾉﾌﾞ

木須　隆暢
＜令和4年4月＞

工学博士

計測工学特論Ⅰ
計測工学特論Ⅱ
電気電子工学読解Ⅰ
電気電子工学読解Ⅱ
電気電子工学演示Ⅰ
電気電子工学演示Ⅱ
電気電子工学研究調査
電気電子工学研究演示
電気電子工学企画演習

1前①
1前②
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
1後③～④
2前①～②
2前①～②

1
1
3
3
3
3
4
4
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成3年4月)

5日

9 専 教授
ｷﾑﾗ ｼｭﾝｼﾞ
木村　俊二

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

光送受信工学特論Ⅰ
光送受信工学特論Ⅱ
電気電子工学読解Ⅰ
電気電子工学読解Ⅱ
電気電子工学演示Ⅰ
電気電子工学演示Ⅱ
電気電子工学研究調査
電気電子工学研究演示
電気電子工学企画演習

1前①
1前②
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
1後③～④
2前①～②
2前①～②

1
1
3
3
3
3
4
4
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（令和1年7月）

5日

10 専 教授
ｺｶﾞ ｶｽﾞﾉﾘ
古閑　一憲

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

ナノプロセス工学特論Ⅰ
ナノプロセス工学特論Ⅱ
電気電子工学読解Ⅰ
電気電子工学読解Ⅱ
電気電子工学演示Ⅰ
電気電子工学演示Ⅱ
電気電子工学研究調査
電気電子工学研究演示
電気電子工学企画演習

1前①
1前②
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
1後③～④
2前①～②
2前①～②

1
1
3
3
3
3
4
4
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成11年4月）

5日

11 専 教授
ｼﾗﾀﾆ ﾏｻﾊﾙ
白谷　正治

＜令和4年4月＞
工学博士

ナノプロセス工学特論Ⅰ
ナノプロセス工学特論Ⅱ
電気電子工学読解Ⅰ
電気電子工学読解Ⅱ
電気電子工学演示Ⅰ
電気電子工学演示Ⅱ
電気電子工学研究調査
電気電子工学研究演示
電気電子工学企画演習

1前①
1前②
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
1後③～④
2前①～②
2前①～②

1
1
3
3
3
3
4
4
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(昭和63年4月)

5日

12 専 教授
ｽｴﾋﾛ ｼﾞｭﾝﾔ
末廣　純也

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

電気エネルギー工学特論Ⅰ
電気エネルギー工学特論Ⅱ
電気エネルギーシステム工学特論Ⅰ
電気電子工学読解Ⅰ
電気電子工学読解Ⅱ
電気電子工学演示Ⅰ
電気電子工学演示Ⅱ
電気電子工学研究調査
電気電子工学研究演示
電気電子工学企画演習

1前①
1前②
1･2通
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
1後③～④
2前①～②
2前①～②

1
1
2
3
3
3
3
4
4
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(昭和63年4月)

5日

申請に係る大学等
の職務に従事する
週当たり平均日数

別記様式第３号（その２の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 員 の 氏 名 等

（システム情報科学府　電気電子工学専攻　修士課程）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称

配当
年次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

【連係協力学府】システム情報科学府　電気電子工学専攻　修士課程-1



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

申請に係る大学等
の職務に従事する
週当たり平均日数

教 員 の 氏 名 等

（システム情報科学府　電気電子工学専攻　修士課程）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称

配当
年次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

13 専 教授
ﾊﾔｼ ｹﾝｼ
林　健司

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

有機エレクトロニクス特論Ⅰ
有機エレクトロニクス特論Ⅱ
電気電子工学読解Ⅰ
電気電子工学読解Ⅱ
電気電子工学演示Ⅰ
電気電子工学演示Ⅱ
電気電子工学研究調査
電気電子工学研究演示
電気電子工学企画演習

1後③
1後④
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
1後③～④
2前①～②
2前①～②

1
1
3
3
3
3
4
4
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成10年4月)

5日

14 専 教授

ﾎﾟｶﾚﾙ ﾗﾒｼｭ ｸﾏｰﾙ
POKHAREL RAMESH

KUMAR
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

ワイヤレス通信特論Ⅰ
ワイヤレス通信特論Ⅱ
電気電子工学読解Ⅰ
電気電子工学読解Ⅱ
電気電子工学演示Ⅰ
電気電子工学演示Ⅱ
電気電子工学研究調査
電気電子工学研究演示
電気電子工学企画演習

1後③
1後④
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
1後③～④
2前①～②
2前①～②

1
1
3
3
3
3
4
4
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成17年4月)

5日

15 専 教授
ﾐﾔｻﾞｷ ﾋﾛｼ
宮﨑　寛史

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

電気電子工学企画演習 2前①～② 4 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（令和3年4月）

5日

16 専
教授

(学府長)

ﾑﾗﾀ ｼﾞｭﾝｲﾁ
村田　純一

＜令和4年4月＞
工学博士

スマートシステム工学特論Ⅰ※
スマートシステム工学特論Ⅱ※
電気エネルギーシステム工学特論Ⅱ
電気電子工学読解Ⅰ
電気電子工学読解Ⅱ
電気電子工学演示Ⅰ
電気電子工学演示Ⅱ
電気電子工学研究調査
電気電子工学研究演示
電気電子工学企画演習
線形代数応用特論Ⅰ
線形代数応用特論Ⅱ

1後③
1後④
1･2通
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
1後③～④
2前①～②
2前①～②
1前①
1前②

0.3
0.5
2
3
3
3
3
4
4
4
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(昭和61年4月)

5日

17 専 教授
ﾕｱｻ(ﾌｸｻﾞﾜ) ﾋﾛﾐ
湯浅(福澤) 裕美
＜令和4年4月＞

博士
（理学）

スピントロニクス工学特論Ⅰ
スピントロニクス工学特論Ⅱ
電気電子工学読解Ⅰ
電気電子工学読解Ⅱ
電気電子工学演示Ⅰ
電気電子工学演示Ⅱ
電気電子工学研究調査
電気電子工学研究演示
電気電子工学企画演習

1前①
1前②
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
1後③～④
2前①～②
2前①～②

1
1
3
3
3
3
4
4
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成27年4月)

5日

18 専 教授
ﾖｼﾀﾞ ﾀｶｼ
吉田　敬

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

電磁エネルギー変換特論Ⅰ
電磁エネルギー変換特論Ⅱ
電気電子工学読解Ⅰ
電気電子工学読解Ⅱ
電気電子工学演示Ⅰ
電気電子工学演示Ⅱ
電気電子工学研究調査
電気電子工学研究演示
電気電子工学企画演習

1後③
1後④
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
1後③～④
2前①～②
2前①～②

1
1
3
3
3
3
4
4
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成16年4月)

5日

19 専 准教授
ｵﾉﾃﾞﾗ ﾀｹｼ
小野寺　武

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

バイオ電子工学特論Ⅰ
バイオ電子工学特論Ⅱ
電気電子工学読解Ⅰ
電気電子工学読解Ⅱ
電気電子工学演示Ⅰ
電気電子工学演示Ⅱ
電気電子工学研究調査
電気電子工学研究演示
電気電子工学企画演習

1前①
1前②
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
1後③～④
2前①～②
2前①～②

1
1
3
3
3
3
4
4
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成26年1月)

5日

20 専 准教授
ｻｻﾔﾏ ﾃﾙﾖｼ
笹山　瑛由

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

計測システム工学Ⅰ
計測システム工学Ⅱ
電気電子工学読解Ⅰ
電気電子工学読解Ⅱ
電気電子工学演示Ⅰ
電気電子工学演示Ⅱ
電気電子工学研究調査
電気電子工学研究演示
電気電子工学企画演習

1前①
1前②
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
1後③～④
2前①～②
2前①～②

1
1
3
3
3
3
4
4
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成26年4月)

5日

21 専 准教授
ｻﾄﾞｳ ﾀｲｿﾞｳ
佐道　泰造

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

LSIデバイス物理特論Ⅰ
LSIデバイス物理特論Ⅱ
電気電子工学読解Ⅰ
電気電子工学読解Ⅱ
電気電子工学演示Ⅰ
電気電子工学演示Ⅱ
電気電子工学研究調査
電気電子工学研究演示
電気電子工学企画演習

1後③
1後④
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
1後③～④
2前①～②
2前①～②

1
1
3
3
3
3
4
4
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成7年4月)

5日

22 専 准教授
ﾀｷｶﾞﾜ ﾘｮｳ
多喜川　良

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

実装工学特論Ⅰ
実装工学特論Ⅱ
電気電子工学読解Ⅰ
電気電子工学読解Ⅱ
電気電子工学演示Ⅰ
電気電子工学演示Ⅱ
電気電子工学研究調査
電気電子工学研究演示
電気電子工学企画演習

1後③
1後④
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
1後③～④
2前①～②
2前①～②

1
1
3
3
3
3
4
4
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成25年4月)

5日

23 専 准教授
ﾀﾃ ﾅｵﾔ

竪　直也
＜令和4年4月＞

博士
（情報科学）

ナノ光情報デバイス工学特論Ⅰ
ナノ光情報デバイス工学特論Ⅱ
電気電子工学読解Ⅰ
電気電子工学読解Ⅱ
電気電子工学演示Ⅰ
電気電子工学演示Ⅱ
電気電子工学研究調査
電気電子工学研究演示
電気電子工学企画演習

1前①
1前②
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
1後③～④
2前①～②
2前①～②

1
1
3
3
3
3
4
4
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成26年10月)

5日

24 専 准教授
ﾀﾅｶ ﾃﾙﾐﾂ

田中　輝光
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

磁性電子工学特論Ⅰ
磁性電子工学特論Ⅱ
電気電子工学読解Ⅰ
電気電子工学読解Ⅱ
電気電子工学演示Ⅰ
電気電子工学演示Ⅱ
電気電子工学研究調査
電気電子工学研究演示
電気電子工学企画演習

1前①
1前②
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
1後③～④
2前①～②
2前①～②

1
1
3
3
3
3
4
4
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成20年9月)

5日

25 専 准教授
ﾅｶﾉ ﾐﾁﾋｺ

中野　道彦
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

電気エネルギー応用特論Ⅰ
電気エネルギー応用特論Ⅱ
電気電子工学読解Ⅰ
電気電子工学読解Ⅱ
電気電子工学演示Ⅰ
電気電子工学演示Ⅱ
電気電子工学研究調査
電気電子工学研究演示
電気電子工学企画演習

1後③
1後④
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
1後③～④
2前①～②
2前①～②

1
1
3
3
3
3
4
4
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成22年4月)

5日
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

申請に係る大学等
の職務に従事する
週当たり平均日数

教 員 の 氏 名 等

（システム情報科学府　電気電子工学専攻　修士課程）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称

配当
年次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

26 専 准教授
ﾅｶﾑﾗ ﾀﾞｲｽｹ
中村　大輔

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

電磁エネルギー応用特論Ⅰ
電磁エネルギー応用特論Ⅱ
電気電子工学読解Ⅰ
電気電子工学読解Ⅱ
電気電子工学演示Ⅰ
電気電子工学演示Ⅱ
電気電子工学研究調査
電気電子工学研究演示
電気電子工学企画演習

1後③
1後④
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
1後③～④
2前①～②
2前①～②

1
1
3
3
3
3
4
4
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成18年7月)

5日

27 専 准教授
ﾋｶﾞｼｶﾜ ｺｳﾍｲ
東川　甲平

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

電気エネルギー環境基礎特論Ⅰ
電気エネルギー環境基礎特論Ⅱ
電気電子工学読解Ⅰ
電気電子工学読解Ⅱ
電気電子工学演示Ⅰ
電気電子工学演示Ⅱ
電気電子工学研究調査
電気電子工学研究演示
電気電子工学企画演習

1前①
1前②
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
1後③～④
2前①～②
2前①～②

1
1
3
3
3
3
4
4
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成24年8月)

5日

28 専 准教授
ﾔｼﾞﾏ ﾀｹｱｷ
矢嶋 赳彬

＜令和4年4月＞

博士
（科学）

ﾆｭｰﾛﾓﾙﾌｨｯｸﾊｰﾄﾞｳｪｱ特論I
ﾆｭｰﾛﾓﾙﾌｨｯｸﾊｰﾄﾞｳｪｱ特論Ⅱ
電気電子工学読解Ⅰ
電気電子工学読解Ⅱ
電気電子工学演示Ⅰ
電気電子工学演示Ⅱ
電気電子工学研究調査
電気電子工学研究演示

1前①
1前②
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
1後③～④
2前①～②

1
1
3
3
3
3
4
4

1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学
システム情報科学研究院

准教授
(令和2年10月)

5日

29 専 准教授
ﾔﾏﾓﾄ ｶｵﾙ
山本　薫

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

マルチエージェントシステム基礎Ⅰ
マルチエージェントシステム基礎Ⅱ
電気電子工学読解Ⅰ
電気電子工学読解Ⅱ
電気電子工学演示Ⅰ
電気電子工学演示Ⅱ
電気電子工学研究調査
電気電子工学研究演示
電気電子工学企画演習

1前①
1前②
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
1後③～④
2前①～②
2前①～②

1
1
3
3
3
3
4
4
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成30年8月)

5日

30 兼担 教授
ｱﾗｶﾜ ﾕﾀｶ
荒川 豊

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

ICT社会基盤デザイン特論※ 1前① 1.2 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成21年3月)

31 兼担 教授
ｲﾉｳｴ ｺｳｼﾞ
井上 弘士

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

コンピュータシステム・アーキテクチャ特論
組込みシステム特論※
組込みシステム演習※

1・2前①
1・2前②
1・2前①

2
1.5
1

1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成16年9月)

32 兼担 教授
ｳﾁﾀﾞ ｾｲｲﾁ
内田 誠一

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

データサイエンス概論Ⅰ
データサイエンス概論Ⅱ
データサイエンス発展Ⅰ
データサイエンス発展Ⅱ

1前①
1前①
1前②
1前②

1
1
1
1

1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成11年4月)

33 兼担 教授
ｳﾊﾞﾔｼ ﾅｵﾔｽ
鵜林 尚靖

＜令和4年4月＞

博士
（学術）

プロジェクトマネジメント特論 1・2後④ 2 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成22年3月)

34 兼担 教授
ｵｶﾀﾞ ﾖｼﾋﾛ
岡田 義広

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

3次元コンピュータグラフィックス論Ⅰ
3次元コンピュータグラフィックス論Ⅱ

1・2後③
1・2後④

1
1

1
1

九州大学附属図書館
付設教材開発センター

　教授
（平成11年1月）

35 兼担 教授
ｵｶﾑﾗ ｺｳｼﾞ
岡村 耕二

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

情報ネットワーク特論※
セキュリティエンジニアリング演習※

1・2後④
1・2前②

1.1
0.7

1
1

九州大学
情報基盤研究開発センター

 教授
(平成10年3月)

36 兼担 教授
ｵﾉ ｹﾝｼﾞ

小野 謙二
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

高性能並列計算法特論Ⅰ
高性能並列計算法特論Ⅱ

1・2前①
1・2前②

1
1

1
1

九州大学
情報基盤研究開発センター

教授
　（平成28年4月）

37 兼担 教授
ｶﾜｻｷ ﾋﾛｼ
川崎 洋

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

コンピュータビジョン 1・2前① 2 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成29年4月）

38 兼担 教授
ｶﾜﾍﾞ ﾀｹﾄｼ
川邊　武俊

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

ロバスト制御系設計特論Ⅰ
ロバスト制御系設計特論Ⅱ
電気電子工学読解Ⅰ
電気電子工学読解Ⅱ
電気電子工学演示Ⅰ
電気電子工学演示Ⅱ
電気電子工学研究調査
電気電子工学研究演示
電気電子工学企画演習

1前①
1前②
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
1後③～④
2前①～②
2前①～②

1
1
3
3
3
3
4
4
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成17年4月)

39 兼担 教授
ｸﾗﾂﾞﾒ ﾘｮｳ
倉爪 亮

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

ロボティクスⅠ
ロボティクスⅡ

1・2後③
1・2後④

1
1

1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成14年4月）

40 兼担 教授
ｺｲﾃﾞ ﾋﾛｼ
小出 洋

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

暗号と情報セキュリティ特論※
情報システムセキュリティ演習Ⅰ
情報システムセキュリティ演習Ⅱ
セキュリティエンジニアリング演習※

1・2前①
1・2前①
1・2後③
1・2前②

0.9
1
1

0.7

1
1
1
1

九州大学
情報基盤研究開発センター

教授
(平成29年4月)

41 兼担 教授
ｺﾉﾐ ｼﾝｲﾁ
木實 新一

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

ソーシャルコンピューティング論Ⅰ
ソーシャルコンピューティング論Ⅱ

1・2後③
1・2後④

1
1

1
1

九州大学
基幹教育院

教授
（平成29年4月）

42 兼担 教授
ｻｸﾗｲ ｺｳｲﾁ
櫻井 幸一

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

暗号と情報セキュリティ特論※
先端情報社会学特論

1・2前①
1前①～②

1.1
2

1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成6年3月)

43 兼担 教授
ｼﾄﾞｳｼﾞ ｶｽﾞﾉﾘ
志堂寺 和則

＜令和4年4月＞

博士
（文学）

ヒューマンインタフェースⅠ
ヒューマンインタフェースⅡ

1・2後③
1・2後④

1
1

1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成8年4月）

44 兼担 教授
ｼﾏﾀﾞ ｱﾂｼ
島田 敬士

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

パターン認識 1・2前② 2 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成19年4月）

45 兼担 教授
ｼｮｳﾔﾏ ﾏｻﾋﾄ
庄山　正仁

＜令和4年4月＞
工学博士

電子回路工学特論Ⅰ
電子回路工学特論Ⅱ
回路解析・設計演習
電気電子工学読解Ⅰ
電気電子工学読解Ⅱ
電気電子工学演示Ⅰ
電気電子工学演示Ⅱ
電気電子工学研究調査
電気電子工学研究演示
電気電子工学企画演習

1前①
1前②
1後③～④
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
1後③～④
2前①～②
2前①～②

1
1
1
3
3
3
3
4
4
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(昭和61年4月)

46 兼担 教授
ｽｽﾞｷ ｴｲﾉｼﾝ
鈴木 英之進

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

データマイニング特論Ⅰ
データマイニング特論Ⅱ

1・2前①
1・2前②

1
1

1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成18年4月）

47 兼担 教授
ﾀｷﾓﾄ ｴｲｼﾞ
瀧本 英二

＜令和4年4月＞
工学博士

グラフ理論・組み合わせ論Ⅰ
グラフ理論・組み合わせ論Ⅱ

1・2後③
1・2後④

1
1

1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成20年4月）

48 兼担 教授
ﾀｹﾉｳﾁ ｼﾞｭﾝｲﾁ
竹内　純一

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

情報論的学習理論Ⅰ
情報論的学習理論Ⅱ

1・2前①
1・2前②

1
1

1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成18年4月）
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

申請に係る大学等
の職務に従事する
週当たり平均日数

教 員 の 氏 名 等

（システム情報科学府　電気電子工学専攻　修士課程）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称

配当
年次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

49 兼担 教授
ﾀｹﾀﾞ ﾏｻﾕｷ
竹田 正幸

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

計算論Ⅰ
計算論Ⅱ

1・2前①
1・2前②

1
1

1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成1年4月）

50 兼担 教授
ﾁｮｳ ｹﾝｸﾞﾝ

ZHAO JIANJUN
〈令和4年4月〉

博士
(情報科学）

機械学習工学特論 1・2前② 2 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成28年4月)

51 兼担 教授
ﾄﾐｳﾗ ﾖｳｲﾁ
冨浦 洋一

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

自然言語処理Ⅰ
自然言語処理Ⅱ

1・2前①
1・2前②

1
1

1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成1年4月）

52 兼担 教授
ﾋﾛｶﾜ ﾏｻｵ
廣川 真男

＜令和4年4月＞

博士
(理学)

量子計算機科学技術特論Ⅰ
量子計算機科学技術特論Ⅱ

1・2後③
1・2後④

1
1

1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成30年12月)

53 兼担 教授
ﾓﾘ ｼｭｳｼﾞ
森 周司

＜令和4年4月＞

Ph.D in
Psychology

(ｶﾅﾀﾞ)

心理物理学Ⅰ
心理物理学Ⅱ

1・2後③
1・2後④

1
1

1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成18年4月）

54 兼担 教授
ﾖｺｵ ﾏｺﾄ
横尾 真

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

ゲーム理論Ⅰ
ゲーム理論Ⅱ

1・2前①
1・2前②

1
1

1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成16年4月）

55 兼担 准教授
ｱﾊﾒｯﾄﾞ ｱｼﾙ
AHMED ASHIR

＜令和4年4月＞

博士
（情報科学）

グローバル情報通信技術特論Ⅰ
グローバル情報通信技術特論Ⅱ

1・2後③
1・2後④

1
1

1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成23年4月)

56 兼担 准教授
ｱﾏﾉ ﾋﾛﾌﾐ
天野 浩文

＜令和4年4月＞
工学博士 プログラム設計論特論※ 1・2前② 0.7 1

九州大学
情報基盤研究開発センター

准教授
(平成3年4月)

57 兼担 准教授
ｲｹﾀﾞ ﾀﾞｲｽｹ
池田 大輔

＜令和4年4月＞

博士
(理学)

情報普及学特論Ⅰ
情報普及学特論Ⅱ

1・2後③
1・2後④

1
1

1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
（平成9年4月）

58 兼担 准教授
ｲﾄｳ ｴｲｽｹ

伊東　栄典
＜令和4年4月＞

博士
（情報科学）

プログラム設計論特論※ 1・2前② 0.7 1

九州大学
情報基盤研究開発センター

准教授
（平成9年4月)

59 兼担 准教授
ｲﾈﾅｶﾞ ｼｭﾝｽｹ
稲永 俊介

＜令和4年4月＞

博士
(理学)

アルゴリズムとデータ構造Ⅰ
アルゴリズムとデータ構造Ⅱ

1・2前①
1・2前②

1
1

1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
（平成23年4月）

60 兼担 准教授
ｵｶﾀﾞ ﾏｻﾔ
岡田 昌也

＜令和4年4月＞

博士
(情報学)

ソーシャルコンピューティング論Ⅰ
ソーシャルコンピューティング論Ⅱ

1・2後③
1・2後④

1
1

1
1

九州大学
共創学部
准教授

（平成30年10月）

61 兼担 准教授
ｶﾈｺ ｺｳｽｹ

金子　晃介
＜令和4年4月＞

博士
（情報科学）

セキュリティエンジニアリング演習※ 1・2前② 0.7 1

九州大学
サイバーセキュリティ

センター
准教授

（平成26年4月）

62 兼担 准教授
ｶﾒｲ ﾔｽﾀｶ
亀井 靖高

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

プログラム設計論特論※ 1・2前② 0.7 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成23年4月)

63 兼担 准教授
ｷｼﾞﾏ ｼｭｳｼﾞ
来嶋 秀治

＜令和4年4月＞

博士
（情報工学）

確率・統計特論Ⅰ
確率・統計特論Ⅱ

1前①
1前②

1
1

1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
（平成22年4月）

64 兼担 准教授
ｻｲｺﾞｳ ﾋﾛﾄ
西郷 浩人

＜令和4年4月＞

博士
(情報学)

機械学習特論Ⅰ
機械学習特論Ⅱ

1・2後③
1・2後④

1
1

1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
（平成28年4月）

65 兼担 准教授
ｼﾏﾖｼ ﾀｶｵ
嶋吉隆夫

＜令和4年4月＞

博士
(情報学)

計算機シミュレーション特論Ⅰ
計算機シミュレーション特論Ⅱ

1・2後③
1・2後④

1
1

1
1

九州大学
情報基盤研究開発センター

准教授
(平成27年11月)

66 兼担 准教授
ｽｽﾞｷ ﾀｶﾋｺ
鈴木 孝彦

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

プログラミング言語特論Ⅰ
プログラミング言語特論Ⅱ

1・2後③
1・2後④

1
1

1
1

九州大学
情報基盤研究開発センター

准教授
（平成6年1月)

67 兼担 准教授
ﾅﾝﾘ ﾀｹｼ

南里 豪志
＜令和4年4月＞

博士
（情報科学）

情報ネットワーク特論※ 1・2後④ 0.9 1

九州大学
情報基盤研究開発センター

准教授
(平成8年7月)

68 兼担 准教授
ﾋﾞｾ ﾘｮｳﾏ
備瀬 竜馬

＜令和4年4月＞

博士
（学際情報学）

データサイエンス実践Ⅰ
データサイエンス実践Ⅱ
データサイエンス実践Ⅲ
データサイエンス実践Ⅳ

1前①
1前①
1前②
1前②

1
1
1
1

1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
（平成29年4月）

69 兼担 准教授
ﾎﾘ ﾏｲﾔ

堀　磨伊也
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

スマートシステム工学特論Ⅰ※
スマートシステム工学特論Ⅱ※
電気電子工学読解Ⅰ
電気電子工学読解Ⅱ
電気電子工学演示Ⅰ
電気電子工学演示Ⅱ
電気電子工学研究調査
電気電子工学研究演示
電気電子工学企画演習

1後③
1後④
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
1後③～④
2前①～②
2前①～②

0.7
0.5
3
3
3
3
4
4
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学
エネルギー研究教育機構

准教授
(平成29年10月)

70 兼担 准教授
ﾏﾂﾅｶﾞ ﾕｳｽｹ
松永 裕介

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

システムLSI設計支援特論Ⅰ
システムLSI設計支援特論Ⅱ

１・2後③
１・2後④

1
1

1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成13年4月)

71 兼担 准教授
ﾐﾈ ﾂﾈﾉﾘ
峯 恒憲

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

ソフトウェアプロセス特論※ 1・2前① 1.6 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成4年4月)

72 兼担 准教授
ﾑﾀ ｵｻﾑ
牟田 修

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

デジタル通信特論
ネットワーク工学Ⅰ
ネットワーク工学Ⅱ

1・2後③
1･2後③
1･2後④

2
1
1

1
1
1

九州大学
日本エジプト科学技術連携セ

ンター
 准教授

(平成22年8月)

73 兼担 准教授
ﾔﾀﾍﾞ ﾙｲ

矢田部 塁
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

バイオ電子工学特論Ⅰ
バイオ電子工学特論Ⅱ
電気電子工学読解Ⅰ
電気電子工学読解Ⅱ
電気電子工学演示Ⅰ
電気電子工学演示Ⅱ
電気電子工学研究調査
電気電子工学研究演示
電気電子工学企画演習

1前①
1前②
1前①～②
1後③～④
2前①～②
2後③～④
1後③～④
2前①～②
2前①～②

1
1
3
3
3
3
4
4
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学
システム情報科学研究院

准教授
(平成26年4月)

74 兼担 准教授
ﾔﾏｳﾁ(ｷｼﾞﾏ) ﾕｷｺ

山内(来嶋) 由紀子
＜令和4年4月＞

博士
（情報科学）

アルゴリズム設計論Ⅰ
アルゴリズム設計論Ⅱ

1・2前①
1・2前②

1
1

1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
（平成23年4月）

75 兼担 准教授
ﾜﾀﾅﾍﾞ ﾖｼﾀｶ
渡部 善隆

＜令和4年4月＞

博士
（数理学）

情報数値解析Ⅰ
情報数値解析Ⅱ

1・2後③
1・2後④

1
1

1
1

九州大学
情報基盤研究開発センター

准教授
(平成4年3月)

76 兼任 講師
 ｱｸﾂ ﾀﾂﾔ

阿久津 達也
＜令和4年4月＞

工学博士 情報理工学特別講義※ 1･2後③～④ 0.4 1
京都大学化学研究所

教授
（平成13年4月）
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

申請に係る大学等
の職務に従事する
週当たり平均日数

教 員 の 氏 名 等

（システム情報科学府　電気電子工学専攻　修士課程）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称

配当
年次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

77 兼任 講師
ｱﾗﾏｷ ｹｲｼﾞ
荒牧 敬次

＜令和4年4月＞
学士 情報理工学特別講義※ 1･2後③～④ 0.2 1

公益財団法人
九州先端科学技術研究所

専務理事・副所長
（平成29年4月）

78 兼任 講師
ｲﾜｼﾀ ﾕﾐ

岩下 友美
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

情報理工学特別講義※ 1･2後③～④ 0.2 1

NASA Jet Propulsion
Laboratory, Research

Tecnologist III
（平成28年4月）

79 兼任 講師
ｳｴﾀﾞ ﾕｳﾀ

上田　悠太
＜令和4年4月＞

博士
(工学)

光送受信工学特論Ⅱ 1前② 1 1

日本電信電話株式会社
NTTデバイスイノベーション

センタ
主任研究員

（令和2年6月）

80 兼任 講師
ｳﾁﾀﾞ ｷﾞｲﾁﾛｳ
内田　儀一郎

＜令和4年4月＞

博士
(工学)

ナノプロセス工学特論Ⅰ
ナノプロセス工学特論Ⅱ

1前①
1前②

1
1

1
1

名城大学
理工学部電気電子工学科

教授
（平成29年4月）

81 兼任 講師
 ｳﾗﾓﾄ ﾅｵﾋｺ
浦本 直彦

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

情報理工学特別講義※ 1･2後③～④ 0.3 1

三菱ケミカルホールディング
ス

 Chief Digital Technology
 Scientist

 (平成29年6月)

82 兼任 講師
ｶﾀﾋﾗ ﾏｻﾌﾐ
片平真史

＜令和4年4月＞

Master's in
Computer

Information
Systems

組込みシステム特論※ 1・2前② 0.1 1

宇宙航空研究開発機構
（JAXA)

 研究領域総括
(平成29年10月)

83 兼任 講師
ｶﾐﾔﾏ ﾀｹｼ
神山　剛

＜令和4年4月＞

博士
(工学)

組込みシステム特論※ 1・2前② 0.1 1

長崎大学
情報データ科学部

准教授
（平成30年5月）

84 兼任 講師
ｶﾜｻｷ ﾄｼﾕｷ
川崎　敏之

＜令和4年4月＞

博士
(工学)

ナノプロセス工学特論Ⅰ
ナノプロセス工学特論Ⅱ

1前①
1前②

1
1

1
1

西日本工業大学
工学部
教授

（平成29年4月）

85 兼任 講師
ｶﾜﾀｶ ﾐﾕｷ

川高　美由紀
＜令和4年4月＞

技術経営修士
（専門職）

ICT社会基盤デザイン特論※ 1前① 0.1 1

富士通株式会社
総務・人事本部

人材開発部
FUJITSUユニバーシティ室

(平成31年4月)

86 兼任 講師
ｷﾄﾞ ｼｹﾞﾕｷ
城戸滋之

＜令和4年4月＞
工学修士 組込みシステム特論※ 1・2前② 0.1 1

トヨタ・リサーチ・
インスティテュート・

アドバンスト・
デベロップメント
Staff Engineer
(平成30年10月)

87 兼任 講師
ｸｻｶﾍﾞ ｼｹﾞﾙ
日下部　茂

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

ソフトウェアプロセス特論※ 1・2前① 0.4 1
長崎県立大学

教授
(平成28年4月)

88 兼任 講師
ｻｶｸﾞﾁ ｶｽﾞﾄｼ
坂口 和敏

＜令和4年4月＞

修士
（芸術工学）

ICT社会基盤デザイン特論※ 1前① 0.7 1

富士通デザイン株式会社
フロントインテグレーショ

ン・
デザイングループ

デザインディレクター
(平成28年4月)

89 兼任 講師
ｻｶﾓﾄ ﾖｼﾌﾐ
坂本 佳史

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

情報理工学特別講義※ 1･2後③～④ 0.2 1
日本IBM
統括部長

（平成26年2月）

90 兼任 講師
ｽｴﾖｼ ﾄｼﾉﾘ
末吉　敏則

＜令和4年4月＞

博士
(工学)

組込みシステム特論※ 1前② 0.1 1
熊本大学
特任教授

（平成19年4月）

91 兼任 講師
ｾｶﾞﾜ ﾄｵﾙ
瀬川　徹

＜令和4年4月＞

博士
(工学)

高周波デバイス工学特論Ⅰ
高周波デバイス工学特論Ⅱ

1前①
1前②

1
1

1
1

日本電信電話株式会社
先端集積デバイス研究所

主幹研究員グループリーダ
（令和2年4月）

92 兼任 講師
ﾄｺｳ  ｷﾖｼ
都甲　潔

＜令和4年4月＞
工学博士

先端電子物性Ⅰ
先端電子物性Ⅱ

1前①
1前②

1
1

1
1

九州大学
五感応用デバイス研究

開発センター
特任教授

（昭和55年4月）

93 兼任 講師
 ﾅｶﾞｵｶ ﾋﾛｼ
長岡　浩司

＜令和4年4月＞
工学博士 情報理工学特別講義※ 1･2後③～④ 0.3 1

電気通信大学 名誉教授
（平成30年4月）

94 兼任 講師
ﾆｼﾑﾗ ﾊﾙﾐﾁ
西村　治道

＜令和4年4月＞

博士
(学術)

情報理工学特別講義※ 1･2後③～④ 0.4 1

名古屋大学大学院
情報学研究科

教授
（平成30年9月）

95 兼任 講師
ﾇﾉﾑﾗ　ｼｮｳﾀ
布村　正太

＜令和4年4月＞

博士
(工学)

ナノプロセス工学特論Ⅰ
ナノプロセス工学特論Ⅱ

1前①
1前②

1
1

1
1

産業技術総合研究所
電子光基礎技術研究部門

上級主任研究員
（平成29年7月）

96 兼任 講師
ﾎｿｱｲ　ｼﾝﾀﾛｳ
細合　晋太郎

＜令和4年4月＞

博士
(情報科学)

組込みシステム演習※ 1･2前① 1 1
株式会社チェンジビジョン

正社員
（平成29年4月）

97 兼任 講師
ﾏﾂｻﾞｷ ﾋﾃﾞｱｷ
松崎　秀昭

＜令和4年4月＞

博士
(工学)

高周波デバイス工学特論Ⅰ
高周波デバイス工学特論Ⅱ

1前①
1前②

1
1

1
1

日本電信電話株式会社
先端集積デバイス研究所

機能材料研究部
主幹研究員／グループリーダ

（平成31年4月）

98 兼任 講師
ﾐﾔﾓﾄ　ﾕﾀｶ
宮本　裕

＜令和4年4月＞

博士
(工学)

光送受信工学特論Ⅰ 1前① 1 1

日本電信電話株式会社
NTT未来ねっと研究所

ＮＴＴフェロー
（令和2年6月）

99 兼任 講師
ﾔﾌﾞﾀ　ﾋｻﾄ
薮田　久人

＜令和4年4月＞

博士
(理学)

ナノプロセス工学特論Ⅰ
ナノプロセス工学特論Ⅱ

1前①
1前②

1
1

1
1

キヤノン株式会社
R&D本部製品技術132開発室

研究員
（令和3年4月）

100 兼任 講師
ﾜﾀﾅﾍﾞ ｹｲ
渡邉　啓

＜令和4年4月＞

博士
(工学)

高周波デバイス工学特論Ⅰ
高周波デバイス工学特論Ⅱ

1前①
1前②

1
1

1
1

NTT先端集積デバイス研究所
機能材料研究部

グループリーダー/主幹研究員

（平成29年4月）

101 兼任 講師
ﾜﾀﾅﾍﾞ ﾏｻﾋｺ
渡辺　政彦

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

組込みシステム特論※ 1・2前② 0.1 1

キャッツ株式会社
取締役副社長

最高技術責任者
先端研究所所長
(平成30年4月)
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

1 専 教授
ｲｹﾉｳｴ ﾋﾛｼ
池上　浩

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法Ⅱ
知的財産技法Ⅰ
知的財産技法Ⅱ
ティーチング演習Ⅰ
ティーチング演習Ⅱ
先端プロジェクト管理技法Ⅰ
先端プロジェクト管理技法Ⅱ
電気電子工学特別演習
電気電子工学特別研究Ⅰ
電気電子工学特別研究Ⅱ
電磁エネルギー工学特別講究

1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
2・3通
1後③～④
2後③～④
1・2・3通

1
1
1
1
1
1
1
1
4
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成23年9月）

5日

2 専 教授
ｲﾀｶﾞｷ(ﾌｸﾀﾞ) ﾅﾎ
板垣(福田) 奈穂
＜令和4年4月＞

博士
（理学）

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法Ⅱ
知的財産技法Ⅰ
知的財産技法Ⅱ
ティーチング演習Ⅰ
ティーチング演習Ⅱ
先端プロジェクト管理技法Ⅰ
先端プロジェクト管理技法Ⅱ
電気電子工学特別演習
電気電子工学特別研究Ⅰ
電気電子工学特別研究Ⅱ
ナノプロセス特別講究

1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
2・3通
1後③～④
2後③～④
1・2・3通

1
1
1
1
1
1
1
1
4
2
2
6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成22年3月）

5日

3 専 教授
ｲﾜｸﾏ ﾏｻﾀｶ
岩熊　成卓

＜令和4年4月＞
工学博士

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法Ⅱ
知的財産技法Ⅰ
知的財産技法Ⅱ
ティーチング演習Ⅰ
ティーチング演習Ⅱ
先端プロジェクト管理技法Ⅰ
先端プロジェクト管理技法Ⅱ
電気電子工学特別演習
電気電子工学特別研究Ⅰ
電気電子工学特別研究Ⅱ
超電導材料物性特別講究

1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
2・3通
1後③～④
2後③～④
1・2・3通

1
1
1
1
1
1
1
1
4
2
2
6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(昭和60年4月)

5日

4 専 教授
ｴﾋﾞﾊﾗ ﾖｼｵ
蛯原　義雄

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法Ⅱ
知的財産技法Ⅰ
知的財産技法Ⅱ
ティーチング演習Ⅰ
ティーチング演習Ⅱ
先端プロジェクト管理技法Ⅰ
先端プロジェクト管理技法Ⅱ
電気電子工学特別演習
電気電子工学特別研究Ⅰ
電気電子工学特別研究Ⅱ
制御システム特別講究

1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
2・3通
1後③～④
2後③～④
1・2・3通

1
1
1
1
1
1
1
1
4
2
2
6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(令和1年12月)

5日

5 専 教授
ｵｷ ﾕｳｼﾞ
興　雄司

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法Ⅱ
知的財産技法Ⅰ
知的財産技法Ⅱ
ティーチング演習Ⅰ
ティーチング演習Ⅱ
先端プロジェクト管理技法Ⅰ
先端プロジェクト管理技法Ⅱ
電気電子工学特別演習
電気電子工学特別研究Ⅰ
電気電子工学特別研究Ⅱ
集積システム工学特別講究

1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
2・3通
1後③～④
2後③～④
1・2・3通

1
1
1
1
1
1
1
1
4
2
2
6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成4年4月）

5日

6 専 教授
ｶﾄｳ ｶｽﾞﾄｼ
加藤　和利

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法Ⅱ
知的財産技法Ⅰ
知的財産技法Ⅱ
ティーチング演習Ⅰ
ティーチング演習Ⅱ
先端プロジェクト管理技法Ⅰ
先端プロジェクト管理技法Ⅱ
電気電子工学特別演習
電気電子工学特別研究Ⅰ
電気電子工学特別研究Ⅱ
情報伝送工学特別講究

1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
2・3通
1後③～④
2後③～④
1・2・3通

1
1
1
1
1
1
1
1
4
2
2
6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成24年4月）

5日

7 専 教授
ｶﾅﾔ ﾊﾙｲﾁ

金谷　晴一
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

国際インターンシップ
国際演示技法Ⅰ
国際演示技法Ⅱ
知的財産技法Ⅰ
知的財産技法Ⅱ
ティーチング演習Ⅰ
ティーチング演習Ⅱ
先端プロジェクト管理技法Ⅰ
先端プロジェクト管理技法Ⅱ
電気電子工学特別演習
電気電子工学インターンシップ
電気電子工学特別研究Ⅰ
電気電子工学特別研究Ⅱ
電子デバイス工学特別講究

1・2・3通
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
2・3通
2・3通
1後③～④
2後③～④
1・2・3通

4
1
1
1
1
1
1
1
1
4
4
2
2
6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成11年4月)

5日

8 専 教授
ｷｽ ﾀｶﾉﾌﾞ

木須　隆暢
＜令和4年4月＞

工学博士

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法Ⅱ
知的財産技法Ⅰ
知的財産技法Ⅱ
ティーチング演習Ⅰ
ティーチング演習Ⅱ
先端プロジェクト管理技法Ⅰ
先端プロジェクト管理技法Ⅱ
電気電子工学特別演習
電気電子工学特別研究Ⅰ
電気電子工学特別研究Ⅱ
先端計測工学特別講究

1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
2・3通
1後③～④
2後③～④
1・2・3通

1
1
1
1
1
1
1
1
4
2
2
6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成3年4月)

5日

9 専 教授
ｷﾑﾗ ｼｭﾝｼﾞ
木村　俊二

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法Ⅱ
知的財産技法Ⅰ
知的財産技法Ⅱ
ティーチング演習Ⅰ
ティーチング演習Ⅱ
先端プロジェクト管理技法Ⅰ
先端プロジェクト管理技法Ⅱ
電気電子工学特別演習
電気電子工学特別研究Ⅰ
電気電子工学特別研究Ⅱ
光送受信工学特別講究

1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
2・3通
1後③～④
2後③～④
1・2・3通

1
1
1
1
1
1
1
1
4
2
2
6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（令和1年7月）

5日

申請に係る大学等の職
務に従事する

週当たり平均日数

別記様式第３号（その２の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 員 の 氏 名 等

（システム情報科学府　電気電子工学専攻 博士後期課程）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称

配当
年次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

【連係協力学府】システム情報科学府　電気電子工学専攻 博士後期課程－1



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

申請に係る大学等の職
務に従事する

週当たり平均日数

教 員 の 氏 名 等

（システム情報科学府　電気電子工学専攻 博士後期課程）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称

配当
年次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

10 専 教授
ｺｶﾞ ｶｽﾞﾉﾘ
古閑　一憲

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法Ⅱ
知的財産技法Ⅰ
知的財産技法Ⅱ
ティーチング演習Ⅰ
ティーチング演習Ⅱ
先端プロジェクト管理技法Ⅰ
先端プロジェクト管理技法Ⅱ
電気電子工学特別演習
電気電子工学特別研究Ⅰ
電気電子工学特別研究Ⅱ
ナノプロセス特別講究

1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
2・3通
1後③～④
2後③～④
1・2・3通

1
1
1
1
1
1
1
1
4
2
2
6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（平成11年4月）

5日

11 専 教授
ｼﾗﾀﾆ ﾏｻﾊﾙ
白谷　正治

＜令和4年4月＞
工学博士

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法Ⅱ
知的財産技法Ⅰ
知的財産技法Ⅱ
ティーチング演習Ⅰ
ティーチング演習Ⅱ
先端プロジェクト管理技法Ⅰ
先端プロジェクト管理技法Ⅱ
電気電子工学特別演習
電気電子工学特別研究Ⅰ
電気電子工学特別研究Ⅱ
ナノプロセス特別講究

1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
2・3通
1後③～④
2後③～④
1・2・3通

1
1
1
1
1
1
1
1
4
2
2
6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(昭和63年4月)

5日

12 専 教授
ｽｴﾋﾛ ｼﾞｭﾝﾔ
末廣　純也

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法Ⅱ
知的財産技法Ⅰ
知的財産技法Ⅱ
ティーチング演習Ⅰ
ティーチング演習Ⅱ
先端プロジェクト管理技法Ⅰ
先端プロジェクト管理技法Ⅱ
電気電子工学特別演習
電気電子工学特別研究Ⅰ
電気電子工学特別研究Ⅱ
電力システム工学特別講究

1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
2・3通
1後③～④
2後③～④
1・2・3通

1
1
1
1
1
1
1
1
4
2
2
6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(昭和63年4月)

5日

13 専 教授
ﾐﾔｻﾞｷ ﾋﾛｼ
宮﨑　寛史

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法Ⅱ
知的財産技法Ⅰ
知的財産技法Ⅱ
ティーチング演習Ⅰ
ティーチング演習Ⅱ
先端プロジェクト管理技法Ⅰ
先端プロジェクト管理技法Ⅱ
電気電子工学特別演習
電気電子工学特別研究Ⅰ
電気電子工学特別研究Ⅱ

1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
2・3通
1後③～④
2後③～④

1
1
1
1
1
1
1
1
4
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
（令和3年4月）

5日

14 専 教授

ﾎﾟｶﾚﾙ ﾗﾒｼｭ ｸﾏｰﾙ
POKHAREL RAMESH

KUMAR
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法Ⅱ
知的財産技法Ⅰ
知的財産技法Ⅱ
ティーチング演習Ⅰ
ティーチング演習Ⅱ
先端プロジェクト管理技法Ⅰ
先端プロジェクト管理技法Ⅱ
電気電子工学特別演習
電気電子工学特別研究Ⅰ
電気電子工学特別研究Ⅱ
電子デバイス工学特別講究

1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
2・3通
1後③～④
2後③～④
1・2・3通

1
1
1
1
1
1
1
1
4
2
2
6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成17年4月)

5日

15 専
教授

(学府長)

ﾑﾗﾀ ｼﾞｭﾝｲﾁ
村田　純一

＜令和4年4月＞
工学博士

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法Ⅱ
知的財産技法Ⅰ
知的財産技法Ⅱ
ティーチング演習Ⅰ
ティーチング演習Ⅱ
先端プロジェクト管理技法Ⅰ
先端プロジェクト管理技法Ⅱ
電気電子工学特別演習
電気電子工学特別研究Ⅰ
電気電子工学特別研究Ⅱ
電気システム制御特別講究

1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
2・3通
1後③～④
2後③～④
1・2・3通

1
1
1
1
1
1
1
1
4
2
2
6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(昭和61年4月)

5日

16 専 教授
ﾕｱｻ(ﾌｸｻﾞﾜ) ﾋﾛﾐ
湯浅(福澤) 裕美
＜令和4年4月＞

博士
（理学）

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法Ⅱ
知的財産技法Ⅰ
知的財産技法Ⅱ
ティーチング演習Ⅰ
ティーチング演習Ⅱ
先端プロジェクト管理技法Ⅰ
先端プロジェクト管理技法Ⅱ
電気電子工学特別演習
電気電子工学特別研究Ⅰ
電気電子工学特別研究Ⅱ
スピントロニクス工学特別講究

1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
2・3通
1後③～④
2後③～④
1・2・3通

1
1
1
1
1
1
1
1
4
2
2
6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成27年4月)

5日

17 専 教授
ﾖｼﾀﾞ ﾀｶｼ
吉田　敬

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法Ⅱ
知的財産技法Ⅰ
知的財産技法Ⅱ
ティーチング演習Ⅰ
ティーチング演習Ⅱ
先端プロジェクト管理技法Ⅰ
先端プロジェクト管理技法Ⅱ
電気電子工学特別演習
電気電子工学特別研究Ⅰ
電気電子工学特別研究Ⅱ
電機システム制御特別講究

1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
2・3通
1後③～④
2後③～④
1・2・3通

1
1
1
1
1
1
1
1
4
2
2
6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成16年4月)

5日

18 専 准教授
ｵﾉﾃﾞﾗ ﾀｹｼ
小野寺　武

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法Ⅱ
知的財産技法Ⅰ
知的財産技法Ⅱ
ティーチング演習Ⅰ
ティーチング演習Ⅱ
先端プロジェクト管理技法Ⅰ
先端プロジェクト管理技法Ⅱ
電気電子工学特別演習
電気電子工学特別研究Ⅰ
電気電子工学特別研究Ⅱ
応用電子物性学特別講究

1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
2・3通
1後③～④
2後③～④
1・2・3通

1
1
1
1
1
1
1
1
4
2
2
6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成26年1月)

5日

【連係協力学府】システム情報科学府　電気電子工学専攻 博士後期課程－2



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

申請に係る大学等の職
務に従事する

週当たり平均日数

教 員 の 氏 名 等

（システム情報科学府　電気電子工学専攻 博士後期課程）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称

配当
年次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

19 専 准教授
ｻｻﾔﾏ ﾃﾙﾖｼ
笹山　瑛由

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法Ⅱ
知的財産技法Ⅰ
知的財産技法Ⅱ
ティーチング演習Ⅰ
ティーチング演習Ⅱ
先端プロジェクト管理技法Ⅰ
先端プロジェクト管理技法Ⅱ
電気電子工学特別演習
電気電子工学特別研究Ⅰ
電気電子工学特別研究Ⅱ
超電導エレクトロニクス特別講究

1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
2・3通
1後③～④
2後③～④
1・2・3通

1
1
1
1
1
1
1
1
4
2
2
6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成26年4月)

5日

20 専 准教授
ｻﾄﾞｳ ﾀｲｿﾞｳ
佐道　泰造

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法Ⅱ
知的財産技法Ⅰ
知的財産技法Ⅱ
ティーチング演習Ⅰ
ティーチング演習Ⅱ
先端プロジェクト管理技法Ⅰ
先端プロジェクト管理技法Ⅱ
電気電子工学特別演習
電気電子工学特別研究Ⅰ
電気電子工学特別研究Ⅱ
マイクロエレクトロニクス特別講究

1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
2・3通
1後③～④
2後③～④
1・2・3通

1
1
1
1
1
1
1
1
4
2
2
6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成7年4月)

5日

21 専 准教授
ﾀｷｶﾞﾜ ﾘｮｳ
多喜川　良

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

ナノ・マイクロ実装工学特別講究 1・2・3通 6 1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成25年4月)

5日

22 専 准教授
ﾀﾃ ﾅｵﾔ

竪　直也
＜令和4年4月＞

博士
（情報科学）

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法Ⅱ
知的財産技法Ⅰ
知的財産技法Ⅱ
ティーチング演習Ⅰ
ティーチング演習Ⅱ
先端プロジェクト管理技法Ⅰ
先端プロジェクト管理技法Ⅱ
電気電子工学特別演習
電気電子工学特別研究Ⅰ
電気電子工学特別研究Ⅱ
集積システム工学特別講究

1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
2・3通
1後③～④
2後③～④
1・2・3通

1
1
1
1
1
1
1
1
4
2
2
6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成26年10月)

5日

23 専 准教授
ﾅｶﾑﾗ ﾀﾞｲｽｹ
中村　大輔

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法Ⅱ
知的財産技法Ⅰ
知的財産技法Ⅱ
ティーチング演習Ⅰ
ティーチング演習Ⅱ
先端プロジェクト管理技法Ⅰ
先端プロジェクト管理技法Ⅱ
電気電子工学特別演習
電気電子工学特別研究Ⅰ
電気電子工学特別研究Ⅱ
電磁エネルギー工学特別講究

1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
2・3通
1後③～④
2後③～④
1・2・3通

1
1
1
1
1
1
1
1
4
2
2
6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

准教授
(平成18年7月)

5日

24 専 准教授
ﾔｼﾞﾏ ﾀｹｱｷ
矢嶋 赳彬

＜令和4年4月＞

博士
（科学）

構成エレクトロニクス特別講究 1・2・3通 6 1

九州大学
システム情報科学研究院

准教授
(令和2年10月)

5日

25 兼担 教授
ｶﾜﾍﾞ ﾀｹﾄｼ
川邊　武俊

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法Ⅱ
知的財産技法Ⅰ
知的財産技法Ⅱ
ティーチング演習Ⅰ
ティーチング演習Ⅱ
先端プロジェクト管理技法Ⅰ
先端プロジェクト管理技法Ⅱ
電気電子工学特別演習
電気電子工学特別研究Ⅰ
電気電子工学特別研究Ⅱ
制御システム特別講究

1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
2・3通
1後③～④
2後③～④
1・2・3通

1
1
1
1
1
1
1
1
4
2
2
6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成17年4月)

26 兼担 教授
ｼｮｳﾔﾏ ﾏｻﾋﾄ
庄山　正仁

＜令和4年4月＞
工学博士

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法Ⅱ
知的財産技法Ⅰ
知的財産技法Ⅱ
ティーチング演習Ⅰ
ティーチング演習Ⅱ
先端プロジェクト管理技法Ⅰ
先端プロジェクト管理技法Ⅱ
電気電子工学特別演習
電気電子工学特別研究Ⅰ
電気電子工学特別研究Ⅱ
電子回路工学特別講究

1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
2・3通
1後③～④
2後③～④
1・2・3通

1
1
1
1
1
1
1
1
4
2
2
6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(昭和61年4月)

27 兼担 教授
ﾊﾔｼ ｹﾝｼ
林　健司

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法Ⅱ
知的財産技法Ⅰ
知的財産技法Ⅱ
ティーチング演習Ⅰ
ティーチング演習Ⅱ
先端プロジェクト管理技法Ⅰ
先端プロジェクト管理技法Ⅱ
電気電子工学特別演習
電気電子工学特別研究Ⅰ
電気電子工学特別研究Ⅱ
応用電子物性学特別講究

1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
1・2・3後③
1・2・3後④
2・3通
1後③～④
2後③～④
1・2・3通

1
1
1
1
1
1
1
1
4
2
2
6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
システム情報科学研究院

教授
(平成10年4月)

【連係協力学府】システム情報科学府　電気電子工学専攻 博士後期課程－3



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

1 専 教授
ｲｼﾀﾞ ｵｻﾑ
石田　修

〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

上級貿易投資分析
上級国際経済政策

1・2前①～②
1・2前①～②

2
2

1
1

九州大学大学院
経済学研究院

教授
（平成4年4月）

5日

2 専 教授
ｲﾜﾀ ｹﾝｼﾞ

岩田　健治
〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

上級国際金融
上級資本市場システム

1・2前①～②
1・2前①～②

2
2

1
1

九州大学大学院
経済学研究院

教授
（平成11年4月）

5日

3 専 教授
ｳﾁﾀﾞ　ｺｳﾅﾘ
内田　交謹

〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

企業金融特研Ⅰ
企業金融特研Ⅱ
修士論文指導

1・2前①～②
1・2後③～④
1・2通

2
2
8

1
1
1

九州大学大学院
経済学研究院

教授
（平成20年4月）

5日

4 専 教授
ｳﾗｶﾜ　ｸﾆｵ
浦川　邦夫

〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

福祉政策特研Ⅰ
福祉政策特研Ⅱ
比較経済制度特研Ⅰ
比較経済制度特研Ⅱ
博士論文指導

1・2前①～②
1・2後③～④
1・2前①～②
1・2後④
1・2通

2
2
2
2
8

1
1
1
1
1

九州大学大学院
経済学研究院

教授
（平成20年4月）

5日

5 専
教授
(学府
長)

ｵｵｲｼ ｹｲｲﾁ
大石　桂一

〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

リサーチ・ワークショップⅠ 1・2通 2 1

九州大学大学院
経済学研究院

教授
（平成18年10月）

5日

6 専 教授
ｵｵﾂﾎﾞ　ﾐﾉﾙ
大坪　稔

〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

上級経営学
リサーチ・ワークショップⅠ

1・2前①～②
1・2通

2
2

1
1

九州大学大学院
経済学研究院

教授
（平成25年9月）

5日

7 専 教授
ｵｵﾆｼ　ﾄｼｵ
大西　俊郎

〈令和4年4月〉

博士
（学術）

数理統計学特研Ⅰ
数理統計学特研Ⅱ
経済工学特論１
修士論文指導

1・2前①～②
1・2後③～④
1・2前①
1・2通

2
2
1
8

1
1
1
1

九州大学大学院
経済学研究院

教授
（平成22年4月）

5日

8 専 教授
ｶｶﾞﾜ ｼｹﾞﾐ
加河　茂美

〈令和4年4月〉

博士
（学術）

上級統計計量分析
上級経済統計

1・2前①～②
1・2前①～②

2
2

1
1

九州大学大学院
経済学研究院

教授
（平成18年9月）

5日

9 専 教授
ｼﾉｻﾞｷ ｱｷﾋｺ
篠﨑　彰彦

〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

上級情報経済 1・2前①～② 2 1

九州大学大学院
経済学研究院

教授
（平成11年4月）

5日

10 専 教授
ｼﾐｽﾞ ｶｽﾞｼ
清水　一史

〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

上級世界経済
リサーチ・ワークショップⅠ
リサーチ・ワークショップⅢ

1・2前①～②
1・2通
1・2通

2
2
2

1
1
1

九州大学大学院
経済学研究院

教授
（平成10年4月）

5日

11 専 教授
ﾀｷﾓﾄ　ﾀﾛｳ
瀧本　太郎

〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

計量分析Ⅱ
マクロ数量分析特研Ⅰ
マクロ数量分析特研Ⅱ
現代経済思想特研Ⅰ
現代経済思想特研Ⅱ
経済工学特論 2
博士論文指導

1・2後④
1・2前①～②
1・2後③～④
1・2前①～②
1・2後③～④
1・2前①～②
1・2通

2
2
2
2
2
2
8

1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
経済学研究院

教授
（平成17年4月）

5日

12 専 教授
ﾌｶｶﾞﾜ　ﾋﾛｼ
深川　博史

〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

上級国際農業政策 1・2前①～② 2 1

九州大学大学院
経済学研究院

教授
（昭和62年4月）

5日

13 専 教授
ﾌﾙｶﾜ　ﾃﾂﾔ
古川　哲也

〈令和4年4月〉
工学博士

計算基礎
情報解析特研Ⅰ
情報解析特研Ⅱ
修士論文指導

1・2後③～④
1・2前①～②
1・2後③～④
1・2通

2
2
2
8

1
1
1
1

九州大学大学院
経済学研究院

教授
（昭和63年4月）

5日

14 専 教授
ﾏﾂﾓﾄ　ｺｳｲﾁ
松本　浩一

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

応用数理Ⅰ
確率モデル解析特研Ⅰ
確率モデル解析特研Ⅱ
修士論文指導

1・2前①～②
1・2前①～②
1・2後③～④
1・2通

2
2
2
8

1
1
1
1

九州大学大学院
経済学研究院

教授
（平成16年4月）

5日

15 専 教授
ﾏﾙﾀ ｵｷﾋﾛ

丸田　起大
〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

上級原価計算
上級管理会計

1・2前①～②
1・2後③～④

2
2

1
1

九州大学大学院
経済学研究院

教授
（平成19年10月）

5日

16 専 教授
ﾐｳﾗ　ｲｻｵ
三浦　功

〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

ミクロ経済分析特研Ⅰ
ミクロ経済分析特研Ⅱ
公共経済学特研Ⅰ
公共経済学特研Ⅱ
修士論文指導

1・2前①～②
1・2後③～④
1・2前①～②
1・2後③～④
1・2通

2
2
2
2
8

1
1
1
1
1

九州大学大学院
経済学研究院

教授
（平成10年4月）

5日

17 専 教授
ﾐﾔｻﾞｷ　ﾀｹｼ
宮﨑　毅

〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

財政分析特研Ⅰ
財政分析特研Ⅱ
経済工学特論 2
修士論文指導

1・2前②
1・2後③～④
1・2後④
1・2通

2
2
2
8

1
1
1
1

九州大学大学院
経済学研究院

教授
（平成25年4月）

5日

別記様式第３号（その２の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 員 の 氏 名 等

（経済学府経済工学専攻　修士課程）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）

申請に係る大学等の
職 務 に 従 事 す る
週 当 た り 平 均 日 数

担当授業科目の名称
配当
年次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

【連係協力学府】経済学府経済工学専攻　修士課程-1



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

教 員 の 氏 名 等

（経済学府経済工学専攻　修士課程）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）

申請に係る大学等の
職 務 に 従 事 す る
週 当 た り 平 均 日 数

担当授業科目の名称
配当
年次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

18 専 教授
ﾔﾂｷ ｼﾝｲﾁ

八木　信一
〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

上級財政システム 1・2前①～② 2 1

九州大学大学院
経済学研究院

教授
（平成18年4月）

5日

19 専 教授
ﾖｳ　ｿｳﾒｲ
葉　聰明

〈令和4年4月〉

博士
（経営学）

ファイナンス
企業経済分析特研Ⅰ
企業経済分析特研Ⅱ
修士論文指導

1・2後③～④
1・2前①～②
1・2後③～④
1・2通

2
2
2
8

1
1
1
1

九州大学大学院
経済学研究院

教授
（平成29年4月）

5日

20 専 准教授
ｲｹｼﾀ　ｹﾝｲﾁﾛｳ
池下 研一郎

〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

経済理論Ⅲ
マクロ経済分析特研Ⅰ
マクロ経済分析特研Ⅱ
修士論文指導

1・2後④
1・2前①～②
1・2後③～④
1・2通

2
2
2
8

1
1
1
1

九州大学大学院
経済学研究院

准教授
（平成28年4月）

5日

21 専 准教授
ｳﾁﾀﾞ ﾀﾞｲｽｹ
内田　大輔

〈令和4年4月〉

博士
（商学）

上級応用経営学Ⅰ 1・2前①～② 2 1

九州大学大学院
経済学研究院

准教授
（平成28年4月）

5日

22 専 准教授

ｵﾂﾞ（ｸﾆｻﾞｷ）ﾁｶｺ
小津（國崎）稚加

子
〈令和4年4月〉

博士
（経営学）

上級国際会計 1・2前①～② 2 1

九州大学大学院
経済学研究院

准教授
（平成16年3月）

5日

23 専 准教授
ｷﾀｻﾞﾜ ﾐﾂﾙ
北澤　満

〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

上級産業社会史
上級西洋経済史

1・2後③～④
1・2後③～④

2
2

1
1

九州大学大学院
経済学研究院

准教授
（平成17年4月）

5日

24 専 准教授
ｷﾀﾊﾗ　ﾄﾓﾅﾘ
北原　知就

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

応用数理Ⅱ
数理計画特研Ⅰ
数理計画特研Ⅱ
修士論文指導

1・2前①～②
1・2前①～②
1・2後③～④
1・2通

2
2
2
8

1
1
1
1

九州大学大学院
経済学研究院

准教授
（平成30年4月）

5日

25 専 准教授
ｺﾑﾛ　ﾘｴ

小室　理恵
〈令和4年4月〉

Ph.D.
(応用数学）
（ｱﾒﾘｶ）

経済数学特研Ⅰ
経済数学特研Ⅱ
数理経済学特研Ⅰ
数理経済学特研Ⅱ
博士論文指導

1・2前①～②
1・2後③～④
1・2前①～②
1・2後③～④
1・2通

2
2
2
2
8

1
1
1
1
1

九州大学大学院
経済学研究院

准教授
（平成26年4月）

5日

26 専 准教授
ｼｵｻｷ（ﾏﾂﾀﾞ）ﾄﾓﾐ
潮崎（松田）智美
〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

上級財務会計
リサーチ・ワークショップⅢ

1・2前①～②
1・2通

2
2

1
1

九州大学大学院
経済学研究院

准教授
（平成26年4月）

5日

27 専 准教授
ｽｶﾞ　ﾌﾐﾋｺ
菅 史彦

〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

計量分析Ⅲ 1・2前① 2 1

九州大学大学院
経済学研究院

准教授
（平成28年12月）

5日

28 専 准教授

ﾁｬｯﾌﾟﾏﾝ ｱﾝﾄﾞﾘｭｰ
ｼﾞｮﾝ

CHAPMAN ANDREW
JOHN

〈令和4年4月〉

博士
（社会環境エ
ネルギー科

学）
上級エネルギー経済 1・2後③～④ 2 1

九州大学
カーボンニュートラル・
エネルギー国際研究所

准教授
（平成28年10月）

5日

29 専 准教授
ﾌｼﾞｲ ﾋﾃﾞﾐﾁ
藤井　秀道

〈令和4年4月〉

博士
（学術）

上級日本経済論 1・2前①～② 2 1

九州大学大学院
経済学研究院

准教授
（平成30年4月）

5日

30 専 准教授
ﾎﾘ　ﾉﾌﾞｱｷ
堀　宣昭

〈令和4年4月〉

修士
（経済学）

経済理論Ⅰ
経済理論Ⅱ
応用ミクロ経済学特研Ⅰ
応用ミクロ経済学特研Ⅱ
産業組織特研Ⅰ
産業組織特研Ⅱ
経済工学特論 2
博士論文指導

1・2後③
1・2前①
1・2前①～②
1・2後③～④
1・2前①～②
1・2後③～④
1・2後③～④
1・2通

2
2
2
2
2
2
2
8

1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
経済学研究院

准教授
（平成10年4月）

5日

31 専 准教授
ﾎﾘｲ ﾉﾌﾞﾋﾛ
堀井　伸浩

〈令和4年4月〉

修士
（法学）

上級産業構造 1・2前①～② 2 1

九州大学大学院
経済学研究院

准教授
（平成19年4月）

5日

32 専 准教授
ﾏｴﾀﾞ ｼﾝｲﾁﾛｳ
前田　真一郎

〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

上級金融システム 1・2後③～④ 2 1

九州大学大学院
経済学研究院

准教授
（平成29年10月）

5日

33 専 准教授
ﾐｽﾞﾉ ｱﾂｺ

水野　敦子
〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

上級開発経済 1・2前①～② 2 1

九州大学大学院
経済学研究院

准教授
（平成24年10月）

5日

34 専 准教授
ﾐﾔｻﾞﾜ　ｹﾝｽｹ
宮澤　健介

〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

比較経済政策特研Ⅰ
比較経済政策特研Ⅱ
修士論文指導

1・2前①～②
1・2後③～④
1・2通

2
2
8

1
1
1

九州大学大学院
経済学研究院

准教授
（平成23年4月）

5日

35 専 准教授
ﾐﾜ　ｺｳﾀﾛｳ

三輪　宏太郎
〈令和4年4月〉

博士
（学術）

現代金融特研Ⅰ
現代金融特研Ⅱ
リサーチ・ワークショップⅢ
修士論文指導

1・2前①～②
1・2後③～④
1・2通
1・2通

2
2
2
8

1
1
1
1

九州大学大学院
経済学研究院

准教授
（令和2年10月）

5日

【連係協力学府】経済学府経済工学専攻　修士課程-2



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

教 員 の 氏 名 等

（経済学府経済工学専攻　修士課程）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）

申請に係る大学等の
職 務 に 従 事 す る
週 当 た り 平 均 日 数

担当授業科目の名称
配当
年次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

36 専 准教授
ﾑﾗｵ　ﾃﾂｼ

村尾　徹士
〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

現代経済学特研Ⅰ
現代経済学特研Ⅱ
リサーチ・ワークショップⅠ
修士論文指導

1・2前①～②
1・2後④
1・2通
1・2通

2
2
2
8

1
1
1
1

九州大学大学院
経済学研究院

准教授
（平成24年9月）

5日

37 専 准教授
ﾔﾏｻｷ　ﾀﾞｲｽｹ
山崎 大輔

〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

計量分析Ⅰ
計量経済学特研Ⅰ
計量経済学特研Ⅱ
修士論文指導

1・2後③
1・2前①～②
1・2後③～④
1・2通

2
2
2
8

1
1
1
1

九州大学大学院
経済学研究院

准教授
（平成29年4月）

5日

38 専 准教授
ﾖｸﾗ　ﾕﾀｶ
與倉　豊

〈令和4年4月〉

博士
（学術）

上級産業配置
リサーチ・ワークショップⅡ

1・2前①～②
1・2通

2
2

1
1

九州大学大学院
経済学研究院

准教授
（平成29年4月）

5日

39 専 准教授
ﾜｼｻﾞｷ ｼｭﾝﾀﾛｳ
鷲崎　俊太郎

〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

上級日本経済史
上級欧米経済史

1・2前①～②
1・2前①～②

2
2

1
1

九州大学大学院
経済学研究院

准教授
（平成21年4月）

5日

40 専 講師
ｲｽﾞﾅｶﾞ　ﾖｳｲﾁ
伊豆永　洋一

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

情報管理特研Ⅰ
情報管理特研Ⅱ
修士論文指導

1・2前①～②
1・2後③～④
1・2通

2
2
8

1
1
1

九州大学大学院
経済学研究院

講師
（令和3年4月）

5日

41 専 講師
ﾁｭｳ　ﾒｲﾌﾝ
CHU MEIFEN

〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

日本語経済特研Ⅰ
日本語経済特研Ⅱ

1・2前①～②
1・2後③～④

2
2

1
1

九州大学大学院
経済学研究院

講師
（平成22年4月）

5日

42 専 講師
ﾑﾛｶﾞ（ﾏｷ） ｷﾎ

室賀（牧） 貴穂
〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

労働経済学特研Ⅰ
労働経済学特研Ⅱ
修士論文指導

1・2前①～②
1・2後③～④
1・2通

2
2
8

1
1
1

九州大学大学院
経済学研究院

講師
（令和2年4月）

5日

43 兼担 教授
ﾌｼﾞﾀ　ﾄｼﾕｷ
藤田　敏之

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

経済モデル解析特研Ⅰ
経済モデル解析特研Ⅱ
環境経済学特研Ⅰ
環境経済学特研Ⅱ
修士論文指導

1・2前①～②
1・2後③～④
1・2前①～②
1・2後③～④
1・2通

2
2
2
2
8

1
1
1
1
1

九州大学大学院
経済学研究院

教授
（平成11年4月）

44 兼担 准教授
ﾅｶﾓﾄ ﾘﾕｳｲﾁ
中本　龍市

〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

上級応用経営学Ⅱ 1・2後③～④ 2 1

九州大学大学院
経済学研究院

准教授
（平成30年4月）

45 兼任 講師
ｿﾝ　ｼｬｵﾅﾝ
孫　暁男

〈令和4年4月〉

博士
（経営学）

アジア多国籍企業特研 1・2前①～② 2 1

公益財団法人
アジア成長研究所

上級研究員
（平成31年4月）

46 兼任 講師
ﾀｲ　ﾆﾋｮｳ
戴　二彪

〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

アジア経済調査論特研Ⅱ 1・2後③～④ 2 1

公益財団法人
アジア成長研究所

教授
（平成21年9月）

47 兼任 講師
ﾌﾟﾗﾓｯﾄﾞ ｸﾏｰﾙ ｽｰﾙ
PRAMOD KUMAR SUR
〈令和4年5月〉

PhD
（Graduate
School of
Economics)

日本

アジア経済調査論特研Ⅰ 1・2後③～④ 2 1

公益財団法人
アジア成長研究所

上級研究員
（令和3年4月）
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

1 専 教授
ｲｼﾀﾞ ｵｻﾑ
石田　修

〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

上級貿易投資分析
上級国際経済政策

1・2・3前①～②
1・2・3前①～②

2
2

1
1

九州大学大学院
経済学研究院

教授
（平成4年4月）

5日

2 専 教授
ｲﾜﾀ ｹﾝｼﾞ

岩田　健治
〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

上級国際金融
上級資本市場システム

1・2・3前①～②
1・2・3前①～②

2
2

1
1

九州大学大学院
経済学研究院

教授
（平成11年4月）

5日

3 専 教授
ｳﾁﾀﾞ　ｺｳﾅﾘ
内田　交謹

〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

企業金融特研Ⅰ
企業金融特研Ⅱ
博士論文指導

1・2・3前①～②
1・2・3後③～④
1・2・3通

2
2
8

1
1
1

九州大学大学院
経済学研究院

教授
（平成20年4月）

5日

4 専 教授
ｳﾗｶﾜ　ｸﾆｵ
浦川　邦夫

〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

福祉政策特研Ⅰ
福祉政策特研Ⅱ
比較経済制度特研Ⅰ
比較経済制度特研Ⅱ
博士論文指導

1・2・3前①～②
1・2・3後③～④
1・2・3前①～②
1・2・3後④
1・2・3通

2
2
2
2
8

1
1
1
1
1

九州大学大学院
経済学研究院

教授
（平成20年4月）

5日

5 専
教授
(学府
長)

ｵｵｲｼ ｹｲｲﾁ
大石　桂一

〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

リサーチ・ワークショップⅠ 1・2・3通 2 1

九州大学大学院
経済学研究院

教授
（平成18年10月）

5日

6 専 教授
ｵｵﾂﾎﾞ　ﾐﾉﾙ
大坪　稔

〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

上級経営学
リサーチ・ワークショップⅠ

1・2・3前①～②
1・2・3通

2
2

1
1

九州大学大学院
経済学研究院

教授
（平成25年9月）

5日

7 専 教授
ｵｵﾆｼ　ﾄｼｵ
大西　俊郎

〈令和4年4月〉

博士
（学術）

数理統計学特研Ⅰ
数理統計学特研Ⅱ
経済工学特論１
博士論文指導

1・2・3前①～②
1・2・3後③～④
1・2・3前①
1・2・3通

2
2
1
8

1
1
1
1

九州大学大学院
経済学研究院

教授
（平成22年4月）

5日

8 専 教授
ｶｶﾞﾜ ｼｹﾞﾐ
加河　茂美

〈令和4年4月〉

博士
（学術）

上級統計計量分析
上級経済統計

1・2・3前①～②
1・2・3前①～②

2
2

1
1

九州大学大学院
経済学研究院

教授
（平成18年9月）

5日

9 専 教授
ｼﾉｻﾞｷ ｱｷﾋｺ
篠﨑　彰彦

〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

上級情報経済 1・2・3前①～② 2 1

九州大学大学院
経済学研究院

教授
（平成11年4月）

5日

10 専 教授
ｼﾐｽﾞ ｶｽﾞｼ
清水　一史

〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

上級世界経済
リサーチ・ワークショップⅠ
リサーチ・ワークショップⅢ

1・2・3前①～②
1・2・3通
1・2・3通

2
2
2

1
1
1

九州大学大学院
経済学研究院

教授
（平成10年4月）

5日

11 専 教授
ﾀｷﾓﾄ　ﾀﾛｳ
瀧本　太郎

〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

計量分析Ⅱ
マクロ数量分析特研Ⅰ
マクロ数量分析特研Ⅱ
現代経済思想特研Ⅰ
現代経済思想特研Ⅱ
経済工学特論 2
博士論文指導

1・2・3後④
1・2・3前①～②
1・2・3後③～④
1・2・3前①～②
1・2・3後③～④
1・2・3前①～②
1・2・3通

2
2
2
2
2
2
8

1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
経済学研究院

教授
（平成17年4月）

5日

12 専 教授
ﾌｶｶﾞﾜ　ﾋﾛｼ
深川　博史

〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

上級国際農業政策 1・2・3前①～② 2 1

九州大学大学院
経済学研究院

教授
（昭和62年4月）

5日

13 専 教授
ﾌﾙｶﾜ　ﾃﾂﾔ
古川　哲也

〈令和4年4月〉
工学博士

計算基礎
情報解析特研Ⅰ
情報解析特研Ⅱ
博士論文指導

1・2・3後③～④
1・2・3前①～②
1・2・3後③～④
1・2・3通

2
2
2
8

1
1
1
1

九州大学大学院
経済学研究院

教授
（昭和63年4月）

5日

14 専 教授
ﾏﾂﾓﾄ　ｺｳｲﾁ
松本　浩一

〈令和4年4月〉

博士
（数理科学）

応用数理Ⅰ
確率モデル解析特研Ⅰ
確率モデル解析特研Ⅱ
博士論文指導

1・2・3前①～②
1・2・3前①～②
1・2・3後③～④
1・2・3通

2
2
2
8

1
1
1
1

九州大学大学院
経済学研究院

教授
（平成16年4月）

5日

15 専 教授
ﾏﾙﾀ ｵｷﾋﾛ

丸田　起大
〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

上級原価計算
上級管理会計

1・2・3前①～②
1・2・3後③～④

2
2

1
1

九州大学大学院
経済学研究院

教授
（平成19年10月）

5日

16 専 教授
ﾐｳﾗ　ｲｻｵ
三浦　功

〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

ミクロ経済分析特研Ⅰ
ミクロ経済分析特研Ⅱ
公共経済学特研Ⅰ
公共経済学特研Ⅱ
博士論文指導

1・2・3前①～②
1・2・3後③～④
1・2・3前①～②
1・2・3後③～④
1・2・3通

2
2
2
2
8

1
1
1
1
1

九州大学大学院
経済学研究院

教授
（平成10年4月）

5日

17 専 教授
ﾐﾔｻﾞｷ　ﾀｹｼ
宮﨑　毅

〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

財政分析特研Ⅰ
財政分析特研Ⅱ
経済工学特論 2
博士論文指導

1・2・3前②
1・2・3後③～④
1・2・3後④
1・2・3通

2
2
2
8

1
1
1
1

九州大学大学院
経済学研究院

教授
（平成25年4月）

5日

申請に係る大学等の
職 務 に 従 事 す る
週 当 た り 平 均 日 数

別記様式第３号（その２の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 員 の 氏 名 等

（経済学府経済工学専攻　博士後期課程）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称

配当
年次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

【連係協力学府】経済学府経済工学専攻　博士後期課程-1



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

申請に係る大学等の
職 務 に 従 事 す る
週 当 た り 平 均 日 数

教 員 の 氏 名 等

（経済学府経済工学専攻　博士後期課程）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称

配当
年次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

18 専 教授
ﾔﾂｷ ｼﾝｲﾁ

八木　信一
〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

上級財政システム 1・2・3前①～② 2 1

九州大学大学院
経済学研究院

教授
（平成18年4月）

5日

19 専 教授
ﾖｳ　ｿｳﾒｲ
葉　聰明

〈令和4年4月〉

博士
（経営学）

ファイナンス
企業経済分析特研Ⅰ
企業経済分析特研Ⅱ
博士論文指導

1・2・3後③～④
1・2・3前①～②
1・2・3後③～④
1・2・3通

2
2
2
8

1
1
1
1

九州大学大学院
経済学研究院

教授
（平成29年4月）

5日

20 専 准教授
ｲｹｼﾀ　ｹﾝｲﾁﾛｳ
池下 研一郎

〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

経済理論Ⅲ
マクロ経済分析特研Ⅰ
マクロ経済分析特研Ⅱ
博士論文指導

1・2・3後④
1・2・3前①～②
1・2・3後③～④
1・2・3通

2
2
2
8

1
1
1
1

九州大学大学院
経済学研究院

准教授
（平成28年4月）

5日

21 専 准教授
ｳﾁﾀﾞ ﾀﾞｲｽｹ
内田　大輔

〈令和4年4月〉

博士
（商学）

上級応用経営学Ⅰ 1・2・3前①～② 2 1

九州大学大学院
経済学研究院

准教授
（平成28年4月）

5日

22 専 准教授

ｵﾂﾞ（ｸﾆｻﾞｷ）ﾁｶｺ
小津（國崎）稚加

子
〈令和4年4月〉

博士
（経営学）

上級国際会計 1・2・3前①～② 2 1

九州大学大学院
経済学研究院

准教授
（平成16年3月）

5日

23 専 准教授
ｷﾀｻﾞﾜ ﾐﾂﾙ
北澤　満

〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

上級産業社会史
上級西洋経済史

1・2・3後③～④
1・2・3後③～④

2
2

1
1

九州大学大学院
経済学研究院

准教授
（平成17年4月）

5日

24 専 准教授
ｷﾀﾊﾗ　ﾄﾓﾅﾘ
北原　知就

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

応用数理Ⅱ
数理計画特研Ⅰ
数理計画特研Ⅱ
博士論文指導

1・2・3前①～②
1・2・3前①～②
1・2・3後③～④
1・2・3通

2
2
2
8

1
1
1
1

九州大学大学院
経済学研究院

准教授
（平成30年4月）

5日

25 専 准教授
ｺﾑﾛ　ﾘｴ

小室　理恵
〈令和4年4月〉

Ph.D.
(応用数学）
（ｱﾒﾘｶ）

経済数学特研Ⅰ
経済数学特研Ⅱ
数理経済学特研Ⅰ
数理経済学特研Ⅱ
博士論文指導

1・2・3前①～②
1・2・3後③～④
1・2・3前①～②
1・2・3後③～④
1・2・3通

2
2
2
2
8

1
1
1
1
1

九州大学大学院
経済学研究院

准教授
（平成26年4月）

5日

26 専 准教授
ｼｵｻｷ（ﾏﾂﾀﾞ）ﾄﾓﾐ
潮崎（松田）智美
〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

上級財務会計
リサーチ・ワークショップⅢ

1・2・3前①～②
1・2・3通

2
2

1
1

九州大学大学院
経済学研究院

准教授
（平成26年4月）

5日

27 専 准教授
ｽｶﾞ　ﾌﾐﾋｺ
菅 史彦

〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

計量分析Ⅲ 1・2・3前① 2 1

九州大学大学院
経済学研究院

准教授
（平成28年12月）

5日

28 専 准教授

ﾁｬｯﾌﾟﾏﾝ ｱﾝﾄﾞﾘｭｰ
ｼﾞｮﾝ

CHAPMAN ANDREW
JOHN

〈令和4年4月〉

博士
（社会環境エ
ネルギー科

学）
上級エネルギー経済 1・2・3後③～④ 2 1

九州大学
カーボンニュートラル・
エネルギー国際研究所

准教授
（平成28年10月）

5日

29 専 准教授
ﾅｶﾓﾄ ﾘﾕｳｲﾁ
中本　龍市

〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

上級応用経営学Ⅱ 1・2・3後③～④ 2 1

九州大学大学院
経済学研究院

准教授
（平成30年4月）

5日

30 専 准教授
ﾌｼﾞｲ ﾋﾃﾞﾐﾁ
藤井　秀道

〈令和4年4月〉

博士
（学術）

上級日本経済論 1・2・3前①～② 2 1

九州大学大学院
経済学研究院

准教授
（平成30年4月）

5日

31 専 准教授
ﾎﾘ　ﾉﾌﾞｱｷ
堀　宣昭

〈令和4年4月〉

修士
（経済学）

経済理論Ⅰ
経済理論Ⅱ
応用ミクロ経済学特研Ⅰ
応用ミクロ経済学特研Ⅱ
産業組織特研Ⅰ
産業組織特研Ⅱ
経済工学特論 2
博士論文指導

1・2・3後③
1・2・3前①
1・2・3前①～②
1・2・3後③～④
1・2・3前①～②
1・2・3後③～④
1・2・3後③～④
1・2・3通

2
2
2
2
2
2
2
8

1
1
1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
経済学研究院

准教授
（平成10年4月）

5日

32 専 准教授
ﾎﾘｲ ﾉﾌﾞﾋﾛ
堀井　伸浩

〈令和4年4月〉

修士
（法学）

上級産業構造
上級産業分析

1・2・3前①～②
1・2・3前①～②

2
2

1
1

九州大学大学院
経済学研究院

准教授
（平成19年4月）

5日

33 専 准教授
ﾏｴﾀﾞ ｼﾝｲﾁﾛｳ
前田　真一郎

〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

上級金融システム 1・2・3後③～④ 2 1

九州大学大学院
経済学研究院

准教授
（平成29年10月）

5日

34 専 准教授
ﾐｽﾞﾉ ｱﾂｺ

水野　敦子
〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

上級開発経済 1・2・3前①～② 2 1

九州大学大学院
経済学研究院

准教授
（平成24年10月）

5日

【連係協力学府】経済学府経済工学専攻　博士後期課程-2



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

申請に係る大学等の
職 務 に 従 事 す る
週 当 た り 平 均 日 数

教 員 の 氏 名 等

（経済学府経済工学専攻　博士後期課程）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称

配当
年次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

35 専 准教授
ﾐﾔｻﾞﾜ　ｹﾝｽｹ
宮澤　健介

〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

比較経済政策特研Ⅰ
比較経済政策特研Ⅱ
博士論文指導

1・2・3前①～②
1・2・3後③～④
1・2・3通

2
2
8

1
1
1

九州大学大学院
経済学研究院

准教授
（平成23年4月）

5日

36 専 准教授
ﾐﾜ　ｺｳﾀﾛｳ

三輪　宏太郎
〈令和4年4月〉

博士
（学術）

現代金融特研Ⅰ
現代金融特研Ⅱ
リサーチ・ワークショップⅢ
博士論文指導

1・2・3後①～②
1・2・3後③～④
1・2・3通
1・2・3通

2
2
2
8

1
1
1
1

九州大学大学院
経済学研究院

准教授
（令和2年10月）

5日

37 専 准教授
ﾑﾗｵ　ﾃﾂｼ

村尾　徹士
〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

現代経済学特研Ⅰ
現代経済学特研Ⅱ
リサーチ・ワークショップⅠ
博士論文指導

1・2・3前①～②
1・2・3後④
1・2・3通
1・2・3通

2
2
2
8

1
1
1
1

九州大学大学院
経済学研究院

准教授
（平成24年9月）

5日

38 専 准教授
ﾔﾏｻｷ　ﾀﾞｲｽｹ
山崎 大輔

〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

計量分析Ⅰ
計量経済学特研Ⅰ
計量経済学特研Ⅱ
博士論文指導

1・2・3後③
1・2・3前①～②
1・2・3後③～④
1・2・3通

2
2
2
8

1
1
1
1

九州大学大学院
経済学研究院

准教授
（平成29年4月）

5日

39 専 准教授
ﾖｸﾗ　ﾕﾀｶ
與倉　豊

〈令和4年4月〉

博士
（学術）

上級産業配置
リサーチ・ワークショップⅡ

1・2・3前①～②
1・2・3通

2
2

1
1

九州大学大学院
経済学研究院

准教授
（平成29年4月）

5日

40 専 准教授
ﾜｼｻﾞｷ ｼｭﾝﾀﾛｳ
鷲崎　俊太郎

〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

上級日本経済史
上級欧米経済史

1・2・3前①～②
1・2・3前①～②

2
2

1
1

九州大学大学院
経済学研究院

准教授
（平成21年4月）

5日

41 専 講師
ｲｽﾞﾅｶﾞ　ﾖｳｲﾁ
伊豆永　洋一

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

情報管理特研Ⅰ
情報管理特研Ⅱ
博士論文指導

1・2・3前①～②
1・2・3後③～④
1・2・3通

2
2
8

1
1
1

九州大学大学院
経済学研究院

講師
（令和3年4月）

5日

42 専 講師
ﾁｭｳ　ﾒｲﾌﾝ
CHU MEIFEN

〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

日本語経済特研Ⅰ
日本語経済特研Ⅱ

1・2・3前①～②
1・2・3後③～④

2
2

1
1

九州大学大学院
経済学研究院

講師
（平成22年4月）

5日

43 専 講師
ﾑﾛｶﾞ（ﾏｷ） ｷﾎ

室賀（牧） 貴穂
〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

労働経済学特研Ⅰ
労働経済学特研Ⅱ
博士論文指導

1・2・3前①～②
1・2・3後③～④
1・2・3通

2
2
8

1
1
1

九州大学大学院
経済学研究院

講師
（令和2年4月）

5日

44 兼担 教授
ﾌｼﾞﾀ　ﾄｼﾕｷ
藤田　敏之

〈令和4年4月〉

博士
（工学）

経済モデル解析特研Ⅰ
経済モデル解析特研Ⅱ
環境経済学特研Ⅰ
環境経済学特研Ⅱ
博士論文指導

1・2・3前①～②
1・2・3後③～④
1・2・3前①～②
1・2・3後③～④
1・2・3通

2
2
2
2
8

1
1
1
1
1

九州大学大学院
経済学研究院

教授
（平成11年4月）

45 兼任 講師
ｿﾝ　ｼｬｵﾅﾝ
孫　暁男

〈令和4年4月〉

博士
（経営学）

アジア多国籍企業特研 1・2・3前①～② 2 1

公益財団法人
アジア成長研究所

上級研究員
（平成31年4月）

46 兼任 講師
ﾀｲ　ﾆﾋｮｳ
戴　二彪

〈令和4年4月〉

博士
（経済学）

アジア経済調査論特研Ⅱ 1・2・3・3後③～④ 2 1

公益財団法人
アジア成長研究所

教授
（平成21年9月）

47 兼任 講師
ﾌﾟﾗﾓｯﾄﾞ ｸﾏｰﾙ ｽｰﾙ
PRAMOD KUMAR SUR
〈令和4年5月〉

PhD
（Graduate
School of
Economics)

日本

アジア経済調査論特研Ⅰ 1・2・3後③～④ 2 1

公益財団法人
アジア成長研究所

上級研究員
（令和3年4月）
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職 位 学 位 29 歳 以 下 30 ～ 39 歳 40 ～ 49 歳 50 ～ 59 歳 60 ～ 64 歳 65 ～ 69 歳 70 歳 以 上 合 計 備 考

博 士 人 人 8人 10人 7人 人 人 25人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 4人 8人 3人 人 人 人 15人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 1人 人 人 人 人 人 1人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 3人 1人 人 人 人 人 4人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 8人 17人 13人 7人 人 人 45人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

３　この書類は，申請又は届出に係る学部等の開設後，当該学部等の修業年限に相当する期間が満了する年度における状況を記載すること。

准 教 授

別記様式第３号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

マス・フォア・イノベーション連係学府　博士前期課程

教 授

専任教員の年齢構成・学位保有状況

講 師

助 教

合 計

（注）

１　この書類は，申請又は届出に係る学部等ごとに作成すること。

２　この書類は，専任教員についてのみ，作成すること。

４　専門職大学院若しくは専門職大学の前期課程を修了した者又は専門職大学又は専門職短期大学を卒業した者に対し授与された学位については，「その他」の欄にその数を

　記載し，「備考」の欄に，具体的な学位名称を付記すること。



職 位 学 位 29 歳 以 下 30 ～ 39 歳 40 ～ 49 歳 50 ～ 59 歳 60 ～ 64 歳 65 ～ 69 歳 70 歳 以 上 合 計 備 考

博 士 人 人 8人 9人 6人 人 人 23人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 4人 8人 3人 人 人 人 15人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 1人 人 人 人 人 人 1人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 3人 人 1人 人 人 人 4人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 8人 16人 13人 6人 人 人 43人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

３　この書類は，申請又は届出に係る学部等の開設後，当該学部等の修業年限に相当する期間が満了する年度における状況を記載すること。

（注）

１　この書類は，申請又は届出に係る学部等ごとに作成すること。

２　この書類は，専任教員についてのみ，作成すること。

４　専門職大学院若しくは専門職大学の前期課程を修了した者又は専門職大学又は専門職短期大学を卒業した者に対し授与された学位については，「その他」の欄にその数を

　記載し，「備考」の欄に，具体的な学位名称を付記すること。

講 師

助 教

合 計

准 教 授

別記様式第３号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 授

専任教員の年齢構成・学位保有状況

マス・フォア・イノベーション連係学府　博士後期課程
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